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I. 沿革と概要

1 . 沿革

東京大学生産技術研究所は，昭和24年 5月31日公布の国立学校設骰法に旭き，同日付で

千葉県千葉市に設附された．

その後，研究所の東京移転が実現し，昭和37年度から東京都港区六本木 7-22ー！に本

部および各研究部が移った．なお，千葉市には，付属施設として千葉実験所が設骰され，

92,378面（約 27,944坪）の面積を利用して大形実験等にあてられているまた昭和48年度

から，付I属施設として麻布庁舎内に計測技術開発ヤンター，昭和50年度から複合材料技術

センターが設けられた・

2 . 活動の概要

わが国における工学と工業とはその発達の歴史において，必ずしも相互に密接に連絡

されていたとはいいがたい この欠陥にかんがみ，本研究所は，生産に関する技術的諸問

題の科学的総合研究に甫点をおき，研究成果の実用面への遠元をも行うことによって，工

学と工業とを結びつけ，わが国工業技術の水準を高め，世界文化の進展に寄与しようとす

るものである このため屈礎的研究を行うかたわら生産の現場と緊密な連絡を保ち，生産

技術の実態を知って，適切な研究計画を立てるとともに現場から寄せられる技術的諸問

題に対しても，学術に柚礎をおいた実質的な解決を図ることを軍要な使命としている．

所の迎営，研究態努の柚本となる研究部門は， 3年計画で設骰された．すなわち設立当

初15部門で，以後昭和25年度に10部門， 26年度に10部門を加え計35部門となり，その後，

部門増として， 32年度 1部門， 35年度 1部門， 36年度 2部門， 37年度 2部門， 38年度 1部

門が認められたが， 39年 4月1日宇宙航空研究所設附に伴い， 39年度中に 2部門を同研究

所に移し， 40年度に 1部門， 41年度に 1部門増が認められ， さらに42年度には 1部門が追

加され，現在次に示す43部門となっている．

応用数学，応用光学，音蓉工学，放射線工学，材料強度機構学，動的材料強弱学，流体物理学，

伝熱工学，機械力学，流体機械学，熱原動機学， 変形加工学， 船体運動学，切削工作学，

精密工作学，化学機械学，耐震機械構造学，電子工学，電力工学，通信機器学，電力機器

学，応用電子工学，マイクロ波工学，電子演算工学，情報処理工学，無機工業化学，有機

工業化学，鉄鋼製錬工学，環境計測化学，工業電気化学および工業光化学・ 複合金属素材

工学，環境化学工学金属材料学，放射性同位元索工学，交通制御工学，建築生産学，水

工学，建築構造学，土木構造学，地形情報処理工学，生産技術史環境制御物理学，生産施設

防災工学

所長は，瀬藤象二，兼重寛九郎，星合正治，谷安正，福田武雄，藤高周平， 岡本舜三，
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菊地真一，一色貞文，鈴木 弘の各教授に続いて，昭和49年11月14日から武藤義ー教授が

就任している

本研究所は下記に示すような 5研究部に分かれ，それぞれの部において下記の専門分野

の研究を担当しており，所の管理運営業務は事務部が担当している．

第 1部（基 礎）―応用数学・応用光学・ 音唇工学・ 固体材料学・流体物理学・応

用電子物理学・放射線工学・ 材料力学・応用弾性学・動的材料

強弱学

第 2 部（機械• 船舶）―-機械力学・機構学・伝熱工学・ 熱原動機学・流体機械学・ 装骰

機器学・ 切削工作学・ 非切削工作学・ 精密加工学・ 溶接工学・

船体構造学・船体運動学・耐震機械構造学

第 3 部（電気・電子）＾~ 電気回路学・電力機器学・電力工学・電気制御工学・電子管工

学・通信機器学・ 超短波工学・応用電子工学・電子演算工学・

マイクロ波工学・情報処理工学

第4部（化学・冶金）一無機工業化学・工業電気化学および工業光化学・有機工業化学

第一• 有機工業化学第二• 有機工業化学第三・化学工学・ 無機

工業分析学・有機工業分析学・鉄鋼製錬工学・ 非鉄金屈製錬工

学・金属加工学・金属材料学・放射性同位元索工学

第 5部（土木・建築）一土質工学・ 土木構造学・ 交通路工学・ 水工学・ 測駄学・建築構

造学·建築環境学・建築装備学・建築生産学•生産施設防災工

学・建築配骰および機能学•生産技術史

計測技術開発センターは環境工学の研究に必要な計測技術の開発に関する高度の学術的

業務を行うことを目的として，昭和48年4月に麻布庁舎内付属施設として設置された昭

和48年度には環境化学計測関係，さらに49年度に環境物理計測関係に人員が配当され，セ

ンターとしての業務が充実強化された

これらの諸専門分野において，基礎的研究を行うとともに，数分野の間の共同研究が随

時に行われているのが本研究所の特徴の一つである

また，本所は教育活動についても，大学付置研究所の使命の一環としてこれを重視し，

積極的な協力をしているまた大学院学生の教育のほかに，各種の教育制度による学外か

らの研究員・研究生• その他を受け入れ， これらの教育・指郡についても力を入れてい

る．詳細については，教育活動の項 (133ページ）を参照されたい

管理運営組織は，後章に記すとおり，所内に，教授会・教授総会のほか，所長の諮問機

関としての常務委員会を設け， また各種の運営委員会を設置し，相当数の教授• 助教授・

専任講師がこの委員に選ばれている．そのほか，牛産技術の実態を把握して所の研究の使

命を達成するため，昭和28年以来財団法人生産技術研究奨励会が設立され， この評議員と

して 136名の学識経験者と産業界代表技術者に参加を願い，本所に対して，協カ・助成な

どの事業を行っている
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3. 研究所の位置 ・ 敷 地 ・ 建 物 ・ 配 置図

東京大学生産技術研究所

a. 位置

東京部浩区八本木 7丁目22番 1号

国屯信濃町駅下•fl, 都営パス防衛庁前下ii( 約 100rn 

地下鉄日比谷線六本木駅下屯 約 800rn 

地下鉄千代田線）り木坂駅下1f[ 約 50rn 

b 敷地・建物（面積）・配置図

敷地総面積 48,122 rrf (14,557坪 ただし物性研と共用）

建物 数 本 館 1棟，別棟16棟

建物延面梢 30,414面

本館 25,985rrf 

別棟 4.425面

本館1iii柏の使用区分は次表の通りである（単位面）。

地 階 1 階 2 階 3 階 屋 階 壮

第 1 部 872 1,880 744 732 4.228 
第 2 ,,勺,f, 1,955 817 945 930 4,647 

第 3 部 514 999 881 923 3,317 

第 4 部 632 1,557 1,541 1,149 4,879 

第 5 部 1,546 1,048 817 817 4,184 

試作 r. 場 91 194 285 

屯子壮符機屯 24 173 220 417 
•jf 務 部 886 722 1,897 486 10 4,006 

計,. 6,520 7,028 6,976 5,451 10 25,985 

c 主な建物とその用途

建物名 構 造 利用面（面積） 所 J函 部 主 な 用 途

本館 鉄筋コンクリート地下 1 25,985 各 部 所長宇， 会議場宅 宅各，部研qc務究宰， 実験
階地 1-.3階 咤試作話]こ，居 室，図古等

宰，電宅，受電室ボイラー宰

別棟 2 鉄筋コンクリート平屋建 102 第 5部 床版試験室

" 3 プロック平屋建 32 各 部 薬品収納介庫

" 4 鉄筋コンクリート平屋建 52 第 5部 防火実験宇（地下）

,, 5 鉄骨平屋建 142 第 3部 高電圧実験室

N 6 鉄骨スレート 355 第 1部 材料実験室

" 7 鉄筋2階建 245 第 3部 応用電磁流体実験宅

,, 8 プロック平屋建 8 'Ji務部 危険物貯蔵庫
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別棟 9

N 10 
N 11 

" 12 

" 13 
" 14 

" 15 

" J6 

" 17 

プロック平屋建

鉄筋コンクリート平屎建

プロック平屋建

鉄筋コンクリート平屋建

鉄骨平屋建（中 2階付）
鉄筋コンクリート地下
1翡柑地u階
鉄筋コンクリート 3階建

鉄筋コンクリート 2階建

鉄骨平屋建

15 

179 

113 

179 

923 

625 

795 

631 

29 

・Ji務部廃溶剖介w
第 4 部 R I実験’径

” ｛ 高H'化学実験宰
第 5 部 サッシ実験＇径
第 2 咆
第 4 部

＂）醗酵暖 Iル実験‘屯

試作工場試作[場

第 5 部音粋実験宇（無四i宅残粋・.,;,,測定‘宅）

•J( 務部（叩4ぶ応用化学系共通機僻'.4{,'寸測
技術ll廿発センター

第 2祁｛
、 動jJ実験棟(n'1lJ11li. 内燃機関，

ターピン，水）j機械）
・)(務部門術所

ガス

d. 水道・電気・ガス・電話

水道は現在都営水道ならびに fl家給水を行っており，使用斌は月平均 2,000対である 3

屯気は東京宙力株式会社と fl家用の契約をし第！変屯所400kVA, 第 2変 屯 所744kVA,

屋外変屯所 535kVA の設備を有し，各部に送屯している.',l.t力使用絨は月平均 180,000

k WHである

ガスは東京ガス株式会社と契約，消費斌月平均 10,000rrrである．

屯話は青山局に50回線加入し，私設交換装i性はAft!(1動交換機で 500回線の容：1l: をもち

物性研究所と共用しているなお，そのうち本所は内線 300回線を使用している

A. 生産技術研究所千葉実験所

a. 

b. 

c. 

位置

千葉T¥i弥生町 1番8号

国屯西千菜駅東口下車，約 250m 

敷地・建物（面積）・配置図

敷地面積 約92.378面 (27,944坪）

建物数 34棟 16,395面（仮設を含む）

主な建物とその用途

建物所在

地区 1番号

A
 

2

3

 

構 造

鉄骨スレート平屋建

K
T
'

｀
 

L
 

9[|
＇
ー
ー
！

f
 

面
面

用
（

一
禾

じ一[i な 用 途

4

5

6

7

8

 

” 
鉄骨平屋建

プロック造平屋建

476 

352 

822 

40 

46 

39 

39 

30 

試験工場（山田研，田村研鈴木• 木内研，水
町研）
大刑構造物振動実験棟（久保研，

構造物動的破壊実験棟（岡田研，
filf• r岱召H紺f

,, 

田村研）

久保研，田中

,, 

,, 
中村研

正門
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A ， プロック造平屋建 54 レ ザおよびミリ波実験設備（斉藤研，藤井

N 10 I/ 30 危険物倉庫

" 11 硝子訓洩試験設備 河村研

B 1 木造2階建 1,291 村山田研，北川研， 田村研，鈴木• 木内研，
研，益子研，久保研，事務室

N 2 I/ 1,017 村山田，研，4北川研， 田村研，鈴木• 木内研，
研 ヽ林研，三木研

N 3 木造3階建 719 介庫

" 4 木造2階建 511 武藤研，河添研，館研

" 5 木造平屋建 194 柴田研，武藤研，中村研，勝田・村上研

’’ 6 土質工学模型実験設備 三木研

C 1 木造 2階建 1,208 加藤研，館研，勝田研

’’ 2 木造平屋建 356 館研

" 3 鉄平骨屋鉄建筋コンクリート 317 ’’ 

II 4 溶鉱炉自動秤最施設 ‘‘ 

" 5 プロック平屋建 ， RI薬品庫

’’ 6 木造 2階建 1,215 宿舎

D 1 鉄骨.li棒荘•平屋建 38 受電室

" 2 木造平屋建 ， 柴田研

N 3 鉄建筋コンクリート平屋 60 N 

地下つき
,, 4 鉄骨平屋建 2,656 船舶航海性能試験水槽実験棟（工学部）

E 1 ,, 3,375 水工学実験棟（井口研）

,, 2 木造平屋建 194 野崎研．井口研

" 3 プロック平屋建 63 野崎研

’’ 4 ,, 38 II 

,, 5 木造平屋建 129 ボンプ室

" 6 鉄骨スレート平屋建 23 二次元造波水槽測定室

" 7 鉄骨平屋建 1,349 律波高潮実験棟（生研，虞研，工学部，理学部

,, 8 プロック平屋建 ヽ 35 同上観測室

研）

中

河

d. 水道・電気・ガス・電話

水逍は現在千葉県水道局ならびに自家給水を行っており使用絨は月平均 5,000吋であ

る．電気は東京電力株式会社と自家用の契約をし，変電所は 300kVA の設備を有し・ 所

内に配電している電力使用儲は月平均 45,000kWHである．

ガスは東京ガス株式会社と契約，消費批月平均 2,500対である．

電話は千葉電話局に 9回線加入．私設交換装骰は， クロスバ型自動交換機で，内線60回

線を使用している．

B 計測技術開発センター

環境工学の研究に必要な計測技術の開発に関する高度の学術的業務を行う. 48年度以降

化学関係の計測技術の研究および開発研究を行い，ついで環境物理計測を増設した

48年度の定員として，教授 1, 助手 1' 技官 1が配分され， 49年度はさらに助教授 1'

助手 1' 技官 1が加えられた．
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II. 研究活動の概観

1. 研究計画ならびに方針

本所の研究員は，それぞれ自己の属する専門分野の進歩発達のために研究を進めている

が，研究所としてもある具体的な問題を採り上げたり，あるいは適当と認める外部からの

研究委託を引き受けたりするこれらは問題によって関係のあるいくつかの専門分野の人

々で，研究班を組織するしくみになっている．本所がほとんど工学全般にわたる専門分野

を持つため，このような総合研究態葵をとりうることが容易であり，また常務委員会の議

を経て決定するのでその機会が常に機動的に用意される・ 大型プロジェクト研究として昭

和46年度より開始された「都市における災害•公害の防除に関する研究 I (3年計画，臨時

事業費）がその一例である・

基礎研究の成果が打ち出されると，一歩前進して，技術上，経済上の面から工業生産化

への可能性を立証するためにこれを別個の研究組織に移し，中間規模の試作または試験を

も行っているこれら中間試験研究として行う研究は，受託研究によって行われる場合と，

所内に設けられた特別研究審議委員会が，毎年特別にいくつかの研究課題を，所内各研究

部から申請を受けて決定する方法とがある後者は，基礎的研究でその発展が十分期待さ

れる研究も同時に採り上げて特別の研究費を注ぎこむようになり昭和49年までにその件

数 を数えその研究成果は，工業界への寄与の動脈となっている・ 受託研究は，本所

の自主的計画をさまたげない範囲で行い，また短期間に結果を求める目先のことばかりに

力を注ぐことにならないよう注意されている・

2. 研究活動の経過

大学の研究が，研究室を単位とする各部における研究の方法で学問の基礎研究を行う

ことは，長い歴史に見られるとおりである戦後は，科学の進歩に伴い一つの問題をいく

つかの研究室が共同して総合研究的に行うことが多くなったことも周知のとおりである・

このような研究傾向に対し一研究所に各専門分野があって総合研究の態勢をとりうること

が容易である機関は少ない．この点本所には特色があって，たとえば耐震工学の研究に土

木建築工学と機械工学が協同し，最適設計システムの開発研究に写真測量と電子演算工学，

交通問題に自動車工学，交通路工学，電子工学がそれぞれ専門を分担したり，マトリ

クス有限要索法の研究が共同研究によって成果をあげている．

また，試験熔鉱炉の研究に自動制御やアイソトープ技術を投入したり， レーザーの研究

に電気と光学の両面から開発を進めたり， ロケット製作に高張力鋼の研究から始まり構

6 



造力学と推薬エンジンおよび空気力学の諸分野が合体して作り上げるまで，問題に対して

縦貫的にあるいは多面的に研究が行われてきているのである・ 総合研究態勢の実施には，

単にいろいろな専門分野があるというだけではなく，所内に常務委員会や各種迎営委員会

があって，これらを結びつける機構が備わっていることによって，より特色的となる

実用化研究は，初代所長がとくに強調され，本所の設立趣意苫にも記されている研究所

の使命の一つで，大学の研究が工業技術として役立つために極めて爪要なものの一つであ

る．陥礎研究と工業生産との間を満たすものが戦前の多くの大学研究では欠けていたので，

本所では，これを中間試験研究あるいは中間試作研究という名のもとに設立以来実施して

いる・ 観測ロケット特別罪業や試験熔鉱炉の研究はこの例である．

近年は，柚礎研究が相当進み，その完成が近く期待される段階にあるものを選定し，特

別研究とすることも行っているたとえば大型屯子計算機，大型振動台，直視型情報処理

装骰，近代的な分析諸設備をはじめ，多数の本研究所特有の設備が充実されている

3. 研究の形態

本所では上に述べた研究方針に従って幅広い種々の形態の研究が行われているが，これ

を大別すれば特別研究 I, 同II, 一般研究A• B, 共同研究ならびに各部における研究に

分類される特別研究 Iは文部省臨時:JJ業の 3カ年計画第 3年度として昭和46年度より開

始している「都市における災害•公害の防除に関する研究」で所内の広い分野の研究員が

参加している特別研究 IIは基礎研究が進み，その完成が近く期待される段階にある研究，

中間試験あるいは試作研究を所内の特別研究審議委員会が毎年選定し，経常的研究費とは

別に研究費を支出しているものでこの中には 2年あるいは 3年以上継続して完成する研

究もある一般研究A•Bは文部省科学研究費補助金による研究の内，一般研究A•B と

して行われたものである・

共同研究は前に述べた如く総合的な研究態絡が容易にでき得る本所の特色を生かした研

究で， さらにこれらの研究を活発化するため共同計画推進制度を設け，研究連絡その他に

要する研究推進費を交付している・ また文部省科学研究費補助金総合 A•B も含まれる．

各部における各研究室が設定する各個研究は本所の研究進展の核をなすものであり，．各研

究者はその着想と開発に意を注ぎ，広汎，多種な研究が採り上げられている・

4. 昭和49年度の研究の現状

A. 特別研究 I

第 2 次臨時事業渚都市における災害•公害の防除に関する研究”の実施計画の概要

昭和46年より昭和49年までの 3年間に行われた表記第 1次臨時事業においては第 1の目
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椋である外乱を受けにくい都市構造の研究を

(i)「都市構造物の耐姦強度の調査研究」（第 1グループ）

(ii)「都市交通公古対策の調森研究」（第 2グループ）

(iii)「都市廃棄物対策の調査研究」（第 3グループ）

の 3つの点に絞って展開し，多くの成果をあげることが出来た．

しかしながら，研究の進展に伴って，各研究グループとも研究の規校拡大，長期化およ

び相互調整の必要性を痛感したこれと併行して本れ業の第 2, 第 3の目椋である都巾機

能の最適制御や都市機能回復のための最良手順の開発に閲する研究を完成させるためには

更に外乱とそれによる被古の検出および防設に閲する研究を新たに推進すべきであるとい

う結論に到逹した・

上記の結論を柚にし，本所の化学物理計測，多次元情報処理やコンピュータ，シミュレ

ーションや制御技術の専門家集団を動員して次に述ぺるような 3つの研究

(a)環境汚染防除に関する研究（物質汚染防除システムあるいは第 4グループ）

(b)都市情報の総合処理の制御システムの調森研究（多次元情報処理あるいは第 5グルー

プ）

(c)都市災雲・公害の最適防渡システムに関する研究（都市機能の最遥防護システムある

いは第 6グループ）

からなる第 2次臨時'.}J:業を推進させることになり，以下に掲げる研究組織と研究計画をも

って早速初年度の具体的研究に入っている．

第 2 次臨時事業研究災害•公害からの都市機能の防護とその最適化に関する研究組織
グループ

闘 戸°汚染の迅速微鼠計測法の開発と汚染計測法のシ

〗□i疇書三（三三
する研究） o 無機系即境汚染物質の防除法の研究•••（山辺）館

各教授，（翡栢），原，明石の各助教授
ー 0 有機系 ” …（浅原）（中村）

委員長一甜l 委員長—+—炭,::,, Z_ ;,;'.; ニノ ~ 

報の綜合的集 L 
関する研究）

（熊野諮）各教授，（妹尾）（白石）各助教授
0 非常災古対策用広域多点情報収集システムに関
する研究…安田，（浜田）各助教授

0 多次元画像梢報処理による部市情報の処理に関
する研究•••尾上，浜崎各教授，（高羽）高木，村
井，藤井各助教授

o巨大構造物の破壊予知情報の集収と標定に関す
る研究…山口，尾上（川井）北川，鳥飼，各教
授

0 災害時の緊急対策の最適化および災害シミュレ
ーションに関する研究…（久保）（柴田）の各教授
（越）（田村）片山，藤田各助教授ープ

◎ （川井教授） 0 (柴 0 電力網の広域多屯故院の制御に関する研究•••…

悶喜贔直雷誓~。冒贔誓三9のI捐発勝田，成瀬，（早
ムに関する研究） 野）の各教授，村上助教授

0 環境制御のための最適システムの開発と各種汚
染拡散モデルに関する研究…（川井），大島，渡

◎チーフ 〇補佐 IIは第 1次より継続 辺各教授，棚沢，（浜田）村上各助教授
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B. 特 別研究 II

1. 金属蒸気レーザーの寿命測定

助教授小倉磐夫•技官千原正男

大学院学生渡辺俊太郎・大学院学生黒田 和男

レーザー発振を規定するレーザー上下準位の寿命を磁場くぼみとラムくぼみから測定し

た上準位の寿命は磁場くぼみの幅から測定できる.Seの6準位， Teの 1準位のJ、f命を初

めて測定した

金属蒸気レーザー下準位の寿命は上準位のそれにくらべ非常に短いために一般には測定

がむづかしい しかしラムくぽみを使えばその幅が下準位の寿命できまるため容易に求ま

る．本研究では屯流，ガス圧を変数にとり高雑音領域と発振不能領域の中間に低雑音領域

を見出し， He-Cdレーザーのノイズの問題を解決し， 4416A゚ 線の下準位の寿命を測定し

た・

2. 極低温における塑性変形機構の研究

助教授鈴木敬愛

結晶の朔性変形機構として最も単純かつ基本的なものは，結吊の周期性と原子間相互作

用の形のみによって転位の運動が律速される過程（パイエルス機構）である．純度のよい単結

晶の朔性変形は極低温でこの機構によると期待される・ 本研究はNaCl型のイオン結晶の降

伏応力と転位の巡動速度を液体ヘリウム温度の付近で測定し，パイエルス機構について詳

細な検討を行おうとするもので，既に， NaCl,KC! , KBrの降伏応力， LiF中の転位速度を

測定した・

3. ミニコンピュータのオペレーティグシステム

教授渡辺 勝・技官矢作祐一

最近ミニコンピュータが急速に普及しているが，プログラム作成など使用上の点では大

型計郷機と比較して不足の点が多い．そこでミニコンビュータにも大型機なみのオペレー

ティングシステムの機能を持たせることが望ましい・ 当研究室では PDP8/E用の小型

磁気テープを補助記憶にしたオペレーティングシステム 0S/8の性能向上をはかり，他

機種との互換性を考慰したシステムプログラムを開発した. (一部選定研究費）

4. 機能デバイス用化合物半導体の結晶成長と電気的性質に関する研究

助 教 授 生 駒俊明・助手栗原由紀子

技官横溝 氾•大学院学生堺 和夫

ガン効果を用いた機能デバイスは，超高速性とデバイスおよび回路構成が簡単化される， 



特長を有している・ 現在材料にGaAsを用いているので，しきい値屯界が高く (3.2KV /cm) 

1デバイス当りの消骰屯力が大きい．論理油卵索子としては，梢費屯力を史に小さくする必

要があるが， しきい値屯界が材料によって決まる為，新たな材料の開発が必要となる．本

研究は， しきい値電界が低く，屯子速度のpeak-valley 比が大きい皿— V族化合物半導体を

綜合的に開発することを目的としている．本年度は， Ga!nSbをとりあげ，モンテカルロ法に

よる計算結果をふまえて，機能デバイス用材料としての評価を行ったまた， GalnSbの屯

気的性質の測定を行っている． （一部選定研究骰）

5. 微細周期構造を有するオプトエレクトロニクス素子の新しい製作法と

その応用

助教授榊 裕之• 技官今井 !Jj次

油 II~日中を伝播する光がプラック反射を起こすように薄膜表rfliに周期的な[!1111りを作製する

ことは，分布帰遠形 (DFB) レーザ， DFB 光変調器，光学フィルタの集積化にとって •T（ 要

である本研究では半導体・屯解液界伯iでの屯気化学反応が光で制御されることを用いて

Si表面にJ/,J期的な凹凸を作ることを試みている現在レーザの干渉露光を用いて｝，し1期 2ミ

クロンのllfl凸を得ており，史に細かい形状の加工技術を確立して．各柿光屯f索fの火視

を図る予定である

6. 固体表面と気体の相互作用エネルギーの直接測定に関する研究

助教授高栢 浩・研究住増lLI ［ゞ男

固体表面と気体の相互作用を明らかにするための一般的手法である吸杓uの温度依存性

から求める方法を用いないで，直接吸杵熱を高粘度で測定するための装i性を開発し， これ

により各種の金属イオン交換ゼオライトcoとの相互作用を明らかにしたさらにシリカア

ルミナとcoあるいはアンモニアとの相互作用を赤外線吸収の併用によって研究しつつある．

7. 制振機構の設計法に関する研究

助教授川股屯也・助手半谷裕彦• 技官米Ill .i梃

‘買litポンプ ”装窟tを構造物に組込む制振機構（振動誡衰機構）は，頁拍効果と誡哀効果

により構造物の振動応答を大幅に滅少する．本研究は，質l,i:ポンプ中の液体の振動に伴

う減衰力の発生機構を実験的に明らかにし，制振機構の最適設計の方法をI外l発するのが目

的である・

減衰力実験装u'tを試作し，種々の質鼠ポンプおよび配行に対して，減衰効果を実験的に

調森し， 1必適設計法の設定に対する品礎データを作成した・
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8. ハンマークエンチング法による合金の準安定相およぴ相変態の初期

過程の研究

助教授井野博満・助手（特別研究員）七尾 進

研究生並木 徹・受託研究員大屋広茂

大学院学生 川野紘一郎・大学院学生 吉岡振一郎

通常の水焼入れ等では実現できない高速急冷 (106度 /sec)を，ハンマークエンチング

法で実現し，合金の準安定相（非晶質合金を含む）の構造・物性の研究を目的とする．本

年度は，高周波コイルで合金を浮遊融解する部分，電磁コイルで銅プロック（ハンマー）

を高速 (10m/sec)で動かし熔融合金をはさみ込む部分を完成し，予備テストを繰返して

いるまた，稀土類ー遷移金属合金，侵入型鉄合金， Fe-Ni-Al系合金等の試料作成を行

いつつある．

9. チップトリガー制御による放電加工の高速化

助教授培沢隆久• 技官田中勝也• 技官藤野正俊

近年，放屯加工が粕密加工の有力な手段として注目されるようになったが，単一放屯に

よる工作物除去星の微小化に伴う加工速度の低下が大きなI旅苫となっている．この解決の

ために，加工fiqによる放屯トリガーを積極的に制御することによるパルス利用率の増大を

目椋とし，ダイナガイドを用いた加工液の正逆流制御および高速度写兵による生成気泡の

堺動，役割の解析研究を進めている．

10. 大霊火災時の避難最適化に関する研究

助教授籐田隆史• 技官服部 忍

大震火災時の避難対策として，都市再開発が非常に困難となっている我国主要都市におい

ては，哀災発生初期の段階で収集される出火点情報，道路切断情報等を処理して，短時間

に避難計画を立案し，その徹底に努力することが，残された．ほとんど唯一の対策である．

本研究は，この緊急避難指令管制システムの情報処理機能について，小規校ながらon-line

systemを構成し，実用性の検討を行おうとするもので，本年度は災‘且情報の入力装附とし

てのグラフ・ペンの選定および小型電子計卵機への結合を行った・

11. 分布き裂とき裂分岐を考慮したシミュレーションによる環境強度

評価方法の開発

教授北川炎夫・講師渡辺勝彦

分布き裂間の干渉を考屈して応力拡大係数を計孵するプログラムを用い，モンテカルロ

法で分布き裂の高密度発生による破壊過程を各種の干渉条件に対して比較検討した・一方，

各種腐食環境下で繰返し応力下または静的応力下でのき裂発生速度・き裂分布関数・き裂

成長速度等のシミュレーションに必要な入カデータを求めるため，水平形環境強度試験装
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骰を試作した小き裂の発生・成長・合体，き裂特性への環境への彩籾についての実験が

視在進行中である・

12. 屋外騒音の異常伝搬に関する研究

教授石井聖光・講師橘 秀樹•技官山口道征

交通騒音，工場騒音などの屋外伝搬は気象条件によって大きく変化する． この現象に関

する研究として今年度は，風の影特に関して簡易風洞を用いた 1/100縮尺校型実験を行

ぃ，音評伝搬を風向，風速との関係を調べたまたフィールド測定のための検討として，

相関法による予備測定を行い，その効果を確かめた．

13. 液晶構造を利用した機能材料の開発研究

助教授鋤柄光則• 助手（特別研究員）盟島喜則

助手（特別研究員）飯田武揚• 大学院学生南 附樹

サーモトロピック液晶の応用として．色索を溶解したネマティック液晶セルと一軸性薄

屈及び 2枚0)仇線仙光板を用いたi韮圧作動型のカラーディスプレーを作製し，動作特性を

解析したまた，溶解した色索の偏光スペクトルを測定して屯子構造に関する知見を得た・

リオトロヒ°ック液晶の利用としては，棒状高分;fの屯場による相転移を測定し，熱力学的

に埒かれる理論式と良い一致を得，屯場応答を固定したII莫の作製について検吋したまた，

光酸化述元反応性色索及び軍f伝逹系を埋め込んだ 2分子ii癸を作製し，光照射によってII癸

を通しての屯荷分離が起ることを確謎し，その作用スペクトルを測定した．

14. 光電極反応解析装置

助教授本多健一

本装骰により半甜体電極を用いる電気化学光屯池の砧礎的諸特性を測定し，光エネルギ

ーの軍気化学的変換に関する諸因子を明らかにし，その改善を行った． すなわち n型半

群体酸化チタンをアノード，白金等をカソードとする屯気化学光屯池の出力はアノード液

にアルカリ，カソード液に酸を用いるとき最大となるまた，カソード反応により生成する

水索を製造目的とするときは両極を短絡し屯気出力を零とするとき最大効率がえられた・

さらにl)l.結晶半甜体に代わる無定形半群体を屯極として使用しても，その動作特性は劣る

ことがなかった・

15. 可変速形液圧鍛圧成形装置

教授鈴木 弘• 助教授木内 学・ 助教授中川威雄

助教授増沢隆久• 助手（特別研究艮）阿高松男

助手（特別研究且）福 岡新五郎・助手天野富男

工業用材料の生産加工システムの蚊適化に関する研究用の設備として，速度可変の容

12 



絨 300ton (主 200ton , 副 100ton)の複動油圧式鍛圧成形装個を設置した．本装骰によ

り，粉末圧縮成形，粉末鍛造，半溶融押出し，溶湯鍛造等を行い，新らしい鍛圧成形シ

ステムの開発および鍛圧成形法を利用した種々の複合材料の製造法の開発研究を行ってい

る．

16. 回転鍛造による高密度圧粉体の連続成形システム

助教授中川 威雄・助手天野富男

本年度は，最終年度であるため応用研究に誼点を移し，主として複合材料の成形の可能

性を追求した・ 鋼棒にステンレス粉，青銅粉，超硬合金粉，鋳鉄粉を被覆した複合棒材，

また軸受用として，内面に鋳鉄粉を内張りした鋼管等を作成することができた．さらに，

MoS, 粉を含む自己潤滑性軸受用複合材の開発も進めているまた，切削切粉の再利用シス

テムの研究の一環として，高速度鋼の切粉およびTi切粉より棒材を試作した・

17. 粘弾性体および複合材料のクリープ試験およぴ二方向ひずみ測定装置

教授山田嘉昭

非線形構造解析のコンピュータシミュレーションに必要な材料粘弾性特性を実験的に粘

密に測定する装骰である・ 材料のクリープ試験および定ひずみ速度引張試験を行い，試

験片の軸方向だけでなく，横方向ひずみも測定して，多軸応力場における解析の基礎とな

る材料特性データを得るように計画した．装骰は，新規購入のクリープ試験機および既設

のInstron型試験機に電子光学式非接触エクステンソメータ（西ドイッ Zimmer社）を組合

せたもので低温から高温の広い温度域で，非接触式の測定が可能であることを特長とし

ている・ すでに，プラスチックス DAPとガラスせんいの複合材料について試験し，複合特

性発現機構についていくつかのデータを得た．

18. 高分解高次元画線情報処理に関する研究

教授屋上守夫・教授浜崎製ニ・教授山口楠雄

濃淡，カラー，時間的変化など多次元の梢報がもりこまれた画線を能率よく処理するた

めハード， ソフトの両面から広範な研究を行っている・ まずハードとしては大容絨の磁気

ディスク記憶装骰を備えたフライングスボット・スキャナー装骰を完成した・ ソフトとし

ては対話型処理および 2次元高速旗等法の開発を行った・

C. 一般研究A,B

1. スペクトル解析法による機械振動系の実時間特性同定と

防震耐霊に関する研究

教授亘理 厚・教授石原智男・教授柴田 約

助教授佐藤誨芳•助教授大野進ー・助教授小林敏雄
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助教授吉識睛夫・元講師鈴木浩平・助手高橋伸晃

各種の機械張勁系に観測される不規則振動現象について実時間でフーリエ・スペクトル

解析し，広範な系のパラメータについての特性同定を行ない，防哀・対虚の見地より性能

向上に奇与することを目的としている本年度は，実時間フーリエ解折装翫を購入し，走

行中の自動車の振動，プラント機器の迎転中ならびに地霰時の振動，任意断面形状に働ら

く振動流体力，工作機械の加工時に観測される振動等について， 1長礎的な特性に閲する調

査をすすめた

2 錯形成ポリペプチドの合成と機能材料開発への応用

教授熊野諮従

成型性のよい屯甜性プラスチックの合成，有機物質による超軍遅体の合成は，現在機能

材料の中で脚光を浴びている問題の一つであるこの研究は，これらの機能材料の開発を

指向している 特に，材料設計の立場から分子の構造，凝集分子の構造および機能性分f

のいろいろな刺戟に対する緩和機構の関連性を究明することにより，新しい屯導性機能材

料の関発を目的としている本研究は特に，結晶性屯埒性高分fの開発を目的としたもの

で， 10JL103ohms(常温）の結晶性高分子が得られており，飛躍的な屯導性の発視を期符

している 今年度にはこれらの材料の電子物性，誘屯性，光物性などが明燎になる予定で

ある．

3, メスバウアー効果による金属・合金組織の研究

教 授 加 藤 正 夫 ・ 教 授 西 川粕ー・助教授石田洋一

助教授井野博満・助教授本間禎ー・助手佐籐乙丸

計邸機つきメスバウアー解析装i筐を用い種々の状態にある金属・合金の微細組織とその

挙動を解析することを目的とする本年度は液相より急冷した Al-Fe合金， 均質固相よ

り焼入れた Fe-Ni-Al合金， s1Feを液体窒索温度で打込んだ Al,高温固相より焼入れた

Al-Sn合金などにつき時効挙動を調ぺ，微細相の析出，スピノダール分解，照射欠陥回復，

合金元索と凍結空孔の相互作用などの機構を研究したが

4. 新しい多環式系化合物の合成とその精密化学への応用

助教授 白石振作・助教授妹尾 学・ 助手（特別研究員）小川昭二郎

教授早野茂夫・助教授高橋 浩• 埼玉大助教授時田澄男

フェナントロリン，アントラキノン，アセナフテンなどを出発原料として，アザアント

ラセノファン頌， ビオラントロン系化合物などの縮合多環芳香族化合物ないしは大環状多

環式化合物を合成し，その化学的，および物理化学的特性を検討して，新しい粘密化学へ

の応用をはかることを目的として研究が行われている初年度は主として，合成過程の詳

細な検討を行い上記諸化合物群の合成のための基本的問題点を明らかにした
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5. オプトエレクトロニクスの高電圧工学への適用に関する研究

教授河村逹雄・教授柏村恒義・助教授高羽禎雄

オプトエレクトロニクスを高屯）［上学に適用するための）出礎ならびに実用化について研

究を迎めたすなわち， レーザ光によってトリガされた放宙間隙0)絶緑破壊0)柚礎過程な

らひにその大屯）Jスイッチヘの実用化について研究を行った，さらに発光ダイオードを利

月］したインパルス屯JL ,, じ流(J)測定についても J山礎的研究とともに， その送屯線における

,，片サージ',U/l'O)測定へ(J)j凶川をはかり，成果を収めることができた

6. 建築構造物の地震による破壊に関する研究

教授 ill中 尚• 助 教 授 岡 田忙男・助教授高梨兄一

助 T二 ,fi:f註柏雄・助手字Ill川邦町・助手閲松太郎

切年度であるため，比校的軸IEの低い中低li"i建物の鉄骨および鉄筋コンクリート柱につ

いて繰返し 1111げ載柑i実験を行った．定販巾繰返し載前における復元）J特性を求め，強度剛

性 IJ)劣化に対する限界を探り，史にアクチェータとコンピュータをオンラインに結んだ

丈験装iiりを用しヽて地震成による構造物の非線形応答を求める予価実験を完 fした．

7. 繊維ー粉末冶金法による複合材料製造法の比較

助教授 fJ;i 節四郎・助 F 明智 泊明

繊紺：ー金属系投合材料の製造法の中で実用の I引J能性が大きい繊維—粉木冶金法としてス

ウェージング法， ,JI抜き法，抵抗焼結法の三者について比較検討する目的で，本年度は7.5

馬）J スウェージングマシンを購入設附し，それによって銅粉——鋼線混合物を装入した銅管

のスウェージiJII工を行ない，そのさいの製品複合材料内の緻維の賂刺状態におよぽす絨維

長さ，竹径，粉木性状の影膨を検討した

8. 高周波数領域におけるガラスの内部摩擦の研究

教授今岡 稔• 技官坂村博康

ガラスの内部）辛擦の研究は砧弾性体としてのガラス構造特性を把握する上で有力な方法

である．ここでは振動リード咽および水晶発振器を使った縦振動型内部l瓶擦測定装i性を使

い，従来の 1c/s附近の振動J』1期を lOOKc/s程度の高固波数領域まで拡げ，振動周期の変動

に伴なう内部l炉擦IJ)ヒ゜ーク，パックグラウンドの変化から上出構造特性を謁ぺようとする

もので， 目ドカルコゲナイドガラス， リン酸ソーダ系で測定を進めている
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，， イオン化スペクトルの精密測定による表面現象解析の研究（継続）

教授辻 泰• 助教辰菊且l 恨志

助 『 4ヽ林 II'●、典• 技＇官 戊lじ 、,J,:

イオン化Jll失',.Ufの諮特性を明らかにし，』ミ血視＇象鮒祈に心用する捺())可能性と限界を

検，；寸するには，エネルギー分析岱の作成と共に真喉閑境0)整価を必疫とする“特に金属単

結晶0)泊浄表川iを椋県試料として使用するには， 1x 10-10Torro)/E}」を維持せねばならな

い．本年度は，この目的に沿って真空糸およひ気体埒人糸())'¥釘曲を行ない またモリプデ

ン(110)1/!i U)酸化にともなうモリプデン入,j,, 5 準位のエネルギー変化を測定した

10. 可変周波数レーザを用いた光ヘテロダイン検出の研究

教授斎藤成文・教授瓜崎嚢こ• 助教餃 Ji泰）/: I湯一

助教授榊 裕之• 技『i 廊本炎之・人学院学11, 正村辻郎

高粕度， 1::;感度のスペクトル分析装i悦に応用する目的で，通常のインコヒーレント光U)

光ヘテロダインによる検出の研究を行ってしヽる．本年度は理論的に光ヘテロダイン U)械 f

論的な限界感度について検討したのち，高速度の光屯 f増倍怜 およひ広灼域幅約 1GHz

の中間}.',Ji皮増幅堺により，検出の邸慇度化を行ったまた翡分解能， 1介i粕度のスペクトル

分析を応用した環境リモートセンシングに用いるための i,J変i皮長レーザの研究を行ってい

る可変波長レーザとして，イオン・レーザを励起光源とし，色索 (Rhodamine6G)を用

いる色索レーザを用いるこれは 620-;560nmの間， 30MHzの単一l附皮数スペクトラム

で連続的に発振し，かつ， ',U+的に同謁，走査が可能であるこれを用いた汚染物質の検

出等について，）出礎的実験を行った

（科学研究費一般 B)

11. 可変周波数レーザを用いた光ヘテロダイン検波によるスペクトル

分析に関する研究（継続）

教授 斎餘 成文・教授浜紺，） よしニ・助教校 ）iぷ叶 I楊一

最近，急速に迎歩しつつある r,J変周波数レーザを川いて，光ヘテロダインによる広範lJH

の光i皮恐における粕密スペクトル検出，および， 111Ji像忙恨O)検出に1対する研究を行う.irJ変

周波数レーザを屈部発振堺とした和},JI riJ能，翡愁度スペクトル分析法をIi'化立し， これによ

り環境リモートセンシングの新しい手段を実視する▲ 本年度は，光ヘテロダインによる光

スペクトル検出法の翡悠度化を目椋として，多屯同期検出）j式ならひに， マイクロ成恐に

おける広恐域の計jii't刷幅堺を製竹しその特性を明らかにした▲ また， !IJ変周設数レーサと

して，色索（ローダミン 6G)を，イオン・レーザーにより励起した色本レーザーを製作し，

その山f的な/,1れ皮数，h:} ,JI特性をしらべだ
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12. 大型構造物の振動性状と地震時挙動に関する研究（継続）

代表者教授久保慶三郎・助教授片山恒雄・助手佐藤暢彦

本研究は大型構造物の常時微動測定から実時間に各部の相互相関， クロススペクトルの

解析に重点をおいて，その振動性状を正確に求め， この種の構造物の地炭時挙動の推定に

資せんとするもので昨年完成した中央径間 230mの浦戸大橋（プレストレス，コンクリー

ト橋）で実測を行い，起振機実験結果との対比を行い，よい精度の結果を得ることが明ら

かになったなお， 4階建鉄筋コンクリート建物についても実測した・

13. 合成樹脂によるコンクリート表層の改質に関する研究（継続）

助教授小林一輔• 助教 授岡村 甫（工学部）

助手伊藤利治・技官星野富夫

コンクリートの表附部分に高沸点の熱硬化性樹を熱間含没せしめることによってこの部

分を改質し，コンクリートに高度の耐水耐食性を与える方式を確立しようとするものであ

って，本年度は表I団の改質がコンクリートの耐水耐食性に与える効果を確認するとともに，

現場の構造物にこれを適用するさいに必要となる含没度の非破壊検爺方法について検討を

進めた・

14. 交通流情報収集手法の高度化に関する基礎研究（継続）

助教授越 正毅• 技官小林 晃

既設の交通信号制御実験システムに含まれる広尾交差点付近に 8個の車両感知器を増設

し，既設の感知器と合わせて計35感知器から感知信号を信号制御用コンピュータでオンラ

イン処理できるようにした．実交通現象を16ミリメモモーションカメラで記録し，感知器

情報と照合することによって，感知特性を解析し，所要の交通情報を得るための感知器位

謹感知信号の処理方法，および感知器種類を決定するための資料を得ようとするもので

ある．

15. ゼオライトの研究ーとくに脱アルミニウムゼオライトの

特性に関する研究（継続）

助教授高橋 浩•技官鶴 達郎

受託研究員斎藤純夫・研究生鈴木 実

ゼオライドとくにホージャサイト型ゼオライト（モレキュラーシープス Y)の骨格構造

中のアルミニウムをEDTAにより抽出し，いわゆる脱アルミニウムゼオライトの表面特性

と触媒活性との相関性について調ぺた触媒反応としては，ニッケル担持触媒によるベン

ゼンの水添，エタンの水索化分解をえらび，また表面特性としては一酸化炭索との相互作

用を測定によって求め，さらに吸着特性についても実験を行った （一部科学研究費）
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16. 液相における細孔内拡散の研究（継続）

教授河添邦太朗• 助教授鈴木基之・研究員川井利長

DBS(ドデシルベンゼンスルフォン酸），ベンゼン， フェノールなどの有機物質を活性炭

で吸着する際の細孔内拡散係数を求め，活性炭のマクロ孔細孔率， ミクロ細孔径などの細

孔特性その関係を求めた・ 溶質が高濃度の場合はマクロ孔内のバルク拡散が支配的と考え

てよいことが判ったまたセファデックスゲルクロマトグラフィによってゲルにおける溶

質の拡散係数を求めたさらに多成分系における吸着物質の骰換速度と細孔径の関係，分

子プロープによる従来の細孔分布測定法の検討などを行っている・

D. 共同研究

1. 軸対称およぴ一般板構造の非線形挙動解析のプログラム開発

教授山田嘉昭• 講師横内康人

山田研究室で定式化した非線形問題の解法に従い，大変形による幾何学的非線形性，朔

性，粘弾性およびクリープ，温度による材料特性の非線形変化を含む一般性の高い計窮機

プログラムの開発を目的とした研究である． （文部省試験研究骰）

2. 工業用材料の生産加工システムの最適化に関する研究

教授鈴木 弘•助教授中川威雄・助教授木内 学

助教授増沢隆久• 講師阿高松男

助手（特別研究員）福岡新五郎・助 手天野富男

金属材料・プラスチック• その他各種の複合材料など広詭囲にわたる工業用材料の生産

および加工プロセスについて，高能率化・製品品質の高度化・自動化・省力化・無公害化・

材料利用効率の高度化等，多岐にわたる社会的工業的要求を満たすシステムの聞発と最適

化について研究を進めている本研究に対しては，昭和48年度東レ科学技術研究助成金が

交付され，昭和48• 49年度にわたって各種の加工プロセスに関する上記研究の遂行に供さ

れる汎用試験システムの開発が行われた

3. 化学プラント構造物系実大模型の自然地霊に対する応答の

測定解析に関する研究（継続）

教授亘理 厚 ・ 教 授 久保疫三郎・教授柴田 碧

教授川井忠彦・助教授佐藤壽芳• 助手重田達也

大学院学生 曽我部潔

化学プラント構造物系および液体貯槽の実大模型について，地震応答を計測し，そのデ

ータを解析することによりこれらプラントの挙動を知り，在来の応答計算の手法を検討
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しようとするものであるとくにf-_・ド動および長周期系・非対称系の応答について杭点を

おいており，長1月期波の常時計測，高！迅度ねじり地虞計などに特徴がある・

4. 不規則振動系に関する研究（継続）

教授 1(理 似・教授柴田 約• 助教授佐藤藷方

助教授大野辿ー。 研究員原 文 雄・研究嘱託鈴木浩平

研究揺北. ii'i水伍行

刊動 •ll走行中の各部振動，地哀動，記録ならびにこれに対する機械構造物系の応答，工作

機械系の販勁等にみられるイ＜規則振動 [j身の特性， これを入出力とする系の特性の推定に

ついて理論• 実験の両而から研究をすすめてしヽる．非定‘常特性のみならず非線型特性もこ

れらの間題に深いI州連を有している・ 本研究には，高速 AD変換器が頻繁に使用されてい

る．これは本所屯 J襦t・符機’径の FACOM270-30にも接続され， on-lineでも使用される

ようになっている・

5. 大型機械構造物の耐霙に関する研究（継続）

教 授吐理 Iば・教授柴田 約• 助教授佐藤滋芳

助 教 授 大 野 進 一・研究噸託鈴木浩 'Iと

容腐機僻および配符類を含む機械構造物の耐哀設計のため，）！闘準地虚）Jの決定，機械

構造物の振動応答特：性の解析ならひに動的な観点からする設計法の確立などを目椋とした

研究であるなおこれに関連して不規則振動を受ける機械系の振動解析ならびにその統計

的処理法の研究をも行っている．

6. 非定常確率過程に関する研究（継続）

教授 1(理 l見 ・ 教 授 柴111 {()• 助教授佐籐芯芳

研究員 !J;( 文雄・研究麒託鈴木浩平・研究ii属託 泊 水 信 行

機械系に多く経験される非定‘常不規則振動について，その分散およびパワースペクトル

の時間的変動を求める計卵法，それらに対する機械系の応答の解析などの研究を行ってい

る

7. 作動油におけるキャピテーション

代表者教授石厭智男• 分 担者助教授小林敏雄

所外研究分担者12名

油圧機沿単体およびこれを含む油圧回路の特性に作動油のキャビテーションは大きな影

粋をもたらず油と水とは物理的ならびに化学的性質の面で多くの差異があり，水の場合

のキャビテーションの研究結果をそのまま油に適用することには無理がある・

本研究は流体工学，油圧工学ならびに汚染を含めた油の物性の各面から油のキャビテー
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ションの主として｝よ礎的・H項を解明し，それらを総合して[学I.fr益な指針を見出そうと

するものである． （科学研究費総合研究）

8. 大需時における都市機能の過渡性状とその回復に関する研究

教授柴fll 的・教授久保1袋三郎・教授川井忠彦

教授河村逹雄・助教授佐藤滋芳• 助教校片山恒雄

助教授藤田隆史・教授籐井 i登二（工学部）

助教授和田炎ー（ー［学部）・研究員 I泉 文雄

都市機能を由iや網で構成されたモデルで表わし，大地立による撹乱が加えられた際の過

渡性状およひ，その回復に I対する研究を，確率過杵，；合的 F法を併Ill して行っている• 本年

度はその応用例であり，かつ都市にとってもっとも屯要な大虞火災時の化学プラント ・1じ）J

網その他ユーティリティー網をとりあげている．

9, 図面読取・立体図形創成のための自動システムに関する研究（継続）

教授焙Ill 的・研究闘恥［ 出沢 正徳

助教授和Ill 炎ーu.学部）・大学院学化提泰治郎

各部における研究の項 汀［体図形の処狸と創成に1及lする研究”の項に詐しく述べてあ

る．このうちとくに TOSBAC40によるデータ・リダクションならびに図形 1、I動説収装附

について」ことして研究している

10. 面網モデルの動特性に関する研究

教 授 柴Ill 約 ・ 教 授 川井忠彦・教授河村逹雄

助教授佐籐芯芳• 助教授片山柘雄・研究嘱託鈴木浩平

研究員 I泉 文雄

平面的ないしは立体的拡がりを持つ系と．ネットワーク（網）から成り立つシステムは多

いこのような系の動特性． とくに過渡的状況を謁べることを目椋にしている．ヽviJfliの間

題として，大地虞時の屯力網の過渡状況に1支lする研究を行っている．

（一部文部省科学試験研究骰）

11. 大震時における都市火災よりの避難システムの最適化に関する研究

教授柴田 約・教授久保 疫 三 郎 ・ 教 授 川 井 忠 彦

助教授越 正毅• 助教授佐藤ほ芳• 助 教 授 安Ill 幼彦

助教授片山柘雄・助教授藤田 隆 史 ・ 研 究 員 I原 文雄

研究馴託鈴木浩平

大底時における多発火災からの迎難方式に閲する研究である. ・Ji: 前に避難緑地，避難路
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線を定めたいわゆる定進路方式では，火災の発生延焼状況によってその結果が大きく左右

される本研究は火災の発生状況を把握してシミュレーションを行い，その結果にもと

ずき，予じめ定めたいくつかの避難進路案の中から，最適なものを選択して実施する方式

について，その手法の検討と，具体的な方式の開発を行うまた，出地点，延焼情報の

収集，および各地点への避難誘群方式の指示など通信システムの開発が頂要であり，安田

研究室において，本年度臨時罪業費の一部として，多重非同期通信装骰の一部を試作した

ほか，商業用テレビ回線を緊急時に静止画像送信用に使用して，各地区への指令伝逹方法

の検討などを行っている

12. 多次元情報の伝送およぴ処理に関する研究（継続）

教授斎藤成文・教授渡辺 勝・教授安逹芳夫

教授尾上守夫・教授浜崎嚢ニ・教授河村逹雄

教授山口楠雄・助教授高羽禎雄・助教授安田靖彦

助教授 藤井陽ー・助教授高木幹雄・助教授生駒俊明

助教授浜田 喬• 助教授 榊 裕之• ほか所外7名

写真のように静止した 2次元画像， テレビジョン， ファクシミリのように時間軸が加わ

った画像，ホログラムのように空間軸が 3次元となったもの，あるいは，カラーのように

色度座椋軸が加わったものなど多次元情報の伝送および処理に関する研究を行う， とく

に屈礎となる符号理論，倍号理論，伝送理論，パタン認識理論に関する研究，テレビジョ

ン， ファクシミリ等の情報の符号変換による帯域圧縮伝送方式の研究，衛星または航空機

によるマルチスペクトル画像の計節機処理，医学，非破壊検査などで得られる画像の電子

計窟機による自動計測，パタン認識，あるいは， レーザを媒体とする多次元情報の伝送，

ホログラフィによる三次元映像の形成と情報圧縮に関する研究などを総合的に発展させる

ことを目的とし，大体隔月に研究会を開催し，活発な討論を行っている

13 多重計算機連携システムの研究

教授渡辺 勝・ 教授 尾上 守夫・教授山口楠雄

助教授安田靖彦・助教授高羽禎雄・助教授高木幹雄

助教授浜田 喬• 講師藤田長子

計窟機二屯系及び上下位系，計算機複合体，計算機網等の計罪機連携システムの発達は

現代の屯子計節機システムの一大特徴である．本所においては多重計算機接続システム，

多次元画像惜報処理システム，計節制御・計測システム，交通流ハイプリッドシミュレー

ションシステム等の研究実績があり， この上に将来の技術に対する展望を開き，多重計算

機連携システムに関する総合的研究を発展させることを目的として，研究会を開催し検討

を進めている・
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14. アコーステック・エミッション(AE)とその応用

教授尾上守夫・教授島飼安生・教授北川英夫

教 授 川 井 忠 彦 ・ 教 授 山 口楠雄・助教授佐藤芯芳

助教授高木幹雄・助教授鈴木敬愛・所外 3名

AEとは固体が朔性変形，もしくは破壊する時に解放されるエネルギーが弾性波として

観測される現像であって，材料の破壊力学的研究に新しい測定手段を与えるとともに，高

圧タンク，原子炉容器，タンカー等の巨大構造物の安全性確保のための有力な監視手段に

なりつつある．この共同研究では AEの発生機構に関する梢礎的研究および多チャンネル

椋定装i酋の開発に主眼をおいて広い関辿分野の研究者の自由な討議と協力が行われてい

る

15. 高結合圧電材料とその応用

代表者教授尾上守夫•分担者助教授高木幹雄・所外12名

最近電気機械結合係数が非常に大きい圧電材料が出現してきて，フィルター，遅延回路，

光偏向器などのエレクトロ・メカニカル部品の性能を飛躍的に向上させることが可能にな

ってきた本研究はこのような材料の特性を明らかにするとともに部品の機能に応じて材

料，切断方位，振動モードの選定等の最適化が行えるように総合的研究を行っている．

（文部省総合研究費）

16. 省力化計装の研究

教授山口楠雄・助教授原 島 文 雄 ・ 研 究 員 野 坂 康 雄

研究担当石谷 久•技官嶋田淑男•技官阿藤寿孝

受託研究員赤塚次郎・受託研究員 松田啓作

生産工程において，高度の省力化と高能率，高品質および低コストを両立させる計装の

開発のための柚礎的研究を目的としているこのため，制御用機器，システムの解析• 合

成，計符制御，ハンドリングなどを含む広い面からの研究を行っている．

17. 交通流シミュレーション・システムの開発（継続）

助教授高羽禎雄・助教授浜田 喬• 助手田代文之助

助手谷口忠勝・技官兼 子 隆•技官佐藤和雄

特別研究 1で計画した交通流シミュレーション・システム TRN*SIMIIについて，シス

テム内のデータ転送のための品本プログラム，シミュレータ制御用の小形計節機の各種制

御プログラム， シミュレーション実行のためのシステム制御プログラム，標準的な交通流

モデルを表現し得る演算プログラムなどの各種のソフトウエアの開発を行った・

現在システム機能のテストおよびシミュレーションをすすめている．
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18. 放射性同位元素の工業への応用（継続）

教授加藤正夫・教授西川粕ー ・ 教 授 河 添 邦 太 朗

教授館 充• 助 教 授 石 田 洋ー・助教授井野博満

助手井上 健• 助手佐藤乙丸

本年度行なった研究は次のとおりである・

1. 拡散視象研究への RI の応用（西川・明石• 佐藤）

2. 小型溶鉱炉への RI の応用（継続）（館• 佐藤）

3. アイソトープ発屯器に関する研究（加藤• 明石• 佐麻）

4. オージェ屯子オートラジオグラフィの研究（継続）（佐藤• 井上）

5. イオン交換操作研究への RIの応用（継続）（河添）

6. 放射化トレーサ法ないし放射化分析法による金属の腐食の研究（継続）（加藤• 井上）

7. 活性炭吸蒋法による放射性廃棄物の処理（継続）（河添）

8. RI利用による多孔質体内の有効拡散係数の測定（継続）（河添）

9. メスバウアー効果の金属への応用（継続） (fJll籐• 石田• 井野• 佐藤）

10. 低エネルギー散乱ガンマ線に 1対する研究（加藤• 佐藤）

11. トレーサ実験における放射能測定に関する研究（継続）（加蔽• 佐藤• 井上）

19. 膜法による分離システムの開発と高性能膜の探索の研究

教 授 山 辺 武 郎 ・ 助 教 授 妹尾 学・ ほか所外 4名

膜法が水の高度処理技術として発展するためには高性能膜の探索が必要である・ 本研究

は膜法による分離システムの開発と高性能II知の探索を行った. 6-ナイロンを原料とし，

ギ酸，ホルムアミドを用いキャスト液をつくって製膜し，蒸発，熱処理などを検討し，透

過水賊 100.e I 面 •day, 排除率 80形の逆汝透膜を謡］製した．ついで屯金屈イオンの選択

透過性， PH変化による膜屯位の変化と膜性能との関係を謁べた・

（文部省科研費特定研究¥1))

20. 高炉の総合自動化に関する基礎的研究（継続）

教授水町 長生。教授加藤正夫・教授（工学部）松下幸雄

教授河添邦太郎・教授館 充・教授小瀬輝次

教授石井聖光・教授（工学部）相馬胤和

教授山口楠雄 ・ 研 究 員 中 根 千 富

高炉フ゜ロセスの自動制御の一つの重要な側面が炉熱の制御であることから，その実体を

把握するため，新しく開発した測温法や炉内観察法ならびに採収法などを総合的に駆使し

て，溶融開始レベル，融体域における反応の進行状態などの調森を行った なおこの過

程で高炉内部の映両撮影， ビデオ録画などを行った．
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21. 界面活性剤による水質汚濁の処理対策（継続）

代表 者 教 授 （ 併 ） 浅原照三・教授中村亦夫

教 授 早 野 茂火・所外研究分担者 8名

石油化学工業の発逹にともない，酸化エチレンを1原料とする非イオン界面活性剤が大批

に生廂され，陰イオン活性剤が主成分であった合成洗剤のI原料の一部として， また染色助

剤， It炉薬の乳化剤として梢費絨が大幅に堺加したが，その生分解性についてはいまだはっ

きりしたきめ手がないそこで柿々の方法による非イオン界面活性剤の生分解度の測定，

生分解機構の解明を進めた． （文部省科研伐総合研究）

22. 有害物質除去のための吸着法による分離プロセス

および材料の研究

助教授高橋 浩・ 助教授鈴木柚之• 所外 7名

有苫物質除去のための吸荘法による研究を行うに当って，選択性の高い吸着材料の開

発，再生技術のl姐発廃菓技術の開発研究を 3つの柱とし，それぞれの新しい手法を柚礎

にしてこれらを総合化し，新らしい分離システムを確立することを目的として研究を進め

ている． （特定研究）

23. 無機多孔質吸着材料の研究

助教授高橋 浩• 助 手 高 井 信 治 ・ 所 外 l名

各柿の市販吸沿材の細孔構造，表面化学構造を色々の手法によって制御し， これによっ

て吸杓の選択性を高め，目的に適合した吸泊材料を開発することを目的として研究を進め

ており，新らしい分離フ゜ロセスの開発に有用な材料閲発の可能性を見出した．（試験研究）

24. クリーンエネルギー開発・変換の研究

教授小瀬輝次• 助教授小介磐夫・教授平尾 収

教 授 水 町 長 生 ・ 教 授 柴 田 忠•助教授棚沢一郎

助教授吉識睛夫・教授安逹芳夫・教授河村逹雄

助教授原島文雄・助教授生駒俊明・助教授榊 裕之

教授野崎 弘• 助教授本多 健一・助教授妹尾 学

助教授白石振作・助教授鈴木基之・助教授鋤柄光則

自動車廃ガスの問題点， 自動車用エンジンの種類，動作特性と廃ガスとの関係を調査し

たまた光エネルギー利用の立場よりレーザー光の評価，予測を行った．

（共同研究計画推進費）
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25. 電気化学 光電池の研究

助教授本多健一・研究員藤嶋 昭

これまでおこなってきた半羽体電極の光電極反応に関する基礎的知見にもとずき n型半

祁体アノードと金属あるいは P型半埒体カソードを用いて軍気化学光屯池を組み立て，こ

れにより光一屯エネルギー変換と同時にカソード上の水索の生成を試みた・ 電池の動作特

性におよぼす各栢条件の影磐を検吋した結果，酸性カソード液，アルカリ性アノード液の

組み合せのとき水索の最高収率をえた． （文部省試験研究費）

26. 一次および二次大気汚染物質の生成防止および除去に関する

光化学反応の基礎研究

助教授本多 健一•他所外 4 名

光化学的立場にもとずき大気汚染を伴なはないようなエネルギー変換系，大気汚染の原

因となる化学反応生成物の防除を目的とし，光電極反応を用いる光エネルギー利用の研究

をおこなった．電極に用いられる各種の半等体はその固有吸収域により太陽光の利用率は

限定されるが，増感色索の添加による分光増感作用により有効利用波長域を拡大すること

ができた （文部省特定研究費）

27. 耐震構造学研究センター（継続）

(E. R. S: Earthquake Resistant Structure Research Center) 

名啓教授坪井善勝・名巻教授岡本 舜 三 ・ 教 授 亘 理 厚

教授久保疫三郎・教授田中 尚・教授柴田 碧

教 授川井忠彦・助教授田村重四郎・助教授佐藤壽芳

助 教授川股璽也・助教授岡田恒男・助教授高梨晃一

助教授 片山 恒雄 ・助 教授 藤田隆史・助手森地量暉

助手 関 松 太 郎 ・ 助 手 佐 藤 暢彦・助手重信恒雄

助手宇田川邦明・助手半谷裕彦 ・大学院学生曽我部潔

研究員 田治見宏• ほか所外 7名

本年度は計12回の研究会を持ち，土木・建築・機械構造物の耐震工学上の研究成果や諸

問題を提供し，さまざまな観点から検討を加えるとともに，実験設備の充実をはかり，共

同管理の方法を検討した・

更に， 1974年 5月に発生した伊豆半島沖地震による被害の調査およびその報告等におい

て重要な役割を果した・

‘生研公開”に際しては，共同展示を行い，本センターの活動状況を一般に公開し，また，

本センターのメンバーが中心となって「耐震工学の最近の発展」と題する‘生研請習会”
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が開催された

また， Bulletinof E. R. S. No. 8を印刷発行し，広く海外の耐虚工学専攻の研究者に送付

するとともに， Penzien,Pian, Airの諸教授を招いて講演会を開くとともに情報交換を行

った・

本年度は， 5名のメンバーが新参加し，また， Penzien教授が名管会員となり，本センタ

ーのメンバーは総計29名となった．

28. 土木構造物の動的破壊と耐震設計法開発に関する研究

代表者教授久保疫三郎・助教授 田村屯四郎

助教授片山恒雄・所外11名

構造物の耐震性を究明するためには，塑性域における構造物および構造物を支持する地

盤の学動を明らかにしなければならないので，土木構造物の破壊近傍における挙動，土の

朔性領域での特性，地表l日の非線型性を考えた振動の増巾などのサプグループの研究とこ

れらの総合化をねらった耐震設計法の開発の研究が行われている．

B. 特別研究 II (P. 13へつづく）

19. Zeiss製金属顕微鏡 A刃OMAT

教授西川精一

（科学研究費総合研究）

本年度の研究用器機臨時更新費により， 1973年西独のカール・ツァイス社で完成された

顕微鏡システムアキシオマート「AXIOMAT」を新設したこれは大体 4個のユニットよ

り構成された一軸対称型自動式顕微鏡である・観察は同時に 2人で明視野，暗視野，位相

差，微分千渉コントラスト，偏光，低倍率マクロ検鏡が可能であな写真は 35mmフィ

ルム，乾板またはシートフィルム，ポラロイドの何れも可能である．ズーム機構によって

ひとつのレンズ系の倍率をある範囲で連続的に変えることができる・ その他各種の新しい

利点を備えている•
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E. 各部における研究

第 1 部

1・1 細長い物体のまわりのおそい流れの研究

教授成瀬文雄

任意の形の断面をもち，その形も任忍である細長い物体がおそい迎動をするとき，その

物体のまわりの流れをストーク方程式を旭礎）］程式として研究した．

流れの様子は物体のごく近くで 2次元的で，他の領域で 3次尤的であることを用いて，

matched asymptotic expansion法でとき，物体に働く力をパラメータ e(=Clog l /a) -, ; 

lは物体の長さ， aは断面の特性長さ）による展開の形で求めた．具体例として一様流中

におかれた任忍断面の伯：線状物体および円弧状物体に働く力の式を決定した．

1• 2 縮まない粘性回転流体の研究

教授成瀬文雄・助手（特別研究員）関根孝if]

回転流によって引き起こされる縮まない枯性流体の流れのようすを解析的および数値的

に謁べている．現在は特に螺旋管内などの定常的な流れで 2次元間題に帰杵する場合につ

いて，）j程式の非線形成の処理方法を中心に研究している．

1• 3 任意物体のまわりのおそい流れに対する墜効果の研究（継続）

教授成瀬文雄・技管西島勝一

晶礎）j程式としてストークスの方程式を用い，咲がないときのストークスの解が既知であ

るような 3次元任意物体が， 2枚の平行無限平板中の任意の位i1りを，任意のガ向に動いて

いるときに生ずる流れを，パラメータ c(= a/f ; fは壁から物体までの距離， aは物体の

特性長さ）による展開の形で求め，物体に働く力の式を決定したまた円柱に対する写像

関数が既知であるような 2次元任意物体についても同様の研究を行っている

1• 4 光学情報処理の研究

教授小源輝次• 助教授小倉磐夫

助手（特別研究員）芳野俊彦・助手久保田敏弘

光学的情報処理の研究の一環として，ホログラフイの研究，とくに体積ホログラムの光

学的性質の理論的解析と，ホログラフィ用ダイクロメイテッドゼラチンの回折効率の向上

の研究を行っている．また任意の波面（但し拡がりは有限）をもつ単色光に対する平行平

面板の光学的性質を理論と実験から研究している．
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1• 5 気体レーザーにおける励起および輻射過程の研究（継続）

教授小瀬輝次• 助教授小倉磐夫•技官干I泉正夫

大学院学生唐律 修• 大学院学生 渡部俊太郎・大学院学生黒田和男

Perturbation spectroscopyの技術を応用し誘均放射を利用して該当順位の分布箪を求

める）j法を開発したこれに輻射の測定を併せるとアインシュタインのA係数が求まる．

クリプトンのイオン線にこの）j法を適用し良奸な結果を得た．

技術的改良を続けた結果金属蒸気レーザー特有のノイズのため従来測定困難であったヘ

リウム・カドミウムおよびヘリウム・セレンレーザーの， Lambdipを観測出来た．これ

により新しく準位の寿命を決定出来た．

零磁場附近の磁場くほみ法を用いてネオン，セレン，テルルの上準位の寿命を測定した．

1• 6 気体レーザー装闘の研究（継続）

教授小瀬輝次•助 教授 小介磐夫・技官千原正夫

大学院学生渡部俊太郎・大学院学生府津 修

気体レーザーの性能に支配的彩粋を及ぼす反射鍛面の多/f'l蒸祈/]岱の反射率を粕密に測定

し，あわせて透過率，吸収率および散乱率等の測定評価を行い， レーザーの性能向上をは

かっている・ タングステン・ボートを用いた酸化セリウムII葵はやや吸収が多いことが判っ

た．

カドミウム，セレン，テルル等の金属イオンレーザーについて最適な符球構造および放

屯形式を求めて）贔礎的な実験を行ったが中央に陰極，左右両端に蒸発波と陽極をおく）j式の

採用によって好結果を得た．

1• 7 情報狸論の光学への応用（継続）

教授小瀬輝次• 助教授小介磐夫

助手久保田敏弘•学振奨励研究員武田 光夫

OTFによる光学系の性能評価の研究， OTFの椋準化の研究，またデイジタルフーリ

工変換方式による OTF測定の際問題となる統計的誤差について解析し最適の走査方式を

求める研究を行っている．

1• 8 偏光光学の応用

教授小瀬輝次• 助手（特別研究員）芳野俊彦

進行波レーザ一定在波レーザーの偏光を実験的・理論的に研究している とくにHe-Ne

内部鍛ガスレーザーの偏光問題について反射鐙の異）j性に適当なモデルを考え，現象の解

明を行っている．
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1• 9 超音波音場に関する研究（継続）

教授烏飼安生

パルス超音波音場に関する数値計卵を引続いて行ない，特に結果の図形化に意を用いて

詳しい結果を報告した．

1• 10 金属の塑性変形に及ぼす超音波の作用に関する研究（継続）

教授鳥飼安 生・助手藤森聴雄

金属材料に超音波振動を加えながら塑性変形させるとその変形抵抗が著しく滅少する効

果 (BlahaEffect)におけ．る超音波の基本的作用（転位への作用，工具と被加工材との接

触面における摩擦の減少，材料の温度上昇など）に関する基本的研究を行った．さらに，

この効果の応用として，銅， タンタルの低速度での線引き，および鋼細線の高速度多段式

の線引きにおける超音波の作用の研究を前年度に引続き行った．

1• 11 超音波計測に関する研究（継続）

教 授 島 飼 安生・技官季 孝雄

技官小久保旭

前年度に引き続き，超音波横波を用いた応力解析ならびに圧延や熱処理による焼結金属

の異方性の解析に関する研究を行い，また金属材料の疲労試験時の超音波伝播特性の変化

に関する研究および引張試験における AcousticEmissionの計測に関する研究を行った．

1• 12 プラスチック系複合材料の成形加工における超音波の応用に関する研究

教授鳥飼安生・研究嘱託石川春美他 1名

プラスチック系複合材料の射出成形の円滑化に対する超音波の効果に関する研究を行っ

た．

1・13 プリュアン散乱による超高周波音波に関する研究（継続）

教授根岸勝雄・助手高木堅志郎・大学院学生祖 博坤

He-Neレーザーと気圧掃引型ファプリ・ペロ干渉計を用いて 2-7 GHz領域における音

速と吸収の測定を進めている本年度は主としてエタノール水溶液およびベンゼンについ

て測定し，これらのGHz域における緩和の様相を解明中である．

1• 14 光ヘテロダイン法による液体中のUHF超音波に関する研究（継続）

教授根岸勝雄・助手高木堅志郎

液体中における超音波の音速と吸収の測定法としてこれまで用いられてきたパルス法と

プリュアン散乱法では測定困難な数百 MHz域での測定法として，高分解能プラグ反射法を
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開発し，測定装骰を完成した これにより，エタノール水溶液およひベンゼンについて測

定し，プリュアン散乱のデータと合せて 0.1- 10 GHzの緩相スペクトルについて論じた．

1・15 超音波の映像に関する研究（継続）

教授根岸勝雄

パルス光加を持つシュリーレン装附を用いて，超竹波パルスの伝搬や'Ji血板による反射，

透過の様fを映像化することができ，連続波の場合とは異なる多くの知見を得ることがで

きたそのうちのいくつかについて理論的に検討した．

1・16 低エネ ル ギ ー 屯f回折と二次屯fエネ ルギー分析による表面解析の

研究（継続）

教授辻 泰•技官浅尾 刈(

活性気体と！泉子的泊浄表血との相互作用を研究する目的で，氣体導入系にノズルによる

分f線法を導人した ノズルより真喉叶ー］に噴出する氣体分fの}j向分布，明出鼠を測定

し，気体分子迎動論より群かれた結果との比較を行った また，酸索および水に対する超

邸真空排氣系（スパッターイオンボンプ，チタンゲッターポンプ系）の特性を詳細に検討

した

1・17 分f線法による吸着現象の研究（継続）

教授辻 泰• 助手小林正典•技官金 文沢

単結晶表面における吸着視象を研究するため，脱離気体を分f線束として収り出し，マ

スフィルターで分析する装ii','.を製作した モリプデン多結晶表面から昇温により脱離する，

一酸化炭索，窄索の方向分布を測定し，脱離スペクトルに 2つのヒ゜ークが存在すること，

高温側ヒ゜ークは非等方的に脱離することなどを確めた測定粕度向上のため，排氣系の改

善と分f線コリメーターの改良を行っている．

1・18 飛行時間法による分 fエネルギー解析の研究

教授辻 泰• 助手小林正典

固体表面から脱離する気体分fのエネルギー分析によって吸沿視象を解明する目的で，

飛行時間法による分子速度解析器を試作している オーピトロンポンプとクライオボンプ

を :E力とする排気系の整備を終『した分~f線チョッパー，分f線検出系，および低エネ

ルギー屯子回折とオージエー屯—f分光による表 !fii解析系の準備をすすめている．
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1・19 X線およびX線励起電子の表面近傍結晶場における回折現象（継続）

助教授菊田捏志・教授辻 泰

大学院学生高橋敏男

比較的完全性の高い結晶の深さ 100Aぐらいまでの表面付近の構造，格子の乱れ，不純

物原子の分布などを， X線の回折強度曲線の粕密測定および結晶から放出される光屯子の

収批の回折条件による変化の測定，エネルギー分析などからしらべている. As原子を拡

散したSi単結晶から放出されたAsのL光屯子の収鼠の角度依存性をしらぺ，格子中での

As原子の配骰と対応させることができた． （一部科学研究費）

1• 20 低速電子線回折による結晶表面構造の研究

助教授菊田〇志•技官寺田啓子・教授辻 泰

プラッグ角が goo付近（垂直入射・垂匝反射）の回折現象をしらべることを計画し，準

備を進めている このような極端な回折条件のもとでは，特異な現象が期待され， しかも

複雑な現象のメカニズムが単純化されるので，回折の基礎過程を解明するのに適している

なお，この実験条件は従来の装置では満たされず， ここでは磁場による電子線の偏向を利

用している． （一部科学研究費）

1• 21 X線の高次散乱現象の研究

助教授菊田裡志• 技官柳田博司

最近，x線源の高出力化と半祁体検出器によるデータ集積能力の増大によって，従来測定する

ことが難しかった微小な強度の高次の散乱が問題にできるようになってきた はじめに，

偏光した入射X線による蛍光散乱の角度依存性の測定から屯気双極子造移の他にごく僅か

に含まれている軍気四屯極子造移を検出するための予備実験をおこなった．

1• 22 X線の同時反射の研究

助 教 授 菊 田 裡志・研究生金 漢泰

数ミクロンの大きさの微小焦点からの発散X線を利用して擬似コッセル図形を観察する

装岡を製作した． 曲線群のいくつかの交点では同時反射が生じており，その交点付近には

原子の配骰に関係する位相の惜報を含んだ微細な模様が現われることが期待されるので，

その観察を試みている

1• 23 一方向凝固による合金の凝固組織制御の研究（継続）

助教授本間禎ー•助手片岡邦郎

一方向凝固によって凝固条件を制御し，凝固組織の母相，晶出共晶相等が，凝固方向に

整列しているような合金複合材料の製造方法を研究している． その一環として，亜共晶，
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共晶，過共晶各窟囲の Al-Cu合金を一方向凝固させ，平衡凝固，急冷凝固，共晶のみ，

母相より共晶相が生成する場合等の各種凝固条件による共晶各相間の結晶方位1斐l係の変化

を， X線極点図測定， x線回折，鏡検等により比絞検討している

1• 24 加圧炭酸ガスによる哨＜鋼の酸化に関する研究（継続）

助教授本間禎ー・助手山沢冨雄

高温ガス炉における酸化腐食の問題と関連させて，基礎的研究を続けている原屯の協

力によ＾て東海の炭酸ガス冷却炉（コールダー：ホール型）に接続したオートクレープに

よって酸化実験を行っている酸化資料についてX線回折法によるひずみ発生学動を調ペ

た．

Sin2,fr法によるひずみ成分の測定から炭索の拡散固溶による格子膨張が起こっていること

が判明した これは薄膜によるひずみ測定の結果と対応するが，ひずみ発生原因について

のより恒接的知見であり，固溶炭索絨の評価によって酸化物／金属界而の化学ポテンシャ

ルの変化を求めることを可能にするものであり，引続いて研究を続けている．

1• 25 金屈の表面微細構造と初期酸化に関する研究（継続）

助教授本間禎ー•技官米岡俊明

大学院学生 中島紘一郎・大学院学生松永 茂樹

金屈の表面状態の変化は，低酸化ポテンシャル中の酸化たとえばヘリウムガス雰囲気中

の不純物ガスによる高温酸化に際して彩粋を及ほし， また酸化物の形成•成長挙動に彩帆

して酸化府の構造を変化させるのでこの変化の機構と彩粋について次のような柚礎的研究

を進めている. (1)表面エネルギーと表面拡散に及ほす雰囲気気体組成の彩粋を明らかにす

るために金屈単結晶表面のファセット形成現象の実験的研究.(2)酸化IMの微細構造が酸化

速度に及ぽす影粋を定鼠的に評価するために微細構造の形成機構および表面状態制御によ

る微細構造制御とその酸化速度への影粋に閲する実験的研究とシミュレーション計窟．

1• 26 モアレ法によるひずみ測定に関する研究（継続）

教授山田嘉昭• 助 手 輪 竹 千 三 郎

格子線を試料表面に焼付けてモアレをつくる方法を採用し，これにエッチングを併用し

た熱ひずみの測定法についても研究している． レーザー光干渉を用いたモアレしま数拡大

法により最近では測定精度が格段に向上したほか，反射法によるひずみ測定にも成功を

収めた．

1• 27 金属板材の成形性に関する研究（継続）

教授山田嘉昭• 講師横内康人

試作した各種の薄板試験機を用い，材料の特性ならびに潤滑の条件が成形性に及ぽす彩
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粋を研究している理論的研究では，板および殻の軸対称大変形を収扱う Euler型の増分

形解を定式化して， 円板および円筒殻の弾朔性変形および大たわみ問題を解き，次に朔

性イ＜安定を合む場合について手法の拡張を試みている新しく，一般の平面あるいは平板

有限要索を応J廿した成形性問題→解法の研究にも沿手の予定である．

1• 28 有限要索法による非線形問題の研究（継続）

教授山田嘉昭• 講師横内康人・奨励 研 究 員 岩 田 耕 司

マトリックス有限要索法を応用して，連続体，骨組ならびに板殻構造の非線形挙動を統

ー的に解析する）j法を確立しようとする一連の研究である弾朔性応力—ひずみ関係の簡単

なマトリックス表示を見いだすことから始まり，視在では座屈の問題の収扱い，および別

途試験研究費による非線形学動解析の計卵機フ゜ログラムの聞発に屯点をおいている．

1• 29 粘弾性体および複合材料の非線形挙動の実験および数値解析法の研究

（継続）

教授山田品昭• 技官山本昌孝

助手輪竹干三 郎 ・ 技 官 高 橋 治 迅

大学院学生西村 透

材料の力学的特性を一般化 Voigtあるいは一般化 Maxwellモデルで表示することによ

り，材料学動の時間依存性の問題を統一的に収扱うことを目的とした研究である理論で

は有限要索法の固有値解法によって固波数応答の解析を行い，これに併行して，横振動・

縦振動それぞれ自励および他励方式の内部限擦測定装i悦を設備充実して，実験を行った．

これらの振動実験データあるいは定ひずみ速度引張試験やクリープ試験の結果から，複合

材料を含めた力学特性モデルの定数の決定を試みている

1• 30 複合材料特性発現機構の数値解析（新規）

教授山田嘉昭

コンピュータ・・シミュレーションにより，複合体力学特性の発現機構を追求し，新材料

開発の屈礎とすることを目的とする研究であって，特定研究＂複合材料”において開発中

の計節機プログラム COMPOSITEJIのJふ本設計に貢献している．

1• 31 曲面板の挫屈に関する研究（継続）

助教授中桐 滋

挫屈におよぼす初期挑みの彩粋に関する研究の一つであって，圧縮負荷方向と同垂匝方

向に初期曲率がある場合の飛移挫屈の様相について解析を行っている．曲面板の動特性

の中で定常振動および数十ミリ秒の間に生ずる過渡応答について有限要索解析をすすめ，

板のせん断変形，回転梢性の補正の衝撃曲げ変形の伝播におよぽす影祷と運動方程式の時
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間に関する積分のアルゴリスムについて検討している

1• 32 粘弾性体の動的挙動に関する研究（継続）

助教授中桐 滋•技官福嶋 閲

衝撃荷屯に対する粘弾性体の応答を調べるためモアレ稿による一次）じおよび二次元の波

動伝播の観察を行っている ストロボ・フラッシュ法と HYMAC16HD高速度カメラ撮

影により軟かいエキポシ・ラバー内のひずみ波の伝播解析から瞬間弾性率の推定を行った．

また 2次元物体内の波動伝播，反射を数値計狩によりシミュレートする有限要索法の応用

を試み，衝撃に対する過渡応答計符に適するアルゴリスムと変位l支I数の比較検討も行って

しヽる．

1• 33破壊力学の研究

教授北川英夫・講師渡辺勝彦・ 助手松本年男

技官大平寿昭•技官占岡和及•技官古田慈 f

大学院学生結城良治・• 大学院学生池 一平• 大学院学生石川 II行雄

人学院学生久田 俊明・大学院学生高橋進・大学院学生坂詰 修

研究生祖 踏O・研究生金 相哲・研究嘱託三角 1E明

研究［属託福田収ー・受託研究員陶山正忍・受，ff研究員 山綺怜一

き裂の連続体力学とそれに柚づき材料・構造物の強度と破壊の解析をする破壊）j学の研

究を行っている昭和49年度研究の上なる内容は次のとおりである

(1) 疲れき裂成長速度の統計的研究

(2) き裂成長にともなうコンプライアンス変化の破壊に与える影聾

(3) エレクトロンマイクロフラクトグラフイによる疲れき裂の微視的成長速度の統計的

研究

(4)環境破壊力学による強度解析

(5) 異材境界における疲れ破壊と破壊力学パラメータの光弾性解析(]'J,;合材料特定研究）

(6) き裂間干渉と分布疲れき裂の成長およびその統叶的シミュレーション解析

(7) 高強度材料の圧縮による破壊

(8) Kl斐l数制御下における疲れき裂成長

(9) Kl斐l数制御破壊力学専用試験機の開発

(10)応力拡大係数の実験的定拭法の研究

(11) 構造物中のき裂の影粋線

(12) col location法による応力拡大係数の解析

(13) コンクリートおよび岩盤強度解析における破壊力学の適用

(14) 疲れき裂成長による：jJ故確率のモンテカルロ法による信頼性判定と非破壊検森の有

効性
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(15) 自動車の疲労

1• 34 はくひずみゲージに関する実験的研究（継続）

教授大井光四郎・助手小倉公達•技官平野八州男

当研究室で開発した力学的助走区間（ループと呼ぶ）を持つはくひずみゲージは力学的

特性が良く，広い応用面を持っている一方各社から供給されているゲージはパタンの形

状がさまざまで，その設計に力学的な根拠が乏しい本年度はループつきゲージを主とし，

比餃のために在来のパタンのゲージを従とし，実験的にパタンの合理的形状を追求した．

1• 35 有限要素法によるはくひずみゲージの研究

教授大井光四郎・技官鈴木敬子

有限要索法において三角柱要索を用い，多数の場合についてひずみゲージ内のひずみお

よび応）Jの分布を計符した このときとくに注目するのは抵抗はく中のひずみ分布とはく

とベースとの間のせん断応力であるが，両者ともはくの形状により著しい彩膊を受けるこ

とが定最的に求められ，ゲージのパタンの設計に有益な知見が得られた．

1• 36 結晶塑性と転位論

助教授鈴木敬愛・研究生金 絃奎•技官中村和夫

固体の塑性変形機構を結晶転位論の立場から研究している特に本年は，本所選定研究

毀を得て， NaCl型イオン結晶のパイエルス応力（絶対零度での理想的強度）を系統的に

調ぺるために，極低温における降伏応力と転位速度の測定を行った また，イオン結晶中

の2価の不純物による硬化機構の新しいモデルを考え，実験井実をよく説明できることを

ホした．転位のいろいろな性質を調べるために低温の熱測定も行っている．

1• 37 耐震工学の研究（継続）

助教授 田村咀四郎・助教授岡田恒男

耐震工学の内主に地媒入力の検討を目的とした各種地盤の地震時の挙動，地震動に対す

る土木建築構造物の応答挙動及び構造物の動的破壊領域における性状に関して研究を行っ

ている

1• 38 沈埋トンネルの地震時挙動に関する研究（継続）

助 教授田村屯四郎・助手加藤勝行・助手森地重暉

水底でしかも軟弱地盤内に建設される沈埋トンネルについて，地震観測を行って地震

時の加速度， トンネル側壁のひずみ等を調べる一方，ゼラチン及びゴム材料を使用して模

型を製作し，振動実験を実施し，地盤，沈埋トンネル及びそれ等の相互の動的挙動を調査

し，耐震設計方法の確立をはかっている．
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1°39 フィルダムの耐震性に関する研究（継続）

助教授田村屯四郎・助手加藤勝行

大型振動台上にフィルダムの模型を築造して，振動実験を行い，振動による滑り破壊，

堤体内での発生応力等，動的強度の解明に必要な研究を進めている．

1• 40 動力学的研究に対する光弾性実験方法の応用（継続）

助教授田村噌四郎・助手森地屯暉

ゲル状材料の低弾性率を利用し，光弾性材料として 2次元応力解析にはゼラチンゲルを，

3次元的解析にはアクリルアマイドゲルとゼラチンゲルを併用してサンドウィッチ方法に

より動的応力解析についての屈本的研究並びに高速度で移動する荷屯によって生ずる地盤

内部の応力波の伝播などの応用研究を行っている．

1• 41 アースダムの地震時における動的性状に関する研究（継続）

助教授 田村屯四郎・助 手加藤 I]券行

実在のアースダムについて，耐炭研究のため地設計を設i悦して地震時での性状を観測し

固有振動数，振動モードならびに揺衰定数などの柚礎資料を求め，また大きな地裟におけ

る振動性状についての臼料を得ている．

1• 42 地盤及び地中構造物の振動に関する研究

助教授田村杭四郎・助手森地屯暉

助 手 加 藤勝行・大学院学生中村股

地下鉄道の走行に伴う構築，地盤および近接構築物の振動に1臭lして，実測，実験，解析

を実施して，発生と伝播の機構の解明と防虚対策の研究を行っている．

1• 43 鉄筋コンクリート構造物の耐虚性に関する研究（継続）

助 教授岡田桓男・助手閲松太郎

鉄筋コンクリート造建築物の地衷時の特性を明らかにする目的で，千菜実験所に新設さ

れた構造物動的破壊装罹を用いて，鉄筋コンクリート建物の地虞時の塑性域における強度

と変形との関係を実験および解析により研究している

1• 44 耐虞壁をもつ建物の地震時非線形応答

助教授岡 田 恒 男 ・ 大 学 院 久 野 雅 祥

耐虚隈とラーメン骨組のように弾捌性性状の著しく異なる耐店要索が複合された建物の

耐震性を地炭時非線形応答解析により調べている．
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第 2 部

2• I 非線型振動())研究（継続）

教授 F{理 ）ば・研究員杉本隆尚・研究員前田照行

機械振動系において非線型復原力および非線邸減衰力などが作用する場合の理論および

実験的解析を行っており，主として1期擦振動，工作機械のびびり振動，油圧回路の自励

振動などの研究を行っている．

2• 2 吸振ならびに防振の研究（継続）

教授亘理 厚

「．楊に発生する振動問題の対策として，吸振ならびに防振の理論および実験的解折を行

っている． このため現楊における振動問題の調牡診断のはか，対策としての機械の防振

支持あるいは吸振器，緩衝器などの特性の解析ならびに設計を行っている．

2• 3 自動 i・ドの走行安令性および振動騒音問題の研究（継続）

教授亘理 似・研究員黒田道雄

研究員岩元貞雄 ・ 助 手 西 山 正 一

I'I動 Iドの走行安定性ならびに騒音および乗心地に1芙l係する振動問題の解析を行っており，

これにI貨l連して騒音の解折および対策の研究，乗心地向上のための採舵機構，懸架ばねお

よび懸架機構の制御方法の研究などを行っている．

2• 4 耐震機械構造の研究（継続）

教授 Jl理 似・研究員小林節夫

機械構造物の対虚設計を目的として，地震に対する機械構造の動的応答などの解析，耐

震および防振のための減衰あるいは吸振法などの研究を行っている．

2• 5 騒音振動の防除に関する研究（継続）

教 授旦理 屈• 助教授大野進 ー・助手立石泰三

部市における災古• 公古の防除に関する研究の一環として，都市交通・紐設工事などに

伴う騒音振動の防除に閲する研究を行っている． これに関連して，自動車騒音の実態調究，

公専振動の測定方法の検吋，振動遮断}j法の検討などを行っている・
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2• 6 自動巾用消音器の設計法に関する研究

助教授大野進ー・技官鈴木常夫

排気音は自動車騒音の大きな要因であり，これを軽減するために消音器が使用されてい

る．消音器の設計法はすでに多く発表されているが，それらは簡単な理論に柚づくもので

あるため，大体の設計方針を与えるためには有用であっても，定鼠的には設計に役立たな

いことが多い。本研究では従来の多くの理論で取上げられていない因子が消音器の性能に

及ぽす影臀｝について理論的・実験的に調べている．

2• 7 工作機械の自励振動に関する研究

助 教 授 大 野 進 一

工作機械の自励振動についてはまだ理論的に検討の余地が多い そこで従来の理論の妥

当性を検討し，あわせて理論解析の晶礎資料を得るため， 自励振動中の加工物の回転速度

と振動数との変動を測定する装岡を作成し，実験的研究を行い， これに）iづいて理論的研

究を進めている

2• 8 機械構造物の振動特性の分離法の研究

助手高橋伸晃

機械構築物の耐振性能の改善，防振対策を容易に行うために，定常的あるいは過渡的

な強制振動により得られた周波数応答曲線から機械構造物の各次数の振動特性を分離する

手法の研究を進めている．

2• 9 微小パターン位樅決めによる ICボンディングの自動化

教授大晶康次郎大学院学生 E利尚武

ICの組立にはワイヤボンディングやフェースボンディングなどのいわゆる圧沿作業が行

われており，そのためにはICペレットを正確に位1,1[決めする必要がある これを自動化す

るには，大きさ数ミリで複雑なパターンをもつICペレットの自動位骰決めが必要になる．

そこで， レーザホログラフィ技術を利用して複雑な ICパターンをその動きに比例して移動＇

する大きさ 100ミクロン程度のスポットに変換し，この位岡信号スボットを特殊な光屯顕

微鏡で検出して ICパターンを位骰決めする微小パターン位i悦決め装11りを試作している

（科学研究費）

2• 10 ヘッドアクセス用高速精密位骰決めサーボ機構の研究（継続）

教授大島康次郎・大学院学生恩田昌彦大学院学生岡崎正一

磁気ディスクのヘッドアクセス機構には，アクセス時間を短縮することとトラック密度

を増大するため，できるだけ高速でしかも粕密な位i筏決めサーボを必要とする この要求
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に応えるため，般短時間応答を実現するバングバシグ制御と特殊光屯検出器による粕密ア

ナログ位骰決めとを特徴とする電気油圧サーボ機構を開発中でありまたボイスコイル方

式屯気アクチュエータを用いた場合の最短時間制御について基礎研究を実施している

2• 11 純流体索子に関する研究（継続）

教授大島康次郎・大学院学生村上正夫

可動部分のない流体増幅器である純流体索子について基礎研究ならびに応用研究を実施

している．旭礎研究としては，動作流体に水を用いた液体フルイディクスについて水噴流

の側墜付着現象を実験的に研究している応用研究としては海洋開発への応用を目標とし

て液体フルイディクスのスラスタ弁の PWM駆動につき研究を実施している．

2• 12 マスク合わせの自動化に関する研究（継続）

教授大島康次郎・研究嘱託松本義雄

集積回路 CIC)の製作においては，フォトエッチング技術を応用するため， IC回路パ

ターンをフォトマスクによって蕗光しエッチングする手法を何回も繰り返さなければなら

ない そのため，幾通りものフォトマスクを正確に位骰合わせする必要がある． この作業

を自動化する目的で，特殊光屯顕微鏡による位骰検出とパルスモータによるテーブル駆動

とに特徴を有する梢密光屯位i性決め装骰を開発中である．

2• 13 NC用検出器に関する研究（継続）

教授大島康次郎・大学院学生伊藤和徳

ディジタル・アナログ結合方式のNC用に関発したネジ検出器は累積ヒ゜ッチ誤差補正に

より長いストロークで高粕度を容易に実視できる特徴を有するので，この特徴を生かし，

しかも閉ループNCサーボに一般に用いられている位相変調方式の位骰検出に応用できる

ようにしたネジ利用 NC検出器を開発中である・

2• 14 工作機適応制御の研究（継続）

教授大島康次郎 ・研究l屈託植松哲太郎

フライス盤を対象として加工中の機械，工作物系の状況変化に適応して送り速度，主軸

速度の操作最を最適加工条件に制御する適応制御方式について開発研究を行っている現

在，主軸トルク，工具たわみ，加工仕上面，空切削などの加工に影聾する屯要な因子につ

いて， これらをオンラインで適確に検出する検出器を開発している．今後，これら検出器

出力をオンライン計算器にインプットし上記操作鼠を最適に制御する適応制御ア］レゴリズ

ムを実機による切削実験によって検討し，実用化できるオンライン適応制御システムを開

発することを目的に研究を実施する．
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2• 15 洞道自動堀削に関する研究

教 授 大島康次郎・大学院学生海老名良幸

屯話線ケープルの埋設などの目的に都市の地下に各種断面積の洞道を必要とするが，地

表からこれを堀削することは交通の妨害•となって不可能のため， シールドマシンによる堀

削が行われている． この悪環境で）作業を自動化する目的で，操作性のよいシールドマシ

ンモデルを作成し，その連動性能について基礎実験を行った．今後は，このモデルを用い

てレーザビームによる自動ガイダンス方式について研究を実施する．

2• 16 環境制御のための計算機システム

教授大島康次郎・助手小林幹夫

大学院学生西本克史

大気汚染を対象として調和のとれた適切な環境制御方式を確立することを目椋に，計邸

機最適制御のアルゴリズムについて検討を行っている有限個の排出源，観測点を含むあ

る領域の大気汚染制御を行うにあたり，大気拡散は Fickの拡散方程式に従うとし，拡散

係数を未知パラメーターとして，まず有限要索法（屯み付き残差法）により，偏微分拡散

方程式を有限次元の状態方程式として出述し，それに含まれる未知パラメーターを観測値

に晶づいて非線形フィルタにより推定し， 2次形式評価I斐I数を最小にするよう最適操業度

を動的計画法を用いて求めるという最適制御手法を提案し，ケーススタディとしてある特

定の中都市を対象として計窮機シミュレーションを行っている．

2• 17 関数空間における最適制御問題に関する研究（継続）

助手小林幹夫

梨中定数系および分布定数系の最適制御問題を関数空間で定式化し，最適解に対する必

要十分条件の導出，近似解列の収束性および近似解列に対応した評価関数の列の収束性に

関する考察を行っている．

2• 18 状態変数に制限のある最適制御問題の数値解法に関する研究

助手小林幹夫

線形系における問題について，勾配法を中心とした数値解法のためのア Jレゴリズムの開

発を行っている基本的な例について，数値解の粕度をディジタル計卵機により検討してい

る

2• 19 放電加工の極間複合制御（継続）

助教授増沢隆久•助手田中勝也• 技官藤野正俊

放屯加工の極間制御について，加工くず等の加工生成物の作用を考［息し，軍極送り制御

40 



および超音波振動制御などの多パラメータ同時制御による力法の研究を行っている．

2• 20 放屯微細加工の高速化

助教授増沢隆久• 助手田中勝也• 技官藤野正俊

工具屯極径の制約により加工液噴流の困難な放屯微細加工において， ビストン迎動，屯

極側面よりの液噴射による放電繰返し数増大の研究を行っている

2• 21 滴状凝縮熱伝逹に関する研究（継続）

助教授棚沢一郎・研究員塩冶裳太郎・助手永田真一

技官藤森隆司•技官佐藤政俊・大学院学生落合惇ー

大学院学生宇高義郎・大学院学生越智俊郎

滴状凝縮過程はきわめて高い熱伝羽率を示す過程であるが，そのメカニズムを解明する

ための研究を次のようなサプテーマについて行っている (1)初期の微小液滴の発生過程の

屯子顕微鏡およひ光学顕微鏡による観測， (2)液滴の合体をともなう成長過程の高速顕微鏡

写真による追跡， (3)液滴の成長にともなう凝縮面温度の局所変動の赤外線温度測定器によ

る検出， (4)凝縮面上での滴径分布とその変化の測定， (5)液滴の離脱機構の解析， (6)滴状凝

縮熱伝逹率の各種条件下（高加速度場，高蒸気流速，高過冷度，非定常状態など）での高

梢度測定， (7)滴状凝縮過程全体（あるいは一部）のディジタル計罪機によるシミュレーシ

ョン．

2• 22 高性能凝縮装骰の開発に関する研究

助教授棚沢 一郎・研究員塩冶震太郎

現在実用化されている各種の凝縮装骰の高効率化と小型軽絨化を目椋にした研究であ

る とくに摘状凝縮を長時間持続できるような凝縮面の開発や，伝熱効率を高めるための

特殊形状凝縮面の研究に軍点をおいている．

2• 23 血液における気体の物質移動に関する基礎研究（継続）

助教授棚沢一郎・大学院学生桑原啓ァ

人工肺などの設計や，心朦手術時に起る気泡閉塞症への対策に必要な，血液一気泡間の

物質移動過程についで現実に起りうる諸条件を配應した旭礎的な理論解析を行ない，ま

たそれを裏付けるための測定実験を行っている．（一部昭和49年度文部省特定研究役による）

2• 24 生物体における熱的・流体力学的物性値の測定に関する研究（継続）

助教授棚沢一郎・技官佐藤政俊

生物体（とくに人体）に関する熱的あるいは流体力学諸物性値を， invivo (生きたま

ま）の状態で迅速かつ精度よく知るための計測法の開発を目指し，いくつかの力法につい
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て試験的研究を行っている．その結果として，生物体表面の熱伝芍｛率•温度伝尊率などや

血液の粘性などについていくつかのデーターを得ている、

2• 25 内燃機関の排出ガスの無害化の研究（継続）

教授平尾 収 ・ 大 学 院 学 生 鶴 賀 孝 広

研究員徐 錫洪・研究嘱託金 栄吉

内燃機関の排出ガスで問題となる主たるものは co,CnHm'NOェであるこれらの排

出ガスの点で改善すべき点として燃料，機関および排気系の三つがある特に燃料につい

ては非炭化水桑系の燃料を用いることの検討を始めている また機関の改善については広

い意味での成Jr'i給気すなわちシリンダ内のガス流動の利用による燃焼の最適化について柚

礎的な研究を行っている．

2• 26 人動車（人間ー自動車系）の特性と安全（継続）

教授平尾 収•生産技術研究奨励会噸託稲葉iE太郎

研究員小口泰平

自動！れを迎転する場合の人間の特性と自動車の特性との整合の問題を研究するもので，

人動車特性の最遥化のための条件を明らかにしようとするものである特に自動q汀i故に

対する予防安全の見地から緊急時における人動車特性とii:故との関連の把握に屯点をおい

ている

2• 27 人動車（人間ー自動車系）の研究（継続）

教授平尾 収•助手古谷国貨

人動車が実際路上で走行する状態を研究室内の自動車試験台上でシミュレートして採縦

性能，安定性能，保舵性能など，人動巾の走行時の抽礎的な資料を得るための実験を行っ

ている人間—機械系としての人動車の応答特性試験，また微分ハンドルを用いる場合の

最適条件をきめるための実験，制御しやすさについての迎転者の評価と馴れ，人間ー自動

,"h系における迎転者の学習過程の研究，人力情報と人間ー自動車系の動特性関連について

の統計的解析のこころみ，およびそのときの連転者の心身反応の計測を行っている．

2• 28 自動車用ガソリン機関の研究（継続）

教授平尾 収• 助手古谷国 貨・研究嘱託金 栄吉

自動車用機関の排気の沿浄性を高め，無公害機関を開発するためにシリンダ内燃焼改善

に関する柚礎的解析の研究を行っている． サイクルごとおよびシリンダごとの燃焼のばら

つきについての統計的な研究，広範囲の燃焼諸条件についての火炎伝播およびガス流動に

関する実験的研究，これらの実験的調査研究をもとに 局所における燃焼ガス温度，燃焼

速度およびガス組成から熱力学的な解析，などをおこない，サイクル変動機構および火花
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点火機関におけるシリンダ内の燃焼機構の解明を進めている

2• 29 科学観測気球用フィルムに関する研究

教授平尾 収• 助手岡本 智

球皮用ポリエチレン・フィルム改良のため成形条件に対して新しく砕入した縦横加工比

(forming ratio)は気球の上空破壊率と極めて良い相関のあることを実気球の飛しよ

う実紐によって確認した ここ数年間，縦横加工比 1.4で上空破壊率零を保持しているが，

更に安全率の向上と気球性能向上の研究を行う．

2• 30 ディーゼル機関の性能に関する研究（継続）

教授平尾 収・研究員徐 錫洪

ディーゼル機関では大気状態が出力におよぽす影膀は現在でも合理的な結論が得られて

おらず，標準状態における性能を求める場合にいろいろの問題が生ずる最大負荷と排気

煙濃度燃料消費率の関係， またこれにおよぽす大気状態の影靱なども統一的な立場から議

論することも困難な状態である これらの問題はシリンダ内の燃焼の状態と密接な関係に

あるはずのものであるから， この方面から検討を加えていく必要がある ことに副室を有

する燃焼室においてガス流動と関連して燃焼の問題はなお解明しなければならないものが

たくさんある．特に排出ガス中の CO, C壮Tmおよび NOェのよく制の立場から副室付燃

焼室内のガス流動を含めた燃焼の問題の研究を行っている．

2• 31 ラジアルタービン用高膨張比ノズJレの研究（継続）

教授水町長生・助手遠藤敏彦

ラジアルガスタービンに用いられる円周ノズ）レ内の流動状況を明らかにし， ノズ）レの縦

横比．ヒ゜ッチ，拠型などが， ノズルからのガス流の偏向角や損失などにおよぽす影脚を明

らかにするものであって，比較的に低膨張比の場合についてはすでに研究を行い，その成

果は発表したので，引き続き高膨張比の場合について目下研究中である

2• 32 ターボ過給機の研究（継続）

教授水町長生・助• 手遠藤敏彦

往復型内燃機関に用いられるターボ過給機のターピンは従来軸流タービンが用いられて

おり，最近ラジアルタービンが用いられ始めた 当研究室で今までに得られたラジアルガ

スタービンに関する研究成果を用いてラジアルタービンを使用する高性能ターボ過給機に

ついて，その設計方式を確立すべく研究中である
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2• 33 ラジアルタービンの非定常流特性の研究（継続）

教 授 水 町長生・助手遠藤敏彦

内燃機l関の排気ラジアルタービン内におこる非定常流を理論的および実験的に解析し，

排気ターピン用のラジアルタービンの設計資料を求めつつある．

2• 34 ラジアルガスタービンの研究（継続）

教 授 水 町長生・助手遠藤敏彦

ラジアルタービンのノズルおよび動拠の流体力学的特性を各種の幾何学的形状の場合に

ついて明らかにするために，実験用ラジアルタービンを試作し，主として実験的に研究中

である

2• 35 車両用ガスタービンの研究（継続）

教授水町長生・助手遠藤敏彦

自動車その他の車両用にガスタービンを用いる場合について，車両特性とガスタービン

特性のマッチング，制御法，駆動装岡，材料および製作法等について研究中である．

2• 36 非定常流炭列の研究

教 授水 町長生・助教授吉識睛夫

助手遠藤敏彦・大学院学生筒井康賢

ターボ機械に用いられる拠列におこる非定常流を明らかにするため，解析的および実験

的に陥礎的研究を行っている

2• 37 奥の非定常特性の研究（継続）

助教授吉識睛夫・助手小池典夫•技官高間信行

流休機械の性能向上等のために，炭に働く流体力の動特性を求める必要があるそこで

周期的に流速が変動する中におかれた炭の特性について，実験および解析の両面から研究

を進めており，現在は変動する微小圧力の測定に関する基礎実験を拮にして，炭面静圧分

布の測定を行い，拠まわりの流れの状態を解明しようとしている

2°38 流体伝動装置の研究（継続）

教授石原智男・助手古屋七郎

トルクコンバータおよび流体継手の性能向上に関する資料をうるため，内部流動状態の

実験解析を行い多くの資料をまとめている また， トルクコンバータまたは流体続手を含

む自動変速機の変速段切替時におけるトルク変動に関する理論解析を進め，実車試験結果

との対比を行い，理論解析の妥当性を確かめている
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2• 39 油圧機器の研究（継続）

教授石原智男・研究員小嶋英ー・大学院学生田中裕久

油圧バルプの動特性に関する実験を行い， その結果を非線形性を考慇した理論解析によ

って整理し，この種の問題の解明に役立つ資料をまとめた また，油圧用の静圧軸受の静

特性と動特性について理論解析と実験を行い，その実用性を確認している． さらに，これ

らの研究成果を利用し，新しいiib圧制御システムの設計試作を行っている．

2• 40 液体用純流体索子の研究（継続）

教授石IJli 狩男

隈付柑型純流体索子を制御系の採作部にまで適用することの可否を明らかにするため，

液体用の索fについて実験と理論解析を行っている． 索fとしての機能を示すレイノルズ

数の範囲，索子の静特性におよぽす負荷の彩粋，流れの切換えに必要な制御流砒の大きさ

などに関する資料をまとめつつある．

2• 41 油圧作動油のキャビテーションの研究

教授石原智男・大 学 院 学 生 田 村 範 夫

油圧機器におけるキャビテーション発生の条件を明確にするため，オリフィスおよびノ

ズルを通る作動油の非定常流れにおけるキャビテーション現象を実験的に研究している

キャビテーションの初生と消滅を正確に測定するため， レーザ光使用の妥当性を検討して

しヽる．

2• 42 流体力の非定常特性の研究（継続）

教授石原智男・助教授小林敏雄

助手佐賀徹雄・大 学 院 学 生 岩 永 iE裕

一様流中を連動する物体および変動流中の物体に作用する流体力の非定常特性を理論的

および実験的に解析し，流体機械の性能向上，構造物や車両の安全性，安定性の品礎資料

を得る研究を行っている本年度は変動流体力の測定方法の確立および一様流中で回転迎

動している物体まわりの流れの速度分布および後流の特性の研究に屯点をi爵いている．

2• 43 流れの中の近接 2物体の相互干渉の研究（継続）

助教授小林敏 雄 ・ 助 手 佐 賀 徹 雄

流れの中に近接して骰かれた 2物体に作用する流体力の特性およびその評価方法を確立

するための基礎的な研究を行っている．本年度はフローパターンの観察と解析，物体間隙

の速度分布および乱れの分布の系統的評価方法の研究を行った
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2• 44 工作機械の振動に関する研究（継続）

助教授佐藤布芳

切削中に生ずる自励振動，機械の内部あるいは外部より加えられる強制力によって生す

る振動等はエ作機械の加工粕度• 生産能率の向上を苫るしく阻苫する これらは機械構造

の振勁特性・切削機構・じ軸系・上軸駆動系等の振動特性が密接に1月辿している これら

の振動特性を実験的・解析的に求め機械の性能の向上をはかることについて総合的に研究

をすすめている

2• 45 工作機械の動的特性と精度の関係に関する研究（継続）

助教授佐藤奇芳

無負荷連転時のエ作機械各部の微小振動をスペクトル解析することにより，その固有振

動数を求められることを明らかにしてきたが，切削時におけるその変化，回転粕度や表面

粗さなどの関係についてさらにクロス・スペクトル法を適用すること，微小振動の解析か

ら機械の振動モードを求めること，インパルス応答に FFT法を応Illし高次固有振動にた

いする減衰定数を求めること，インピーダンス法による動的特性の測定， これらと表面粗

さとの関係を求めること等についても研究をすすめている

2• 46 表面粗さの実時間測定に関する研究

助教授佐藤 • 大学院学生三井公之

工作機械の動的特性と粕度の関係に関する研究の一環として， レーザーの反射を利用す

る方法に引き続き，光点変位を検出して表面粗さの実時時間測定をおこなう装闘を試作し，

10 RHzまでの変動を測定しうることを確認した．今後， ［具被削材間の相対変位と粗さ

との関係の解明をこれによってはかり，機械の性能向上に資する，

2• 47 複合材料の戚衰特性．に関する研究

助教授佐藤壽芳• 技官駒綺正祁• 大学院学tj・：三井公之

工作機械の動的特性と粕度の関係に閲する研究の一牒として，本研究を実施している．

試験片のインピーダンス曲線，ぁるいはインパルス応答から求められるパワー・スペクト

ルが，各共振点で 1自由度ばね質点系の特性を有する系の屯ね合わせであらわされるとし

て，曲線適合によって減衰定数を求める方法を提案し，これによって，炭索繊維貼布材の

高次振動までの減衰特性を明らかにし，その特性を生かした工作機械構造への利用をはか

ろうとしている
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2• 48 工作機械構造の振動特性向上に関する研究（継続）

助教授佐藤 •技官駒崎 iE洋

技官大堀襄敬•大学院学生黒崎 明

有限要索法による固有振動数，振動モードの計卵法を多数節点の場合に拡張し， これに

よる結果と工作機械構造の加振実験の結果との比較検討をすすめてきている工作機械構

造に典型的な各種構造の特長，振動特性向上に配應すぺき点等を特に旋盤構造を対象にし

て明らかにすぺく，研究をすすめている

2• 49 旋盤におけるびびり振動に関する研究（継続）

助教授佐藤誇芳• 技官駒崎正洋• 技官大堀真敬

各種材料の切削中に生ずるびびり振動を記録解析し，その機械各部におよぼす彩粋，材

料の表面仕上げに対する影粋，工具寿命との関係，振幅特性，防振法等について実験的に

研究している． さらに機械の振動特性との関連性についても研究を行っている

2• 50 機械系の地震応答に関する研究（継続）

助教授佐藤壽芳・研究嘱託鈴木浩平

機械系の耐哀設計法を確立するために，校擬地震にたいする応答特性を統計的手法をも

ちいて淵ぺ．地震晶録にたいする応答特性と比較検討している特に入力が多数となった

場合の多自由度系の応答，設計地震力を推定する際に考慰すべき信頼幅，地盤に複数の卓

越！』1期を考える時の構築物廿幾械系の応答，構築物一機械系で弾塑性非線型特性が許され

る時の系の応答等の問題に関して研究をすすめている．

2• 51 非定常性を考慇した地震応答に関する研究（継続）

助教授佐藤壽芳・ 研 究 嘱 託 鈴 木 浩 平

これまでに発表されている応答曲線とそれにたいする入力の地震波形を整理することに

より，地震規校と地震継続時間，応答倍率とのI葵l係等，構造物の応答と地裳動の非定常性

の関係について研究をすすめている また，地震動の非定常性を記述する分散の時間的変

動と応答に関する分散の時間的変動との関係， さらに，これらと応答曲線との関係につい

て解析をおこなっている

2• 52 多入力をうける機械系の地震応答に関する研究

助教授佐藤壽芳 ・研 究嘱 託鈴 木浩 平

前年度にひきつづき，多数個の入力端を有する機械構造物系の地震応答解析をおこなう

さいに屯要な，系の伝達特性と入力波の振動特性と入力波の振動特性の把握について解析

している構内 2地点での地震動測定も継続し，記録波形間の相関特性を計罪した．
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2• 53 連続圧延の塑性力学的研究（継続）

教授鈴木 弘・講師阿高松男・ほか l名

タンデム圧延機について，各スタンドの圧延条件とモークの動特性とを組み合わせた総

合問題として一般解を求め，さらにロールのたわみにもとづく材料の幅方向の肉屈変化，

増滅速時の過渡特性等の埒入， さらに目的に応じて最遥圧延条件を求める）］法を確立する

ことなどを目的としている研究手法としては理論解析とシミュレータとを併用してい

る．

2• 54 圧延板材の形状制御に関する研究（継続）

教授鈴木 弘・講帥阿高松男・ほか l名

圧延板材特に薄板材の圧延中に発生するしわを防止することは，圧延技術の最屯要課題

の一つである． ロールに曲げモーメ＾ントを加えることにより＂しわ”を制御する） j法に快l

して，解析的手法と実験との両面からり）研究を行っている．

2• 55 丸棒の矯正に関する研究（継続）

教授鈴木 弘• ほか 1名

丸棒の矯正条件と真直度および寸法変化との閲係を材料条件と加工条件を考1息して総合

的に検討し，解析と実験との両面から矯正に関する技術体系を打立てようとするものであ

る．

2• 56 テンションレベラーに関する研究（継続）

教授鈴木 弘• ほか 2名

板材の 3 次元歪を矯正するテンションレペラーについて，板の初期形状• 板l旱•板幅・

材料特性に応じた張力と曲げとの最適条件を求め，設計方式を確立することを目的として，

解析と実験との両面から研究を行っている．

2• 57 合せ板材の圧延に関する研究（継続）

教授鈴木 弘• ほか 1名

材料力学的特性の異なる 2 種類の板材を屯ね圧延する場合，すなわち，バイメタル圧延•

圧着圧延•密度変化材の圧延等に関してあらかじめ与える圧延条件と圧延荷屯· 合せ板/'-/.

比等の圧延結果との関係を解析と実験との両面から総合的に研究を行っている

2• 58 半溶融金属の塑性流動に関する研究（継続）

教 授 鈴 木 弘 ・ 助 教 授 木 内 学・ 助手（特別研究員）福岡新五郎

半溶融状態にある金屈の変形挙動や変形抵抗，また同状態での変形が材料の質的変化に
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与える彩評， さらに同状態における材料の特性を利用した実際の/JILエプロセスの間発など

について， J,k礎的な1f1iから実験的に究明している・

2• 59 ロー）レフォーミングに関する解析的研究（継続）

助教授木内 学

ロールフォーミング/JilTを受ける索材に，成形過れ！において生じる各種のひずみの分布

形態とその推移およびこれに対応する索材内部の応力状態を明らかにすることを通じて，

各柿成形条件囚 fと製品形状• 成形餅屯• 成形トルクとの関係を解析的に求めるための｝長

礎的研究であり，索材の受ける変形形態の頬別化とそれに対する解析手法の確立などを進

めつつある

2• 60 ロールフォーミングに関する実験的研究（継続）

教授 鈴木 弘• 助教授木内 学・助手新谷 瞥ほか 1名

ロールフォーミング加工における各種成形条件因fおよび素材の変形径路と製品形状・

成形餅屯• 成形トルクとのf臭j係を解明し，最適なパススケジュールの設計，ならびに実際

生廂のための学間的・技術的柚盤を求めるため， 5スタンドおよび 3スタンドの試験用成

形機を用い，円弧形 ·V 形・台形断血などの』［本断面形状および広幅断面，• 特殊断面など

の成形に関し実験的解析を行っている．

2• 61 極限状態における潤滑の研究

教授松永正久

潤附油の使HJ できない極限状態，たとえば高貞空中・腐食性雰囲気中• 高低温• 高圧・放

射線場などにおける潤附剤と潤滑法について固体潤柑剤の使用を中心にして研究している．

2• 62 機械加工面の活性に関する研究

教授松永正久• 助手萩生田善明

機械加［により生成した新生面の活性について研究を行い， Kramer効果及びその原因

の探求，機械処理併用による屯府の翡速化及び屯沿物質．の物性の改善，機械加工による表

面物性の変化などについて研究を進めている．

2• 63 薄膜とその応用に関する研究

教授松永正久• 助 手 萩 生 田 善 明

薄fl葵は最近きわめて応用が拡大しているわれわれの研究室では薄IJ葵製作の焔礎となる

蒸着及び屯沿によるエピタキシャル成長の機構と生成薄II癸の機械的性質・屯解析出及び無屯

解析出による磁性合金薄膜の物性とその応用・アモルファス磁性薄膜の製法などについて

研究を進めている
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2• 64 粕密せん断法に関する研究（継続）

助教授中川威維・研究嘱託町田輝史• 技 J
 

、

1木A
J
 

ゾー
ーi
y

従来から不可能と芍えられていた鋳鉄の打抜き，穴あけおよびシェービング試験を行

い，ある限られた条件下ではせん断/JII上が可能であることがわかった また熱間のせん断

特性の調森を行い，低温加熱せん断による製品粕度の1,,j.I:. と打抜き騒粋とを減少させる

ことができることがわかったさらに以前から、行っている竹材の浮動心金法を各柿材料

へ適用する研究も続けている．

2• 65 精密曲げの研究（継続）

助教授中川威雄・技官鈴木 砧

逆圧付加Vrtt1げ法の応川として，板幅に比ぺて板Jばが10倍にも逹するようないわゆる幅

方向曲げを行なうことができた この結果はチャンネル材の V仙げにも応JI]できる また

未焼鈍冷間圧延鋼板のV曲げにも適用じ好結果を得た これらの結果を牛かし，専川の1!11

げプレスの開発を進めることとなった． （一部科学研究費）

2• 66 粉末成形の研究

助教 授中川威雄・助手人野‘富男

新しい 2つの粉末成形法の開発に収組んだ その第 1はリングIE延の技術を応用した粉

末リングを成形するものであり，第 2は 2軸圧縮による粉木棒の連続成形である いずれ

も試作機の開発は成功し，柚本成形特性．の把握に努めている．将来は各種の複合材の成形

技術として発展させたい

2• 67 切削切粉の再利用の研究

助教授中川 威雄・大学院研究生 C.S. シャルマ・技官長瀬正雄

切削切粉を粉砕して焼結用または粉末鍛造用原料として再利用する生廂、ンステムの間

発を行った粉末鍛造に関しては，粉砕切粉の圧粉性，鍛造材の機械的性質等は良好で

あったが，残留表陪空孔の問題は今後の検討を待たなければならないこととなった しか

し，鍛造切粉に関しては焼結品でも十分な強度と粕度が得られることとなり，合油軸受，

摩擦材，低価格焼結機械部品として実用化の見通しを得た

2• 68 変断面梁刑論の基礎的研究（継続）

教授川井忠彦・助手藤谷義伯• 技官椎名郊二

変断面梁の有限要索解析の柚礎となる両端iffi上の任意の点を節点とする一様断Iffi[iC(

線架の剛性マトリックスを甜出した． 次いでこの梁要索を用いて， コンテナ船の振り解析

や後退炭構造の変形解折に行い良好な実験値との一致を確認した またこの理論をその振
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動および座屈解析にまで拡張し，その実験的検証を試みている．又曲り梁解析への拡張も

考慰中である

2• 69 梁の剪断変形の有限要索解析に関する研究（継続）

教授川井忠彦・助手藤谷義信

St. Venantの剪断変形理論をエネルギー原理の立場から再考し，梁の剪断応力分布の

決定．剪断遅れ (shearlag)問題の解析や剪断による挑み変形の増加などに関する有限

吸索法を展開し，従来から行われている剪断流理論による解との比較を二，三の簡単な問

題について行った．

次いで構造物の理想化にl関するある原理を見出し，その応用として剪断変形と断面変形

の彩粋をとり入れた梁理論の研究を行っている．又剪断変形が梁の振動や座屈に及ぽす影

翠限についても研究を進めている

2• 70 有限要索法の他の工学分野への応用に関する研究（継続）

教授川井忠彦・助手藤谷義倍• 技官椎名骰＿．

有限要索法の流体力学の分野への応用として船体振動における仮性質蘇(Virtualmass) 

問題の二次元，三次元有限要索解析プログラムを開発，二，三の解析解と比較し，良好な

一致を確認した また物理.T心学の多くの分野に現われる拡散）j程式の有限要桑解析プロ

グラム聞発の1出礎的研究を行い，屯気化学への応用を試みている． これと併行して信みつ

き残差法 (methodof wighted residuals)による解析法の一般化を研究中である．

2• 71 Rayleigh-Ritz法の再評価に関する研究

教授川井忠彦・助手藤谷義信• 技官椎名邸二

屯みつき残泥法の立場から有限要索法の長所を利用して，固体力学の分野では伝統的手

法となっている Rayleigh-Ritzの方法の再検討を行い，複雑な構造非線形問題に対する実

用的数値解析法の柚礎固めを行っている． 又同方法の構造以外の分野への応用についても

研究を進めている．

2• 72 造船用鋼材の高応力疲れ試験（継続）

教授高橋幸伯• 助手小畑和彦・技官能勢義昭

弾性限を超えた裔応力の繰返しによる，造船用鋼材および構造要索の低サイクル疲労強

度の研究を行っている． 丸棒の回転仙げ疲労における累積被害の検吋，各種欠陥を有する

溶接継手の疲労強度の研究などを行った． （一部文部省科学研究費）

2• 73 実船航走中の波浪荷重頻度に関する研究（継続）

教授高橋幸伯• 助手小畑和彦・技官能勢義昭
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船舶が航走中に受ける荷屯と，海象気象その他の外界条件および船体応答との関係，短

期および長期の荷屯頻度などの計測および解析を行っている．

（一部日本造船研究協会研究費）

2• 74 実船計測用各種計測装償の開発研究（継続）

教授高橋幸伯• 助手小畑 和彦・技官能勢義11/l

航走中の船舶から悔洋波を計測する投込式の彼浪此 レーザ光線を応用した動的の船舶

たわみ計，長期間無人計測のできる自動計測記録装骰などの開発を行っている．

（一部日本造船研究協会研究骰）

2°75 波浪衝撃圧に関する研究（継続）

助教授前田久町・技官鈴木文閲

波浪衝撃視象に対する，船体上の作）!1する場所による迎いを謁ぺるための拭礎的実験を

行った．視設を船底衝撃，船側衝撃，甲板衝撃に大別し，それぞれに対応する小刑の衝撃

圧発生装iiりを作製した．

2• 76 波浪計測に関する研究（継続）

助教授前田久明・助手江口純弘

実用的な外洋波浪計を間発し一応成功した段階にある． 一貫した計測システムと解析シ

ステムを一応確立し，また得られた実測狡料から，外洋における彼浪スペクトルの実態の

一部を解明した．

2• 77 侮洋構造物に働く波浪外力に関する研究（継続）

助教授前田久明・助手江lJ 純弘• 技官鈴木文博

梅洋構造物を設井するにあたって，波浪外力の罪定が必要不 flJ欠である ところで，構造

物の形状が複雑なため，波浪外力の窟定は仲々困難である． 今年は， 2次元没水柱体，な

らびに浅悔域における浅吃水の 3次元物体の理論値を求めることに成功し，続いてそれら

の形状に対する実験を行った．

2• 78 フ゜ラントの安全性と信頻度向上を目的とした役計法に関する研究（継続）

教授柴田 碧・研究員 /Jド 文雄・研究揺北柏水伍行

化学プラントなどの災害の原因の一つに，それを構成する機械要索の破損がある これ

らには地震応カ・熱応力はじめ各種の変動応力が加わり，その結果として破担するのであ

る． したがって全体の設計にあたって系の偏頻度を高めるには，どのように不規則荷項を

扱い，変動応力を求め，許容応力を定めるか，という一連の作業を均衡をとって考えるこ

とが必要となる本研究でこの点を採り上げて，脹本的な杓え）］を検討し，かつ関係諸規
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程間の調整をはかろうとするものである

2• 79 多自由度系および連続系の不規則振動に関する研究（継続）

教授柴田 料・助手項田逹也・研究員原 文雄

研究噸託沿水信行・大学院学生曽我部潔• 大学院学生持尾隆士

多clI廿度系および分布定数系の不規則外乱に対する応答についての研究を行っている

このため複雑な系（流体の I見与する系を含む）の振動解析法，各自由度応答の合成• 加侑

法，非定常応答解析法，三次元応答解析法などの詳細について理論校型実験およびアナロ

グ•ディジタル計符の各面から検吋しているが， とくに応答のゆらぎについては屯点課題と

している また地虞入力波形を上述の応答性状やそのゆらぎに関連させて類刑化すること

を検，；寸している本研究と次項の研究は前項の研究の焔礎となるものである．

2• 80 不規則分布定数系の動特性の統計的取り扱い法に関する研究（継続）

教授柴田 界・研究担当伯野元彦・研究員原 文雄

研究嘱託泊水信行・大学院学生佐藤 正隆・大学院学生持尾隆士

係祈が不規則に場所によって変動する媒体中の波動の伝播および振動特性を研究してい

る． 係数の分布状況が統壮的にのみ知られている場合，その系の応答，振動特性は統計的

にのみf測できる地震i皮の特・性を予測すること，および構造物の振動特性が設計時にお

いて求めた値から，施工誤差によってどの程度偏侍するか検討することなどに関連して行

われているのがその一応用である理論面では，モーダル・アナリシス法を応答解析のみ

ならず統計値解析，餃適値解析，非線型応答解析へ拡張することに屯点がおかれている．

2• 81 配管および殻体の振動に関する実験的研究（継続）

教授柴田 約•助手屯田達也

研究員原 文雄・大学院学生曽我部潔

配竹および殻体(/以子炉格納容器など）の模型を使用して，付加系の連続系への影粋，

共振時の応力分布，実地虚応答などを測定し，在来の数値計卵結果と比較するためのデー

タを得ることを目的としている本年度は主として液体の入った薄肉容器および任意形状

の軸対称l厚肉容器について，実地震応答計測， プログラム開発，振動実験その他の研究を

行っている．

2• 82 地震時におけるプラント系の振動性状に関する研究（継続）

教授柴田 粗• 助手盾田達也

大学院学生曽我部潔• 大学院学生持尾隆士

地震時における配符の学動を推定するため，自然地震による配符校型の応答計測，配狩

系の振動特性の解析法，応答推定計節法，減衰要索効果の推定法，貯槽モデルの長期周波
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応答などについて研究している千葉実験所内の化学プラントモデルは本年度さらに拡充

し，上下動応答を上体として観測している（一部文部省特別研究費）

2• 83 ガタのある辿続体の振動

教授柴田 界・研究嘱託渡辺 武

原f炉炉心は一般に棒状で， しかもあるギャップをおいて支持されている このような系

の耐哀設計のため，ガタのある連続体の振動特性につき理論的に研究している．

2• 84 フ゜ラント内配管 の自動設計に関する研究

教授柴田 料・大学院学生堤泰治郎

化学］こ学などにおける配竹群の配岡を設計する際に必要な語条件を検討し，経済性を含

むため最適配i府を屯子計符機により自動的に決定し三次元表示し，さらに必要に応じ修正

するシステムについて研究している

2• 85 化学フ゜ラント耐震設計某準に関する研究（継続）

教授柴田 約

化学プラントの耐霰性をいかに確保するか，耐震設計法について）よ本的な考察を行って

いる またそれを具体的に柚準とする手法について研究を行っている．

2• 86 立体図形の処理と創成に関する研究（継続）

教授柴田 約• 助教授和田英一（工学部）

研究嘱託出沢正徳・大学院学生堤泰治郎

平面上に描かれた三面図などを自動的に読収り，立体図として謎識する方法および三次

元デスプレおよび三次元入力装骰による図形要素の加除についての研究である． 第一段は

平面上の線図形を読収る装骰と，それに付随するプログラムの作成である第二段はこれ

らの平tlii図形より立体図形を形成するプログラムの作成である 第三段はその図形を三次

厄デスプレ上に表示し CADとして三次元入力装骰によって図形要索の加除を行うシステ

ムの作成である処理装附としてはTOSBAC40を使用している．

2• 87 原子炉のシステム工学的研究（継続）

教授柴田 碧・研究員原 文雄・大学院学生福田敏男

原子炉の異常診断法に関する研究を主として行っているすなわち，雑音の含まれた限

られた個数の信号から，異常の有無，異常個所を診断することを目的としている時系列

として得られた倍号を解析して，中性子束分布を高次項を含めて推定し その異常個所を

推定すること，また中性子束以外の変数も合せて総合的に評価するため多変鼠解析の手法

を消入したことなどが本研究の特徴である．
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2• 88 大規模の異常診断と故障予測に関する研究

教 授柴田 碧・研究員原 文雄・大学院学生福田敏男

原子炉系，化学プロセス系など多変最大規模系の異常を迅逹に検知し，罪故に至るまで

に異常個所を同定し， またその破局にいたる時期を推定する手法に関し基礎的な研究を行

っている 一つの力.法としては，系を代表する状態批たとえばf）乳子炉一次冷却系出口温度

を検出し，それに異常があると認められた場合，等 2段の監視装設を起動して異常個所の

同定を行う

2• 89 あいまいシステムに関する研究

教授柴田 碧• 助教授藤田隆史

研究員原 文雄・研究嘱託出沢正徳

教授寺野寿郎（東 京工 大）

あいまいシステム (FuzzySystem)の品本理論とその応用に関する研究を東京工大・

寺野研究室などのグループと行っている． またその社会工学的な面への応用の実例，たと

えば社会の産業面に対する心理的動向などについて調森している．

2• 90 面網モデルの過渡特性に関する研究

教授柴田 碧•助教授籐田隆史・研究員 Ij仇 文雄

面網モデルとは，網（電力網・道路）や面（地域的広がり）の動特：性とくに過渡特性を

大地震をうけた際の都市機能の問題について研究するためのモデルである本研究室では

確率過程論を将入した一手法についての基本的研究および火災と避難のシミュレーション

による応用研究を行っている また避難最適化手法の晶礎的考え方について検討している．

2• 91 大震火災時の最適避難計画に関する研究

助教授藤田隆史・教授柴田 碧・研究員原 文雄

市街地における延焼火災と道路網における群集流動の動的挙勁をもとに，避難不能人口

が最小となる最適避難計画作成のアルゴリズムを開発しようとするもので， この大規校シ

ステムの最適化問題を 2レベルまたは 3レベル・システムとして解析を進めている．

2• 92 火災の延焼シミュレーションに関する研究

助 教 授 藤 田 隆 史

一般市街地における火災の延焼を，相当広域な地域について収扱い得るシミュレーショ

ン手法の開発を行っているが， さらに，市街地に混在する危険物の影粋や消火力をシミュ

レーションに組み込むための研究も行っている．
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2• 93 群集流動の解析

助教授藤田隆 史・研究員原 文雄

群集流における渋滞現象をはじめ，群集密度，歩行速度の時間的•空間的変化を理論と実測

の両面から研究している さらに，この解析を，大哀火災時の住民避難の問題に適用する

場合に必要とされる諸要因についても，研究を始めている．

第 3 部

3• 1 ディジタル処理装骰の構成法に関する研究

助教授高羽禎雄・大学院学生玉本英夫

ディジタル処理装戦の構成法として，システムの設計と構成の容易さを目的としたモジ

ュール構成法を検討し， とくに制御部分を ROM及びその制御回路によって構成すること

によって，システムの筒単化との両立をはかる方法を提案した また油卵機能の強化と高

速化を目的としたセルラーアレーによる演罪装誼の構成法についても検討を行った．

3• 2 交通流のシミュレーション手法に関する研究（継続）

助 教 授 高 羽 禎 雄

現在世界各国で開発されている交通流のシミュレーション手法の調査，就中米国の

UTCS-1. TRANSIM, 英国の TRANSYT, ROS IM, マンチェスター大学で開発さ

れたハードウエアシミュレータ等の調査を行なうと共に，本所で聞発されたハイプリッド

シミュレーションシステム TRN*SIM L TRN*SIM IIによるシミュレーションの手法の

研究を進めている

3°3 交通流シミュレーションに基く交通制御方策の研究

助教授高羽禎雄・助教授浜田 喬

本所設骰の交通流シミュレーションシステム TRN*SIMI, TRN*SIM II等を用いて，単

ー交差点におけるスプリット制御，線状街路におけるオフセット制御，線状及び面状街路

における渋滞彼及防止のための各種制御手法，信号のある街路網での径路制御等について，

シミュレーションによる交通制御方策の評価を行っている．

3• 4 交通量配分の計罪手法に関する研究

助教授高羽禎雄 ・ 研 究 嘱 託 最 首 和 雄

道路網における交通流の径路別旅行時間を等しくする交通鼠配分および総旅行時間を最

小にずる交通鼠配分の計卵手法について，配分誤差と計岱［時間の関係に晶く各種のア）レゴ

リズムの比絞検討，収束の早い配分ア）レゴリズムの提案，渋滞リンクを含む道路網に対す
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る配分アルゴリズムの検討等を行った．

3• 5 道路・自動車間の情報交換方式の研究（継続）

助教授高羽禎雄・研究員 伊藤俊彦・大学院学生佐々木信之

複数台の自動車群と地上のシステムとの間での符号情報の授受を行うために， 同一の交

信ゾーン内で複数の信号源による］月波数共用が可能な通信方式を考案し，実験装骰の試作

と車載実験によってその可能性を確かめた さらにこのような特徴を有するいくつかの方

式について， 交信時間の利用効率に関するトラヒック的検討を行うと共に，径路誘祁制御

等に必要とされる自動車と地上のシステムとの間での情報交換の手順についても検討を進

めている

3• 6 両像信号の抽出による交通流計測システムの研究（継続）

助教授高羽禎雄・助手谷口忠勝

道路上の車両の走行状況を撮影した ITVの画像信号から，最大16個の指定点の濃淡をフ

レーム毎に抽出，ディジタル化した後小形計卵機で処理を行うシステムを聞発し， このシ

ステムにより，交差点通過車両台数及びその匝進・右左折の別等の方向別分布を始めとし

て，交通流を表現する各種のパラメータを計測する手法の検討を行っている

（一部科学研究役）

3• 7 超高圧送電線の雷害に関する研究（継続）

教授河村達雄・助手北条準一

超高圧線路はわが国の電力系統の根幹であって， その直故が影態する範囲は大きい雷

撃による対地放屯数の分布による雷害危険度の罪定．落雷による雷電流の進入と伝搬，特

に雷屯流波高値と波頭しゅん度の影孵，有効なしゃへいを達成するための方式などについ

て研究を行った

3• 8 統計的手法による電力系統の絶縁信頼度に関する研究

教授河村達雄・大学院学生石井 勝・大学院学生西村和夫

統計的手法による電力系統の絶縁信頼度の評価を行うための研究を行った本年度は台

風などによって絶縁物の表面が汚損された電力系統の事故率の罪定について研究を進め

た また放電ギャップのフラッシオーバ確率と絶縁破壊現象について研究し，事故率との

関連について検討を行った． さらにモンテカルロ法を利用した送電線の雷しゃへいの検討

を行うとともに，送電線における開閉サージの解析を進めた． （一部科学研究費）
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3• 9 カウンタの研究（継続）

教授河村逹雄・助手北条準ー・技官森田和実

送屯線における耐雷設計の屈礎的資料を得る目的で山放軍カウンタによる測定を各囚で

行い，従来の統計貧料の再検討を行うことが国際軍力技術会議 (CIGRE)で提案されてい

る． 当研究室では昭和 49年臭期に本所千業実験所，栃木県の塩原および盟田の 3カ所で実

測を行った また対地一雲間放屯分離カウンタ， トランジスタ化カウンタ，垂虹アンテナ

による雷放屯カウンタ等により晶礎的資料をもとめ， さらに計数値と雷苫・jJ故件数との相

閃を明らかにした．

3• 10汚損がいし面のフラッシオーバ現象および監視の研究（継続）

教授河村達雄・大学院学生石井 勝

汚損がいしのフラッシオーバ屯圧に影粋を及ぽす気象因子として，がいし表面温度と周

囲気温との間の温度差に着目し，長期実測を行うとともにその解析的研究をすすめた ま

た高屯圧設備の外部絶緑の塩隈埃による汚拍フラッシオーバ危険度の一検定法として間歌

的諜屯の際の甜れ電流による汚担監視方式の開発を行い， 自然汚拍がいしについてその実

用性の検証を行った． （一部科学研究骰）

3• 11 急しゅん波測定系の応答時間に関する研究（継続）

教授河村逹雄

ナノ秒の立上りを有する高屯圧パルスを測定する際には，屯圧発生装洲と分）玉器との寸

法の相異により， この両者を均一の伝送線路で結合することは困難である かかる場合に

尊線の不均一性により波形にひずみを生じ，これが分圧器の応答時間の測定誤差となる．

測定系の構成を変化させた場合の応答時間，誤差を理論的に計罪し，分圧器の応答時間の

校正法につき研究を行った

3• 12 レーザ光を利用する放屯のトリガ特性に関する研究（継続）

教授河村逹雄・助手北条準ー・技官森田和実

ジャイアントパルスレーザから発する強力なレーザ光を放屯間隙に照射すると低い虚圧

できわめて安全なトリガが実現できる． 直流屯圧を印加した球間隙にレーザ光を照射した

場合に金属蒸気が哨出するためのレーザ光のしきい値について理論計節を行い，実験値と

きわめてよく一致する結果を得た． さらに軍極に直流軍圧，開閉インパルス屯圧を印}j[Iし

た場合のトリガ特性の解明を行った． （一部科学研究毀）
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3• 13 モデルによる送電線の雷特性の解析

教授河村達雄・大学院学生石井 勝

超高圧送電線における雷特性の校擬実験を行うために，超高圧送宙線の縮尺モデルを試

作して宙撃時における鉄塔屯位上昇，逆フラッシオーバ現象の解析を行い，従来の耐雷設

計との比較検討を行った． またモデル送屯線と実送屯線との等価性の検証も行った．

（一部科学研究費，受託研究費）

3• 14 擬似ランダム順序入替えによるファクシミリの帯域圧縮多璽伝送方

式に関する研究（継続）

助教授佐田靖彦

ファクシミリ信号は統計的にみて黒信号発生確立が白信号のそれより著しく小さい この

性質を利用し，数台のファクシミリ送信機からの出力信号をそれぞれ異った規則に従って，

擬似ランダムに順序を入替えた後，単に論理和をとることにより重ねて多重伝送し，受信

側では送信側に対応する逆の入替えを行って元に戻すと，他チャネルからの妨害はランダ

ムに分散した黒点となり了解度は保てる この方式は符号化，孤立点除去あるいは予測符

号変換等の信号処理方式を群入することにより画質が著しく向上する．本研究では上記の

方式の提案と理論的検討を行うと同時に選定研究費で購入したデイスクメモリーによっ

て機能を増強したミニコンピュータを用いてシミュレーション実験を行い所期の成果を

得た．

3• 15 中間謁を有する画像のファクシミリ帯域圧縮伝送記録方式

助教授安田靖 彦 ・ 技 官 新 井 康 平

ファクシミリは元来文字や線画等の白黒 2値画像の伝送，記録を主目的としており，

現存する受信記録装i代の多くは階調がぜんぜん表わせれないか，表わせても高々数レベル

に過ぎない本研究では， デルタ変調等の予測符号化ガ式によって常域圧縮伝送した中間

調のある画像信号を，特殊な復号器によってパルス密度またはパルス幅が階調に比例する

ような 2値信号に復号し， これを直接ファクシミリ受信記録装骰に印加することにより，

原画像を再現する方式を提案し， シミュレーション実験により良好な結果を得た また，

黒点の密度によって階調を表現する際，視党特性からみた最適ドットパターンを求めた．

さらに，黒点自体で数階調が表わせる場合， ドットパターンと組み合わせることにより，

多階調表示を行う方式について研究を進めた． （一般研究C)

3• 16 ファツクス信号のランレングス帯域圧縮における高速符号化処理

助教授安田靖彦・技官加藤真一・所外 1名

ファクシミリ信号の冗長度除去帯域圧縮方式としては， ランレングス符号化方式が古く

から理論的根拠も確立し，符号化効率も高くすぐれている しかし符号化処理を専用のハ
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ードウエアによらず，最近進歩の著しいマイクロコンピュータ等の汎用の超小形計節機で

行わせる場合，この方式はラン長の測定にピット毎の判定動作が必要で時間がかかるのが

欠点とされていた．

本研究では， ランレングス符号化方式の上，；己欠点を除くため， ラン長の測定をトリー状

に行うことによって，所要の判定回数を減し，処理時間を大幅に削減するアルゴリズムを

考案し， シミュレーションによって所期の結果を得た．

3• 17 適応形符号化を用いたファクシミリ高能率帯域圧縮方式の研究

助教授安田箔彦・技官新井康平•技官加藤貞一

ディジタルファクシミリの閤域圧縮にはきわめて多くの方式が提案されているが，従来

の力式はいずれもI);[画の微視的構造に}ifずく冗長度の除去しか行っていない このためl王

縮率に関する限り頭打ちの状況にある．本研究は原画のもつ周期性のような巨視的構造に

基ずく冗長度をも取去って圧縮率の壁を突破しようとするものである． すなわち原画にそ

の巨視的構造に晶ずく変換を加え，変換された画像に従来から知られた術域圧縮処理を加

えて大幅に圧縮率を向上させるものである． シミュレーション実験によって30-40絡の向

上が得られることを確認している

3• 18 マルチプルFSKによる周波数拡散ランダムアクセス通信方式

に関する研究（継続）

助教授安田靖彦・大学院学生 田 坂 修 ＿

周波数拡散衛星通信方式は，周波数分割あるいは時分割衛星通信方式に比ぺ，伝送路恐域

を各チャネルが平等に，いっばいに使用できること，収容可能チャネル数が大きいこと，送

信装骰が箇単になる等の点で優れているが， チャネル相互間の干渉のためパフォーマンス

が他方式に劣るのが欠点である．本研究は一次変調にマルチプルFSKを適用し，その復調

時の広闊域利得によって耐干渉性を持たせた新しい方式の提案を行い，解析によってその

特性が優れていることを明らかにしたものであるが，なお詳細な検討を続行中である．

3• 19 情報収集用非同期多重通信方式に関する研究（継続）

助教授安田靖彦・大学院学生 田坂修二

多数の送信点と少数の受信局からなる情報収集用多軍通信方式として， 非同期椋本化信

号検出を特徴とする非同期多菫通信の一方式を案出し，検討を加えた この方式によれば

送信装骰が簡単で経済的であり．回線構成上融通性に富むうえに無線周波僭域の利用効率

も低くない情報収集用多重通信システムが構成できる．

方式の提案に加え，誤り率の理論的算出，誤り制御の方法，最適波形の理論的祁出等を

行った なお本研究は本所の臨時事業の一つ「非常災害対策用広域多点情報収集システム」

の一環として行っているものである
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3• 20 漠字発生器におけるデータ圧縮記憶方式に関する研究

助教授安田靖彦・技官新井康'f・技官加藤真一

ドット式漢字発生器においては，没字の字数が多いので， これを裕積しておく高速メモ

リのコストが非常に大きく，、漢字出力装協普及のさまたげとなっている． したがって，何

等かのデータ圧縮技術を用いてメモリ節約をはかるとその効果は大きい従来からファク

シミリを対象に考案された各種の恐域圧縮方式を没字のデータ圧縮組積に適応する試みが

行われてある程度の効果をあげている しかし， より大きな圧縮率を得るには漢字の構造

により立入った圧縮法を用いる必要がある~ 本研究ではストローク法を改良したデータ圧

縮方式によって高能率蓄積を行う方法を提案し， シミュレーションによってその効果を確

めた．

3• 21 待ち行列長制御伝送速度可変データ通信に関する研究

助教授安田靖彦・ 大学院学生中村元行

コンピュータ間通倍におけるデータの流れは一般に非定常で， トラヒックの最大と最小

の差が大きい このようなデータ通信において， 一定容最の回線を使って伝送を行うと，

トラヒックの少ないときには回線が無駄に空いていることになる． 本研究は送るぺきデー

夕批によって伝送回線の容鼠を変化させ，必要最小限の伝送回線を用いてデータ通信を経

済的に行うようなシセテムの屈礎的研究に関するものである． データの待ち行列長によっ

て捕捉する出線の本線を加誡する）］式を想定し，理論的考察を加え，提案する方式と，

定出線とのコスト比絞を行い，本方式がすぐれていることを明らかにした また本方式で

は待ち行列長も比較的短かくなる利点がある

3• 22 残留側波需多重通信端局の全ディジタル化構成に関する研究（継続）

助数授安田靖彦

データ， ファクシミリ等の波形伝送における狭帯域伝送に用いられる残留測波帯 (VSB)

多直通信端局を全ディジタル的に構成することにより，端局コストの低減と安定化をはか

ることが出来る． 本研究では VSBディジタルフイルタの設計法と多重通信伝送系のディジ

タル化構成の具体的構成を明らかにした．

3• 23 精製糖工程の自動化に関する研究（継続）

教授山口楠雄・助教授原島文雄・研究担当石谷 久

技官嶋田 淑 男 ・ 受 託 研 究 員 赤 塚 次 郎 ・受託研究員松田啓作

粕製糖工程の高能率• 高品質・低コストの操業を目的とした自動化のため， プロセスの

解析，機器の開発，システムの設計などを含んだ研究を行っている この結果，高度に省

力化された計装システムの開発・設計を行い新工場の建設に適用してほゞ澁足すべき成果
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を得た現在さらに， この計装システムの改善と祈らしい計装方式の研究を進めている

3• 24 計装フ゜ロジェクト管Jill(継続）

教授山口楠雄

プラント建設の中で， とくに自動化のためのエンジニアリング， 計装の設計， 調逹，製

作，上')tなどのプロジェクトを円滑に進渉せしめることを目的として研究を行っている

計装プロジェクトの中でもとくに時間のかかる設計を中心として調査・解析を行い，マン•

スケジューリングを含む行理技法などを開発し，実際のプロジェクトに適用してその適合

性およびマネジメントの効果などを検討し さらに研究を進めている．

3• 25 流絨の予測制御シミュレーション（継続）

教授山口楠雄・技官嶋田淑男

パルス的な消骰流鼠パタンを持つ回分式プロセス群と応答の遅い連続的な流凪発生の上

程を有限容贔のバッフアで接続するとき，梢費流箪の予測にもとずき辿続エ杓の供給流Jd:

の未来値を決定する方法とその評価についてシミュレーションによる検討を行った この

シミュレーションはプラント設計に役立つが，さらにプラント連転時のオペレータ・ガイ

ドのための計符制御の一つの有効な手段として使用できるので実際のプラントヘの遥｝廿す

るためのモデルを作成し，プラント迎転に試用して研究を続けている

3°26 液体着色率連続測定装骰の聞発（継続）

教授山口楠雄

液体の着色率を特定波長の光の減衰率として工程中で連続計測できる固体油卵回路を合

んだ装i爵を聞発しており，粕製糖工程に使用する実用的な計測器としての装附を試竹し．

プラントにおける実験を行っている

3• 27 AE標定システムの研究（継続）

教授尾上守夫・教授山口楠雄・助手 di川初男

技官嶋田淑男• 技官阿藤寿孝・大学院学生下間芳樹

荷項された構造物の材料中の微細なわれの進行にともない発生するアコースティック・

エミッション (AE)により欠陥位i性を評定する有効なシステムを開発することを目的とし

て研究を行っている このため，まず 9チャンネルの椋定システムを開発・試作し， /1:カ

容器の内圧繰返し疲労試験について野外実験に使用した結果，ほぼ所期の椋定結果を得る

ことができた現在さらにチャンネル数の多いシステムの開発とより高いパーフォマンス

のア）レゴリズムの研究を行っている
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3• 28 マンーマシン・インタフェースを含む計罪制御システムの研究

教授山口楠雄・助教授原島文雄・ 研究員藤田 献

研究担当石谷 久• 技官嶋田淑男

プラント等の計罪制御において，人間を除外した自動化でなく，人間のもつ高度の認識

能力，判断力を叶邪機の伯報処理能力と組合せたより有効な計靡制御システムを開発する

ことを目的としている このため， データ収集， シミュレーション， モデル計罪，予測な

どの有効なアルゴ）ズムとディスプレイなどについて研究中で， J店礎的研究とともに実際

のプラントのモデル， シミュレーション・プログラム，会話プログラムなどを開発し，オ

ペレータ・ガイドカ式の計邸制御)]式の研究を進めている．

3• 29 サイリスタ回路網の解析（継続）

助教授原島文雄

本研究は，サイ）スタを含む回路網を，サイリスタのスィッチ作用による離散的動作と，

同路を規定する微分ガ程式の組合せとしてとらえ，最近の制御理論において用いられてい

る状態空間法によって，時間領域における統一的解析法を確立することを目的としている．

3• 30 サイリスタ無幣流f電動機の研究

助教授原島文雄・技官小山孝男• 技官羽根吉寿正

保守が容品で制御性の良い高性能可変速屯動機である突極無整流子屯動機の動作特性を

時間領域において詳細に解析を行っている この結果に屈づいて直流リアクトル， ダンパ

在線の設計資料を与えると共に突極機が与える動作特性への彩粋を明確にすることを目的

としている．

3• 31 サイリスタ負荷の力率改善に関する研究

助教授原島文雄・助手稲葉 博•技官小山孝男

研究嘱託鈴木英雄・大 学 院 学 生 坪 井 邦 夫

サイリスタ・ダイオードなどの非線形屯力索子の普及につれ高調波を含む無効電力の発

生が問題となっている この無効’屯力を完全に補債するためには屯流の瞬時値を制御でき

る無効屯）J補伯装i性が必要である． 本研究は，無効這力の瞬時値を実時間で計卵し，追従

制御によってこれを補伯する制御）］式， およびサイリスタインバータとリアクトルを組み

合せる無効屯力補伯装閻に関するものである．
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3・32 サイクロコンバータ回路の研究

助教授 l原 恥 文 雄 ・ 助 手 稲 築 団

技官羽根吉寿正・研究生占田 健

商用交流屯源から直接 fiJ変尚波数屯源を得るサイクロコンバータ回路は， 今後軍力変換

装岡として広く用いられるであろう．本研究は， サイクロコンバーク回路の入力屯流にお

ける側闊波，高調波の低減，およびサイクロコンバータ回路を用いた交流式無格流臼じ動

楓の動特性の改善を目的として行っている．

3• 33 電鉄き電回路における高調波低減に関する研究

助教授原島文雄・受託研究員竹似義隆

本研究は， サイリスタ制御屯気車において， サイリスタを屯JEの半サイクル内で二度佃

制的にオンーオフすることにより，交流二次側宙流に合まれる第三• 第五次高晶波を條戚す

ることを目的とする研究である この強制消弧}j式は，従来のサイリスタ位相制御）j式に

比較し，）長本波力率の面においても向上する

3• 34 自動車の自動操縦装償の最適設計に関する研究

助教授 I泉島 文雄 ・助 手稲 葉 博 ・ 大 学 院 学 生 坪 井 邦 夫

自動車の自動操縦装骰は，新交通システムなどに必要であり，現在でも既に一部の走行

試験に使用されている この操縦装岡の）占本設計法を明らかにするために 自動巾系のダ

イナミックスの解析• カルマンフィルタ理論を適用した最適操舵制御系の理論的検討など

を行い， これらにもとづいて自動操縦装i府の最適設計を行うさらに，この操縦装料の種

々の条件下での動作の校様をシミュレーションと実験によって検討する．

3• 35 エレクトロニクスの自動車への応用（継続）

助教授似島 文 雄 ・ 研 究 員 伊 藤 俊 彦

エレクトロニクスの技術により自動車に新しい機能を付加することを目的として研究を

行っている具体的には，各種屯装品へのエレクトロニクスの埒入，自動巾製造ん［程に対

するエレクトロニクス技術の応用、屯気自動車の駆動｝］式に関する研究を行っている．

3• 36 新交通システム迎入計画のシミュレーション

助教授原 島 文 雄 ・ 研 究 員 伊 藤 俊 彦

部市の交逆システムに対する多様な要請に応えるべく，仙数の新交通システムを蔚入し

ようとするならば，各々のシステムの効果はもちろん，その総合効果， さらには｀時間的

な尊入過程を通じての都市の交通状況の推移を動的に把握し，坪入計画を:JJ:前に十分検討

しなければならない本研究は，計卵機シミュレーションによって，新しいシステムの建
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設過程から完成までのダイナミックな変化を把握することを目的としている．

3• 37 Moving Target方式による自動車の進行方向制御に関する研究

助教授原島文雄・受託研究員宇納康一

自動屯の進行方向制御の一方法として movingtargetによる同期制御が有効である

これは逍路上に等間隔に進行する targetを発生させ，各巾両をこの targetに追従するよ

うに制御し，以って各1h両の速度及び位i怜を制御するものである． 本研究は，このような

制御）j法における最適な controller の設計• 試作を目的とする また進行磁界を用いた

moving targetの発生についても研究を行っている

3• 38 高結合圧屯振動 f(継続）

教授尾上守夫• 技官山岸一郎・受託研究員土井 新

屯気機械結合係数の非常に大きいff,屯振動fは広域常の機械振動系機能部品をつくる上

で屯要であるのみならず，そのJE屯振動が純弾性振動といちじるしく異なるので理論的に

も興味がある とくに近似度のよい等価回路， LiNb03,LiTa03など新しい圧屯結晶を

用いた振屯 fの特性を検討してしヽる．

平行屯界励振において中間屯極を設けることによりエネルギーとじこめが実現でき実用

に適した振動fがえられることを見出した．

3• 39 J厚み振動fの小型化（継続）

教授尾上'、J夫• 技官山岸一郎・受 託 研 究 員 岡 崎 正 召

数 MHz以下のJ嬰み振動子の小朋化を行うために屯要な技術であるペベル加工の影膀を

解析している細い棒状AT板の側面を傾けることによってスプリアスが少く，かつ温度

特性が良好になることを見出し，時計用などに適した振動fを得た．

3• 40 水晶発振器の温度補位（継続）

教授尾上守夫・助教授高木幹雄

水晶発振器の温度補伯を従来のような恒温槽やサーミスタを使わないで，度特性を有す

る複数の振動f-を並列に発振回路にいれるのみで逹成する方法を案出した． これを実用化

するために温度特性の自動測定および設計を計窟機制御の下に行う装骰を試作中である．

（一部試験研究役）

3• 41 高安定発振器の短期安定度の研究（継続）

教授尼上守夫•投官大場一彦

高安定水晶発振器の 1ms-10s程度の観測時間に対する安定度を周波数領域，‘時間領

域の両方で 10-12の精度で測定し種々の要因との関連を分析中である非常に多くのデー
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タの統計的処理を行なうため測定を自動化し，観測の死時間なしに計卵機に伯接入力でき

るようにしている それにより発振回路のトランジスタ雑音との相関を調べている．

3• 42 応力測定用水晶振動f

教授尾上守夫・受託研究員佐瀬丘,;J

水晶振動子に応力を加えると尚波数が変化する現象を利用して小型の加速度計がえられ

る． その際問題になる応カー局波数変化係数の温度変化が少ない切断角度を見出した．

3• 43 超音波探傷法の研究（継続）

教授尾上 守 夫 ・ 助 r0 山HI 閲郊

数 mm以上の似鋼板に対する探傷法として低尚波板彼を使う方法を検討中である．

3• 44 電磁的非破壊検査の研究（継続）

教 授尾 上守 夫・ 助教授翡木幹雄・助手市川初男

渦流を利用した金屈管および線材の検森法を研究している とくに自動探似に伐l連して

コイル系，検出系の設計を検討している また傷の分類，判定を計邸機で行うために，探

傷データの自動しゅう集解析装i役を試作し， データの裕柏につとめている

3• 45 画像情報処理の非破壊検査への応用（継続）

教授尾上守夫・助教授高木幹雄・助手山田博邸

非破壊検府において画像は熔接部のX線写真，超音波による断/('j写真，超音波ホログラ

フィ，シュリーレン写真，光学的方法による表面欠陥の検壺，鋼材中の介在物の検査など

の手段として用いられているが，その処理はすべて人間に頻っており， 自動化が望まれて

いる． そこで熔接部のX線写真による判定の自動化，グラフィック・ディスプレイの超音

波探傷への応用などを試みている

3°46 長波長ホログラフィ（継続）

教授尾上守夫

走森型超音波ホログラムおよび Syntheticaperture side-looking sonarの計邸機によ

る波面再生に関する研究を行っている水中にある簡単な物体の像を得ることに成功し，

計罪機による画像情報処理技術との組合せにより画質を飛躍的に向上できることを見出し

たより複雑な物体について実験を行っている

3• 47 テレビ電波ゴーストの複索振巾測定法

教授尾上守夫・大学院学生稲本 康

超高I曽ビルの巨大な隈面の反射によるテレビのゴーストは被害が広域にわたるため社会
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間頌となりつつある． テレビ軍波は銭留側彼悶であり またゴースト波は高周波でベクト

ル的に加窟されるのを普通の受像機は包絡線検波した形でみているため，そこでは振巾す

ら正確に測れない．特殊な多チャンネル受像機により似索振巾を測る）］法を考案し，試作

中である．

3• 48 多次元圃像情報処典（継続）

教授尼上守夫・助教授高木幹雄

濃淡のある [iii]像を屯f計窟機により処理し，画質の向上，幣域圧縮，計測，パタン認識

を行う圃像情報処理について研究を行っている． 圃像情報処理を行う際の基本的な手法，

例えば階謁処理，空間フィルタ処理，綸廓の抽出などの検討を行い， 医学，非破壊検査

交通流謁介などへの応用を聞発している特にパタン，；忍識的な処理については，人間を含

めた対話咽システムの開発の検討を行っている また，ハードウェアの面では現在開発の

遅れている人出力装i代の間発と実用性を者慮してミニコンピュータを用いるシステムの実

視を目指して研究を行っている

3• 49 両像入出力装i置（継続）

教授尾上守夫・助教授高木幹雄・技官富田 強

圃像情報処理を行う際に，画像の入出力装i性に適当なものが得難いことが研究を行う上

で大きな防',1;-となっている この点に鑑みて安価な入出力装骰0)閲発を行っているすな

わち入力装附としては， ファクシミリを改造した機械的スキャナー， 1点／ライン方式に

よるテレビ信号のディジタイザー， また出力装i鐙としては， オッシロスコープを用いて階

謁の表現を行う装附および白黒 2値の待積符ディスプレイにおいて輝点密度をかえて階調

表現を行う装i性を試作した入出力操作を容易にするためカーソル・白枠の発生等を行う

制御装骰を試作した

3• 50 翡分解能フライング・スボット・スキャナ・システム

教授尾上守夫・助教授高木幹雄

35/70 mmフィルム 11l1j像の読収， 1片込みを (4000X 4000)の分解能で行う装附を試作

した 両光似系を共用していることカラー画像も扱えることが特徴である

3• 51 小型 画 像 処 罪用対話型システム

教 授 尾 上 守 夫・研究生柴田義文

圃桑数 (64x64)の小型画像を対話型で処理するためのソフトウエア・システム SY64

を開発した整数，実数複索数画像の何れも扱え， また複数画像の処理が考磁してある．
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3• 52 大規模画像データの高速油窟法

教授尾上守夫

高速品憶（コア）に入りきらぬような大規模画像の 2次尤フーリエ変換， アダマール変

換等を行列の転骰を介さずに行う高速梱卵法を案出した

3• 53 ITVによる交通流計測（継続）

教授尾上守夫≫ 助教授高羽禎雄・技官大場一彦

より精密な交通流制御の実現のためには従来の点的感知器では得られない屯線変更，方

向変換などをふくむ詳細な交通流の特性を知ることが必要である ITVに1フレームの画

像晶憶装i性を組合せて適当な時llil間隔で画像の先信号をとることにより変化分すなわち移

動する屯両のみを抽出し，計卵機により自動計測するシステムを開発している．

3• 54 気象衛星圃像による虞移動の観測

教 授 尾 上 守夫・受託研究員斉藤 俊

助教授高木幹雄・受北研究員竹内 昌明

気象衛生画像は約20分間隔で得られるのでその上での出の移動を追跡すれば風向，風速

が判る通常行われている相関法に比べて演窟時間の早い残差検定法の適用を試みている

又，可視及び赤外のデータを用いて，陸，・i毎，山の識別，因，悔の温度分布を求めるこ

とも検討している

3• 55 マルチスペクトラム・リモートセンシング画像の処郎

教授尾上守夫・助教授高木幹雄・大学院学生岩下正雄

地球環境からの反射もしくは放射される屯磁波（マイクロ波-rif視光）を設数のパンド

にわけてとったマルチスペクトラム画像によるリモート・センシングは広域のリモート・

センシングの優れた手段である資源衛星，気象衛星による画像を主にしてそのディジタ

処理法を研究している．

3• 56 オンライン制御顕微鏡（継続）

教授尾上 守夫 ・助 教授 翡木 幹雄

顕微鏡に分光計及び高分解ビジコンを組合せ，その出力を1直接計節機に入力すると共に，

位鳳波長，焦点を計節機のコントロールの下におき，顕微鏡採作の自動化を行うシステ

ムを開発している．
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3• 57 ミニコンピュータによる染色体の自動分類（継続）

教授尾上守夫・ 助 教 授 高 木 幹 雄

染色体の検府は先天性異常を調べるために用いられているが，最近は放射線，薬品，公

害などによって生ずる後天的な異常の検壺にも用いられ， この方面の重要な検壺となって

きた．現在のところ，その検府は人手によっており，多くの労力と時間を要し，省力化が

望まれている． 計孵機による画像情報処理によりこれを自動化するために，実用性を考慰

して， ミニコンピュータを用いて分類を行うことを試み，その見込が得られたので新たに

開設されたオンライン顕微鏡を使用してデータの蓄積につとめている．

3• 58 大規模マトリックスの転置と 2次元変換への応用（継続）

助教授高木幹雄

画像の様な大きな 2次元データにフーリエ変換などの 2次元変換を施す際には，マトリ

ックスの転附を行う必要が生ずる．本研究は限られたコアメモリと大容絨記憶装骰（磁気

ディスク）を用いて，大規校なマトリックスの転戦を高速に行うことを目的とし，プロッ

ク転隧により実視できることを確め，小容絨のミニコンピュータでも大きなマトリックス

の転i性が行え， 2次変換が可能となった．

3• 59 ITVを用いた画像情報処理用人力装置（継続）

助 教 授 高 木 幹雄・技官富田 強

画像惜報処理により， 画質の向上，計測，分類を行う際に，画像を計算機に入力する

入力装設が現在のところ入手し難く，研究を行う上の障害となっているここでは， ITV

が画像関係に広く用いられていることを考廊し， ITVで取扱われている画像に対して画

像情報処理技術を応用するために， ITVを用いた画像情報処理用入力装猶を開発してい

る．

3• 60 医学的画像情報処理（継続）

助教授高木幹雄

医学ではX線写真， シンチグラム，顕微鏡写真などの画像により診断，検蒼が行なわれ

ているが，その処理はすぺて人間に委ねられており，自動化が望まれている．医学的画像

情報処理の目的として画質の向上，自動計測，パタン認識を採りあげ， X線像の画質の向

上， シンチグラムの処理と自動計測，染色体の自動計測，白血球のパタン認識などの研究

を行っている
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3• 61 白血球のパターン認識（継続）

助教授高木幹雄・大学院学生田代 務

白血球の検査は臨床的な検査として白血病，感染症の診断などに広く用いられている

現在の所検森員の目視検森によって白血球の分類，計数が行われているが，本研究はオン

ライン顕微鏡により ITVを用いて白血球像を計算機に入力し，画像処理技術により，白

血球の分類を行おうとするもので，核，細胞質の濃度，面梢，固長，波長特性などのパラ

メータを用いて分類を行い，検蒼の省力化を目指している．

3• 62 ファクシミリの帯域圧縮（継続）

助教授高木幹雄・大学院学生津田俊隆

2次元予測により従来の方式よりも圧縮率を大きくできる方式を考案すると共に，符号

化方式についても種々の新しい方式について検討を行っている．画像情報処理に関する研

究の一環として，原画を計窮機に読込み，種々の方式についてシミュレーションを行い，

圧縮率，必要なバッフアの容鼠，誤りの伝搬などの検討を行った．

さらに圧縮率を向上させるため信号変換を行う方式を考案し，多少の画質の劣化を許す

ことにより高い圧縮率が得られることを確めた．

3• 63 高能率多モードランレングス符号（継続）

助教授高木幹雄・大学院学生津田俊隆

ファクシミリ信号などの術域圧縮を行う際に，冗長度を除去した後， ランレングスを符

号化し伝送することが行われている ランレングスの符号化方法に検討を加え， ランレン

グスの統計的性質に合せて可変長のランレングスの符号化を行う高能率多モードランレン

グス符号について検討を行っている

3• 64 漢字パターン及び画像データの圧縮

助教授高木幹雄・大学院学生津田俊隆•技官工藤芳明

情報処理において，従来主として英数学を取扱ってきたが，日本では，漢字，仮名の入

出力が自由に行える様にする必要がある．漠字情報は字種も多く，又， 1字を32x32又は

64 x64程度で2値化しなければならないので，漠字用のデータベースには膨大な情報凪を

必要とする．一方，文書や図面などの 2値画像データの検索を行いたいという要求もある．

これらの要求を鑑み，漠字パターンの圧縮によるデータベース用蓄積容絨の圧縮，画像

データの圧縮による画像データ用ファイルの圧縮により，一定の容鼠に収容できる字種，

画像の枚数を増すことを研究している． ファクシミリの帯域圧縮で開発した種々の技術を

活用し，情報処理に適した方式を開発し，数倍以上の圧縮率を得ることを目的としている．
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3• 65 気象衛星画像簡易入力装置

助教授高木幹雄・受託研究員田村 祈

気象衛星から送られてくる圃像データは，アナログ画像として専用の記録装骰により品

録されている． しかし，士の分布や高さ，去，海面，地面の温度分布などを定磁的に解析

したり，画像の幾何学的歪の除去， コントラスト強謁などを行うには，ディジタル画像情

報処理によらねばならない

現在の所，アナログの受信データを計算機に収込む手段がなくディジタル処理が行われ

ていない点に着目し，アナログ型データレコーダに記録された受信データを計罪機に入力

する入力装i性を開発し，その解析を行っている

3• 66 超音波探触子の研究（継続）

助手山田 l'/1芥：

超音波探似器の感度規正を合理的に行うために標準探触子の関発を行い，その特性の経

年変化を測定している．また 2I乱波で共用できる探触子，低尚波板波用探触子， TV用遅

延索子を利用した感度規正方式を閲発したさらにAE観測用探触子の研究をすすめてい

る．

3• 67 高速疲労試験への AEの適用

助手 山 田 博Iド・所外 2名

共振型高速くりかえし疲労試験においてわれの発生および伝搬の監視に AEが適してい

ることを見出し，アルミ合金の特性を調べた．

3• 68 レーザ光用ガラスファイバー伝送線路に関する研究（継続）•

教 授斉藤成文・教授浜崎哀ニ・助手横山幸嗣

昨年に引続きガラスファイバーの損失，遅延歪の測定を行うと共に，ファイバー線路用

ガ向性結合器の研究を進めた．すなわち並列配列のファイバー 2線条型ならびに 45° カッ

ト型の 2つの）j式について理論的，実験的研究を行い，それぞれの実用性を確めた．

3• 69 光ヘトロダインをもちいたレーザ顕微鏡

助教授藤井陽ー・技官滝本英之

光ヘテロダインによる結像効果について理論的解析を行い，実験によってこれをたしか

めた． コヒーレント光で照明された像について，この横方向，ならびに縦方向の分解能を

計算し，これが実験と一致することをたしかめた．また，これを応用する速度分布検出シ

ステムについての基礎実験を行ったこの原理を応用したレーザ顕微鏡を試作し10μ,mの

分解能を以て，収差のない，電罪機画像処理システムに直結しうるあたらしい形式のレー
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ザ顕微鍛として実用しうることをしめした

3• 70 電子ビームの不安定現象（継続）

助教授藤井 • 技官大林周逸

高出力の進行波狩等の屯fビームにおいて生じる低いくりかえし尚波数の不安定視象に

ついて理論的ならびに，実験的に解析した．これにより，この不安定現象原因が，残留

気体の宙子衝突電離によるイオンにあることをたしかめたまた，この原因は，＇屯極構造

をかえることにより除去しうることを数値計冥によりたしかめた・

3• 71 YAGレーザ（継続）

助教授藤井賜ー・技官大林固逸

スレッショルドの低い YAG(Yttrium Alminum Garnet)に Nd3十をドープしたい

わゆる YAGレーザについて， Krランプを励起光源とする YAGレーザ装骰を試作し，そ

の励起光空胴の形状と励起効率の関係をあきらかにした．

3• 72 レーザビームおよび画像伝送（継続）

助教授藤井陽ー・技官大林周逸

レーザビームを遠くまで広がらずに伝えるための装骰として， くり返しレンズを配骰す

る方法の基礎実験を行っている．本年度は，ビーム伝送系による画像伝送の特性を実験し

て，共焦点レンズ系によって，低損失で，良質の画像直接伝送ができることを実際にたし

かめた

3• 73 音膀光学フィルタ

助教授藤井腸ー・大学院学生林 秀樹

屯気音腎光学効果結晶の異常プラッグ回折を利用し，その波長選択性を応用するもので

あって，これをスペクトル分析，カラー・ディスプレイに応用することを検討している．

コリニア型として，ニオプ酸リチウムを，光学軸に近い方向にカットすることにより従来

の同型のものに比べてよい特性のフィルタがえられることをあきらかにし，実験的にもこ

れを確めた新しい型式のフィルタとして，「プリズム型」音粋光学フィルタを提案し，二

酸化テルルについて設計を行い，また，モリプデン酸鉛について実験を行った．

3• 74 断府ホログラフィによる画像情報量の削減

助教授藤井陽一

幅の狭いコヒーレントなパルス光を用いると，物体のうち奥行の等しい部分だけを抜き

出したホログラム，いわゆる断肘ホログラムをつくることができる ここでは YAGレー

ザーの SHGモード同期パルスを用いて実験を行い，奥行方向の分解能として， 1 cm以
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下の値を得たまたこのような断附ホログラムの情報斌の解析を行い， Burckhardt等の

サンプルド・ホログラムに比し，大幅に情報拭の削滅が行われることを示した さらに色

素レーザーにより，同様の断肘ホログラムが得られることをたしかめた．

3• 75 CO2レーザによる光ヘテロダイン検出法

教授斉藤成文•助教授藤井陽ー・大学院学生四方 進

CO2レーザ・ビームは，波長が 10.6/1,ffiと可視光域のレーザにくらべて長いので，これ

を光ヘテロダイン検出の局部発振光源として容易に利用できる． したがって，この光ヘテ

ロダインを用いた，高スペクトル分解能，高位置角度分解能，および高感度性を利用した

各種の熱源の温度分布，環境のリモートセンシングを行った．その結果，従来の赤外線検

出器に比べて高い検出感度を有する温度検出が可能であることをあきらかにした．また六

フッ化いおう，フレオン等の気体を通過するインコヒーレント赤外光の吸収スペクトルを

測定し，これから，これら気体の環境リモートセンシングとして実用にたえうることをあ

きらかにした．

3• 76 半導体レーザの高速度変調に関する研究（継続）

助教授藤井陽一

半郡体レーザのマイクロ波 (1GHz以上）の信号による変調を行う際の理論的，並びに，

実験的研究を行った．本年度は，多モード発振におけるレーザの応答速度につき理論的な

検討を加えた． （科学研究費）

3• 77 レーザを用いた電力線 CT(継続）

教授斉藤成文•助教授藤井陽一

助手横山幸嗣•技官滝本英之

500 kVのような超高圧送電電流における電流の計測は絶縁強調の点で非常に困難であ

る． レーザ光と電流によるファラデ回転を利用すれば，電気的に無接触なので絶縁の困難

がないこのようなレーザ CTシステムについて研究を行ってきたが，本年度は，さらに

ガラス集束伝送線路 (SELFOC)を用いたレーザ CTシステムを実験的に検討した． さら

に，発光ダイオードを用いたレーザ CTシステムの小形化および実用化について実験した．

これを遮断器，断路器等の電力機器に応用する方法について研究している．

3• 78 レーザ光を用いた情報処理の研究（継続）

教授斉藤成文・教授浜崎装ニ・大学院学生前田惟裕

レーザ光のコヒーレンシイを活用すると極めて多燥の情報を処理，蓄積することができ

る本年度は昨年度に引き続き， レンズ様媒体によって発生する画像雑音について理論的

及び実験的研究を行った・
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3• 79 三次元映像の実時間伝送の研究

教授浜崎 装ニ・助数授榊 裕之

助手横田和丸・助手岡田三男・大学院学生樋口 博

数年来行って来た光情報処理の研究の成果として，三次元映像の実時間伝送には空間変

調法と体積走査法を用いた伝送方法が有力であることが明らかになった撮像管の残像効

果を軽減するため新たに空間1月波位相安化を行う光学系を考案し， その有効性を確かめ

たさらに，三次元映像の解像性の向上のため，撮像管の信号対雑音比の改善，変調，空

間閲波数の上昇の実験と三次元再生像の歪の除去の実験を行い，鑑賞に耐え得る色彩三次

元映像の実時間伝送の実現を推進している． （文部省試験研究費・東レ科学振興会助成金

の補助による）

3• 80 光線の形式的量子理論の研究

教 授 浜 崎 襄 ニ・大学院学生前田惟裕

光線の形式的鼠子論の一般化を行い，これを用いる下によって画像伝送媒体の個有姿態

数無歪条件，媒体間の接続条件縮退姿態間の変換過程，雑音等に関する理論的研究を進め

ている．

3• 81 三次元顕微鏡の研究

教授浜崎変ニ・助手岡田三男・大学院学生宮沢和夫

従来の顕微鍛像はある断I付の平面像であって立体像ではない．本所で開発した三次元テ

レピジョン技術を用いて，三次元顕微鍛像を得る方式を開発している．

3• 82 薄膜を利用したレーザ光回路の研究（継続）

教授浜崎襄ニ・助教授榊 裕之・大学院学生野須 潔

レーザ光の伝播路として薄膜構造を用いるならば，回路の小形軽批化，振動，熱に対す

る安定性と共に容易に強い屯界強度を得ることができる．金属外被をストリップ線状に除

去することによって構成された光尊波線路の理論的検討を行い， これを用いて光集積回路

に適した検波器を作成した

3• 83 マイクロ波フ゜リント回路の研究（継続）

教授浜崎装ニ・助手岡田 三 男 ・ 助 手 座 間 知 之

マイクロ波回路の小形軽拭化を目的とし，プリント方式によるマイクロ波回路の研究を

続け， 5.6 GHz常塔載用アンテナ自動切替装骰の実用化を行った，
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3• 84 レーダデータによる飛翔体運動解析フ゜ログラムの開発（継続）

教授浜崎装 ニ・技官松井正安

技官前田行雄（宇宙研）

昨年度に引き続きレーダデータを用いて飛翔体の速度，加速度ベクトルの罪定を行うた

め．雑音成分の除去方法を検討し，精密なプログラムを開発したこのプログラムにより

ロケットの飛翔中の迎動の精密な解析が可能となった・

3• 85 広帯域宇宙飛翔体アンテナの研究（継続）

教授浜崎装ニ・講師長谷部望•技官松井正安

宇宙飛翔体の使用周波数範囲の拡大に伴い，複数の周波数の同時使用を可能とする広帯

域宇宙飛翔体アンテナの開発が必要となり，数種の対数周期型アンテナの実験を行った．

M3 C-1号機には本研究の変形アンテナを 900MHzテレメー・タ用塔載アンテナとして実

用し良好な結果を得た．

3• 86 J月期的な表面凹凸を有する量子薄膜中での電子の分散関係と

負質鼠効果

助 教 授 梱 裕之

屯子のりt子力学的な波長と同程度に薄い半尊体薄膜（絨子薄膜）の表面に，周期的な凹

凸を人為的につけ，その周期を平均自由行程以下に選ぶことができれば，膜中の 2次元電

子の分散関係は摂勁を受ける．本研究では，この効果を理論的に扱い，負質屈効果に品づ

く負性抵抗索子の実現の可能性を検討している．

3• 87 ロケット塔載アンテナ（継続）

講師長谷部望

大型ロケット塔載用のアンテナ系を使用条件を考慮して， これに適した特性を得るべく

検討を行っている．現在， Cバンド塔載用として円偏波を用いることおよび VHT帯にお

けるアンテナ切換回路の研究を進めている. Cバンド塔載用アンテナとして開発した円偏

波クロスノッチアンテナはM-3 C-1号機および 2号機に塔載し，安定した通信を行えた．

3• 88 円偏波放射器に関する研究（継続）

講師長谷部望

主として， ロケットおよび衛星追尾を目的としたいろいろの円偏波放射器の開発と実用

化の研究を行っているその一例として無給遣素子を有する，新しい構成法の円偏波アン

テナを考案し， これを実用化してロケット追尾用，衛尾追跡用にアレイアンテナとして使

用し，好結果を得ているまた， このアンテナの基本的な特性を実験により求め，理論的
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検討を行っている．

3• 89 複合 システムの研究

教授渡辺 勝・技官矢作祐一

複数の計卵機を接続したシステムによって，計算機相互の機能分担をはかり，ソフトウ

エアの有効利用を行う試みが活発になりつつある．当研究室では本所の大型計罪機 FACOM

230-55と小型計罪機 U-200とをチャネル結合方式で接続した階府型の複合計算機システ

ムについての研究を行っている．

3• 90 計節機シミュレータによるオペレーティングシステムの研究

教授渡辺 勝・大学院学生天田栄一

大型計罪機においては，入出力命令や割込処理などはオペレーティングシステムの管理

のもとにあって，一般のバッチューザは肛接利用することはできない．通常の計罪処理に

は差支えなく，むしろ望ましい形ではあるが，オペレーティングシステムなど計算機自体

の研究を行う際は，それらの機能を使用できるようにする必要があるそのため計罪機内

部にその計邸機自体のシミュレータを作り， これによって入出力命令，害り込処理を行うの

が，容易でもあり絆済的ともいえるこのような方針で IBM360のシミュレータの実験

や，シミュレーク記述用の高級言語の研究などを進めている．

3• 91 ミニコンピュータのサポートシステム

教授渡辺 勝・技官矢作祐一

ミニコンピュータには大型機についているような高性能の入出力機器，すなわちカード

リーダやラインプリンタが備わっていない場合が多く，また主記憶や補助品憶の容鼠も比

較的小さい したがってプログラム開発に手間どることがしばしばで，ソフトウエアも貧

弱である．そこで大型機にミニコンピュータのアセンプラ言語を処理する機能を持たせた

クロスアセンプラやミニコンのシミュレータを用いて実行まで大型機でやってしまうサボ

トシステムが開発されている．富士通社のミニコン U-200用のサポートシステムを利

用して， ミニコンのソフトウエア作成を容易にするとともにミニコンと大型機を接続した

複合計罪機システムヘの応用を試みている．

3• 92 交通信号機の制御方式に関する研究

助教授浜田 喬 ・ 大 学 院 学 生 平 岡 良 成

大規校で複雑な交通信号機群の系統的な制御方式について， シミュレーションによるオ

フセット設定方式について検討した．特に交通流の変化に追随できるようオンラインで使

用可能な能率の良い傾斜法を開発し，その性能評価を行った．
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3• 93 交通流の配分方式に関する研究

助教授浜田 喬

既存の追路網の効率を上げるための有効な手法として交通流の最適配分があるが，最適

値を守るためのアルゴリズムは通常膨大な計邸時間を必要とする．本研究では非線形な評

価関数を持った系について計節時間と記憶容鼠をほぼ実用的な程度にまで滅少し得るアル

ゴリズムを開発した．

3• 94 自動運転車両の連行方式に関する研究（継続）

助教授浜田 喬•技官佐藤和雄

デマンド・バスあるいは PersonalRapid Transportのように，特に経路を定めず，癖

要に応じて最適経路を選択する交通システムにおいて，最適経路を選ぶためのアルゴリズ

ムについて，分岐限界法とえ— optimal 手法とを比餃検討し，後者の実用性を示すととも

に最遥制御方式を実現するための総合的な手法について検討中である．

3• 95 オンライン制御用システムフ゜ログラムの研究（継続）

助教授浜田 喬• 技官佐藤和雄

主計窟機によって制御されるオンラインシステムの端末として使用される小型計卵機の

ソフトウエア，特に主計節機との通信制御，種々のハードウエア端末との間のデータ転送

の制御などを統括するオペレーティングシステムについての研究を行った．

3• 96 MIS電界効果トランジスタの低周波雑音（継続）

教授安達芳夫技官宮川尚憲

MIS屯界効果トランジスターの低周波領域における雑音特性．および雑音と半羽体・絶

縁膜界面にある絨子状態との関係を究明するために， MISトランジスタの発生する雑音屯

力および雑音指数の周波数・温度・バイアス屯圧軍流・信号源抵抗依存性等を調べた．本

年度は昨年度に引続き極低温領域 (4.2-77°K)の特性を調ぺ，低温では 1//特性を示さ

ないこと等，若干の特異な現象を見出した．

3• 97 トランジスター用半導体の表面の電気的性質に関する研究（継続）

教授安達芳夫• 技官宮川尚憲・ 大 学 院 学 生 徳 田 博 邦

MIS トランジスターや MISダイオードを用い，半甜体や絶緑膜の材質や半導体表面の

電界強度・温度等を変化して・半羽体・絶縁膜界面にある星子状態がトランジスタ・ダイ

オードの電気的性質（例：表面移動度，容最，雑音）に及ぽす影瞥を主として調べている

本年度は室温から極低温に至るまでの表面コンダクタンス・閾値電圧・表面実効移動度の

温度変化を求め，理論計算も行った． （一部受託研究費）
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3• 98 極低混における MIS構造の界面の研究

教授安逹芳夫・助教授生駒俊明

助手粟原由紀F. 技官宮川尚憲

極低面における半羽体と絶緑物の界面状態およひ， MISデパイスの屯気伝埒の性買を明

らかにすることを目的としている．本年度は Pチャネル MOSトランジスタのドレイン屯

流一軍l王特性の員特性について，詳細に調べ，その測定時間依存性等を町らかにした．

（一部科学研究費）

3• 99 MNOSデバイスの研究（継続）

教授安逹芳夫・助教授外：駒俊明・大学院学生徳田博邦

前年度までに，熱刺激屯流法によって， MNOSデパイスのトラップのエネルギレベル，

分布および屯荷転送の機構等を明らかにしたが，本年度では， VoltageInduced Tunne-

ling Spectroscopy (VITS)法によりトラップの分布を求める方法を若案し， メモリ効果

に寄与するトラップは，エネルギー的には狭い範囲に存在する空間的分布をもつ中心であ

ることが判明した．これは，前年度までの成果とよく一致する．現在， VITS法を史に定

鼠的測定手段として確立すること，ならびにトラップの定紋的特性について検討~ してい

る．

3• 100 屯界効果トランジスターの二次元解析

教授安逹芳夫・助教授生駒俊明・大学院学生 l取 和裕

ショットキゲート咽屯界効果トランジスターの二次元数値解析を行っている．キャリア

移動度の',じ界依存性やエピタキシャル/¥"l・｝店板の性買のトランジスク特性に及ぼす彩粋を

明らかにした この結果．半絶緑性柚板中にキャリアが注入され，）よ板の消屯率から予測

される屯流より大きいドレイン屯流が流れること，および飽和を示すJi極符特性は，王と

して，‘’じ f速度の飽和から起っていることが明らかになった

3• 101 皿ーV族化合物半尊体のエピタキシアル成長（継続）

助教授生詢俊明・助 手栗l恥由紀 Jこ

技官横溝 氾・大学院学生堺 和夫

液相成長法により lll-V族化合物半甜体の結晶成長を行っている．膜l嬰と不純物設度の

制御を容易に行う新しい制御法を研究している

3• 102 化合物半尊体の表面安定化に関する研究（継続）

助教授生駒俊明・技官横溝 氾・大学院学生堺 和夫

化合物半祁体の表面安定化の方法を見出すために ・H202溶液中での点沸及び陽極酸化
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法により， GaAs, GaPの表面に絶緑膜を形成する研究を進めている．陽極酸化法により，

約 1000Aの絶緑股を形成するのに成功しており，その屯気的諸性質，界面状態を研究し

ているまた，表面処理法， pH値， 印加屯圧等の膜形成の条件との閲連についても研究

を行っている．

3• 103 半導体中の深い不純物準位に関する研究

助教授生駒俊明・教授安達芳夫・技官宮川尚憲

大学院学生堺 和夫・大学院学生奥村次徳

半導体中に深いエネルギーレベルを持つ不純物原子，格子欠陥は，キャリアの再結合，

捕狼中心として働き，半導体デバイスの特性に彩態を及ぽす．深い不純物準位測定法とし

て前年度確立した，アドミタンス・スペクトロスコピー法を， GaAs,GaAs0.6P。4 に適用

し， 2つの屯子トラップ準位と 1つの正孔トラップ準位を両者で検出し，その電子的性質

を明らかにした．引き続き，半絶縁性柚板とエピタキシャル成長/t"l界面の深い不純物準位

の測定を行っている．

3• 104 発光ダイオードの劣化と深い不純物準位（継続）

助教授生駒 俊明・大学院学生奥村次徳・ 大学院学生堺 和夫

発光ダイオード (GaP,GaAsP, GaAs)の発光効率の劣化機構を解明するために，アド

ミタンス・スペクトロスコピー法により，深い不純物準位を検出した．その結果 GaP赤色

発光ダイオード中で，酸索ドナ以外に 3種のトラップ中心を検出し， このうち動作中に発

生するトラップ中心が劣化に大きな彩粋を与えることがわかった現在はこのトラップ中

心の性質，ならびに不純物の同定を行うとともに，発光分光特性を調べるなど，総合的に

研究を進めている他の材料についても進行中である （一部受託研究役）

3• 105 半尊体の表面屯位分光

助教授生駒俊明・教授安達芳夫・大学院学生後藤浩成

半祁体の表面宙位をケルビンプロープを用いて，スペクトロスコピックに測定し，表面

における荷屯状態や屯子的構造を究明する研究を行っている．本年度はケルビンプロープ

を作成し，約 5mVまでの屯位が測定できる装岡を試作した現在GaPの表面電位を，雰

囲気ガス，温度を可変にし，単色光を掃引照射して測定しているこれにより結晶表面の

屯f状態および吸柑ガスの屯f状態を知るのが目的である・

3• 106 化合物半導体の強電界輸送現象（継続）

助教授生駒俊明・大学院学生堺 和夫

三元化合物半羽体を対象として，モンテカルロ法により強屯界下での電子の輸送視象

の研究を行った. Gaxin1-xSbを対象に取り上げ，組成比 Xを変えた時の速度ー電界特性
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等の変化を叫らかにしたその結果， 0.6 :'£,X :'£,0. 8の組成の材料を用いることにより，

GaAsの場合の 1/6程度の低屯力で動作する機能デバイスが実視できる可能性のあること

が判明した．又速度—屯界特性に及ぽす温度上昇，不純物散乱の影粋を明らかにし．屯f

散乱に要する時間が超高固波特性に及ぽす効果も，理論的に謁ぺた．

3• 107 機能デバイスの研究（継続）

助教授生駒俊明

屯fシステムの巨大化にともなって，従来のトランジスター・ダイオードという名え）j

のデバイスでは，いたずらに集柏化の規校の拡大を招き，柏報愴の増人に対処できなくな

るものと考えられる．そこで，従米極めて複雑な回路をもって実視していたような機能，

あるいはこれらの複合機能を，新たな物理現政を用いて簡単にデバイス化できるような，

いわゆる機能デバイスに関して研究を行っている．今年度で，ガン効果ディジタルデバイ

スの性能評価をほぼ完成させた

3• 108 マイクロ波半迎体発振，増輻デバイスーBARITTの研究（継続）

助教授生駒俊明・助 手 栗l泉廿I紀(.大学院学生 IJ仇 相裕

低雑音マイクロ波発振，増幅デパイスーBARITTダイオードのマイクロ波特性，雑音特

性の研究を行っている不均ーな不純物談度分布を持つ索fが均ーな分布を持つ索 fより

発振特性，小信号特性において優れていることを明らかにした現在，雑音特性の測定及

び解析を行っている．また，性能の改善を目的として GaAsを材料とするダイオードを試

作している．

第 4 部

4• 1 イオン交換樹脂など分離剤に関する柚礎的研究（継続）

教授山辺武郎・助 f 翡JI: f直台

｝じ技官梅沢香代 f.技官 占Ill,-;り：一郎

オキシ酸のようなリガンドを含む溶液における金屈(M)の混合樹脂 er拗イオン交換樹脂

と陰イオン交換樹脂）における分配係数 KdMは一般に陰イオン交換樹脂の械を附すと減

少するが， Cd2+-c1-系， Fe3-CH3COO 系では逆に陰イオン交換樹脂の情を増すと増

加する現象が知られた． ストロンチウムアパタイト，パリウムアパタイトは普通のカルシ

ウムアパタイトと迩った構造を持つことが吸着水の NMRから確かめられた．
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4• 2 液体クロマトグラフィの研究（継続）

教授山辺武郎・助手高井信治

柿々のカラム充填剤を用い，とくに高速液体クロマトグラフィの研究を行った．球状で

かつ25μ以下のI紗｝イオン交換樹脂と陰イオン交換樹脂の混合カラムを用い，混合リガンド

すなわちオキシ酸と塩索イオン（または酢酸イオン）を含む溶離液により， ,ft金属の分離

に成功したまたポーラスポリマーを用い，その）店礎的研究を行うとともに，アミノ酸誘

導体の分離を行った．

4• 3 /l莫分離法に関する研究（継続）

教授山 辺 武 郎 ・ 技 官 吉 田 序 一 郎 ・ 大学院学生井川 学

膜分離法として逆没透の研究を行った. 6・ ナイロンを原料とし，ギ酸およびホルムア

ミドを用いたキャスト法で謁製し，その水汝透h::および塩排除率を求めた． またアセチル

セルロース膜およびナイロン膜においてifi:金属塩0)塩化ナトリウムに対する選択透過係数

を求めた．金属イオンは荷1T（が大になり，かつ水和イオンが大になるとよく排除され，選

択透過係数の対数と荷屯対結晶イオン半径とは虹線I及l係をホした．

4• 4 ガラス化範囲の研究（継続）

教授今岡 稔• 技 官 山 崎 敏f

新柿ガラス/)fl発の）店礎研究として，珪酸塩，硼酸塩，ゲルマネート，テルライト系など，

広くガラス範囲を謁べ，同時にガラス化条件，ガラス構造との役l係を追求するものである．

4• 5 ガラスの疲労現象と強度の研究（継続）

教授今岡 稔• 助手長谷川洋

ガラスの本買的強度と実際強度の間にあって大きな彩籾をもつと若えられる疲労現象と

その他の強度劣化要因を検討し，ガラスの強度を高める対策を研究するもので，これまで

の一般研究Aの継続である．

4• 6 ガラスの緩和現象の研究（継続）

教授今岡 稔• 技官坂村閲康

ガラスの応力緩和，内部l伊擦などの緩和現汝を謁ぺ，それらの緩和機構とそれに対応す

るガラス構造を明らかにしようとするものである．

4• 7 X線によるガラス構造の解析（継続）

教授今岡 稔• 助手長谷川¢ 洋

回転対陰極による強力 X線装骰を用い， Pb,Sb, Teなどの項元索を含むガラスの構造
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解析を行っている．

4• 8 ガラスにおけるff痕の生成機構の解析

教授今岡 稔• 助手（特別研究員）安井 至

有限要索法による数値解析と実験との対応をとることにより， ガラスにおける圧痕の生

成機構，圧痕とガラスの機械的性買との関連を明らかにしようとするものである

4°9 固体面の改質に関する研究（継続）

助教授高橋 浩• 技官鶴 逹郎・受託研究員萩l泉 戊 ホ

受託研究員斉藤純夫・研究生岡西和人

各種の酸化物，ケイ酸塩，カーボンプラックなどをアルコール類などの有機化合物との

虹接反応，メカノケミカル反応，さらに，エポキシ樹脂，ウレタン樹)j行などによってカプ

セル化を行うことにより表面改質し，表面化学構造，細孔構造，表面極性，吸沿特性，分

散特性，親水性などの測定を行って，粉体結晶の複合材料索材としての機能を明らかにし

つつある・

4• 10ゼオライトの研究（継続）

助教授高栢 浩• 助『•（特別研究員）堤 和男

研究生鈴木 実・受託研究員斉籐純夫

ゼオライト類の中，主としてホージャサイト，ゼオライト A,X, Yについて， X線[[r1

折，赤外線吸収，熱的測定， ESR, 吸着測定，酸性度・酸強度測定，紐l孔構造測定によっ

て構造，物性の測定を行い，同時に各種の反応に対して触媒活性との相関性を求めるとと

もに，吸着材料としての屈礎物性を明らかにしつつある． （一部科学研究費）

4• 11 多孔材料の研究（継続）

助教授高橋 浩・研究闊,ff 西村脱ー・技官鶴 逹郎

受託研究員萩I原茂ポ・研究生中野裕,,J

シリカゲル，アルミナゲル，ケイ酸塩，活性炭などのいわゆる多孔材料の構造，物性の

研究を行ったとくにアルミナについては表1fii化学構造および細孔構造と硫化カルボニル

の分解反応活性との相関を，活性炭については，表面の親水性官能柚誤度と吸沿特性の相

関を，ケイ酸塩については，カオリナイトの脱アルミニウムの機構を明らかにしている

（一部科学研究投）

4• 12有機金屈複合体結晶の構造と生成機構（継続）

助教授高稿 浩，研究生培田立男

粘土鉱物と有機化合物の複合体結晶の生成機構を熱凪測定によって研究した． とくに今

82 



年度はモンモリロナイトと柿々のアミン類およびアルコール類との複合体結晶の生成熱を

測定し．新しい各柿の知見を得た

4• 13 複合材料の研究

助教授高栂 浩・研究員荻野士三

粉体ープラスチックの投合材料系の熱特性および，機械的な性質を測定している．今年

度は，黒鉛 PVC系材料について熱伝導性を求め， またカプセル化ガラス粉4←ボリオレフ

イン系材料について機械的性質を測定し， これと充槙剤の表面化学的特性との対比を求め，

新ししヽ知見を得た． （一部科学研究費）

4• 14 Ti02を用しヽる RS法両像形成の研究

教授野綺弘• 助 教 授 鋤 柄 光 則 ・ 助手（特別研究員）飯田武揚

RS法とは半導体に光をあてその表血に光のメモリーをさせる． このメモリーを銀塩を

用いて視像させる訓像形成法である．銀塩のほかに銅塩なども用いられる．これは写真の

新しい潮流である．本研究では半導体に Ti02を用いるこの Ti02に対しシアニン色索

と無水フタル酸添/Ji!がJ竹！必作用のあることを，，忍めた．その増感機構を知るため酸化チタン

樹II行分散屈の光起‘，じ）Jのスペクトル分布を，謁べた．

4• 15 交流’屯解に閃する研究（継続）

教授野I崎 弘・ Jじ研究員山崎匡毅・研究嘱託藤代光雄

金属 Ti,AL Taを用い，はじめ腸極処理をしてそれら金属表面に酸化物を作る．つぎ

にこれを収金属またはアルカリ土金属の軍解溶液に人れて交流姐屯を行うと，その溶液中

の金属成分が前出酸化物中に複合体となって析出する．この複合酸化物被膜は石色用とし

てまたコンデンサーとか光屯池のエレクトロニック索子用としての用途がある．本研究で

は Ba水溶液中で交流通屯し合バリウムチタン酸化物の被膜をえた．

4• 16 /]!,:! の光励起現象とその応用

教授野綺弘• 助教授鋤柄光則• 助手（特別研究員）豊I嘉喜則

偲緑体は翡度に組紙化された膜構造により光エネルギーを化学エネルギーに変換してい

る． この機構を知り，その応用の道をひらくために，本研究では脂質による 2分子膜中に

葉緑休から抽出した色索類（クロロフィル a, b, およびカロチノイド系色索）をその配

向に規則性をもたせて組入れ膜とした その/j葵で 2つの水溶液相を隔てた系に光照射し，

そのとき /j知を通しての定常的な光這流がえられることを観測したこの/j莫系が光エネルギ

ーの屯気エネルギー変換の索fとなることを見出した．
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4• 17 溶液中での棒状分子の配向とその応用研究

教授野綺弘• 助教授鋤柄光則• 助手（特別研究員）盟島向則

この研究では棒状高分子に palybenzyl 」~ ・glutamate (PBLG)を用い溶媒をdioxare

とする. PBLGは溶媒中で a-helixの枠状構造をとりそのは度が約10wt?6以上になると

分f長軸の方向を揃えた液晶相が出視する．これは温度にも依存する 史にこの液晶相の

出現する温度が外部屯場の彩腎をうける．この液晶への移転温度が屯砂の自乗に比例して

高くなる．この外部屯場の影腎が分子配向性の制御に役立つことを見出した．

4• 18 13C-NMRによるボリプロヒ° レンの熱分解物の構造決定と

31 P-NMRの研究

教授野鉛 弘• 助教授鋤柄光則

助手（特別研究員）飯田武楊・元技官 吉 藤 奸 入

高分子廃棄物の利用の目的からポリプロピレンの熱分解物の構造決定の研究をおこなっ

だ各沸点の留分について13C・NMRスペクトルの測定をなし解析をおこなった．その結

果分解油の80形を占める 8-10個の分岐パラフィンとオレフィンの構造を決定することが

できたその工業的利用の道を示した， 31P・NMRスペクトルの研究ではランタニド有機

リン錯体を合成しシフト分析試薬に供しようとした．

4• 19 クロム (VI)酸桑酸塩感光材料の研究（継続）

助教授本多健一・助手佐々木政f

クロム (VI)酸索酸塩の感光機構の方k礎的研究にもとずきクロム酸 PVAII癸等の実HJ的

悠光材料の感光機構を究明し，特にゼラチンll葵は高性能ホログラフィー用忍光膜として用

いられることを明らかにした．

4• 20 有機光屯尊体の屯導機構ならびにその感光材料等への応

用に関する研究（継続）

助教授本多健一・助教授鋤柄光則・大学院学生会川 義党

有機半導体を感光上体とする光情報処理方式の開発を目的として，塩結品の光物↑生とそ

の異方性， また屯荷担体の生成機構を明らかにした．

4• 21 液晶溶媒の分光学的研究への応用

助教授鋤柄光則・教授野崎 弘• 助教授本多健一

一軸性配向をさせたネマティック液品に溶解した溶質分 fの屯f造移の性質を，偏光吸

収スペクトルから解析する方法は既に坪いたが，この手法を利用して，種々のアゾ色索及

びシアニン色索の造移モーメントの）j向を決定し，それらの屯f忍移の性質を議論した．
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また，適当な変形をした液晶11".iに色索が溶解した場合の吸光度の変化について検討し，実

験結果と計孵との良い一致を得た・

4• 22 ネマティック液晶を用いるカラーディスプレイ

助 教 授 鋤 柄 光則・教授野崎 弘

色素を溶解したホモジニアス配向をさせたネマテイック液晶 (ca>0)セルと光学的に

一軸性の薄l!'J及び 2枚のi直線偏光板とを組合せて，新しい電圧作動型のカラーディスプレ

イ装骰を作製した．この装囮はたとえば赤橙ゴ仔緑の変化を電圧の印加によって起すこと

ができるまた，本装骰の時定数の温度変化を測定し，液晶の粘性係数，弾性係数及び秩

序度の温度依存性から検討した 更に配向状態の屯界による弾性変形の問題として上品の

色変化を扱い，実験結果との良い一致を得た．

4• 23 半尊体分散系の光応答と画像表示への応用

教授野綺弘•助教授鋤柄光則• 助手（特別研究員）豊島喜則

助手（特別研究員）飯田武揚•大学院学生高橋 翠

半祁体粒fと分散媒との界面には，両者の組合せで定まるい出位が存在するこの場合，

分散系が活動性であれば外部屯圧を加えることにより分散粒子の屯気活動を生ぜしめ，こ

れを利用して画像を表示することができる．一方，この分散系に半導体が吸収する光を照

射すると見掛上＜屯位が逆転するような挙動を示し，この現象を利用して画像を記録す

ることができるまた，この現象はある種の色索によって増感されることも見出した．

4• 24 ビニル化合物のテロメリゼーションの研究（継続）

教授（併）浅原照三・助教授妹尾 学

元 技 官 佐 藤 瀧•大学院学生大谷規隆

N, Nジクロルアミンうジミン系によるトリクロルメチル基を有する有機化合物とオレ

フィンおよびビニル化合物とのテロメリゼーション反応の開始機構および連鎖移動機構の

詳細について検討しているとくにクロロホルムとの反応生成物を詳細に測定し，これか

ら得られる限りの知見をまとめて考察を進めた．

4• 25 アニオンテロメリゼーションに関する研究（継続）

教授（併）浅原照 三・助教授妹尾 学

助手（特別研究員）田中貞良

スチレン，アクリロニトリル，ビニルビリジンなどのビニル化合物およびプタジエンな

どの共役二甫結合をもつ化合物のアニオン屯合について研究し，アニオンテロメリゼーシ

ョンのおこる条件を明らかにしたとくにスチレン， a-メチルスチレンと芳香族アミンと

の系について反応速度の解析を行い，反応機構の解明を進めた．

85 



4• 26 テロマー誘尊体に関する研究（継続）

故授（併）浅原照三・助教授妹尾 学

助手（特別研究員）木瀬秀夫・元技官佐藤 荒

スチレンと各種脂肪族カルボン酸塩化物とのカチオンテロメリゼーションにより得られ

る生成物をアルカリで処理することにより伍スチリルアルキルケトンの一般的合成法を開

発したまた，テルペン系化合物合成研究の一環として，テロメリゼーションを利用して

イソプレンからラパンジュリルメチルエーテルおよびイソゲラニルメチルエーテル等のモ

ノテルペン化合物誘埒体の合成法を開発した．

4• 27 界面活性剤存在下におけるビニルモノマの重合（継続）

教授（併）浅原照三・助教授妹尾 学・ 助教授白石振作

研究生有田喜一

アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウムの存在下の水媒体不均一量合で，通常のラジカ

ル重合開始剤を用いることなく各種メタクリル酸エステルおよびスチレンの重合を行った．

またこの系に無機塩類を添加し，その効果を検討したところ，亜ニチオン酸ナトリウムが

顕著な効果を示したその頂合機構は各種ビニルモノマールとの共屯合による結果ならび

にラジカル屯合禁止剤の添加効果があることなどからラジカル機構で進行すると推定し，

系に存在する微鼠過酸化物の影惚を検討した．

4• 28 イリドの反応性に関する研究（継続）

教授（併）浅原照三・助教授妹尾 学

助手（特別研究員）木瀬秀夫・大学院学生荒瀬康司

窒索原子上にカルボニルi性換基を有するスルフィルイミン (RRS=NCOR')の反応性，

特に窒索原子の親核反応性を明らかにするため各種憐換基を有するスルフィルイミンを合

成し，その pKaを測定した. Rがアルキル基の場合，その鎖長および構造がpKaに影

態を与え，またヘテロ原子を専入した R'の効果が非常に大きいことが明らかにされたま

たイリドの塩基性，求核性を利用して有機化学反応および重合反応の触媒（開始剤）とし

て用いる可能性を検討している．

4• 29 気相防錆剤に関する研究

教授（併）浅原照三・助教授妹尾 学・研究生李 範生

ヘキサメチレンテトラミンが気相防錯剤としてすぐれた効果をもつことを見出し，さら

に亜硝酸ナトリウムなど遠元剤を添加することにより防錆効果が向上することを見出し，

鉄，アルミニウムなどに対する防錆機構を究明した

86 



4• 30 不可逆過程の熱力学による化学反応の研究（継続）

助教授妹尾 学

不可逆過程の熱力学の立場から化学反応の現象論的解釈， とくに反応の連結，反応経路

の選択，活性化パラメータの意味，化学反応によるエネルギー変換の機構などについて考

察を進めている．

4• 31 化学発振系に関する研究（継続）

助教授妹尾 学・大学院学生岩•元和敏

大学院学生河野純一

セリウム—マロン酸エステルの Zhabotinski 反応の示す化学発振について，種々の反応

条件の変化による発振の生起条件，振幅，振動数の変化を実験的に明らかにいまた反応

熱の経時変化を追跡し，定常状態の不安定化に柚づく化学発振機構の解明を進めている．

4• 32 gemージハロアジリジンの合成と反応（継続）

助教授妹尾 学・助教授白石振作・大学院学生鈴木幸男

シッフ塩旭とジクロロカルベンを反応させて， gem-、ジクロロアジリジンを合成し， こ

れの分子内フリーデルクラフツ反応によるオキシインドール誘祁体の合成について検討を

加えた．

4• 33 光分解性高分子組成物に関する研究（継続）

助教授妹尼 学・ 助教授白石振作

研究員伊保内翌• 大学院学生石井正雄

スチレンとベンザルアセトンならびにベンザルアセトフェノンとの共屯合を行い，それ

ぞれその共屯合反応性比を求めるとともに，生成頂合体の光分解性について検討を加えた

また，種々のスチリルケトンとの共重合体を合成し，光分解挙動に与える分子構造の彩脚

について検討を進めている．

4• 34 白金ーオレフィン錯体の熱的性質に関する研究（継続）

助教授妹尾 学・大学院学生岩元和敏

各種白金オレフィン冗峨昔体を合成し，窒索ふんい気中での熱分解反応を，重絨変化，元

索分析， GCMSの手段を使って明らかにするとともに，さらに，分解熱をDSCで測定

するまた，熱儀測定法として，水溶液中の反応熱の測定，平衝定数の測定をつかって求

め，これらの値の比較検討を行い，これらの値から，白金ーオレフィン結合に対する知見

を得た
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4• 35 光電子分光法による有機金属化合物の研究（継続）

助教授妹尾 学・大学院学生土屋伸次

X線励起による光屯子分光法 (ESCA)を構造解折に応用し，とくに結合状態について

の知見をうることを自的として， リンおよび窒桑イリド， これらの遷移金属錯体，白金オ

レフィン錯体，アリールニッケル錯体， フェロセン誘群体など結合状態について知見を得

た．

4• 36 ミセル系における有機化学反応の研究

助 教授妹尾 学・助教授白石振作・助手（特別研究員）木瀬秀夫

大学院学生荒木孝ニ・大学院学生高坂康一

酵索モデル反応の研究の一環として，界面活性剤の形成するミセル系での 5'ーアデノシ

ン三リン酸 (ATP)の加水分解反応について研究した生成する 5'ーアデノシンニリン酸

(ADP)の屈を高速液体クロマトグラフィーで追跡し，臭化セチルトリメチルアンモニウム

(CTAB)の存在下では ATPの加水分解速度が滅速されるのに対し， ドデミルアミンプロ

ビオナートブ)<-Mg2+ -ヘキサンの逆ミセル系で大巾に加辿されることが見出された．反応

の動力学と共に，物理化学的方法により反応場の特性を解明することを試みている． また

カチオンおよびノニオン系ミセルがある柿の酸化遠元反応に対して大さな加速効果を有す

ることが明らかになり反応機構について検討している・

4• 37 相間移動触媒に関する研究

助 教 授 妹 尾 学・ 助手（特別研究員）木瀬秀夫・大学院学生難波富幸

四級アンモニウム塩を相間移動触媒とするハロゲン化アルキルと各柿アニオンとの親核

岡換反応において，アンモニウム塩の構造の影粋，屯解質種の相間および相内での平衡関

係，反応の動力学等について検討したまた，応用的な面で，ベンズアルデヒドとアルキ

ルケトンの塩品触媒縮合反応で相間移動触媒が有効なことを見出し，他のカルバニオン反

応への応用も検討している．

4• 38 オリゴアミンに関する研究（継続）

助教授白石 振作 ・技 官松 本和 正

オリゴ（エチレンピペラジン）を合成し，その物性を検討すると共に，高分子合成への

反応について検討を加えたオリゴ（エチレンピペラジン）をジアミン成分として用い，

新しいボリ（アミンーアミド）を合成し，その物性に関して検討したさらに，それらオリ

ゴマーおよびボリマーの四級化反応について検討を加え，イオン性高分子化合物の合成に

ついて検討を行った・
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4• 39 成環付加反応機構に関する研究（継続）

助 教 授 白 石 振 作

1, 3 -双極成環付加反応は，一応イオン的協奏反応で説明されているが，それでは説明

しきれない点が非常に多い．その点を明らかにするために，その反応を統一的に解釈でき

る理論またはモデルを設定し，それと実験結果とを比絞検討する．主としてニトリルオキ

シドとオレフィンとの反応を取り上げて研究を行っている．

4• 40 L 3ー双極化合物の反応（継続）

助教授白石振作・助教授妹尾 学・教授（併）浅原照三

大学院学生池内党・同璽本匡• 同城所澄

ニトリルオキシドの光異性化反応によるイソシアナートの生成機構を明らかにするととも

に，その応用について検討を加えてきた，さらに，類似ないしは関連する反応機構で転移

してイソシアナートを生成する転移反応についても検討を加えているまた，ニトリ Jレオ

キシドとキノン類との反応ならびにその反応に対する光化学的影特についても検討を加え

た．ニトリルオキシドと各種異常原子価化合物との反応についても検討を加えている．

4• 41 高分子の力学的性質の化学設計に関する研究

教授熊野窟従・大学院学生大門 宏

大学院学生松本匝次・研究生越尾敏幸

分子鎖の分子運動の制御により，力学的性質を設計する柚礎研究である．一般に高分子

におけるエネルギー伝逹は高分子主鎖を通じて行なわれる この研究ではエネルギー伝達

に役割りを果たしうる， flipping運動を行なう CsおよびC12のシクロアルカンおよびシク

ロアルカンおよびシクロケトンを高分子主鎖中に含むポリエステル，モデル化合物を合成

しそれらの環の分子運動に基づく誘電的および NMR(広幅）における分子緩和を観測し

て，高分子マトリックスが環の分子運動に及ぽす効果を検討している また，高分子の低

分子化合物による充填効果に基づく，強度上昇の研究を行っている．さらに，電子線，紫

外線を用いる硬化法について研究を開始した．硬化の機構，材料物性，エネルギー伝達な

どについて研究を行い両者を比較検討し，新しい材料の設計，プロセスの開発を行う．

4• 42 キノンとフェノールの反応についての研究

教授熊野黙従•技官三井英夫

フェノールの酸化反応は，生体系でも璽要な反応であるが複雑でその反応の機構はほと

んど明らかになっていないキノン・フェノールの系では多く電荷移動錯体を生成する．

また我々の研究室で熱反応でキノンによるフェノールからの水系ラジカルの引き抜き反応

に始まるラジカル反応を行うことを見出し， p-メトキシフェノールの電解酸化反応系，一

般酸化試薬による酸化について研究し，新しい反応機構を見出してきたが，今年は触媒効
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果について研究を行う

4• 43 天然うるしについての研究

教授熊野賂従• 技官三井炎夫・研究生澤田哲夫

うるしのモデルとして，キノンとオレフィンの反応について研究を行っている．多くの

キノンおよびオレフィンについての新しい反応の研究を行っている．反応生成物の吸着力

ラムクロマトによ｀る分離が 3年ぷりに成功したまた，これらの反応に微拭の水分が著し

い影粋を与えることが分った．天然のうるしの組織の屯子顕微鏡による研究を始める．

4• 44 軍荷移動型電尊性高分子の設計

教授熊野諮従• 大学院学生宮武隆一

大学院学生大野尚典・大学院学生 立木繁雄

非結晶性および結晶性の屯祁性高分子の化学設計についての研究である．合成した高分

fの morphologyと屯羽性の関係を検討し，屯要な結果を得ている．また屯荷移動錯体の

生成，構造についての柚礎研究を行っている．

4• 45 ヘテロ多環化合物の合成に関する研究（継続）

教授熊野黙従• 助手（特別研究員）小川昭二郎

Oーフェナントロリンのハロゲン，アミノ化合物を合成，それらの縮合によりジアリルイ

ミンを合成し，さらにその環化により新らしいヘテロ大牒状化合物の合成を行った- 1010 

Demの抵抗値を有する有機半導体であり，紫外線照射により抵抗値の値下が謎められた・

また，さらに Cu, Ni. Co. Mgなどの金属錯体を得た．

。：フェナントロリンのいくつかの誘埓体は加熱のみで容易に環化縮合し，共役系大環状

化合物となることを見出したが，視在はその中間体をとり出し，光化学反応等により中間

体の構造解析を行い，環化反応機構を検討している．

4• 46 ポリナフチレン系化合物に関する研究（継続）

教授熊野硲従•助手（特別研究員）小川昭二郎

ボニフェニJレイミン系化合物についてはすでにかなりの消電性が認められ，甜屯性塗料

への利用研究も行われているが，ポリナフチレン系化合物についてはあまり研究は行われ

ていない しかし東京大学物性研究所，井口洋夫教授らの研究によればすでにナフクリン

単位 4個のカテリレンにおいて 10"6n-1cm-1の逆雷性を有することが品められている．わ

れわれはペリレン C20H12を出発原料としその 2個縮合したカテリレン，ないしは 3個縮

合した新しいポリナフチレン系化合物の合成研究を開始し，中間物のモノハロゲン化合物，

ジペリレニルなど新物質の合成に成功したまた縮合多環化合物で周辺 4n冗電子系のも

のは，興味ある物性，反応性が期待されるが，現在アセナフチレンを 2分子縮合した周辺
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20冗屯子系化合物の合成を試みている．

4• 47 耐熱性弾性材料に関する研究（継続）

助 手（特別研究員）小川昭二郎・元研究員 中島利誠

本研究はシリコンゴムの主構造であるポリシロキサン系ボリマーと，耐熱性高分子の単

位構造であるベンズイミダゾール類似の芳香族化合物の組合せにより，耐熱性弾性材料を

得ようとするものである本年度はまずフタルイミド，ナフタルイミドなどに続きヒ゜ロメ

リット酸ジイミドとクロルメチルシロキサン類を反応させつぎのようなポリシロキサンオ

リゴマーの合成について研究を行ない， 2, 3の新しい誘甜体を得た．また四塩化ケイ索

との反応についても研究を開始した．

CH3 CH 
-oc 3 

＼ /N-~i-(-o-ii—) -N/co 
oc ＼ 

I " CO-
CH CH3 

4• 48 多環芳香族化合物の合成に関する研究（継続）

助 手（特別研究員）小川昭二郎・研究員 時田 澄夫

アナナフテン，ベンゾアントロンなど多環芳香族化合物のハロゲン化， アミノ化などの

反応に関する研究を継続するとともに，新たにジベンゾアントロニルの合成とその化学に

ついて研究を行っている．ジベンゾアントロニルについては従来 3,3'ーニール化合物のみ

がよく知られているが， 9, 9'ー， 8,8'等対称型，さらに 3,9'ーニール化合物などに非対称

型ニール化合物の合成を行い， これらを経由してさらに多数の環を有するジビオラントロ

二）レ類の合成について研究中である．

4• 49 水溶性高分子のレオロジー（継続）

教授中村亦夫・助手甘利武司

水溶性高分子は製紙，食品，化粧品，泡末消火剤，塗料，接着剤，土壊改良剤，製薬お

よび絵具などの工業に深い関係をもつ材料であるこれにはデンプン，アルギン酸， トロ

ロアオイなどの天然品，酸化デンプン，カルボキシメチルロース (CMC), メチルセルロ

ース (MC)のような半合成品，そしてポバール，アクリル酸ソーダ，ポリオキシメチレ

ンのような純合成品と種類が多く，その性質も多様である・

さてこの溶液の特徴として，非常に極性の高い溶媒である水に，極性を有するこれら高

分子が溶解しているのであるが，この溶解の仕方も様々である．特に水および溶質が有す

る水索結合力は，無極性の高分子溶液と異って，二次結合を生じ高粘性やゲル化などの現

象を引き起こす．こうした各種高分子水溶液の動的粘弾性を，各種レオメータにより広い

波数領域で測定したり，またその定常流コンプライアンスをワイゼンベルグ効果の測定や
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周流動復屈折の測定により求めることで，それぞれの溶解機構を研究する こうしてそれ

ら工業の品礎資料にしたいと考えている

4• 50 触媒層および吸着剤層における吸着物質の動的応答と反応機構解析（継続）

教授河添邦太朗・大学院学生茅原一之

屯子計卵機をオンライン的に使用し，多孔性粒子充槙Jrりにおける過渡応答より， これら

充瑣粒子における粒内拡散係数，表面吸着速度，反応速度，流体混合などを求めた． また

パルス法および単粒子法により分子ふるいカーボンにおける Nか C2H4, ふH6などの拡

散速度ならびに拡散機構を検討し，モーメント法によりマクロ孔・ミクロ孔のそれぞれの

拡散抵抗を評価できることが判った

4• 51 活性炭による水処理の研究（継続）

教授河添邦太郎・助教授鈴木基之

研究員竹内 癖• 助手鈴木康夫

都市下水・産業廃水の高度処理としての活性炭吸着法について設計ll準を求めるため，

ABS水溶液のカラム吸着，撹拌系での吸着，石油化学排水中の COD物質のカラム吸着な

どを行い．吸着速度の解析を行ったこれから拡散係数の節出，破過曲線と吸着等温線の

関係の検討などを行ったまた吸着に伴なう活性炭の細孔分布の変化の測定により活性炭

の負荷容砒が細孔容積に関係することを明らかにし，スペントカーボンの再生条件を細孔

の回復という観点から検討した （一部科学研究費）

4• 52 排ガス脱硫における活性炭の劣化機構の研究

教授河添邦太郎・研究生山本協子

活性炭による排ガス脱硫は吸収式の脱硫装戦と比較すると運転管理が容易な反面，劣化

による活性炭の交換・補充などの問題がある．実装岡において脱硫炭のライフが 2年以上

相当期間使用ができることが実証されているが，交換の時期の予測などを目的として脱硫

炭の劣化機構について検討を行った．その結果，細孔における表面酸化物が脱硫炭の使用

時間に比例的に増加し，これが脱硫率の低下と密接な関連があることが判った．

4• 53 異相系操作におけるクロマト法の研究（継続）

助教授鈴木基之

異相系装骰内の速度過程を測定するための一手法としてクロマト法を用いたモーメント

解析について，その応用の可能性を検討している．今年度は回分吸着系における外部濃度

変化に対してモーメント解析の可能性を検討し，外部境膜及び粒子内拡散の彩惣の分離が

0次及び 1次モーメントから出来ることを明らかにした

92 



4• 54 河川の汚濁に関する研究

助教授鈴木基之・大学院学生山田敏雄

技官宮崎敏郎・教授河添邦太郎

河川を通じての汚染物質の拡散に対して底質の有する効果を検討し，本年度は多I衆川に

おける汚染の状況について調査を行い主としてカドミウムが底質中に菩積される時の容

屈，速度について考察した． カドミウムの招積に対して底質中の主として有機物に起因す

ると思われる灼熱滅鼠が屯要な役割を果たしていると考えられることが解った．

4• 55 有機性排水の処理に関する研究

劫教授鈴木某之・教授河添邦太郎・受託研究員 多 田 敬 幸

有機物を含む排水として本年度は梢糖排水を例にとり，精糖プロセスの各工程排水中の

有機物をゲルクロマトを用い分画し，それぞれについて生物処理，吸着処理，オゾン処理

の効果を検討した高度な排水韮準を満たすために工程区分処理の有効性について検討を

加えた

4• 56 活性炭の再生に関する基礎研究

助教授鈴木基之・教授河添邦太郎

受託研究員 野田良男・研究生 D M. MISIC 

水処理に使用した活性炭の再生に I臭l して次のような J•；柄を中心に研究を行っている．

(1) 有機物吸着炭の昇温下における脱許，分解の観察

(2) 高温下における炭素材料の構造の変化

(3) 水処理使用炭の過熱水蒸気流動）付による再生

4• 57 クーロメトリに関する研究（継続）

教授武藤義一

フロー・クーロメトリック・ディテクターの開発研究を行い，液体クロマトグラフィに

応用して各種の微最金属の宇絨に応用するときの分離の条件について検討した

4• 58 液体クロマトグラフィに関する研究

教授武藤義一

液体クロマトグラフィを応用して界面活性剤の分析を行い， ABS,LASについて 1-20

JJ,gの微鼠を定般できることを見出したまた，アミノ酸や有機酸の分析の応用について

検討した．
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4• 59 室桑酸化物の分析法に関する研究（継続）

（計測技術開発センターの項 1.参照）

4・-60 水質汚染指標に関する研究

（計測技術開発センターの項2.参照）

4• 61 固ー液界面における物質の吸着の研究（継続）

（計測技術開発センターの項 3.参照）

4• 62 可溶化系のポーラログラフ的研究（継続）

（計測技術閲発センターの項 4.参照）

4• 63 界面活性剤水溶液のミセル相と水相への溶質の分1配

（叶測技術閲発センターの項5.参照）

4• 64 水銀非水溶液界面における屯氣二軍）•ti の研究（継続）

（計測技術開発センターの項 6.参照）

4• 65 コークスの高温強度性状について

教授館 充•技官弧 東植

コークスの炉内試料の調森からコークスの劣化にはアルカリ及び Solutionloss反応が

大きな役割を演じたと推察されたので，これを確めるための柚礎実験を行い， コークスの

高温性状についての若干の結果を得た．

さらにコークス強度の本質，炉内でのコークスの破砕機構を解明するための調査を行う

4• 66 脱炭反応過程の屈礎的研究

教授館 充・ 大学院学生中村正宣• 技官辻 英太

50k1, 実験室転炉で脱炭反応過程の実験的研究を行ったが，その結果をふまえて数学的モ

デルによる解析を行うそして実炉及び他の実験室規校の研究結果を合めて総合的衿察を

行 う

4• 67 酸化鉄一固体遠元反応に関する研究

教授館 充・研究咄且E 李 侮沫

翡温における酸化鉄屯月体炭索の反応の際，固体炭索存在下，反応後期から遠元鉄への

汝炭が進行する．本研究では酸化鉄の迅尤率と没炭開始の役l係及び遠尤鉄への設炭推移を
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叫らかにすることに上眼をi悦いている．

4• 68 試験高炉内試料による高炉内反応の研究

教授 館 充• 技官中村成f・研究噸託李 侮沫

稼動中試験高炉より採収した固体，液体の組成を謡森し， Siの遠尤や脱 Sはメタルの溶

融役炭と共に進むが，半径）j[11], 円};闊方向で不均ーに進行し， レースウエイ J胡辺でとくに

苫しく進行すること， したがって最終組成の形成が融体存在域における液流分布と炉床部

における混介過肛に依存することなどを知りえた．

4• 69 翡炉下部高温域における気ー液の分布に関する研究

教授館 充• 助手桑野芳ー・大学院学生中込倫路

翡炉の燃焼閤近傍における気液分布を解明するため，固定Itり常温モデル実験を行い，そ

の相lY..作用機構を明らかにしたそれに焔づいて数式モデルを組み立て数値計節を行っ

て，罰内のガス，液の容積流恥ホールドアップ分布を得ることができた

4• 70 遠元鉄の誘尊加熱に関する研究

教 授館 充• 助手桑野芳ー・技官呉 平男

半遠｝じ鉄を l泉料とする製鉄法として，誘導}]fl熱による lJfl熱• 溶解の可能性を追求した．

この結果，最適}]fl熱条件は遠元鉄の遥Jじ率・粒径などによって変化すること，ならびに．

遥几鉄中の脈石の溶解分離に間題があることが判明した．

4• 71 鉄鉱石の違元速度に関する研究

教授館 充• 技官・呉 平男

高述元率の追元鉄の製造条件および高炉下部での遠元機構を明らかにするため，固体炭

索存在ドでの鉄鉱石の高温遠元実験を行ったこの結果，少なくとも鉱石の軟化開始温度

以ドでの固体炭索の役割りは，遠几性ガスの再生作用にあるものと推察された．

4• 72 熱レベルの変化に伴う溶解帯高さの変化に関する研究

教授館 充•技官鈴木吉哉

助手桑野芳ー・ほか10名

高炉の熱レベルを変える操作因子である送風熱と ore/cokeの溶解恐高さの変化に与え

る効果の異同閃係を調ぺた．銑鉄中の Si変化巾を一定とした場合の効果は送風熱よりも

ore/ cokeが火さく，また熱レベルの指椋の一つである Wuパラメーターは， 熱レベル採

作）j法のいかんにかかわらず， Si変化と一定の対応をもつことがわかった・
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4• 73 高炉内鉱石融着肘の悲礎的研究

教授館 充• 技官鈴木吉哉・受託研究員岡木普・也

高炉における鉱石融着JMの形成機構を明らかにするため， タンマン炉により鉱石粒fの

融着進行過程を晶礎的に関在した その結果，鉱石の融祈間始温度は1;;J屯，遠几率，鉱石

の種類などによって変るが， 900 -1,200°c範囲での融祈のヒ体は述Jじ生成鉄のsintering

結合であることがわかった．

4• 74 高炉融体域の観察と物買の同定に関する研究

教授館 充• 助手桑野芳一

技官松約幹康•技官辻 災太

高炉燃焼閤を含む融体域をスコープによって直接観察した. 1E常炉況下の朝頻部中心で

は，ごくまれに液滴の通過をみるにすぎず，きわめて「dry」であり，液流はレースウエ

イ外周部に接近した場所を通るように推定された．異常状況下の中心部では，液摘や， ス

ラグのフラッディング，装入物の激しい流動がみられた．ー）j羽LI直上部では多:,::のスラ

グがホールドしており，その表面には数mm大の粒銑が多数罪いていることを知った．

4• 75 非等温遠元の速度論的解析（継続）

誂師大蔵明光

一般的には等温遠元における反応をもとに導出した速度式を諸反応に適用している． し

かし遥・用の場合には種々の反応にともなって起きる処の諸因千を恒数の中に入れざるを得

ない．そこでより実際的な速度式を消出する手段として非等温遠元をおこない， その速度

論的解析を試みるものである．

4• 76 コールドペレットの遠元に関する研究

講師大蔵明光

現在の高炉原料としては，鉱石の:jJ前処理をおこなった処の焼結鉱，ペレット等が多い．

最近エネルギー節約から，ペレットを焼成せずに直接装入原料として検討されて来た． し

かし基礎的調査（遠元反応過程におこる機械的性質，混合セメントの学勁，溶解時の鉱滓

成分等）の不十分から実現していないそこでこの研究は，これらの）出礎研究で， コール

ドペレットの製造から諸性質の調在である．

4• 77 鉄ウイスカーの物性に関する研究（継続）

講師大蔵明光

ミクロン単位の針状ウイスカーを製造し，ウイスカーの成長方向と応力の関係，なおウ

イスカーに中性子照射をおこない，内部欠陥を増加し，中性ffluxと塑性挙動との関係に
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ついて調壺研究をおこなっている．

4• 78 酸性廃液 (FeCl2) からの鉄ウイスカーの製造に関する研究

講師大蔵明光

結晶構造的に欠陥の少ない鉄ウイスカーは理論的強度に近い値をしめし，高温に強く，

耐食性がよく，疲労にも強い，そこで製鉄所における酸洗廃液中の FeCl2を原料として鉄

ウイスカーを製造し，純粋な FeCl2から製造したウイスカーとの機械的，化学的性質を比

餃検討し，あわせてht産化をおこない，繊維強化複合材用の索材開発もおこなう．

4• 79 20世紀における金属の科学の展聞過程

技官中沢設人

金属の本性の科学は191lt紀の後半期にソルビー，チェルノフ，マルテンス，オスモン，

ロバーツニオーステン，ローゼボームたちによってその基礎が確立された．この基礎の上

にたって， 20世紀に入って金屈組成学，金属の物理化学，熱）J学，物理冶金学，金属物理

などの学問領域が築きあげられていった. 20世紀に入ってからのこれら金属の科学の展開

過程を解明し，それらと冶金技術の発展の相且関辿性を検討している．

4• 80 腐食形態の数散化の試み

助教授増子 昇

腐食試験片にみられる種々の腐食形態の計測並びにJll:的評価に関する研究を行っている．

特に本年度は腐食面のモアレ計測装i謹の試作を行い，佼食度分布のパターンの記録を容易

にした．大気腐食及び隙間腐食の形態に及ぼす腐食因fの影翠翠を調べた．

（一部科学研究費）

4• 81 銅合金の時効に関する研究（継続）

教授西川粘ー・助手長田和雄

Cu-Cr合金の初期時効および復元についての研究結果の総まとめを行ったこれは近く

生研報告として発表の予定. Cu-Ti合金のサイドバンド構造とその復元について研究を

進めたま た Cu-Ti系のサイドバンド構造とその時効初期におけるスピノーダル分解と

のつながりにも検討を加えている．

4• 82 アルミニウム合金の時効に関する研究（継続）

教 授 西 川 粕 ー・助教授井野博満

助手長田和雄・ 助 手 七 尾 進

昭和47年度特別研究費で導入した強力 X線発生装骰を使用して，時効初期における異常

散乱効果を X線小角牧乱法によって検討することおよび陽軍子消滅法による溶質原子の集
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合状態の検討を進めている

4• 83 金属の粒界拡散に関する研究（継続）

教授西川粘ー・技官梅w i,'i 

アルミニウム双結晶の作製を行い， Znの粒界拡散における方位依存性を検，i寸している

また粒界拡散方程式を constantsourceあるいは thinfilm solutionの理想状態ではな

く，有限屈さの下で検討した．

4• 84 金屈格子内における異常高速拡散に関する研究

教授西川粕ー・助教授井野関脳• 大学院学生楠 克之

鉛中 Agの異常高速拡散学動を， l!OmAgを用いた残留法により研究した純鉛中での

Ag不純物拡散係数，その Ag誤度依存性についていくつかの知見を得たまた放射化法

によって鉛中 Cuあるいは Feの不純物拡散を検討したこのほか希上類金属中での異常

拡散についても，内耗，メスパウアースペクトル解析，格子常数の粘密測定などの）j法で

検討中である・

4• 85 稀土類金屈→器移金属系の構造と拡散

教授西川粕ー・助教授井野閲満

助手（特別研究員）七尾 進• 大学院学生川野紘一郎

稀土類金属と遥移金屈とは合金をつくりにくいが，溶融状態により高速急冷すると均質

な非晶質合金もしくは侵入型合金となることが期待されるこの系の結晶構造と屯子状態

を調べ，また，拡散の機構を研究する．

4• 86 固溶体の相分離過程の研究（継続）

助教授井野閲満・研究生並木 徹

均質固溶体が相分離を起す際のプロセスをメスバウア効果.X線回折などによって研究

する. Fe-Ni -Al合金を例として，核生成成長過程・スピノーダル分解過程の特徴を明ら

かにしたまた，相分離とともに規則化を起す系について原子対相互作用モデルによる理

論的解析を行っている．

4• 87 鉄—非金属軽元索系の構造と物性

助教授井野博満・助手（特別研究員）七尾 進

受託研究員 大屋広茂・大学院学生 吉岡振一郎

鉄中のボロンは，その固溶限が低いため，侵入型格子位骰に入るのかi附換型位i性に入る

のかも明らかではない 高速急冷法を用いて強制固溶させ， X線回折とメスパウア効果に

より，構造を明らかにするまた，従来よく研究されている鉄—炭桑，窒索系についても凝
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安定相の出視の ~1能性を晶べる

4• 88 チタン粉の抵抗焼結

助教授條善四郎・助手• 明智料i明・ 技 官 板 栂 正 雄

チタン粉木をl以料として空気中における抵抗焼結法によって高密度，高強度焼結体を得

る11J能性を検吋する目的で，抵抗焼結の諸条件および粉木の粒度，処理条件を変えた場合

に得られる焼結体の機械的性質および耐食性を測定した．その結果，抵抗焼結法によって

チタン粉から ,JI似り強さ 50kg/直で耐食性の良好な焼結体を製造できることを確認した．

4• 89 アルミニウム粉の抵抗焼結—押出

助教授脱善四郎・助 手 lリJ智 ;iiり明

技官板橋正雄・ 研究 購託 坂井 徹郎

金属粉木の抵抗焼結押出法を確立する目的で，アルミニウム粉への同法の適用の可能

性を検吋した数種の抑出工具を試作し，既存の抵抗焼結器を用いて工具内のアルミニウ

ム粉に対する直接通屯と iJII月孔こより，押出機が得られることを確，i忍し，押出機の引張り強

さ，組織，破1/1iなどを測定，観察したこの方法による押出機の引張り強さは抵抗焼結体

より製れている．

4• 90 アルミニウム粉の粉末圧延

助教 授厭節四郎・助手明智泊明・ 技官板橋正雄

Al噴栃粉を用いて冷間および熱間で粉木圧延を行い，圧延条件を変化させて圧延状況

および圧延板の諸性質を検，；寸した. Al粉の場合には Fe粉の粉木圧延と著しく異なり，密

度比9796以下のI・［延板は形成されず粉木圧延板形成のための密度比範囲が狭い． 全ぐ:t1Jれ

0)ない正常粉木圧延板を得る条件は見い出せないが，粉末供給幅30mmに対して圧延板の

両側端 5mm程度の/{延）加］の縦‘芥ljれを除いた残りの中央恐状部分（板幅18mm)は密度比99

9る以上で,J111遣さ 20kgI直であり，溶解材に匹適するものが得られた．熱間の場合には，

同じ機械的性質を得るのに低ロール圧であった．

4• 91 金属粉末の焼結現象と収縮過程

助教授 l原善四 郎 ・ 助 手 明 智 沿 明

銀粉の等温焼結過程における収縮視象の速度論的検討を行っている. 2球体モデルにも

とづく理論式を圧粉体へ拡張することも試みられているが，それらは現実の焼結視象，特

に等温初期焼結段階（昇湿過程を含む）に適合しないことがわかった．圧粉体の場合には

少なくともff粉体密度と昇温過程での収縮との二者を考1屈する必要がある．それらが考磁

されている Ivensenの実験式で収縮率を整理しその妥当性を検討している．
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4• 92 金属製錬排煙微粒 fo)挙動

助教授掠善四郎・助手川］ 料’沿町・技官板低正雄

本年は鹿島神栖地区での粉I焦約染謁牡に参加し， とくに同地域のビニールハウスに堆柏

する粉限の調森を行った． その結果，製鉄」.心場排輝に由来するものと推定される aFe203, 

Mn釘が同地域の土壊にくらべて多械に検出された·Mn切は•工場近接地区に多く検出さ

れたが， a・Fe203は工場から 5kmの地点にも検出された．

4• 93 耐食性炉j}Jアルミニウム合金の研究（継続）

教授加 藤正夫・助手 JI:上 健

Al-Mg合金に 296以ドの Znを添加した/Jil「.Ill翡力合金の実m化の廿能性を謁ぺてい

る．本年度は Cr,Mn, Ti, Znなどの微拭添/Jil.1し索の添/Jilhtと組合せをかえることによっ

て機械的性質や耐食性にいかなる効果があるかを調べたその結果， Ti-Mn,またはZr-Mn

を組合せて添加することによって優れた機械的性質をりえることがわかった

4• 94 低エネルギー散乱ガンマ線の研究

教授加藤 1じ火・助手佐藤乙丸• 技 fa 斉籐秀雄

>37Cs, 192 Ir, s1 Co, 110 Tmなどの線加を用い， Ge(Li)半祁体検出によって，鉛，鉄， ァ

ルミニウム， コンクリート等からの後）j散乱ガンマ線のエネルギースペクトルを求め，い

くつかのガンマ線エネルギーの散乱線飽和特性を明らかにしナこ この結果を川いて散乱ガ

ンマ線を低誡しうる表面材料の検討を行った． また， コンクリート中の鉄筋の位骰ぎめを

非破壊的に行うガ法の予備実験を試みた

4• 95 ア イ ソトープ屯池を用いた心II巌ペースメーカーの安全評価

に閲する研究

教授 加 藤 正夫・研究担,v, 明石和）<

肋手佐藤 乙 丸 ・ 研 究it 杉 江 逹 也

23spu屯池の熱加の熱出力をカロリメータで測定し，理論熱出力とはゞ同じ｛直を得た．ま

た国産の Bi,.Te系熱宙索-f(6 mm角）で 4-25対のプロソクを作成し，熱‘’じ牡性を比校

検討したさらに，熱加カプセルの材料として Ta,ハステロイ， TaW (109, る）介金を川い，

耐食，耐熱，機械的試験を試みた．

4• 96 金属格 f欠陥のメスバウアー解析（継続）

教授加藤正）：：・助教授石Ill ff一• 技官佐々紘一

人学院学生梅山伸二• 森 実・小沢学好• 谷i協雅文

アルミニウム合金の格f欠陥とメスパウアー格 fとの相圧作用を多れJ的に，謁ぺた. Al 
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s1 Fe希薄合金について屯子線照射した材料や液体窒索温度でs1Feをイオン打込みした材

料を解析した後者は原子核研との共同研究である. Al-119Sn希薄合金についても同様な

実験を行い，格千振動を評価した Zn-Al共析細粒合金の粒界に119Snを偏析させて錫原子

の粒界における状態を調ぺた

4• 97 金属結晶粒界の構造と諸性質の研究（継続）

助教授石田洋一

本年度留意したのは粒界構造を解析する屯顕的手法の関発である .)j位関係解析の精度

をあげた実験として屯fチャンネリングパターンにより鉄微細双結晶の粒界を調べ頻度分

布をエネルギーカスプの形状から説明した高分解性能の実験として金の蒸着膜粒界の格

子像を調べ，格子点位骰関係の解析をすすめた．粒界転位バーガースベクトルの判定のた

め高角度傾斜装i代により種々の二波回折条件で写真をとり電窮機による像と比較する実験

をはじめた （科研費）

4• 98 金属高温塑性の組織学的解析（継続）

助教授石田 洋ー・大学院学生小林保夫

亜鉛アルミニウム細粒共析合金の高温変形を透過電顕観察し，超塑性変形の機構をさら

に詳細に考察した．格子転位の連動の有無をたしかめるため粒内に析出相のある試料の変

形過程を観察した．応力依存性を理解するため機械試験もおこなった．

4• 99 オートラジオグラフィの分解能とその応用研究

助手佐藤乙丸•技官斉藤秀雄・技官梅津 消

大学院学生楠 克之・研究生杉江達也

京大原子炉共同研究として行ったものである. Znと Cu, CuとCrなどをそれぞれ薄く

交互に蒸着した膜の断面，および Al-Cu固溶体合金府を分解能試片とし，京大炉気送管で

0.5-1時間照射し， 64Cu,s1cr'6sznのオートラジオグラフを撮り， 6szn,s1cr'64Cuから

生成するオージェ電子によるオートラジオグラフを得ることができたまた応用研究と會し

て Al中への Cu,Znの拡散試片， Pb中への Co,Ag, Feなどの拡散試片を KURで照射

し， Zn,Co, Agの拡散について有意義な結果を得，解析中である．

4• 100 放射性トレーサーによるアルミニウム合金の粒界腐食

（剥離腐食）に関する研究

助手井上 健・教授加藤正夫

アルミニウム介金のうちで MgやZnを含む合金は，粒界腐食（剥離腐食）を起しやすい．

そこでその機構を解明するために，本年度は6sznで標識した Al-Zn合金板を作成して，

オージェ坦子ミクロオートラジオグラフィによって粒界腐食から剥離腐食に至る機構を調
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べたその結果 Znの粒界偏析によって起ることがわかった．

4• 101 オージェ よるオートラジオグラフィの研究（継続）

助手井上 健・教授加藤正夫

電子捕獲壊変する 51Cr, 54 Mn, 55 Fe, 6sznなどの放射性核種は 5-10 KeVのエネルギ

ーのオージェ屯子を，ほぼ全壊変の 5096以上の割合で放出しているしたがってこの屯子

を利用したミクロオートラジオグラフィは金屈中の各種元索の挙動を知る上で有効な手段

であると考えられる．本年度は 65Znで椋識した各種 Al-Zn合金を作成して，鋳造，加工，

熱処理の過程での Znの偏析および拡散状況を調べた．その結果，熱処理いかんによって

はZnは粒界にかなり偏析しやすいことがわかった

第 5 部

5• 1 地盤注入に関する基礎的研究（継続）

教授三木五三郎・助手今村芳徳

助手斉藤孝 夫 ・ 技 官 佐 藤 剛 司

地盤の性質の改善をはかるために開発され，実用されている各種のケミカルグラウトに

ついて，本年度はとくにその注入特性とクリープ特性に注目し，原地盤再現モールドと三

軸圧縮試験機を用いて実験的に研究した．

5• 2 わが国の土の工学的分類法の研究（継続）

教授三木五三郎・助手斉藤孝夫

わが国では，特殊な工学的性質をもつ火山成土が広く分布していることなどもあって，

椋準的な土の判別分類法が提案されて間もないので，主として土の塑性，締固め特性およ

び透水性に注目した新しい方法を研究してその適性を検討した

5• 3 交通流情報検出法の高度化に関する研究

助教授越 正毅•助手大蔵 泉•技官小林 晃

科学研究費を受けて行った研究である．都内広尾交差点付近に設附した 8箇の車両感知

器情報と，実交通現象とを解析することによって，感知器情報の処理方法および感知器設

骰位置の選定法について研究した．

5• 4 交通事故の長期予測

助教授越 正毅• 助手大蔵 泉•技官小林 晃

主としてシステムダイナミックスモデルによって，道路交通事故と増減要因との関係に
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品くダイナミックシミュレーションを行ない，過去の交通'fi'.故推移を説明するとともに，

10年後までの交通1精故発生予測を行なった・

5・5 都市内道路交通制御に関する研究（継続）

助教授越 正毅• 技官小林 兄

臨時、ド業費で建設した，都内 5信号交梵点を対政とする実験システムを用いて， 9じf計

卵機による交通信号機群の制御手法について，実験的な開発研究を行ったスプリット制

御についてば在米のいずれの手法よりも効率的な制御法を見い出すことができ，オフセッ

ト制御についても，かねて論理的に提示していた方法が在来の方法より良好な結果をもた

らすことをつきとめたまた，マンマシンコミュニケーションによる制御パラメータアプ

デイト手法についても実験を行って良好な結果を得た・ 信号制御の改良による燃料節約，

排出ガス減少効果についても試算した・

5• 6 高速道路の交通制御に関する研究

助教授 越 正毅• 技官小林 兄・大学院学生北川 久

首都高速道路網を対象として，これまで流入交通紋制御， Iり変梢報提供，交通状況監視，

交通情況予測などの手法について研究して来たが，本年度は蚊近完成した竹都高速道路交

通管制第 2次システムの実際の連用結果を参照しながら．これまでの研究成果の確認と検

討とを行ったまた新しい制御手段として， ランプメータリングの適用について検討した・

5• 7 河床変動の特性に関する研究（継続）

教授井口昌平• 助手臼井 茂信

改修区間の河川のように，河床が可動な河川では，流れと河床物買との間の相互作用の

結果河床の形が砂れきたいの発逹によって特徴づけられることに注目して，その相互作

用を明らかにすることを目的としてこの研究が行なわれている・ そのために実験室内の直

線開水路の中に砂を敷ぎ流れによって砂れきたいを発生させ，その流れの水理要索と河

床形状とを求め，それによって上記の相互作用の解明につとめている・

5• 8 水文学の研究の発展過程に関する調査（継続）

教授井口昌平・助手臼井茂信

水文学の研究発展の経過を，国際的および国内的な段階において，文献的に調査する．

これによって水文学の自然科学上および産業上の意義の明確化に寄与しようとする・

5• 9 港湾の外部および内部の諸施設の配置に関する水理学的研究（継続）

教 授 井 口 昌平。助手臼井茂信

特定の港湾の外部および内部の諸施設の配戦が港内の水理状態に及ほす影膊を明らかに
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することおよびそれらの施設の配戦に対する特定の計画を水理学的に検討することを目

的とする実験的研究・

5• 10 河川の流出機構に関する研究

謡j 師虫明功臣

従米の河川の流出解析でば，流域をプラック。ボックスとして既存の資料から降雨—流

出変換モデルを定めるという立場をとるものが多い．この研究では，流域の諸特性が流出

に与える影脚にづいて多くの河川の資料に柚づいて分析し，その成果を用いて流出予測モ

デルをパラメトリックに決定する方法が検討されている・

5• 11 都市化による流出量変化とその制御に関する研究

講師虫明功臣

流域の大規模な市街地化は，河川の流況に多大の変化を与える．現在開発が進みつつあ

り将来さらに大きな変化が予想される厨総丘陵地術の河川流域を例として，視状の流況

を構成する諸要索を分析し，都市化にともなう流出拭変化を予測する手法を聞発している

また，この流出絨変化に対処する手段について，洪水防御，水資諒の保全の両面から検討

を行っている．

5• 12 士木設計システムにおける地形情報処J:11!.(継続）

助 教 授 村 井 俊 治

地形に特に閲辿をもつ土エ設計すなわち道路，ゴルフ場，宅地などに自然環境の要素を

とり人れた設計システムの自動化に関する研究が進められている・ また，環境要索の一つ

に地形屎観を考磁する試みが実験的に進められている

5• 13 リモートセンシングによる環境涸査（継続）

助教授村井俊治

地球資源探森衛星や航空機からマルチスペクトル方式のリモートセンシングが行われ，

環境に関する多次元画像情報が得られている これらの画像梢報のアナログおよびデイジ

タルな解析の手法に関する研究が進められている・

5• 14 国土情報システムによるデータ・バンク作成（継続）

助教授村井俊治

道路，人口，河川，土地など晶本的な国土情報は，行轄，仕様，規格などがそれぞれ異

なって行理されているため，迅速に利用することが出来ないことが多い国土情報システ

ムは，これらの情報を一括管理し，互いに項ね合せ，処理，更新および削除などをコンピ

ューターシステムで行うもので，その抽本的システムデザインの研究が進められている・
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5• 15 繊維強化コンクリートに関する基礎的研究

助教授小林一輔• 助手伊藤利治•技官星野露夫

大学院学生山王博之

短繊維をランダムに分散せしめたコンクリートについて，曲げおよび引張強度，弾朔性

的性質，破壊特性ならびにコンクリートマトリックス中における繊維の分散性状などの検

討を行い，その結果に柚いて，力学的性質改善の面で顕著な複合特性を示すような構造形

成条件を明らかにしあわせて複合機能を解明しようとするものである．

（一部科学研究費）

5• 16 合成樹脂をマトリックス索材とした粒子強化系複合材料の

構造特性と強化方法に関する研究

助教授小林一輔• 助手伊藤利治

研究嘱託大浜嘉彦•技官西村次男

合成樹脂をマトリックス索材とした粒子強化系複合材料の強度ならびに弾塑性変形の温

度依存性，耐疲労性，耐衝撃性などの構造特性と複合組成との関係について明らかにする

とともに，かかる複合材料そのものをマトリックスとした高機能の複合体の形成を目的と

して，その補強方法について検討を進めている

5• 17 合成樹脂による新旧コンクリート打継ぎ接着に関する研究

助教授小林一輔• 助手伊藤利治・研究員大浜嘉彦

主としてエポキシ樹脂接着剤とフレッシュコンクリートとの接着機構を解明するために，

打継ぎ接着面の微細構造の解析を行うとともに，打継ぎ接笞強度に影靱をおよぽす諸要因

について実験的に検討を行っている・

5• 18 高炉スラグの高度利用に関する研究

助教授小林一輔• 助手伊藤利治 ・ 研 究 員 阪 本 好 史

急冷または徐冷した高炉スラグをコンクリートの結合材および細粗骨材として活用｀する

ことを目的とし，これらのスラグの製造方法と品質がコンクリートの諸性状に及ぼす影惣

を検討している・

5• 19 埋設管の耐震性に関する研究（継続）

教授久保疫三郎

過去のいくつかの地裳による埋設管の震害の調査，硬軟地盤を貫通するパイプの地震時

挙動の計算などを行い埋設管の耐震性を明らかにする研究を行っている地盤と被害率

について関東地震における東京の震害を解析し，両者の数最的分析を行い・ 同一の手法を
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川崎巾今の被害予測に引用した．加速度波形から変位波形を求める方法について研究中であ

る

5• 20 歩道橋の振動特性に関する研究（継続）

教 授 久 保 疫 三 郎

横断歩道橋の振動性状ならびに地虚時挙動につき，実験的ならびに理論的解析を行った．

振動台を用いた小型モデルの地哀時挙動，特に破壊と入力との関係について研究し，朔性

率 2位まではbi-linearモデルで，耐震強度が判定できることを明らかにした・

5• 21 大型振動台による構造物の振動試験（継続）

教授久保疫三郎

大型振勁台を用いてケーソン基礎の振動試験を行い，周辺の土がケーソン柚礎におよぼ

す影聾構造物全面の土の構造物の安定におよぼす作用についても研究した・ ケーソン基

礎の付加質鼠，構造物と土との相互作用について研究した （一部科学研究費）

5• 22 地震動の工学的特性および地震危険度に関する研究（継続）

助教授片山恒雄

耐裟設計に用いる地震動の特性を強震，記録から推定している・ どのような紐が工学的に

認味があるかを検討しているが，いずれにせよ，バラッキを考磁した統計的・確率的解釈

が重要であり，この点に特に注目している地震動の時間領域におけるスペクトル構造の

変化の問題についても検討しているさらに，工学的な地虞危険度をどう規定するかにつ

いても，屈礎的な考察を加えている．研究室として，実地震の観測も実施しており，埋立

地の地衷動の特性の解明がその目的である・

5• 23 構造物の地震時被害に関する研究

助教授片山恒雄

地哀被害の実地調壺，過去の震害の検討などを通して，土木構造物を中心とした地哀被

害を研究している.1974年伊豆半島沖地震による高橋脚橋梁の被害， 1975年の阿蘇山北東

部の震害などを調壺したまに埋設管系の被害特性，被害予測，歩道橋の耐震性の検討

などを実施している

5• 24 交通車輌による周辺地盤振動に関する研究

助教授片山恒雄

自動車鉄道などによって引きおこされる周辺地盤の振動の問題が最近社会的な注目をあ

びているこの種の交通振動の実態とその波動特性に関する基礎的な考察をすすめている．

高速道路・新幹線などによる地盤振動の実測，解析方法の検討，および結果の解釈などに
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ついて研究した振動に影褥する要因の分析など今後の研究課題としている

（一部受託研究費）

5• 25 軸力の卓越する鋼部材の繰返し挙動に関する研究（継続）

教授田中 尚• 助手屯信恒雄・技官嶋脇与助

柱や斜材のように軸方向力の卓越する部材において曲げ， または軸力が繰返される時の

復元）'], 変形能力を実験的，理論的に解明し，部材特性の箇単な追跡手段を閲発すること

により，骨組の動的解析のための焔礎資料を得ようとしている．

5• 26 繰返し叔荷をうける鋼構造部材の塑性挙動に関する研究（継続）

教授田中 尚• 助 教 授 高 梨 晃ー・助手宇田川邦明

技官嶋脇与助•技官笠井政之

強震時における鋼構造部材の動的塑性挙動を定絨的に把握するために， H形断面部材に

入力波として定常波および人工地震波を作用させて部材の横座屈，局部座屈，変形能力等

を実験的に求め高肘建築構造物の朔性設計の確立を目指している

5• 27 地震時における構造物の弾塑性挙動のシミュレーション（継続）

教授田中 尚•助教授高梨晃一

助手菫信恒雄・助手宇田川邦明

コンピューター，電気油圧式アクチュエーターを組込んだクローズト・ループ・システム

を作成し，，記録されている地裳波を与えて，地震時の構造物の挙動を再現するこれによ

って，柱はり部材の崩壊過程を実験的に追求して耐力を求める．さらに，これらの部材に

よって構成される構造物の耐虞限界を明らかにする．

5• 28 有限要索法による構造物の解析（継続）

助教授川股 頂也・研究吼託塩谷繁松

助手半谷裕彦・大学院学生権 宅鎖

有限要索法による構造物の解析に関して，次の各項の研究をおこなっている．

(1) 曲面構造の弾性解析

(2) コンクリート構造物のクリープ解析

(3) 有孔板の等価剛性決定と応力解析

(4) 回転殻の幾何学的非線形解析
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5• 29 d-t1而構造に関する研究（継続）

助教授川股屯也・助手半谷裕彦・技官米田 護

大学院学生細野 透• 大学院学生金沢京子

大学院学生皆川洋ー・大学院学生国田 二郎

大学院学生後藤 博司・大学院学生松井長行

曲面構造の弾性的性状に恨lして，次の各項の研究をおこなっている・

(1) 幾何学的非線形解析と弾性安定

(2) シェルの動的解析と動座屈

(3) 複合荷信を受ける円筒殻の安定解析

5• 30 PCPV (プレストレスト・コンクリート圧力容器）に関する研究（継続）

助教授川股 噴也・研究嘱託塩谷繁松・研究嘱託金井頼利

助手半谷裕彦・大学院学生権 宅鋲

原子炉圧力容器としての PCPVの設計法に関して，継続的に研究を続けている

今年度は，有限要索法による 3次元弾性解析として，新しい近似解法である 'Ifりサブス

トラクチャー法”を開発し，内圧，プレストレスカなどを受ける PCPVの数値解析を実行

し，その有効性を確かめた

更に，コンクリートの多軸応力下でのクリープ性状に関する新しい実験装骰を完成させ

た・

5• 31 住居集合論（継続）

助教授原 広司

住居の集合形式について地域・時代をこえた法則性の追求．昭和47年度は， ヨーロッ

パおよびアフリカの集落の調査を，昭和48年度は日本の約20の島の調査を行ない，昭和49

年度は，中南米の集落調査を行った．

5• 32 空間概念についての理論（継続）

助教授原 広司

文化のパターンあるいは時代に対応して，特定な空間概念が存在するという仮説の論証，

空間論を歴史のうえで系統的に整理し，建築空間との対応をみる・く決定＞についての研

究の一端・
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5• 33 地域の住環境計画の基礎的研究

助 教 授 似 広,i]

住宅地計画を環境論的な観点からとらえ，地形，土質，植生等の項目をいれて，環境ア

セスメントをつくるための研究

現実は具体的な住宅地計画をとおして，アセスメントの形式を整備しようとしている・

5• 34 Acitivity Contourについての某礎的研究（継続）

助教授原 広,i]

都市の活動を全体的にとらえる方法としての活動等高線の性状を研究する・ 特に閉曲線

の図形的構造をあきらかにする新しい把握法を見出し，それによって理論的展開をはかっ

ている・

5• 35 建築性能のシステムに関する研究（継続）

教 授池 辺 陽・助手（宇宙研）渡辺健一・助手（特別研究員）外山知徳

研究闊託奥田 ’哀幸・大学院学生茂木息子・大学院学生 川 村 雅 憲

研 究 生 細 辻 潤ー・研究生板垣正人

住環境としての建築の性能の理論化を目椋として，性能項目のヒ°ックアップ，性能ラン

キング方式の展開をしている．今年度は特に設備ユニットを中心として性能の判定と評価

にまで研究領域を拡張し，そのソフトウェアーの開発に着手した．また，そのために， シ

ミュレーション実験を中心とした実験法，試験法の追求というアプローチをとって来た．

5• 36 宇宙研究のための建築施設の設計研究（継続）

教授池辺 陽・教授勝田高司・教授田中 尚

助教授川股依也・助教授高梨兄ー・助手（宇宙研）渡辺健一

研究嘱託木村俊彦

宇宙研究用建築施設に関する設計研究は数年間にわたって行ってきており，設計一般を

池辺，渡辺，構造を田中，川股，高梨，木村，環境を勝田が担当した・ 中心課題は鋼構造

を中心とした工業生産方式，建築空間のフレキシビリティなどであり現在，そのフォロ

ーアップと理論的整理を進めている・

5• 37 設計基礎理論（継続）

教授 池辺 陽・研究員木村一嘉• 助手（特別研究員）外山知徳

大学院学生瀬口哲夫・大学院学生門内輝行

今日の工業生産形態の中で行われる設計におけるクリエイティピティの科学的確立を目

標とし，住宅等の設計を通して設計およびアセスメントの方法の理論化を行っている
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5• 38 住居設計則論（継続）

教授 池辺 陽• 技 官小 駒、 作江 ・建設工学研究会職員根岸英f

人学院学生盈波 和彦・大学院学生 川 村 雅 慮

人学院学生門内輝行・大学：院学生 松本 /I机

住/,りの設計を通して，住空間のコーディネーション，エナジーシステムの探求，人間・

辺具系の理論，生産条件と機能条件との関連における理論などを追求している

5• 39 建築モデユラー・コーディネーションの研究（継続）

教授池辺 腸・研究揺託 奥田 ‘’・・が:,,. 建設」：学研究会職且 l泉Ill II伶火

大 学院学生茂木恵f. 大学院学生川村雅返• 大学院学生 Ill中直人

研究生板lf[ 正人・研究生細辻潤一

籾漕化の）占本となるモデュールの，住宅および家具の設計への適用U)検，；寸．コントロー

リングゾーン， 3• 1• 3システムといった新しい概念や）j法に），しづくコーディネーションシ

ステムの研究． また，それに品づく寸法などの椋準化の研究・

5• 40 居住環境のデザイン・システムの研究（継続）

教授池辺 陽• 技官 早川 lli'i)こ・建設」：学研究会職員 l原田 睦夫

大学院学生 川村雅慮• 大学院学生 田中 [f(人・）＜学院学生松本 順

大学院学生門内輝行・大学院学生 児 玉 耕 二

研究生細辻潤ー・研究生樋 口 i径. (,If肉ビ1:t t公I泣 i登jこ

居住環境を住み手としての人間集合の上体性を含んだシステムとして把握し，それをい

かにして形づくっていくかの方法をエンジニアリングとして一般化!,_/ようとしている

5• 41 建築部品の工業化に閲する実験研究（継続）

教授池辺 陽・大学院学生似Ill 睦夫・）く学院学生 l"J内 輝 行

大学院学生松本 順• 大 学 院 学 生 児 玉 耕 二

大学院学生）＜抄J 公夫・研究生 樋[I 修

研究生松島沿 f

建築を部品化し，そのおのおのを工業化することは，現在必然的な劫向である．これに

対してあらかじめモデュールを利用して部品化を行い各部品の性能， tり用などをチェ

ックすることにより，建築部品工業化の前提条件を設定するものであり， k應構造体，な

どの部品についてその実験を進めているアスペストを主材とする試作住宅を作るべくス

タディを進めている．
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5• 42 交通騒音の予測に閲する研究

教授石井聖光・技官山口迅征・大学院岩瀬昭雄

各種の道路，父凡点近傍で行なった騒音実測データに抽き，道路からの交通騒音が尚辺

に及ぽす彩聾の予測に関する研究を行ない，予測式ならびに騒音評価械の検ふlを行った．

また同時にコンピューター・シミュレーションの手法による騒音伝搬の予測法も検討した

5• 43 音粋校型実験法の聞発研究

教授石井聖光・講師橘 秀樹•大学院岩瀬昭雄•松田由利

建築音聾，騒音，振動の分野における校刑実験法の研究として， (1)音密杖型実験におけ

る謀質ならびに吸音材料，遮音材料に閲するシミュレーションの方法， (2)校型実験とディ

ジタル・シミュレーションの併用による高架迅路からの騒音伝搬の予測， (3)建物内を伝わ

る帖1休爵研究のための｝羹団実験法の間発などに関して，丸屈礎的な研究を行った．

5• 44 室内 騒音 特i生と聴感に関する研究

教授石井聖光・講 f:rfi 橘 秀樹

室内音場を表わす物理尺度と聴慇との関係についての研究の一つとして，人工頭にマイ

クロホンを仕込んだダミーヘッドを製作し，これによる聴感実験のガ法を検，；寸した．

5• 45 地下鉄の防音，防振に閲する研究

教授石井聖光・講師橘 秀樹• 技官山口道征

本年度は地下鉄 8号線（有楽町線）に施された各種の防振，防音対策に閲する調査研究

を行った．

5• 46 音膀計測法に関する研究

教授石井聖 光 ・ 講 師 橘 秀樹

建築音評，騒爵振動の分野における計測法の研究として，相関法および二屎積分法に

よる室内パルスレスポンス，残粋時間］，および遮音性能の測定法を検討した．

5• 47 建物周辺の気流に関する研究（継続）

教授勝田高司・助教授村上固三

建物周辺に発生する強風および Wakeや Cavityの内部の乱れの構造に関して風洞実験

並びに実測により実験的研究を行い，あわせて基礎的研究として相似律を含めた風洞模型

実験法の検討を進めている・
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5• 48 室内空気分布に関する研究（継続）

教授勝田沿j,;J.助教授村上周三・大学院牛小林 f,j行

空気謁和および換氣に伴う室内の温度，氣流辿度，特に/,I}住域における氣流の乱れ(})性

状と相似則に関して，松型実験により理論的かつ実験的研究を行っている・ 超音彼風辿叶，

相閃堺， フーリェ変換堺，＇，じ邸機などによって， X,Y, Z三次元の乱れの強さ， (I己相閃係

数，パワースペクトル密度，渦動枯性係数などについて調ぺている

5• 49 乱流による ・振動の発生機構に関する研究（継続）

教授！］かUl 高 ii].助 教 授村L /.',J三・助 『・、'jc)じ瓜L

換気，窄気調和の高辿気流に伴う騒音0)発生槻構を究明し，その防止技術の研究を行う・

直行，曲行，合流行，分岐竹，断川i変化部，格(・，吹き出し吸込装ii1ふ込風機， JI濯i・i檬，

調和器などについて，その幾何学的形状，板動的構迅，変動JUJ, 変動流辿等氣流0)性状，

空間的音粋性状等と気流音翠限スペクトラムとのI斐l係について，解析を進めている・

5• 50 居住環境性能とエネルギー消骰に閲する研究（継続）

教投 II券IJI 泊j,;J.助教授村l. J,',J 

助 F 吉野 閲• 技官杉ill 栄次

住宅設備，すなわち給湯，換久ぃ暖J;}, 冷Iけ等に必疫とされる，没，汁資料にI対する）よ礎的

研究を行っている・ また，エネルギーイf効利用の立場から，（打む設仙システムとエネルギ

ー消費箪の関係を明らかにし，省エネルギーの可能性や限界などについて研究を辿めてい

る・

5• 51 居住環境実験法に関する研究（吋測技術IJtJ発センターの項参7.参照）

5• 52 市街地におけるガスの拡散に関する研究

（，汁測技術IJIJ発センターの項 8.参照）

5• 53 市街地低Wi部における風の観測（計測技術間発センターの珀9.参照）

5• 54 都市環境のシミュレーションの方法に関する研究

（計測技術閲発センターの項10.参照）

5• 55 ヒストリック・クォーターの間発手法の研究（継続）

教授村松貞次郎

ヒストリック・クォーター（歴史的文化地域）とは，従来の建物とか史貼とかの点による
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文化財の保存に対して，町並みとか町の中の一地域とか，面的な拡がりを持った文化的地

域を指すもので，わが国では全く祈しい概念である・ その保存は多くの場合胤発的保存が

要求されるので，そのシステムの確立が緊要の課題になっているこの研究はある特定地

域にモデルをとって，その手法の間発を目指すものである

5• 56 建築の発遠の技術史的研究（継続）

教授村松貞次郎

建築も一般技術と同様にI恥始F工業の段階から視代の機械生賄の段階への発展をたどって

きたこの過程を技術史的に分析し，建築技術の本質と発達の法則を明らかにすることは，

芸術的であると同時に実用的な建築生産技術を全体的に把握するためには不riJ欠のもので

ある・ 従来の建築史は例外なく芸術史であって，視代の建築技術者の要求にほとんど無力

であった．本研究は建築技術者に対して有用かつ梢極的な示唆を与えるような建築史の体

系を祈しく作りあげることを目的としているものである．

5• 57 日本近代建築成立過程の技術史的研究（継続）

教授村松貞次郎・助手本多昭一

ぷ；；；木・維新初期において砕入された囮欧建築技術の摂収の過程と，明治時代における発

展の ·j~情とを，工場建築その他において検討し，木造建築技術の近代化の実帖• 煉瓦造建

築の技法の実際，鉄骨や鉄筋コンクリート建築技術祁入に伴う二，三の問題点などを研究

した．その成呆は「生廂技術研究所報告」第10巻第 7 号として刊行され，さらに具体的 •Ji:

例の調森研究および資料の収集を行っている・

5• 58 建築生産工業化過程の総合的研究（継続）

教授村松貞次郎・助手本多昭一

建築生廂技術は，作業の•工場への移行．，機械による大鼠生産化により最近飛躍的に発展

しているこの変化は視在まだ初期の段階にあると考えられるが，これを技術史的観点か

ら総合的にとらえることによって，将来の最も効果的な技術開発方法を究明する．ケース

スタディとして住宅用）く型部品（浴室ユニット・台所ユニット・内装システム等）の技術開

発過程に参加している・ また規格部品により組立てられる建築物の生廂機構・メンテナン

ス微構をつくるための検請を行っている．

5• 59 日本木工具の技術史的研究

教 授 村 松 貞 次 郎

日本の木工具，とくに大工用のエ具について歴史的追物および文献から，その歴史的な

変遷を技術史的に研究すると同時に，現在の生産地の分布と生産のサ情を調祉している，

また道具の技術論的な忍義を究明し，現代における道具の役割についても併せて研究する
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計測技術開発センター

1. 窒索酸化物の分析法に関する研究（継続）

教授早野茂夫•技官李 咽鏑

窒索酸化物を選択的に吸収する溶液を実験的に検索し，屯気化学的あるいは化学的にそ

の濃度を迅速に定械する方法を検討している．

2. 水質汚染指椋に関する研究

教 授 早 野茂夫・研究担当汲似照三

新しい水質汚染指標として全有機炭素(TOC)を収り上げ，油処狸剤水溶液あるいは炭

化水索水溶液について，従来用いられて来た汚染指椋を対照として測定を行い，適用笥囲

と特長を明らかにした・

3. 固ー液界面における物質の吸着の研究（継続）

教授早野茂夫・助J:.(特別研究員）籐平正逍

透明屯極を用い，屯気化学的に活性な有色物買の吸杓に快lする情報を得ようとするもの

である．入力として三角波屯I王を加えると吸着物質の屯流',Wfrll1線が得られ，かつその応

答は迅速である． しかるに全反射法による吸光度を出力として収り出す場令には時間的遅

れが認められ， これは走森速度を増加させるほど顕吝となる．これより吸沿悩における酸

化述元反応の平均速度を評価し，反応機構を解析する，

4. 可溶化系のボーラログラフ的研究（継続）

教授早野茂夫・助手（特別研究員）藤平正道

水に難溶性の物質を界面活性剤によって可溶化することは工業上広く行れている しか

し溶液中における可溶化系の性質，存在状態については不分明の、点が多い．本研究は分散

染料 油溶性ビタミンを nJ溶化し，ポーラログラフ拡散屯流を測定することにより，粒f

の大きさを推定するとともに，その際の屯解機構を検討している． （一部科学研究毀）

5. 界面活性剤水溶液のミセル相と水相への溶質の分配

教授早野茂夫・助手（特別研究員）藤平正道

大学院学生早瀬光,sj

界面活性剤水溶液をミセル相と、界面活性剤モノマーが飽和溶解している水相とから成

り立つと考え，ポーラログラフィー，吸光度測定，ガスクロマトグラフィーなどにより，

溶質としての分散染料あるいは高級アルコールの分配係数を測定し，熱力学的に解析した・
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6. 水銀非水溶液界面における の研究（継続）

教授早野茂夫・助手（特別研究員）藤平: 1E迅

大学院学生山本学一

従来のマノメータカ式のものよりも一桁粕度の高tヽ エレクトロキャピラリーメータを試

作し，水銀ジメチルスルホキシド界面での柿々の無機イオンの吸杓現象を明らかにし，溶

媒分 j'-の記向の効果を苔察し，水溶液系での結果と比較検吋する． （一部科学研究費）

7. 届住悶塙実験法に関する研究

助教授村!・. 1,¥1三・助手吉野 博• 技官杉山栄次

住宅の熱的'1'気的翡'/境及び住宅設備に閃して，適正な測定法と評価法を確立することを

目椋に各柿の実測謁在研究を進めている

8, 市街地におけるガスの拡散に関する研究

助教授付I: /i;J三・助手吉野 博• 技官杉山栄次

GJ動収建物等から排出されたガスによる市街地空氣汚染に閲して実測並びに風詞模）刊

実験を行い， rli街地における乱点拡散の構造にI対する研究を進めている．

9. 市街地低/¥叶部における風の観測

助教授 村 上 固 三 ・ 助 手 古 野 博• 技官杉山栄次

市街地の低/¥Yi部における風の観測を長期間に且り，多数、点に於いて継続している．これ

は強風状態における部巾豆）熱対流や，強風状態における突風率を解明するための）長礎的資

料を得ることを目的としている

10. 部iii環境のシミュレーションの方法に関する研究

助教授村じ周三・助手吉野 博

大学院学生大場正昭

Ii人建築群や緑地等の都市の）長礎的な構成要索が，弱風時の都市環境，特に都市内部の

対流現汝にどのような彩梼を及ぼしているかについて，温度成J1v)風詞を用いて研究を進め

ている・
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5. 昭和49年度科学研究費・受託研究費によって

行われた研究（リスト）

A. 科学研究費

一般研究 (A)

研 U
し

ク｝
ー

A
』

＂ 
ぶ
「

n
題 I I iiJf'J¥:'.f、¥:tミ者

スペクトル解折法による機械振動系の実時間特抄固定と防振，耐震に閃する I'了: Pi! 
研究

錯形成ポリペプチドの合成と機能材料I)廿発への応用 I熊野諮

肛

従

一般研究 (B)

オプトエレクトロニクスの高屯fE.Lり学への適用に関する研究

建築構造物の地衣による破壊に関する研究

繊維―粉木冶金法による複合材料製造法の比校

高周波放領域におけるガラスの内部Iが擦の研究

i吋中寸 i玄妍

Ill !f1 尚

I以 汎1叫且11

今岡 稔

一般研究 (C)

プラック角 90℃ 付近における低エネルギー屯 f線 [o]折を用いた結品表面の

研究

逆IE付加による栢密曲げ成形

極低品における MIS構造の昇面に関すろ研究

巾I廿J.U乱のある[thi像のファクシミリ伝送，記録}j式に閃すろ研究

金屈結品粒界における柿々の規則構造の解折

捏志

川威 ¼f

芳）ミ

ILi 靖彦

111 祁―

一般研究 (D)

および対策法に関する研究

一般研究 (A)継続

メスパワー効果による金屈，合金組織の研究

新しい多環式系化合物の合成とその精密化学への応用

りfl ll索 1F.)、：

['.:1 石振作

一般研究 (B)継続

イオン化スペクトルの梢密測定による表而現象解折の研究 辻 泰
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1iJ変周波数レーザを用いた光ヘテロダイン検波によるスペクトル分折に関す

る研究

大叩j構造物の振動性状と地虞時堺動に関する研究

合成樹脂によるコンクリート表I竹の改質に関する研究

交通流情報収集手法の翡度化に関する）店礎研究

ゼオライトの研究ーとくに脱アルミニウムゼオライトの特性に関する研究

液相における細孔内拡散の研究

一般研究 (C)継続

コンクリートの三軸応）J下のクリープに関する研究

日本木r.具の技術史的研究

オレフィンメタセシス反応に関する研究

試験研究 (1)

□池の研究

試験研究 (2)

複数振動子を用いた温度補償水,',,り発振堺

三次元映像の実時間伝送（三次元テレビジョン）に関する研究

自動車の全電気式自動操従装閻に関する研究

無機多孔打吸杵材料のIJ廿発研究

腐食面のモアレ計測装11'1の試作

統計的手法による屯力系統の絶緑性能向上に関する研究

試験研究 (2)継続

軸対称および一般薄板構造の非線挙動解折のプログラム開発

微少パターン位骰決めによる ICボンデイングの自動化

総合研究 (A)

土木構造物の動的破壊と耐虚設計法l附発に関する研究

総合研究 (A)継続

I 位i結合圧電材料とその応用

特定研究 (1)

環境制御のための叶罫機・ンステム

高分子電解質の機能に関する研究
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斉藤成文

久保疫三郎

小林 輔

越 ,E 毅

高橋 (ヽi・,_r., 

河添邦太郎

川股

村松

浅原

I本多健―|

尾上守夫

浜崎変二

原島文雄

高稿 浩

増 f 昇

河村逹雄

山田嘉昭

大島康次郎

久保疫三郎

I尾上守夫 I

大島康次郎

妹尾 学



有害物質除去のための吸行法による分離プロセスおよび材料の研究 高梢 浩

贔嘉よび二次大気汚染物質の生成防止および除去に関する光化学反応の柚 I本 多 健 一

膜法による分離システムの間発と高性能膜の探索の研究 山辺武郎

特定研究 (2)

巨大梢報処理システムとしての画像情報処理システムの構成に関する屈礎的 I高
研究

X線二結晶法と励起光電fによる結品の評価

総合研究 (B)

□五□におけるキャヒ°テーション

自然災害特別研究 (2)

大型振動台を用いた生産施設の耐震性に関する実験的研究

奨励研究 (A)

I石原智男 I

久保慶三郎

光電解エッチングによる半祁体表面精密加工法を利用した極めて精密なオプ I榊
トエレクトロニクス索子の研究

裕之

繰返し戟荷を受けるH型鋼柱の復元力特性に関する研究

ガラスにおける圧痕の生成過程の有限要索による研究

異方性殷体中での補酸索の蝕媒作用に関する研究

B. 受託研究 費

宇田川邦明

安井 至

木 瀬 秀 夫

本所の受託研究は，昭和 24年から開始し，昭和 49年度において次のような数字を示し

ている．

受理件数 23件

歳入額 25,160千円

委託者は主として工業生産に関係ある罪業機閲と官公庁などの研究機関である. 49年度

中に受理した分につき題目などをあげれば次のとおりである．

番号 忠又 託 題 目 主任研究者

1 有限要索法による構造解析法の研究 山田嘉昭

2 無効電力調整技術に関する研究 原島文雄

3 フィルダムの強震時における非線型学動に関する研究 田村菫四郎

4 自動車の安全，公害対策等に関する研究 平尾 収

5 金屈粉末の連続成型についての研究 原 善四郎

6 放射線しゃへい材に関する研究 加 藤 正 夫
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7 地下鉄構築及びその地表の振動測定に関する研究 田村屯四郎

8 洞道堀削機の自動制御サーボ機構の研究 大島康次郎， 多次元通信に関する方韓礎的研究 浜崎変二

10 屯輌構成薄板部材の大変形問題解折法の研究 ,L1 !fl ;;'五 fl召

11 省力刑保線機械用油圧制御機構の研究 1.:, 屈｛印＼！り］

12 営団地下鉄 8号線における各秤軌道構造の防振，、防音効果に関する，凋 イ; jj: l府）t
任研究

13 超高圧送屯線および超高圧直流送電線の耐雷設計に関する研究 河村逹雄

14 自動車走行による地盤振動特性に関する研究 久保疫三郎

15 m-v族化合物半導体デバイスの特性に及ほす不純物の影粋 り：騎i I菱肌J

16 集合住宅周辺の風環境の計画方法に関する研究 n券 Bl 屈；j 甘］

17 有限要素法による構造解析法の研究 山 m 嘉昭

18 自動屯の動力性に関する研究 平尾 収

19 自動車原動機の性能向上の研究 水町長生

20 フイルダムの強震時における非線形学動に関する研究 田村屯四郎

21 光通信に関する研究 斉藤成文

22 交通 •j(故の分析に関する研究 越 正毅

23 ダム地点地虚特性の解析的研究 [ll 中寸 ,r[杓1n!I
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6. 主要な研究施設

A. 特殊研究施設

1. 材料実験室

材料実験室は，面積354面，主な共通設備は容批 300kg, 2 t., 5 t, 10 t, 20 t, 100 tの万

能試験機のほか，ねじり，衝撃，かたさ，圧力計試験機などである．設伽は本所の共通施

設の一つとして，所内各部の研究に利用されている最近，更新した機械にインストロン

型10t万能試験機があるほか，各種試験機の設備充実の計画が進んでいる． （第 1部）

2. 構造物動的破壊試験装置

構造物の地虚応答の実験・解析のために千槃実験所に設附されている装附で，屯気油圧

式アクチュエーター 2脹（容絨ェ20t. 土 150llllll), 小型振動台およびそれらを制御する小

刑屯仰機より構成されているる柿々の構造物の動的破壊試験および，実験装骰と軍罪機を

オンライン結合するシステムによる建物の非線形地虞応答解析などが行われている．

（第 1部）

3. 自然地震応答観測用化学プラント構造物モデル

鉄筋コンクリート地下 11仇 地 上 1/¥Yiの試験体兼叶測器室と鉄骨構造物を中心に塔槽，

つりタンク，配管，貯槽その他からなっている．隣接地表上などを含めた各点の加速度を

地震によって起動する，；己録装附によっで常時観測しているほか，水平動の長周期成分や地

動のねじり成分を測っているとくに長/,月期成分については連続観測を行っている こ

れらの結果は化学プラントの耐虞設計の改善のため使用される （第 2部）

4. 機械振動解析処理設備

本設備はアナログ計卵機 (NEAC-300)とその付閤設備，振動特性測定装骰 (SD-

1002C-17), 実時間フーリエ解析装戦 (YHP5451A)および各種加振装附（屯磁油圧

式2, 屯磁式 3, 機械式 1) と各種計測装骰から成りたっており，機械構造物，車両，工

作機械および各種フ°ラントの振勁特性の計測・解析を行っている 現在関係研究室に分

散しているが，将来 1か所に集中する計画である （第 2部）

5 耐霊機械構造解析設備

本設備は高速データ処狸装岡を中核に光軍式波形読取装闘データ・ソータ，デジタル

• プロッタ，むだ時間発生装骰などからなっている．高速データ処理装1l1は， サイクル時
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間 3011,s,符号＋純 2進10ビットのA-D変換装骰を中心に，磁気テープ， カード穿孔機，

高速紙テープ穿孔機， FACOM270-30・データ・チャンネル用伝送装骰などをその周辺

に有している． アナログ入力は 3回路の同時入力回路および30回路の逐次掃引入力回路を

経て， A-D変換装骰でデジタル信号に変換され， 256語の磁心メモリ 2組を経て， 磁気テ

ープに甚き込まれる．収録可能なデータ総絨は 2,400,000語であり， 10,000データを紙テ，

ープに穿孔するのに要する所要時間は約20分である．デジタル・プロッタは計掠制御部を備え

た作図装i爵であって，その特徴は 8進数に変換した座椋点を指示することによりその間の

値を計卵制御部により内挿することにある.FACOM 270-30よりのオン・ライン制御が可

能で，時分割的に上述の高速データ処理装附と同時に使用することができる． （第 2部）

6. 風路付水槽

本水槽は長さ 20.84皿幅1.8m, 深さ 1.35mの極めて小型の鋼板製水槽であるが，一端

に造波装岡を有し，周期0.6sec以上の波を発生することができ，他端には効率のよい消波

装骰を備えている この水槽上部に高さ 1.10m, 幅2.40mの風路が設けられ， 2台の送風

機により最高の風速15m/secがえられる. i皮と風速との組合せを変えることにより，い

ろいろの海面状態におこる船の横安定性を知ることができるまた若干の付帯設備を補う

ことによって，縦安定性，海水打込現象など船体運動学上重要な問題の実験研究にも大い

に役立つものである． （第 2部）

7. 電子顕微鏡室

本所における電子顕微鏡はHU-200,JEM-5Y型を主体とするものであるこの種の

型の電子顕微鏡は分解能lOA, 直接倍率 1,000-200,000倍（写襄引伸 1,000,000倍）の性

能を有するもので，各種のアタッチメント， ミクロトームなども完備した これらの電子

顕微鏡は広く所内の要求に応じて研究に使用され，原則的にはオープンの形式をとってい

る． （第 2部・第 4部）

8. 高圧空気源装置

特に小型ガスタービン研究用の高圧空気源装骰であって，実験用ターピンの駆動，ガス

タービン用圧縮機の実験，亜音速および超音速におけるタービンおよび圧縮機の流体力学

的研究燃焼器や熱交換器などの研究に必要な多徽の高圧空気を供給する装骰である．吐

出圧力 3.1kg/ cnlabs, 流量 1kg/sec, 駆動馬力 180kWの2段ターボ圧縮機を主体とする

ものである小型ガスタービン研究としては，圧力比が高いにもかかわらず駆動馬力が少

なく，またサージング防止装醤各種の安全装骰，自動起動および停止装骰などをもち，

実験の梢度および能率の増進をはかったものである． （第 2部）
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9. 多次元画像情報処理研究設備

宙子計罪機によって，濃淡のあるモノクロ画像，カラー画像，マルチスペクトラム画像，

時間的な変化のある画像などの多次元画像の情報処理を行うために，画像を画索に分解し

て人力する入力装ii'Lディジタル出力を画像に変換する出力装附及び処理装骰を中心に構

成されている

入力装岡としては， 35皿及び70mmのカラーフィルムを高分解能で読取るフライングスポ

ットスキャナ， A3のサイズのカラー写真を走壺する機械走森型スキャナ， ITVで撮像し

た画像の入力装骰， ITV画像又は VTRに記録された画像を走査変換管を経て入出力する

装設波長，ステージ，フォーカスを計算機制御し， ITVで撮像して入力するオンライン

顕微鏡などがある． さらに音膀ホログラフィ用の水槽を用いたデータも人力可能である．

出力装骰としては，上記のフライングスポットスキャナをレコーダとして用いた35mm又

は4"X 5"のポラロイドフィルムのカラー画像の出力装i爵，岳積管への輝真空度又は輝度

変調による濃淡表示可能な岳積管ディスプレィ，走虹変換管を用いてTVモニタに表示す

る表示装辟， XYレコーダ， XYプロッタなどがある

処理はミニコンビュータ (32kW/16ビット）を中心とし，膨大な情報紋を有する画像

データを拾積するための25MBの磁気ディスク装匹 2台の磁気テープ装附を備えている．

入出力機器は全てミニコンピュータの制御の下にあり，これらを有機的に結合して利用

するソフトウエア，画像データの前処理， 2次元油窮，特徴抽出などのソフトウエアが開

発され，パッケージ化されてフレキシプルな処理が行えるようになっている．（第 3部）

10. 送配電網シミュレータ

屯力系統におけるサージ現象の解析を行うために，送屯線と等価な電気的特性を有する

校擬装骰にしゃ断器や避雷器等の特性を校擬する索子を付加することにより，屯力系統構

成 しゃ断器の開閑のばらつき等を変化させた場合に発生する過電圧の統計的分布を求め

るための装附である．得られた結果はデータレコーダ等によって収集・解析を行うことが

できる． （第 3部）

11. A E標定情報処理研究設備

大型構造物の安全性確保に対し，アコースティック・エミッション (AE) の利用は有

用な方法である． この設備は多数の入カセンサ，増幅器系列を含む多チャンネルAE侶号

到達時間差計測装骰とインタフェースを含むオンライン情報処理装i性および出力装i爵等か

ら構成され， AEの利用による構造物の欠陥位骰の椋定と破壊予知の各種の柚礎的研究と

屋外実験に使用されている． （第 3部）
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12. 交通流解析組織

交通流計測データの収集と処理，交通流シミュレーション，交通制御手法の評価，各種

データのファイル等を総合的に行うことにより交通問題の解明と対策の検討に役立てる

ためのシステムである大別して 4つの装骰からなり，第 1は翡辿の交通流シミュレータ

TRN SIM I ;g交差点），第 2は大規校かつ粘密な交通流シミュレータ TRN*SIMII(64

交苑点），第 3は電子計算機 FACOMU-200で，いずれも本所設骰の屯子計卵機FACOM

270-30と接続される第 4は画線情報抽出変換装骰で， U-200に接続され， ITV画像

から交通流情報を収集し処理を行う （第 3部）

13. レーザミリ波実験設備

安定な環境のもとで， レーザ光およびミリ波の伝送の実験を行うための設備で， これは

本所千葉実験所にある温度を一定にし，空気の流動を避るために，約 100rnの長さの地

下涸道となっており，一端に付属している実験室には現在）レビーレーザおよびco?,レーザ，

He-Neガス・レーザ光源ならびに， レーザ・ビームおよび画像伝送試験装附が設骰されて

いる． （第 3部）

14. X線解析並びに蛍光X線分析装置

理学屯機の普通の X線解析装附と蛍光X線分析装骰の他にもう l台回転灼陰極を使った

強力 X線解析装附があり，モノクロメータ，試料高温装骰が付屈していて，ガラス，翡分

子，溶融塩などの構造解析に有効であるこれに FACOMU-200とXYプロッターを付

屈させ，ー貰したデータ処理を可能にした． （第 4部）

15, 光反応実験室

光照射による励起物質の挙動とその反応性，反応中間体，反応生成物等の解明，光軍極反

応による光エネルギーの変換等を目的として各種照射用光源，励起分孔不安定中間体の検

出装i役を備えている．

光 源ークセノン光源， 1 kW, 500W, 150W, 高圧および超高圧水銀灯，各 500W,

250W, 1レビーレーザ（ジャイアントパルス） 5MW(発光時間約10nsec)並

びに各種モノクロメータ

検出装骰ー励起分子の研究のため蛍光・燐光測定装附，生成物の検出のための可視，紫

外および赤外分光光度計

また短寿命の不安定種の検出のため，閃光光分解装置を備えている．本装闘により 10

μ,sec程度の寿命の化学種の解析が可能である． （第 4部）
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16. 質量分析装置

日立製RMU-7L型質：J［分析計は高性能で安定に作動する二屯収敏質絨分析計であり，

とくに粕密な質鼠測定に適している高速分析も可能で，｝贔礎研究から広い範囲の応用に

わたって用いられる本装骰は昭和47年度文部省科学研究役の一般研究Aによって設けら

れた． （第 4部）

17. 放射性同位元素実験室

本所の共同阻J用施設として設ti侶以来15年余を経過した．千葉実験所RI実験室(92.4rrl勺お

よび r線照射実験室(13.2面）のほか，麻布庁舎敷地内に放射性同位元索実験宝(179.7面）

がある．麻布実験室は惰務室・汚染検査室• 測定室• 暗室・低レベル放射化学実験室• 高

レベル放射化学実験室・化学実験室• 物理実験室・ r線ラジオグラフィ室・貯蔵室・機械

室 (2階）とからなり， フード 4旭グローボックス 1』いをとりつけて化学操作が安全に

行えるほか， ピニール製カーテン壁によって局部的に仕切り， その内部で摩耗実験その他

汚染の広がりやすい実験ができるよう工夫してある．測定器としては， シンチレーション

カウンク 1台， ウェル型シンチレーションカウンタ 1台， CMカウンタ 3台， レートメー

タレコーダ 3台の一般的なもの，および400チャネル波高分析器， シングルチャネル波高

分析器， 2 7[および 47[計数ヘッド，低バックグランド放射能測定器，振動容贔型宙離箱，

ローリツェン検屯器も使用できる状態にあるサーベィメータとしては， GM管式のもの

3台， シンチレーション式のもの 1台，屯離箱式のもの 1台があり， レントゲンメータも

3台備えてある このほか，防設用品として遠隔操作把手 3本，辿隔操作ヒ°ペッタ l台を

はじめとして，含鉛ゴム手袋，防設眼鍛， しゃへい用ブロックなどを備えてある. 48年度

にメスバワー装i性を購入し，本館 1R21において使用している． （第 4部）

18. 核磁気共鳴吸収装置

日立製作所製R-20A型装附(60!v1Hz)およびR-22型装戦(90MHz)は永久磁石を使用し

た高分解能核磁気共嗚装附であり，ケミカルシフト， スピンースピンデカップリングの測

定により分子構造の決定の上に有用な知見を与え， また特定旗子団の検出や定絨が可能

で，有機化合物および不安定中間体の構造決定，反応機構の決定などの研究に供されてい

る ．（第4部）

19. パーキンエルマ赤外分光光度計

ドイツ・パーキンエルマ社の 125型赤外分光光度計は回折格子型の二煎分光方式で，分

解能がとくに高く，波数粘度も高く，各種の有機化合物の研究に利用されている．本装附
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は昭和38年度研究用機器臨時更新費で購入されたもので，恒温恒湿装骰は昭和39年度選定

研究（設備）によって設けられた （第 4部）

20. 反応機構解析装置

化学反応におけゐ反応径路，反応速度，律速段階などを解明するための装置で，反応部，

屯子スピン共嗚部，制御，記録部から構成されている．反応系の温度，濃度の読収り，制御，

生成ラジカル濃度の測定，データ処理が可能で，迅速な反応の機構解明，反応系の応答解

析などに利用される なお，本装骰の屯子スピン共嗚部の本体は日本屯子製の JES

ME-3X型ESR,制御記録部の本体は， JEC-5, JRA-5スペクトラムコンピュータで，

その他に入出カボソクス， AD-DA変換器， リレーボックス，外部記憶装揺チャートリ

ーダを付属機器として備えている. (第 4部）

21. パーキンエルマレーザラマン分光光度計

ドイツ・パーキンエルマ社のLR-3型レーザラマン分光光度計は光源レーザとしてHe-

Neレーザ(6328A,出力 6mW)が用いられ，分光器は回折格f型の二屯分光方式， スペク

トルは 4000,Jcm-1まで自動記録される．赤外分光度計と併用することにより，種々の化

合物の構造研究に有用である． （第 4部）

22. 160kW高周波誘導電気炉

溶銑，溶鋼などの処理に関する研究のため設骰したもので，高固波発屯機を有し， J乱波

数は 1000サイクルである。銑鉄の場合には 100kgを35分で溶解することができ，出力

を自由に加誡できるので温度調節も自由である （第 4部）

23. 高周波誘導加熱装置

出力： 15 kW 周波数： 30kcおよび 2Mc 溶解絨： 3 kg 其空溶解および大気溶解

鉄・非鉄金属を問わず金属材料の性能はあらゆる製造条件に左右されるが，その中で溶

解条件は最も大切なものの一つである．本溶解設備により，特に粘度の高い高真空溶解お

よび帯域溶解において溶解条件を自由に変化させて，溶解条件の影膊を基礎的に研究する．

さらに溶解金属中における各種元索の拡散および固液共存状態における金属の晶出反応を

研究するまた金属材料研究に必要な各種試料の作成を行う． （第 4部）

24. 大型高性能真空焼鈍炉

この炉は文部省からの別途予節の配付により設備されたものであって，本所の共通設備

として利用されるものである現在本所内だけではなく，東大工学部よりの利用者も増加

しているその性能および特長は次の通りである

最高使用温度 1,400℃ 貞空度最高 1炉 mmHg
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炉内有効内容積 20cm¢x30cm 

炉の下部に真空の冷却宅があり，空冷程度の急冷も可能である． （第 4部）

25. 試験高炉および付帯設備

製鉄技術に関する柚礎的理論的諸問題を研究するためのもので，次の各設備からなる．

炉本体（内容積約 0.8叫全鉄皮式）および炉頂金物 C2•T(鈍式，旋回ホッパ），送風機（ルー

ツ式， 0.9kg/c祉， SN叫/min,回転数制御），送風加熱装附（ペプル式熱風炉 2J長）， fl動秤

鼠装入装ictc貯梢およびスケールホッパ， RI検尺計， スキップ在揚機，横送ペルトコン

ベヤ），ガス処理設備（除限器，オリクロンスクラッバ， n―:．力凋節弁および均IE弁，バグ・

フィルタ），半目動原料処理・貯蔵設備（粉砕機，振動師，貯蔵槽ー30rri'6柚ーならびに付

閤コンベヤ系），冷却水循環使用設備， 中性1こ水分計，赤外線ガス分析・;}-「など諸，汁器， 出銑

口開閉機， ガス試料 fl動採取ゾンデ，炉内圧辿続測定，記録装骰 （第 4部）

26. 床版試験機

この試験機は橋の床組，舗装板および建築構造物などの強さの実験を行う目的で設附さ

れたものである従来の試験機では乎面的な広がりをもっている供試休の強度試験はイくPf

能であったが本試験機では 5.5rn x 10 rnの床板の試験が可能になり，しかも試験機の最大

荷屯が 1台で 100tであるので， 2台の床版試験機で 200tまでの¢加「（を構造物に作用さ

せることができる． このため従来弾性．範囲，微小変位でしかわからなかった床版などの強

度が破壊付近まで究明できるようになった またr::1屯を任忍の位附でかけられるので，捩

り，曲げをうける構造物の強度，変形の研究が可能になった． （第 5部）

27. 大型振動台

構造物柚礎，土が主体となる構造物等の耐店性に関する）よ礎的研究を行うために， 千艇

実験所に設附された土の振動性状，すべり面の形式， フィルタイプダムの安定などの研

究においては屯力が大きく彩粋をもっているので，従来の規校の振動台では相似litがほと

んど満足されない実験が行われていた大規校の振動台の設骰によりこの間辿はほぽ解決

された．振動台は油月：．浮上式で，台と柚礎との間のVi臼擦を最小にした。台上の箱は長さ 10

rn X幅 2IIl X高さ 4rn, ・; 恥動油圧式の加振器の出力は20tで，出力を補うためにiE弦波の

振動の場合はバネの共振を利用している．振動台の周期は 0.1-1.0秒，最大振幅（令振幅）

は10cmである， （第 5部）

28. 自動製図機

数値制御による製図機で，構造物の自動設計，製図，透視図の作成，数値地形モデルの

作成等，多くの利用而をもっている． （第 5部）
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29. 地形景観情報処理装置

地形以観の透視図および斜投彩図を，等翡線地形図から作成するハイプリッド府）処理装

附で，土木計tr!Jjおよび設計に多くの利用面をもっている． （第 5部）

30. 津波高潮実験水槽

幅25m, 長さ40m, 深さ60cm(ただし造波部分は90cm)の平面水槽が上屋内に納められ，

長周期波ならひに欠iJ/,j期彼の造波装i悦が設ii'/されている．長J,1,j期彼の発生装骰は， プログ

グラム設定「I動制御）j式を採用した空気式（プロワ 20PS)であり，発生i皮の周期は lmin

から30minまである また短周期彼造波機は20PSフラップ刑，延長20mであり，発生し

うる彼の周期は 0.6sから 9.6sまでであるなお， この水槽は千菜実験所内に設けられてい

る （第5部）

31. 水工学実験棟

千偲実験所内に設けたスパン45m, 長さ 85mの鉄骨造の実験棟であり， その中の主要な

丈験焚ii','は輻40m, 長さ70mU)悔岸[学実験用杓(ii水柏およびそれに付随した］胡期 0.6秒

以L /皮翡数センチメートル以ドのi皮のための造波機である. i皮による海浜流に関する研

究，沿や川［」の形状と成との関係にI対する研究などがこの装骰によって行われる．

（第 5部）

32. 風胴付二次元造波動水槽

幅60cm, 高さ 90cm, 延長のガラス,mり二次元水槽であり，風浪発生装骰 (7.5PS, 最大

風辿25m/s)ならびに規則波発生装附 (2.0PS, 発生し得る波の j,~j 期は 8.0s から 2.8s) が

収りつけてあり，それぞれを独立に同時迎転することができるなお， この水槽は千災実

験所内に設けられている． （第 5部）

33. 環境物理実験室

この文験宇は建築音粋および交通騒音，工場騒音などに関する研究を行う部分と，空気

凋和にI斐l連する研究を行う部分，音粋実験室，無音送風装i晋および境界li"i風洞からなってい

る，

(1) 「f梼実験屯は無膨寇残幌室，校型実験宅，測定室からなっている．無粋室は隈，床，

人）卜ともすべて吸音用クサビが収りつけてあり， 音籾機器の絞正，試験，聴感テストな

どに用いられる．銭愕本は25cm)ばのコンクリート隈に囲まれ，内部は総タイル張り，室

容積は約 200叫大井から多数の拡散板をつるして杢内を拡散音場に近ずけており， 500
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Hzで約10秒の残籾時間をもっている．校型実験室では公会常， tr-楽屯などの約 110餃

Iりを製作し，‘径内音粋の研究を行っている．

(2) 無音境界Ii'り風詞装itは換気・窄気，謁相における氣流音に関する研究に供され， 75kW

リミットロードファンにより気流tr実験風路 600mmx 600 mmに対し， 0-40m/s, 270 

kg/面の無音風が辿隔制御される．送風械を中心として，吸• 排氣および測定部に消音

装附 (90dB/500 Hz)並びに防振構造を配し，測定部，各実験冦近隣住屈に対する騒

音・振動は完全に逆断されている， 210面残愕宇 (9.4sec/500Hz)を付属する．

(3) 燒界JM風洞は建物周辺氣流，すなわち強風，拡散，風IE, 通風換気等の研究を行うた

めの実験施設である. Working sectionは，幅 1,800mm勺薗さ 1,200mm: 滋：長さ 9m,風

風速範囲 0-14m/s(96,000面ih)の規位を有し，測定断血内中均風述のばらつき l96 

以下，乱れの強さ約 l96の性能を有する．風辿制御は直流モーター，サイリスタレオナ

ド方式により辿樹操作する．付属装ii'i:として X,Y,Z三次几微動装iiりのはか， センサ

鉛肛高さ検出器並びに回転機構を有す． （第 5部）

34. 建築気候実験装證

室内気流，吹出装i性の特性および熱伝逹などに関する研究に供する目的で，測定宇(5.5 

mx 7.8 mx 2.7 m), 冷却./Jil熱古{(5.5m:d.4mY2.7m)および機械宇よりなる．測定宇お

よび冷却加熱室は熱的遮断の目的で，外収から褐離して二屯間仕切りによって構成されて

いる また，測定宇と冷却/Jil熱屯の間は，各神外欧材料に収換えられる．測定屯は宇温20

-27℃ 冷却加熱室は送風機，熱交換器および心熱コイルを備え，暖Iバ条件il!j-5℃ 冷

/J}条件時40-50℃に制御される機械宅には， これらの冷暖lバ迎転能力をもつ 5HPヒー

トボンプユニット，送風機，循環水ポンプ，＇屯熱ボイラなどが設岡され，給気温度制御装

附を有している． （第 5部）

35. 音響実験室

音腎実験宇は無梼寇残粋室，校刈1実験号をおよびデータ処刑宇からなっていろ．無粋宇

（有効容積 3.8mx4.8mx3.8m, 浮構造，内岐80cm/'/吸爵楔）では各種背即ふ汁測閻点U)校」L

反射回析測定， J飴党実験などを行う．銭臀召を（容柏 200叫内表血反射性， 音粋拡散板

90cm x 180cm約 20枚分配配Vi)では，材料の吸音率，勁}j機堺などの発生騒音パワーレベ

ルの測定などを行うまた校刑実験室は各柿の音罰校刑実験を行うためのスペースで，建

築音粋，交通騒音，工場騒音などに関する実験を行っている．データ処狸’径にはリアルタ

イム・スペクトル分析器，相伐l器，テープパンチャーなどが設ii'i:され， 音梼実験古(CJ)すべ

ての実験装i的ならびに無音送風装骰からのデータをすぺて処狸できるようになっている．

cm s剖l)
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36. 無音• 境界層風洞

この装骰は無音送風装Viおよび境界）＼沖風詞からなっている．

無音送風装iiりは換気・空氣謁和における気流音に関する研究に供され， 75kWのリミッ

トロードフアンにより，氣流行実験風路 600mmX 600mmに対し 0-40m/s, 27Qkg/面の無

音風が遠悩制御される．送風機を中心として，吸• 排気および測定部に消音装骰 (9QdB/ 

500 Hz)、並びに防振構造を配し，測定部，各実験室および近隣住戸に対する騒音振動は完

仝に遮断されている 210面の残籾室 (9.4sec/500Hz)を付属する．

境界込風訓は建物周辺氣流，すなわち強風，拡散，風ff, 通風換気等の研究を行うため

の文験施設である. Working sectionは，幅 1800mmx高さ 1200mmX長さ 9m, 風速範囲 0

-14m心(96000rri'小）の規校を有し，測定断而内平均風速のばらつき 1形以下，乱れの強

さ約 1'?60)性能を行す．風速制御は直流モータ，サイリスタレオナード）j式により遠隔操

作する．付属装附として X, Y, Z三次尤微動装i性のほか，センサ鉛直高さ検出器ならび

に[11]転機構を行す． （第 5部）

37. 都市気候実験装置

部di氣似に対する風および然の影粋を調べることを目的としている・ 上要な装附は温度

成J1vjJ巫＼詞であり，これを用い，建築群や緑地のような）よ本的な都市構成要索が都市気候の

形成にどのように19'1与しているかを校刑実験により謁べる温度成1汁風洞の Workingsec-

t onは，幅 800mmx似iさ800mmX長さ 4mで，風速はサイリスター制御によりo-4m/s 

に制御される． （計測技術開発センター）

B. 試作工場

所内各研究屯の研究活動や大学院学生の教育上必要な実験用機械・器具• 試験材料など

の［作を担％する．当研究所の使命が直接産業界とも関係の深い研究の推進にあることを

反映して，本「ル場のエ作内容もまた最新の生産技術と密接な関係をもつ斬新な装府の試作

が多く，すぐれた設計，設価および工作技術によって，研究者の要望に答えることが，こ

の「具場の大きな使命である． とくに設計の面では，毎週特別に日を定めて相談と指祁にも

応じている・

Iこ場の規校は総床1/1i砧 1,249.1品人員 29名で金工工場が全体の約 70形を占め，残りは

設計屯・屯 f-機堺丁刈完• 木 I互屯・ガラス．［作‘径• 共同利用工作室・材料庫および:Ji=務室

などに分かれている．

金工およひ木[など機械関係工場の設備機械は， 下にホすように，小形の粕密測定器か
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ら大形の鉄骨構造物に至るまで，広範囲の製作が可能な程度に完備している．

旋盤 9, フライス盤 6, 平削盤 1, 立て削盤 1, 形削盤 6, (i)f削盤 2' ポール盤 2, 歯

切盤 2' シャー 2, 折曲機 1, 3本ロール 1, 屯弧溶接機 3'',韮気炉 1, 鋸盤 4, 超音波

加工機 1, 木工機械各種 7' 工具顕微鍛 1',:;_上機械類10,

宙f機器工作宅はエレクトロニクス I臭l係の設計• 製作・修理・改造・絞正・部品の供給

および技術的資料の捉供などを主要業務とし， i如 1c用椋準，l1忍怜のはか， シンクロスコープ・

ユニバーサルカウンタ・ XYレコーダ・パルスメータ・ J,',j波数社・デジタルマルチメータ

などの新しい測定器を備え，部品類も盟富な在wを用忍してある．共同利Illr. 作屯は1Hff

掛員の指均の下に，所内のだれでもが利用できる［作室で，旋盤 4台・形削盤 1台・ボ

ル盤 3台その他の設備がある．材料庫は各研究屯への上作材料の供給も多:itに行っている．

また，所内の設計・エ作に対する強い而要に応ずるため，泌＇［［外注を利川するシステムも採

用している．

なお，月平均の利用件数は約 100件で，その内訳は，金[55件，木 uo件，ガラス20件，

宙f機器15件であり，共同利用［作室は 140件となっている．

また，物品供給は，金 r.145件，木r.15件， ガラス 15件，屯 f機閤 200件である．

C. 電子計算機室

本所の各研究分野における技術井符やデータ処理のための共同利用を目的にした設備で

あるが，大学院学生のための計符機教育の役割も果しているなお祁務用計籾にも一部利

用している．

設iiりされている機柿は， FACOM 230-55と FACOM270-30の 2機である．各々のシ

ステム構成と，その性能の概略はつぎのようである．

F ACOM 230-55 

1. 中央処理装i性

2. 主記憶装辟 384 K バイトのコアメモリ

3. コンソル・ディスプレイ

4. コンソル・タイプライタ

5. ディスクパック 174Mバイト

6. 磁気テ プ装附

7トラック 800bpi 1台

9トラック 800/1600bp1 l台

9トラック 1600 bpi l台

7. カードリーダ 1800 ,j: 父ケ｝ l台

8. ラインプリンタ（カッタ付） 1000行／分 l台
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9. 紙テープリーダ 600/300字I秒 1台

10. 紙テープパンチ 200字／秒 1台

以上，センター側に設骰されている機器のはか，端末として 2台のリモートバッチステー

ションが付附されてしヽる・

ジョプ制御については，、ド常時はシステム Aを，繁忙時の長時間ジョプ処J'Jl.日にはシス

テム Bを採用した．使川状況の一例として12月の統計について述べると，処理数は 2937

件（センクー： 268件， リモートバッチ： 2669件），急行， 普通，長時間の件数比は約

75 : 40 : 1で あ っ た

なお，本年度登録者数は 400名，年間使用時間は約 2465時間， ラインプリンタ使用枚

数は約 101Jj枚である．

FACOM 270-30 

iこ，記憶容憤は 32K品，内部磁気ドラム 256K語，入出力装i性としてガードリーダ，ライ

ンプリンタ各 l台，磁気テープ装ii','2台，紙テープリーダ，紙テープパンチ各 1台， XY

プロッタ 1台のほか， グラフィックディスプレイ l台をもっている．この計籾機はオンラ

インデータチャネルを備え，オンラインデータ処理にも使用されている．一般には上とし

てオンライン，グラフィック， XYプロッタの処理に用いられている．

なお，本年度登録者数は 153名，年l閉使用時間数は約 1995時間， ラインプリンタ使用

枚数は約 9万枚である．

オフラインのカードパンチとして IBM129型 2台， 29型 8台， 26型 1台， およびカ

ード似写機 541型 1台がある．また入力紙テープのパンチ用として，データライタ 2台が

用いられている

D. 写真室

写真屯は，普通写真屯 72rrr, 写真作業室 92面からなり，各研究室• 各掛の依頼により，

一般写真作業としては，文献の写真複写およびゼロックス複写，撮彩，現像，りI伸，白焼，

スライド作製などを行い，映1r!iiI見l係作業としては， 16mm撮彩機 Arrifix,Cine Kodak, 

Bel I & Howell . 高速度カメラ Photo-Sonicsを設備し，一般撮影，高速度撮影のほか，

編集，録音'(磁気），映写などを一貰して行っている・

連‘常は本所写真委員会の行理のもとに行われ作業件数は月平均 463件になっている・
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E. 図書室

本所開設以来千策においては中央図内完および 5部の分宇に別れていたが，麻布移転に

‘りたりこれを一個所にまとめることになった．すなわち本館 2陪に F,l心のごとく総 1f1i柏

708.93面におよぶ楊所を内庫ならひに閲覧4もにあてている

本図内館の特長は本所の研究が理「→学の広い分野にわたっていることを反映してこの広

い部門にわたる図，りを有し，ことに外l且雑誌とそのバックナンバーの1やui/1に）Jをそそぎ，

また研究者の希望に応じてコビーを得るのに便利なようにしてある． 図ぼの分類は UDC

の分類法などを参照した本所の研究に使宜な分類法によって統一されている．

1)建物延而柏（昭和50年 3月31日現在）

l片 I屯 503.97 rrf 

教官閲 覧屯 16.53面

洋雑誌閥屁芍を 72.73面

和雑誌閲覧宅 56.20面

般閲屁屯 19.83 rrf 

']J 務 宇． 39.67面

計 708.93 rrf 

2)蔵，打数

洋 ,i:: 63,133 Hfl 

和 ,'; ・ 50,273 f¥廿

叶

3)昭和 49年度図内室利用状況

開 館日数 263日

図内：宅利用者 10,573人

貸出人 数 3,728人

貸出 冊数 7,641冊

478人
文献複写 ①図古室受付，写真室複写 ｛ 

1,440冊

麟 J;_l]室備付 Xeroxによる襄り： {1,546人
2,855冊

③図麟備付リーダープリンタによる複写｛

4)外国学術雑誌

27人

4,600枚

バックナンバーおよび視在予約購読中のリストは在末付録にある．
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III. 教育活動の概観

本所は研究活動と共に教育活動にも •f(点をおいて活躍している．すなわち，本所は東京

大学大学院の工学系，理学系教育の一部を担当し，ほとんどすべての教官が本学の本郷キ

ャンパスにおいて講義や梱柑Iを行うほか，本所においては研究，実験などの実地教育を行

っている．現在本所教官の指導を受けている大学院学生は 49年度において修士課程 121

名， plj士諜程 82名であるこれらの教育は当研究所の第一線の研究と融合し，わが国の将

米をになう研究者，教育者，高級技術者として社会に送り出されている．

上心のように， 1埒級技術者の終成も本所の使命の一つで 大学院制度によるもののほか

受託研究員，研究生等の制度があって，これらの研究員，研究生は各研究室において一定

期間ある F項について研究に従'.Jj:したり，研究や実験を助けつつ技術を習得し，社会に送

り出されている．

そのほか教育活動の一環として高級技術者を対政とした講苦会を本所の外祁団体生産技

術研究葵励会の主催，本所の協力で毎年開催している・

1. 大学院

本所の教官の関係する大学院コースは工学系研究科中の土木工学，建築学，機械工学，

産業機械工学，舶用機械上学，精密機械工学，船舶工学，屯気工学，屯子工学，物理工学，

金属工学，工業化学、合成化学，化学工学，各専門課程および理学系研究科の物理学課程で

あり，昭和 49年度において次表のような講義および演曾などを担当している．
x印は隔年

担 当 芯
又一 業 科 目

工学系

A 土木工学

写真測fit学

河川工学特論，水文学特論

応用）J学特論 (JI), 土木構造実験及び演料 Cl, JI) 

七竹 I".学特論，土質上学および彼習 (l),(JI) 

耐姦構造特論，土木構造実験及び演料 (l),(Il)

コンクリートの複合機構，鉄筋コンクリート[学実験及び演;1~(I), (JI) 

土木解析法，交通路上学特論 (I), 交通および部市計画実験および実習 (I)

写真情報処J'l!.とその応用（情報科学セミナー）

上木構造解折，土木構造実験および演jl"/ (I), (JI) 

B 建築学

環境淵整工学 (Ill)

建築計画学第 3,建築研究第 1-第5
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職名 氏名

教授（併） 丸安隆和

教授 井口昌平

久保疫三郎

三木五三郎

助教授 II 田村屯四郎

小林一舗

越 正毅

村井俊治

片山恒雄

教授 1II 勝田高司

” 池辺 陽



建築構造学 (lX) 教授 田中 尚

環境謁整上学 CIV) 石井咆光

建築史学 (Ill) ／／ 村松貞次郎

建築構造学 (VII) 功教授 川股屯也

建築計画 (V) 原 広司

建築構造学 (Vl 岡田恒男

建築構造学 (lX) 高梨氾—

環境，凋整」＿冴．学 CVI) 村上周

C 機械工学

特塑性別学実特験論， 機械工学特別演柑/(I) , 材料力学Bおよび (II), 機械工学 I教授！山田嘉昭

材料強度論 北川英夫

工作法演習 (A) 鈴木 弘

x車両工学特論 (A) 平尾 収

特流体別実力学験特論 (A), 機械工学特別演習 (I),(II)(流体力学A), 機械工学 石原智男

機械振動学 (B),機械工学特別実験，機械工学特別演習 (I) " 亘理 厚

機械振動学B, 機械力学演習 B 助教授 大野進一

工作法演習 (A) 木内 学

機械工学特別狐料 (I), 材料力学 (B) 中桐 滋

流体力学特論 (B), 機械工学特別演料 (I)(流体力学A) II 小林敏雄

D 産業機械工学

塑性加工学特論 教授 鈴木 弘

原子力機械1埒気機械工学特別演料 (I),機械力学 教授 柴田 碧

工作機械特論，機械r争学特別演習 (I) 助教授 佐藤品芳

崩村it/JO]こ督ビ4寺J裔 木内 学

E 舶用機械工学

応力測定法 (A) 教授 大井光四郎

応力測定法 (A) 北川英夫

X 内燃機関特論，機械工学特別演習 I (熱機関B), II, 機械工学特別実験 平尾 収

ガスターピン，機械工学特別梱習 (I)(流体力学B),機械工学特別実験 水町長生

有限要素法 助教授 中桐 滋

伝熱工学特論，機械工学特別演習， (I)(熱B),(I), 機械工学特別実験 棚沢一郎

ガスクービン，機械工学特別演背 (I)(流体力学B) 吉識睛夫

F-精密機械工学

制機械御工工学学，特精別研密機究械CI工学-特V別)禎習 CI , II), 梢密機械工学特別実験，精密 教授 大島康次郎

表JI面t学特論，V精)密機械工学特別演習 (I, JI), 精密機械特別研究 (I, 松永正久
, ill, IV, 

成II形)加精工密学機，械精工密学機特械別工研学究特CI別演-習V)Cl, II), 精密機械工学特別実験 (I, I助教授 i中川威雄

精x加密機工械制御工論学特，精別研密機究械0工-学特V別)演習 (I, II), 精密機械工学特別実験， I " i増沢隆久

G 船舶工学

x応用測定法，船舶工学演習，船舶工学実験
I教授 1高栢幸伯

構造力学特論 ” 川井忠彦
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船体運動特論，船舶」．．．学実験大要

H 電気工学

助教授 I前田 久明

X 結品物性工学，屯気通信上学特別実験，屯気通信lこ学演料屯気通信工学 教授 尾上守火

論文輪講，誘電体現象論， X高電庄工学特論，電気工学特別実験，電気ーー［学 I,, I河村 逹雄

演料，屯気工学論文輪講(I.JI)

X応用制御工学，電気□I一．学油判，屯気工学特別実験，電気工学論文輪，溝cI. I " I山口 楠雄
II) 

Xディジタル回路構成論，電気通信工学特別実験，屯気通信工学狐料，屯氣 I助教授 I沿i羽 禎雄
通信工学論文輪溝 (I, II) 

電力変換工学，屯気工学論文輪講 (I'JI)' 電気上学特別実験，電気」こ学浪習 I " I原島 文雄

I. 電子工学

超高周波屯子管，屯子工学演習，電子工学論文輪講，電子工学実験

, n狩機システム論，電子T学特別演習，電子］”．．学特別実験

超音波[→．学特論

X固体電子物性工学 (A) X半羽体表面物性，屯子工学演{P]' 屯子工学論文
輪講，屯子工学特別実験

屯子工学特別実験，屯f工学輪講

テレメーク r.学，画像の処理と伝送，電子工学論文輪講II,電子工学演料

電磁界解析特論 B, X批fエレクトロニクス

テレメータ］．．．学，画像の処理と伝送，電子工学演料，屯子工学特別実験，電
子ー［学論文輪講

X制御システム論B

X固体屯子物性T.学 (A),電f工学演料，屯+1こ学特別実験，屯Jこ[学論文

占"'"'，舟1,1•1

ートマトンと言語，電子工学特別実験，電子工学特別油習，屯子工学論文

J 物理工学

超音波工学，応用物性理学輪講 CI, II), 応用物理工学実験

光学機械特論，応用物理学実験および演料 CI, II), 応用物理学綸溝 CI,
II) 

真空工学特論，応用物理学実験および演習 CI, I!), 応用物理学輪講 (I,
II) 

物理音態学，応用物理学実験および演習 CI, II), 応用物理学輪講 CI,II) 

鼠子光学特論

真空工学特論，応用物理学実験および演習 CI, II), 応用物理学輪講 (I,
II) 

K. 原子力工学

放射性同位元素工学

L 金属工学

放射性同位元素冶金学，合金学実験 (I)

鉄鋼フ゜ロセス，鉄鋼製錬学実験

x合金学特論，金屈工学特別実験第 1' 金屈工学演習第 1' 合金学特論

X非破壊検壺法，応用 X線工学実験，冶金学特別実験 (I)

粉末冶金学，合金学実験 (I), 冶金学実験 (I)

金属結晶粒界，合金学実験 (I), 金屈工学特別実験 CI, II), 金屈工学演
習 (I, II) 

合金学特論，合金学実験 CI)

金属表面工学特論 (II)' 金屈表而工学実験
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教授 i斉藤成文

渡辺 勝

尼上守夫

安逹芳夫

浜崎変二

助教授 l安田 靖彦

藤井陽一

高木幹雄

原島文雄

生駒俊明

浜田 喬

教授 I烏飼安生

小瀬輝次

辻泰

根岸勝雄

助教授 I小介磐夫

菊田惧志

教授 I加藤正夫

教授 I加藤正夫

館充

西川精一

助教授 1本間禎一

原善四郎

石田洋一

tf座f fiJJ.i¥闘

増子 昇



M 工業化学

工業物理化学特論，ー［業化学特別実験，工業化学特別演料 教授 野崎 弘

xガラス特論 今岡 稔

無機［業分析化学特論 (I) 武藤義一

有機L業分折化学論 cm),上業化学特別実験，～［業化学特別演利 早野茂夫

応用光化学 (I), Jこ業化学特別実験，[業化学特別演fl 助教授 本多健一

固体化学特論 (JI),[業化学特別実験，ー［業化学特別演粁 I ぷぃJ｝, 阿斥 .'{,lo <, 

N. 合成化学

x無機製造化学特論 教授 山辺武郎

有機合成化学特論 (II) 教授（併） 浅原照三

高分子材料 (II) 教授 中村亦夫

高分f材料 CI),合成化学特別実験 CI, II), 合成化学特別演11'1CI , II) II 熊野硲従

化学反応論 (JI) 助教授 妹尾 学

有機合成化学特論 (ill) 白石振作

O 化学工学

x界面化学 l冴，学特論，プロセス設計，化学工学特別演料，化学工学特別実険 教授 河添邦太郎

化学[学特別実験，化学[鼻学特別演習 助教授 鈴木屈之

理学系

物理 学

物理学特別演lT,/ 教授 成瀬文雄

情報科学

防災と情報について 柴田 料

科学史，科学基礎論

技術史 村松貞次郎

農学系

x牒業工学特別講義 CIV) I助教授 l妹尼 学

本所の教官に指群をうけ本所において研究に従併している大学院学生のうち，本年度に

おいて博士および修士課程を修了した者の氏名，論文題目は次のとおりである

博士課程

氏 名 I課 程 I 論 文 題 目 I職名 I指導教官

小林信行 I建 築 学 I閉鎖的空間の気流性状に関する悲礎的研究 I{教助数授授 開
池田耕―| i高屈建実物周辺に発生する強風並びにその防除に

｛教助教授授
勝田

関する険的研究 村上

遠藤 彰 I I有限究要索法による回転シェルの弾性座屈に関す 助教授 川股屯也
る研

細野 透 弧長法による弾性座屈問題の解析 " 川股咽也

田中裕久 機械工学 スプー Jレ系油圧制御弁に関する研究 教授 石原智男

曽我部潔 産業機械工学 液体貯梧の耐裳設計に関する研究 柴田 王'貞"' 

鶴 賀孝広 舶用機械工学 メタノール機関の研究 平尾 収
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中川多津夫 l精密機械工学 I二硫化モリプデンのI朋擦における雰囲気効果の I教 授
研究

恩田昌 彦

津田 俊隆 l屯気 J:学 1ディジタルファクシミリ信号の幣域圧縮に関す 教授
る研究 ｛助教授

堺 和夫 I 屯 f 上学，皿—V族化合物半導体の電f的物性の評価に関 教授
する研究

渡辺俊太郎 I物理!".学 I金屈蒸気レーザーの発振機構に関する研究 I{教授 小瀬輝次
i助教授 小介磐夫

｛教授小瀬輝次
助教授 小介磐夫

薩 興仁 1金屈工学 Studieson Preparation Characteristics and I研究担当明石和夫
Practical Use of Activated Red MuD 

渡辺 正工業化学半導体の光電極反応の研究

会川 義窃 ，， 色索結品中における電子移動に関する研究

大門 宏合成化学高分子の化学設計：シクロドデシル側鎖の直合反
応および高分子の性質におよほす彩苦

府津 修

浅原照三

石井正雄

高速精密位骰決めサーボ機構に関する研究

フリプトンイオンレーザーの研究

松永正久

大島康次郎

尾上守夫
高木幹雄

安逹芳夫

助教授 I本多健一

” 本多健一

教授熊野黙従

Nークロロアルキルアミンの反応性に関する研究 1教授（併） 浅原 照三

含カルボニルポリマーの合成と光分解に関する 助教授 妹尾 学
研究

修士課程

氏名 I課 程 ム
同

.. 
9
B
 

文 題 目

肖 島正和 I土木工学 1遠景図作成の一手法に関する研究

職名 指羽教官

{~ 
安川 渉

岡 村憲光

自由地下水への鉛直涵促屈に関する研究 I教 授 I井口 け平
ー多摩川中流域における解析一

道路交通による地盤振動の実態と特性に関する I " I久保疫三郎
枯礎的研究

小林 保 ” レジンコンクリートの補強に関する 2,3の考察

今西 芳― ” 歩行者の径路選択特性に関する研究

田中直人建 築 学 Terminologyからの MC概念の分折

松本 順 ” 建築における性能概念の構造分析

門内 輝行 ／／ 設計方法論的観点からの建築へのアプローチ

谷口 英武 ,, H形鋼柱の強度と変形能力に関する研究

有田 阻― ” 都市の自動車騒音の性状に関する研究

後藤 博司 ” 非等分布側圧を受ける円筒殻の安定解析

山尾 和広 ” 住居集合論序説

西村 透機械工学材料 非線形挙動の力学的研究

久田 俊明 // '疲労き裂進展への信頼性的アプローチ

古井 輝武 ” 回転円板のI限擦振動に関する研究

郊 陽― ” 逆感度を用いた動的パラメーク推定の研究

尾野本哲広 ，， 交通騒音のエネルギ合成に関する研究

岩永 正裕 ” 回転円柱まわりの流れについて

田村 範夫 ，， 作動油のキャピテーションに関する研究

山田 収 ” 衝撃を受けるはり弾塑性変形に関する研究

安居 栄蔵 産業機械工学 板圧延における材料の三次元ひずみに関する柚
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助教授 I小林一舗

越」、E毅

教授 I池辺

池辺

池辺

助教授

’’ 
教授

助教授

教授

陽

陽

阻

尚

光

也咽

直

中

井

股

田

石

川

原

亘理

亘理

広司

山田嘉昭

北川英夫

厚

厚

原亘理

石原特男

石原智男

中桐 滋

鈴木 弘



礎研究

提泰治郎 南業機械 L学 配管系レイアウトのCADと3次元入出力に関す I教 授 I柴田 碧
る研究

持尾 隆」： ” 耐虞設，itにおける非）よ定常性究，多次元相関を考！息 ” 柴田 碧
した応答に関する 礎的研

黒崎 明 " I _r作機械構造の振動解折に関する研究 助教授 佐藤芯芳

大井光四郎

長尾 彰：I: ,, 静電探針究法のシリンダ内燃焼解析への応用に関 ” 平尾 収
する研

松岡 義雄 " ! 自動車の迎転に必嬰な情報に関する研究 ” 平尾 収

沖本 Iii'/男 ” 動圧J刊ラジアル排気ク ピンについて ” 水町長生

白井栄一 旋回流れのある円錐ディフューザーについて 水町長生

桑原啓一 血液における気体のガス交換過程の）l託礎研究 助教授 り~]り{—良11

伊藤和徳 精密機械」：学 NC用ネジ検出器に閲する研究 教授 大屈康次郎

岡崎 iE- 最短時間制御に関する研究 大島康次郎

西本克史 環境汚染制御に関する研究 大島康次郎

毛 利尚武 微小パタ ン位i罰決め制御 大島康次郎

李 昭功 船舶工学 曲げ疲労試験における AcousticEmission 高橋弗伯
の』韓礎的研究

下間 芳樹 m 屯 ,x.,i .. I .・. ,・"f'・ ・ AE椋的システムに関する研究 山口楠雄

四方 進 ,屯.,な f. .I . . ~·f"· ・ CO2レー によるインコヒーレント光ヘテ 斉藤成文
ロダイ I 

徳 田博邦 MNOCメモリデバイスのトラップ準位に関す 安逹芳夫
る研究

樋口 博 l I照明光の空実間変品を用いた体積走i杞法による三 II 浜綺変二
次元11hi像時間伝送

林 秀樹 ” 音祷光学フィルタに関する研究 助教授 籐 井 阻

奥村 次徳 ” 発光ダイオ ド中の深いイ＜純物iJ.I;位と劣化 " l.f:. 駒俊明

占部伸二物狸工学 HookMethodによる NelS準位占有密度の測
｛助教教授授

小瀬
定 小介

飯島俊年 I Iアーベル変換を用いたイraオdiンレーザープラズマ{助教 授 小瀬輝次
における上準位密度の al d1stri butionの i 教授 小介舒夫
測定

谷脇 雅文 I金 1函 r. 学 Iメスバウアー効果によるアルミニウム中の錫原
｛助教教授授

!Jod森 JE}ミ
f格f振動の解折 石田袢一

小沢孝好 I 1,m鉛アルミニウム細粒共析合金における119sn 〖教 授 加藤正夫
メスパウアー解析 助教授 石田洋一

元屯正 洋 I iオー6ジ5ェオートグラフィーによるアルミニウム
｛教助教授授

加藤正夫
中の Znの解折 石田洋一

藤森直治 粉末冶金法による複合材料の作成 助教授 原善四郎

南 直樹 工業化学 溶液中での棒状分子の配向と応用に関する研究 教授 野崎 弘

早瀬光司 界面活性剤ミセル水溶液における高級アルコー 教授 早野茂夫

ルの分配
' 伊藤公紀 屯気化学発光に関する研究 助教授 本多健一

平）II 学 ホトクロミック感光材料の研究 本多健一

井）II 学 合成化学 逆没透に関する研究 教授 山辺武郎

立木繁雄 オリゴマー錯体に関する研究 教授 熊野諮従

難波常宰 相関移動触媒に関する研究 助教,,授 妹尾 学

城所直登 ニトリルオキシドの反応に関する研究 白石振作
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且I田敏雅 i化学 学 I河川における阻金属汚染の研究 儘贔 河添邦太郎
鈴木 ）店之

2. 学部ゼミ。学部講師など

全学一般教養ゼミナール担当者リスト

官職 I氏名 I 題

教授大Jt-光四郎 IH• Weyd, Raum Zeit Materie講紬

” 平尾 収 1自動車に関する諸問題

” 松永 」,E久 ミクロの探求（分担，屯・f顕微鍛の話）

助教授 中川 威雄＇精密機械工学入門， ミクロの探求

増沢 隆久 ミクロの追求，精密機械工学入門

生駒俊明 Engineeringin English 

" I浜田 喬電子計符機概論

教授 山辺 武郎分離技術としてのイオン交換法と排水の高度処理技術

池辺 腸つくることを考える

目

助教授 I原 広司 I近代芸術論と建築理論

学 期

旦学期

冬学期

冬学期

及学期

冬学期

及学期

冬学期

冬学期

旦学期

冬学期

非常勤講師としての出講（本学内他部局に対する）

官職 I氏 名 I "そや' 義 題 目

教授大井光四郎 材料力学通論 教終学部

山田嘉昭 塑性学 工学部

成瀬文雄 物理学 教捉学部

助教授 1田村屯四郎 土木解折法II ［：学部

教授松永正久 表面工学 工学部

川井忠彦 原f力[学特別講義 (I) 工学部

助教授 l佐藤 芯芳 j切削加工 (I[) 工学部

木内 学非切削加[学 (II) 工学部
I 

3. 受託研究員・研究生など

大学，官公署，会社または個人の申し出により，本所において研究に従事し，本所教官

の指尊を受けることを希望する者には受託研究員，研究生，産業教育留学生などの制度が

適用される（その規定巻末237ページにある）. 49年度においてこれらの制度のもとに研

究指群を受けた者の数は受託研究員 67名，研究生 30名である．

139 



4 生研講習会および生研セミナー

A. 生研購習会

'・［学技術に関する新しい学理と技術，その応用などにつき広く産業界等の研究者・技術

者を対象として， 49年度は第13回 (10月）として開催した．なお，今後も継続して行われ

る．

L 主 催：財団法人生産技術研究奨励会

2. 後 援：東京大学生産技術研究所

3. 場所：麹町会館

4 日時：昭和 49年 10月 30日-31日 10時-17時 15分

5. 受講者： 91名

6. テーマ：耐衰工学の最近の発展

謡 義 内 容 I 溝 師 摘要
I 

(1) 最近の地虞学の発展 助教授伯野元彦（［博）地震研 第 1日

(2) 地姦動の性質 助教授片山 1¥[雄 (Ph.D) 第 1日

(3) 沈埋トンネルの学動と解析 助教授 田村屯四郎（［博） 第 1日

(4) 鋼構造の動的洛動 教授久保疫三郎([閲） 第 1日

(5) 鉄筋コンクリート建物の耐虞性と 助教授岡田担男（エ博） 第 2日
耐姦設』の評価

(6) 耐虞ダンパー 助教授川股屯也（［．博） 第 2日

(7) 化学プラントの耐姦設計・ 教 授 柴田 舟月 Cf.I専） 第 2日

(8) 火災避難シミュレ ション 助教授藤田 隆史（「島博） 第 2 I—l 

B. 生研セミナー

産業界の第一線技術者に再教育ないしは継続教育の機会を提供することを考え開催され

たなお，今後も継続して行われる

1. 主 催：財団法人生産技術研究奨励会

2. 後 援：東京大学生産技術研究所

3. 場 所：東京大学生産技術研究所

4. 日時：昭和49年 7月 8日-8月 27日

5. 受講者:100名

コース テ マ 督
9
ゴ
,
;
;

師

人間のかかわる機械系の制御と安全

2 I半導体電子物性

教授平尾 収（上博） I 7月8日-10日

教授安逹芳夫（エ博） 7月18日-19日
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3

4

5

 

物質とエネルギー（機能材料のI捐発とエ 教授野崎 弘（丁博） I 7月22日-24日
不ルキー変換の柚礎 I{助教授 鋤柄 光則（エiり）
ひずみゲージの品礎から最近の進歩まで 教授 大井光四郎（エ博） 8月26日-27日

モデュラーコーディネーション・デザイ 教 授 池 辺 陽（エ博） Is月19日-21日
ンシステムにおける集合の問題
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IV。機構。職員。予算。記録

1. 機構

A. 機構の概要

生産技術研究所は日常の業務遂行の面から，研究部と事務部に大別される・

研究部は，連営の便宜上， 5部門に分かれ，部ごとに互選による 2名の常務委員がいて

部の日常の業務処理に当たる・ 常務委員のうち 1名は，部主任として部を代表する．常務

委員は，常務委員会を組織し，所長の諮問機関として毎月 2回，必要によりそれ以上会議

を開催している．研究部は研究室から成り立つており， また，その部の専門を適当に分類

した専門分野表は 1ページ「活動の概要」の項に掲げたとおりである

本所の重要罪項は教授総会で決議する．教授総会は教授•助教授によって組織され，毎

月 1回定期に開催している．ほかに教官同志の知識向上をはかる輪講会が毎月 1回行われ

る．

そのほかに所員がそれぞれの専門的立場から組織する各種委員会，運営関係を担当する

諸委員会があるこれらは各部から選出する教授• 助教授または講師が委員となって構成

されるもので，委員長は教授総会で選出されるものと所長委嘱によるものとがある・ その

種類は次ページ B-機構図にあるとおりで，内容は巻末の委員会諸規定を参照されたい・
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B. 機構図

―—研究

教授総会

常務委員会

咽iiiiiiiiliri員
一—計測技術開発センターーセンター長

一—複合材料技術センターーセンター長

庶務掛，人事掛，厚生掛

所長-+-事務部ー事務部長｛総務課長｛出版掛，図酋掛，写真掛

経理課長一課長補佐(
司計掛，研究協力掛，給与）
掛，出納掛，用度掛，施設掛
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一—千葉実験所ー所長ー事務室

工作室

一試作工場-E設計室

事務室

プログラム班

一電子計算機室ー室長一室長補佐i操 作 班

事務班

特別研究審議委員会・エ作委員会

—常骰運営関係委員会-{図書委員会・写真委員会・出版委員会

営繕委員会・千葉実験所管理運営委員会

厚生委員会・講習会委員会・電子計算機委員会

放射性同位元索委員会・試験溶鉱炉委員会

津波高潮実験施設運営委員会

一臨時委員会—{将来計画委員会・建築計画委員会・記念行事委員会

臨時事業委員会•改革委員会（教官）・奨励会委員会・等



2 職 員

A. 現員表 (50. 4. 1現在）

a. 職種別職員数

区分 I教授 I助教授 I購師I助手 I技 官 I事務官 I技能員 I用務員 I合 計

職員数
43 

*3 

43 8
 

83 I 167 95 6
 

13 I 458 

*3 

＊印併任

b. 諸系統別職員数

区分 研究系統 事務系統 技術系統 技能労務系統 その他

職
教 助 =引·ふ~｝ 研 研 助 技 :_IJ: 技 技 罪 技 用 日 合

種 教
JI'-' し

クjUし 計 務 計 計 務 能 務 計 屈 計
担

別
授 授 師 '二"l 員 手 官 r'呂→ 官 官 官 員 且 者 計

職 43 43 8 11 51 83 18257 88 88 125 125 24 7 6 13 50 7 7 527 
員 *3 *3 *3 
数

＊印併任

B 職員名簿

研究部

（教授• 助教授（併任を含む）・講師• 研究担当・研究員・助手まで）

第 1 部

官職 氏 名 学位 官職 氏 名 学 位

教 授 大井光四郎 工 博 助教授 田村重四郎 工 博

” 烏飼安生 理 博 II 本 間禎 rノ

‘’ 山 田嘉昭 工 博 " 中桐 滋 II 

II 北 川英夫 II ,, 小倉磐夫 理 i専

／／ 小 瀬輝次 " " 岡田恒男 工 博

／ヽ 成瀬文雄 理 博 ／／ 鈴 木敬愛 理 閲

II 辻 泰 ‘’ ‘’ 菊 田裡志 、/

II 根 岸勝雄 II 購 師 横内康人 工 博

併任教授 森大大吉郎 工 博 ’’ 渡辺勝彦 ’’ 
I/ 叡永五郎 理 博 研究員 斎藤弘義 // 
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員

手

究研

助

II 

II 

教 授

” 
II 

” 

II 

II 

助 教授

II 

II 

II 

II 

I/ 

II 

講 師

研究担当
II 

” 
II 

II 

研 究員

145 

鈴

鈴

藤

山

輪

加

小

片

木

木

森

沢

竹

藤

倉

岡

木

尾

理

町

永

島

原

橋

田

井

藤

沢

野

内

田

川

林

識

沢

田

橋

藤

野

谷

村

村

地

鈴

平

亘

水

松

大

石

高

柴

川

佐

棚

大

木

前

中

小

吉

増

藤

高

安

伯

染

田

植

菊

臣

文

雄

雄

郎

行

達

郎

三

武

寛

聰

常

千

勝

公

邦

忠

寿

弘

収

厚

生

久

郎

男

伯

碧

彦

芳

郎

次

長

正

康

智

幸

久

威

敏

睛

隆

隆

伸

良

元

常

恒

英

工

工

” 

II 

／／ 

” 

” 

第

博 I研究員

I 

博

2
 

部

助

// 

” 

手 森 地

芳野

久保田

高木

関

小

関

林

根

直暉

俊彦

敏弘

堅志郎

松太郎

正典

孝司

工

工

工

修

博

修

工

工

修

博

富 工

II 

N II 工

博

博

” ” 

” 

田

吹

本

山

味

村

岡

谷

隆

直

浩

夫

豊

尚

道

努

哉

信

II 

” 
II 

” 

” 
II II 陽 工 博

” 
、/

II 

II 

進 II II 

学

明

雄

雄

夫

久

史

晃

夫

彦

雄

真

義

” 

‘’ II 

” 
// 

II 

” 

” 

‘’ 

手

二

惇

行

雄

夫

平

次

平

洪

雄

雄

大

郎

弘

郎

明

三

也
太

市

照

道

節

周

献

泰

錫

貞

文

正

震

英

政

消

善

泰

達

林

田

石
生

井

矢

杉

平

五

木

松

梅

山

前

黒

小

合

荒

小

徐

岩

原

川

塩

小

森

小

萩

立

重

口 II 

田 II 

田

林

田

木

元

畑

治

嶋

II 

” 

” 
口

工 博

I/ 

’’ 

” 
// 

II 

工
” ” 

” 
／ヽ

田



助 手

II 

// 

小

岡

遠

永

古

江

藤

畑

本

藤

田

谷

口

谷

敏

真

国

純

義

彦

智

彦

一

貨

弘

信

教 授

” 

// 

” 

併任教授

助 教授

” 
II 

II 

、/

、/

II 

II 

講 師

”（兼務）

研究担当

研究員

教 授

II 

部

田

谷

生

谷

斎

渡

尾

安

浜

河

山

野

安

高

藤

高

原

生

浜

榊

長

藤

石

麻

加

山

中

武

今

藤

辺

上

達

崎

村

口

村

守

芳

襄

逹

楠

民

靖

禎

陽

幹

文

俊

田

羽

井

木

島

駒

田

籐

辺

村

藤

岡

和

成

裕

長

中ヽ
Uヽ

正

武

亦

義

文

勝

夫

夫

雄

雄

也

彦

雄

雄

雄

明

喬

之

望

子

久

雄

夫

郎

夫

一

稔

工

工

理

工

工

第

II 

II 

II 

II 

II 

第

II 

II 

父
/
9
-ll 

博

博

拇

Ph. D 

工博

博

3
 

4
 

/I 

員ヒ
しoj
 

T

1

 

部

飢

助

II 

fヽ

II 

” 

” 

部

手

、t
ノ務兼（

 
授

孝

9
|

—
阪

” 

授

小

天

福

佐

小

田

田

吉

川

山

野

伊

藤

福

岡

山

横

横

田

稲

北

市

粟

座

市

谷

林

野

岡

賀

池

中

中

田

橋

本

坂

藤

田

田

田

田

山

田

代

葉

条

川

原

間

川

口

館

河添

西川

熊野硲

早野

幹夫

富男

新五郎

徹雄

典夫

勝 也

裕久

裕

卓

康

俊

猛

真

雄

彦

献

明

男

閲章

幸嗣

和丸

文之助

博

準

初男

由紀子

知 之

勝男

忠 勝

充

朗
太邦

梢

茂

従

夫

工 修

／／ 

工 博

工 博

工 博

II 

工

工

博

博

工 修

工 博

II 

Fl 
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助教授

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

講 師

研究担当

II 

II 

II 

研 究員

II 

II 

// 

// 

I/ 

／ヽ

’’ 

教 授

／／ 

‘’ 

‘’ 
助教授

／ヽ

原

本

妹

石

橋

石

木

柄

野

子

蔵

下

本

馬

石

井

内

野

根

沢

村

倉

保

高

白

鈴

鋤

井

増

大

松

山

相

明

川

伊

荻

中

水

中

朝

時

藤

勝

久

池

井

田

石

村

小

JII 

多

尾

田

田

島

田

保

辺

口

中

井

木

松

林

股

善四郎

健

洋

振

基

光

博

明

幸

胤

和

利

圭三

千宜

伸也

賓市郎

祝 治

澄男

昭

高司

製三郎

陽

平

尚

聖光

五三郎

貞次郎

輔

也

昌

璽

学

浩

作

之

則

満

昇

光

雄

寛

和

夫

長

贅

工

理

理

工

工

工

Sc. D 

博

博

II 

II 

／／ 

’’ 
// 

‘’ 

第

II 

I/ 

／ヽ

II 

／／ 

博

博

博

博

5
 

研究員

助

” 
II 

II 

／／ 

II 

II 

’’ 

” 
／／ 

‘’ 
II 

” 
II 

II 

II 

”（兼務）

部

助教授

” 
I/ 

手

II (兼務）

講師

研究担当

研究員

坂

族

和

田

田

田

藤

上

川

利

島

塚

瀬

谷

長

佐

井

長

甘

豊

石

木

飯

堤

田

中

川

井

智

井

野

尾

木

木

明

平

々

田

小

高

明

安

桑

七

鈴

佐

虫

藤

橋

見
治

越

高

原

村

片

村

虫

橘

高

田

梨

井

山

上

明

俊

杏

芳

和

乙

文

洲

裕

雄

丸

健

洋

司

則

夫

揚

男

良

郎

治

明

至
二

武

喜

隆

秀

武

和

貞

昭

信

消

芳

康

政

克

正

進

夫

子

彦

道

正

晃

広

俊

恒

周

功

秀

毅

工 博

工

理

工

II 

理

工

修

博

博

博

博

// 

工

工

工

工

修

博

博

修

工 博

II 

工 博

” 
司

治

雄

三

臣

樹

裕

宏

II 

II 

Ph. 

工

II 

工

D

修

博

II 

” 
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研究員

II 

、/

” 
助 手

三

洋

作

史

彦

嘉

信

徳

谷

瀬

下

本

浜

村

井

村

多

藤

角

成

木

阪

大

木

臼

今

本

佐

省

良

好

喜

茂

芳

昭

暢

早

村

長
）
授

一
授

タ

教誓
助

野

上
茂

周

彦

Sc. D 

理博

工

工

” 

‘’ 
II 

” 

博

修

助

助

一

博

修

// 

”
 
II 

” 

手

II 

// (兼務）

計測技術開発センター

夫 Iエ
工

複合材料技術センター

昭 Iエ博 I

伊 藤

半谷

重信

宇田川

二

徳

泉

夫

智

紘

博

寺

外

大

斉

芦

前

吉

藤

吉

手

尾

山

蔵

藤

川

田

野

平

野

利

裕

恒

邦

道

知

孝

正

治

彦

雄

明

道

博

工

工

博

修

” 

” 
工 博

” 
工 修

II 

工

工

博

修

センター長（兼務）
（教授） I山

所 長
（生研所長兼務） I武

工場長凍務）

（教授） I石

室 長（兼務）
（教授） 1河

田

藤

原

村

嘉

義

智

逹

千葉実験所

Iエ博 II 事務掛長（併）
（経理課課長補佐）1鶴

試作工場

男 Iエ博 II助手関

子計 算 機 室

,, I古

博 II亨旦昌笠 I藤雄 Iェ 田

岡 為 少/3-

屋

豊

七 郎

最 子 Ph. D
 

務 部（事務系役付職員まで）

重

忠

博

秀

為

木

島

永

永

東

岡

藤

村

藤

巾務部長

総務課長

庶務掛長

人 市 掛 長

犀生掛長

出版掛長

図 曹 掛 長

写真掛長

第 1部業務掛長

滝

武

加

佐

石

水

石

安

加

沢

井

藤

藤

田

野

川

田

藤

吾

治

助

整

郎

明

三

之

太

章

重

誠

菫

睛

隆

良

光

平

第 2部業務掛長

第 3部業務掛長

第 4部業務掛長

第 5部業務掛長

経理課長

経理課課長補佐

司計掛長

研究協力掛長

給与掛長

鈴

福

吉

吉

伊

鶴

佐

北

遠

武

昂

雄

司

文

郎

彦

稔

夫

譲
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佐

斎
一

長

長

掛

掛
納

度

出

用

川

藤
正

石

鶴
長

町
（
 

掛
所
長

験
掛

設
実
務

葉
事

施
千

一

茂

夫

井

岡
為

郎

彦

年間異動

官 職 氏 名 発令年月日

助 手 杉 山 衣世子 49. 4. 10. 辞職

関 根 孝 司 49. 7. 16. 助手採用

技 官 鈴 木 康 夫 49. 7. 16 助手配置換

講 師 鈴 木 浩 平 49. 7. 31 辞職

助 教 授 明 石 和 夫 49. 8. 1 工学部教授昇任

// 根 岸 勝 雄 49. 8. 16 教授昇任

講 師 村 上 周 ／／ 助教授昇任

助 手 石 塚 隆 49. 10. 1 工学部配置換

助 手 田 1ザ而」 正 久 49. 10. 16 京都大学理学部配置換

教 授 武 藤 義 49. 11. 14 所長併任(52.11.13まで）

‘’ 
,, 東京大学評議員併任（叫

II // 附属千葉実験所長併任(//)

助 手 阿 I8 口J 松 男 49. 11. 16 講師昇任

助教授（工学部） 増 子 昇 II 生研配置換

助手（工学部） 虫 明 功 臣 II 講師（生研）昇任

吉 野 博 49. 12. 16 助手採用

教 授 此＊ 田 碧 49. 12. 23 電子計師機室長代行委嘱

助 手 橘 秀 樹 ro. 2. 16 講師昇任

教務系技官 新 谷 只昭 改）． 3. 1 助手昇任

戸cit, Jll 智 // 助手採用

教務系技官 佐々木 政 子 w. 3. 16 助手昇任

技 官 田 中 勝 也 " 
II ／／ 

虫 明 克 彦 II 助手採用

助 手 西 山 正 50. 3. 20 辞 職

講 師 阿 高 松 男 ro. 3. 31 ’’ 
助 手 滝 本 英 之 ん9 II 

／ヽ 大 林 成 行 II // 

II 松 本 年 男 II II 

庶 務 主 任 浅 見 高 春 I/ 

’’ 
教 授 野 崎 弘 ~- 4. 1 停年退職

助 手 田 村 直 // II 
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事務部長

総 務 課 長

経 理 課 長

和歌山高専
庶務課長
給与課課長補佐
（経理部）

助手（群馬高専）

教 授

c
 

名 教 授

田

杉

滝

武

伊

前

田

石

河

故井口 常雄，

故岡宗次郎，

福田義民，

岡本舜三，

一色貞文

3. 

A. 

瀬藤

故渡辺

坪井

江上

中

浦

沢

井

東

田

中

原

村

象＿，

要，

善勝，

一郎，

正

吾

治

郎

紘

久

男

雄

三

源

勝

章

重

秀

裕

智

逹

決算と予算

昭和48年度歳出決算額

総額

職 員 給 与

校費

研究部経費

各部研究費

特別研究 費

特殊装骰運転経費

その他

管理連営費

光熱水料

通信費

清掃 費

自動車管理費

暖冷房運転経費

故友田

福田

菊池

星埜

宣孝，

武雄，

真ー，

和，

金額

1,563,189,462円

977,772,495 

480,831,797 

320,258,881 

135, 786, 785 

148,150,000 

21,195,800 

15,126,296 

144,873,916 

19,537,114 

15,120,729 

2,752,450 

2,823,867 

4,965,520 

50. 4
 

ー

II 

// 

II 

” 
II 

故谷

高橋

星野

森脇

勧奨退職

／／ 

事務部長昇任

総務課長配囮換

経理課長昇任

助手配個換

助手採用

試作工場長併任

屯子計邸機室長併任

安生，

武雄，

昌ー，

義雄，

比率

100.0 

62.550 

30.760 

星合正治

永井芳男

関野 克

沢井善三郎

比 率

形

100.0形

66.60 

28.23 

30.82 

4.40 

3.15 

30.13 

4.06 

3.15 

0.57 

0.59 

1.04 
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ムヰ 議 費 1,265,700円 0.26 

庁舎営繕費 4,368,500 0.90 

図 書 費 11,462,390 2.38 

出 版 費 8,870,089 1.85 

写真室運営費 168,000 0.04 

厚 生 経 費 1,301,286 0.27 

試作工場連営費 6,256,500 1. 30 

電子計算機室運営役 2,618,000 0.55 

計測技術開発センター運営費 1,000,000 0.20 

実験所運営費 8,100,000 1.68 

拝務経費（含賃金） 12,322,825 2.56 

臨 時 経 費 41,940,946 8.73 

節 約 額 15,699,000 3.27 

電子計算機借料 60,015,170 3.840 

受託研究費 22,660,000 1.450 

受託研究員毀 5,650,000 0. 362 

各所修繕費 4,700,000 0.300 

職員旅費 8,845,000 0.566 

受託研究旅費 2,070,000 0.132 

諸 謝 金 145,000 0.009 

施設整備費 500,000 0.031 

B. 昭和49年度歳出予算額

金 額 比 率 比 勺*土

総 額 1,922,392,000 PJ 100 0 パ0っ/ 

職員給与 1,321,363,000 68. 735 

校 費 494,428,000 25. 721 100.0形

研究部経費 314,022,190 63.51 

各部研究費 133,843,590 27.08 

特別研究費 142,325,000 28. 78 

特殊装置運転経費 20,640,600 4.17 

てプ の 他 17,213,000 3.48 

脊理運営費 156,235,821 31.60 

光熱水料 30,068,000 6.09 

通 信 費 15,123,000 3.06 

清 掃 費 2,660,000 0.54 
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自動車管理費

暖冷房運転経費

会議費

庁舎営繕 費

図書費

出版 費

写真室連営費

厚生経費

試作工場運営費

電子計算機室運営費

計算技術開発センター運営費

実験所運営費

事務経費（含賃金）

臨時経費

予備費

節約額

電子計算機借料

受託研究費

受託研究員費

各所修繕費

職員旅費

受託研究旅費

諸謝金

2,888,000 

7,078,000 

1,330,000 

4,635,000 

12,695,000 

11,954,000 

64,000 

1,435,000 

2,961,000 

5,130,600 

1,362,000 

12,641,400 

12,263,000 

31,947,821 

7,169,989 

17,000,000 

60,684,000 

22,805,000 

6,400,000 

4,200,000 

9,957,000 

2,355,000 

200,000 

0.58 

1.43 

0.27 

0.94 

2.58 

2.41 

0.01 

0.29 

0.60 

1.03 

0.28 

2.55 

2.48 

6.46 

1.45 

3.44 

3.156 

1.186 

0.333 

0.218 

0.518 

0.123 

0.010 

c. 文部省科学研究費関係（昭和49年度）

総 額

般研究

奨励研究

総合研究

試験研究

特定研究

自然災苫特別研究

148,390,000 

77,010,000 

1,200,000 

5,580,000 

16,670,000 

45,930,000 

2,000,000 
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0. その他の研究費（昭和49年度）

総額 121,060,000 
文部省科学研究費分担金 9,720,000 
奨学交付金 lll,340,000 

B+C+D=2, 191,842,000 

（千万円）
IO 

1,:,:•1 ヤ I I 

研究所費 科学研究費その他の研究費
B C D 

2

I

 

； 
IIRRHl!!ll!Nt111 1111肩HIPHHnnn

亨和5年」ヒ仰和妬年」
1970年） (1971年）

4
 

昭和49年度のおもな記録

A. 教授総会開催日表

4. 17, 5. 22, 6. 19, 7. 17, 9. 18, 10. 16, 11. 20, 12. 18, 1. 22, 2. 19, 3. 13 

B. 各種委員会開催日表

委員 会名 開催日 （臨）は臨時開催日

常務委員会
4. 3, 17, 5. 1, 22, 6. 5, 19, 7. 3, 17, 9. 4, 18, 10.2, 16, 

11. 6, 20, 1 2. 4, 18, 50. 1. 8, 22, 2. 5 , 19, 3. 5 , 19 

講習会委員会 3.20, 4. 9, 6. 14, 7. 8, 9. 27, 11.26 

記念行事委員会 50. 2.13, 3. 7 25, 5.23 

改 革委員会
（教授）

5. 27, 9. 9 , 9. 17, 9. 24, 1 0. 1, 1 0. 2 

図 書委員会
5. 22, 6. 26, 7. 19(臨）， 9.24, 1 0. 23 , 11. 27, 12. 25, 5 0. 1. 29 

3. 26 

出版委員会
5. 1, 5. 29, 6. 26, 7. 24, 9. 25, 10. 23, 11. 27, 12. 25, 50. 1. 29, 

2. 26, 3. 26 

写真委員会 5._ 17, 12. 13, 50. 3. 28 
厚生委員会 5.21, 6. 12, 50. 1. 31, 2. 17, 3. 18 

営繕委員会 5.15, 11. 13, 50. 3. 26 

工作委員会 5.23, 9. 11, 11. 6, 50. 1. 29, 3. 26 
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千葉実験所
管理運営委員会

喜別
電子計算機
委員会

試験溶鉱炉
委員会

津 波高潮実験
施設運営委員会

放射性同位元素
委員会

5. 14, 5. 22, 50. 3. 18 

4. 10, 4. 24, 5. 8, 6. 12, 7. 24, 9. 11 

4. 10, 5. 8, 5. 22(臨）， 6.12, 7. 10, 9. 11, 10. 9, 11. 3, 

50. 1. 8, 2. 12, 3. 12 

5. 15, 7. 31, 50. 1. 29 

11. 25 

12. 11, 

7. 24, 11. 13 

C. 輪 会

I 
通し回数 1 題

地震動の工学的な性質について

超音波音場の可視化と測定について

自動車用ガスターピンの話

交通流シミュレーションと交通管制技術

デンプンの誘尊体とその利用

建築音唇の校型実験

原子力発電における腐食の問題

二硫化モリプデンの摩擦における雰囲気特性

わが国における交通制御の現状

高分子の不均ー構造

目 開催年月日

433 

434 
435 

436 

437 

438 

439 

440 

441 

442 

講

助教授

助教授

教授

助教授

教授

教授

助教授

教授

助教授

教授

演者

片山恒雄

根岸勝雄

水町長生

高羽禎雄

中村亦夫

石井聖光

本間禎一

松永正久

浜田 喬

熊野玲従

49. 4. 17 

49. 5.22 

49. 6.19 

49. 7. 17 

49. 9. 18 

49. 10. 16 

49. 11. 20 

49. 12.18 

50. 1. 16 

50. 2.12 

D. 研究所公開

(49年5月28日-29日下記の研究室を公開）

研 究 題 目 研究担当者

第 1 部

金属蒸気レーザ

金属の表面形態構造の研究

超音波と材料試験

ループつきひずみゲージ

X線回折に伴なう光電子の強度変化

モアレ法によるひずみ測定

壬アレ統による衝撃ひずみ測定

高速度で移動する発振源による地盤内の波動の伝播

破壊力学の研究

第 2 部

高真空中の摩擦の研究

電舒単結晶薄膜の分布亀裂の研究

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

教

教

”

教

教

教

”

教

助

助

教

教

助

教

助

助

教

教

｛

｛

 

本間禎一

烏飼安生

大井光四郎

辻泰
菊田楓志

山田嘉昭

中桐 滋

田村菫四郎

北川英夫

松永

松永

正久

正久
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｛球図面の自動読液取について
形タンクの 面の振動 教 授 柴 田 珀ね1 

板材圧延における変形挙動の基礎的研究 教 授 鈴 木 弘

放電加工の電極送り 助教授増沢隆久

サーポ機構 教授大島康次郎

回転円板のI釈擦振動 教授亘理 厚

＊有限要索法による技術計狩：の精密化 教授川井忠彦

板材矯正の研究 教授鈴木 弘

固液共存状態における金屈の塑性加工 助教授木内 学

表面粗さの実時間測定に関する基礎研究 佐藤峠芳

プレス加上の研究 中川威雄

ガスタービンの研究施設
｛助教教授授 水吉町識 睛長生夫

第 3 部

レーザのエレクトロニクスヘの応用
｛助教教授授 藤斉藤井 成陽文一

しヘ司テロダイン系ii",:の応用
調可能光装 の応用

光情報処理
｛助教教授授 浜榊崎 変裕之二

＊交通のシステムとエレクトロニクス 助教授翡羽禎雄

構内コンビュータ・ネットワ クのミニコン端末システム
｛教助教授授 渡浜辺田

勝
喬

画像情報処理 ｛助教授 尾商上 守夫
教授 木 幹 雄

エレクトロメカニカル機能：部品 教授尾上守火

しフ"ァクシミリ
同期多屯通信

助教授安田靖彦

AE椋定システム 教授山口楠雄

化合物半羽体とMISデバイス
｛教助教授授 安生逹駒 俊芳明夫

＊モデルによる送電線のt甘特性の解析 I教授河村逹雄

サイリスタ回路の研究 助教授原島文雄

第 4 部

画（像泳表示表に関する研究
動 示と光泳動，カラー液晶表示と電場相転移） ｛教助教授授 野鋤崎柄 光則弘

電気化学光電池 助教授本多健一

天然うるしの秘密 教授熊野硲従

高速液体クロマトグラフ
｛教教 授授 武山辺藤 武義郎一

活性炭の細孔分布と吸符特性 教授河添邦太郎

活性炭による水処理システムの研究 助教授鈴木版之

高周波およびアークプラズマを利用する製錬反応に関する研究 教授明石和夫

f線小角散乱法による合金の研究

内部摩擦法による侵入型合金の研究

｛教授西川精一

助教授井野博満

水溶性高分子のレオロジ一 教授中村亦夫

環境大気中のNOX連続分折装骰 教授早野茂夫

金属粉末の抵抗焼結 助教授原善四郎
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第 5 部

住宅実験法

日本木工具史資料

＊交通信号制御実験

動的•静的兼用型三軸圧縮試験機

地球資源衛星の映像とその応用

建物周辺気流に関する風胴実験

＊音膀模型実験

＊制振機構に関する実験

常時微小振動の測定と解析

共同

耐虞構造

研究担当者：助教授 田村屯四郎，助教授岡田恒男，教授柴田碧，

助教授佐藤諮芳 ， 教 授 川 井 忠 彦 ， 助 教 授 藤 田 隆 史 ，講師鈴木

浩平，教授久保慶三郎，教授 田中尚，助教授川股屯也，助教授高

梨晃一，助教授片山恒雄

試作工場

千葉実験場（写真展示）

＊は臨時 •Jf業関係

講演

教 授 池 辺 阻

教 授 村 松 貞 次 郎

助教授越 正毅

教授三木五三郎

助教授村井俊治

｛助教 授 勝 田
教授村上

教授石井咆光

助教授川股直也

｛教助 授 片久保慶三郎
教授 山恒雄

耐震構造研究センター

「計算機による画像処理，とくに都市・環境問題への 教授 尾 上 守 夫 5月28日
応用」

「電気化学的方法による光エネルギーの変換」 助教授 本多健 5月29日

E. 日 譜

昭和 西歴 月日 行 事

49 1974 5.28---29 研究所公開，研究室公開および講演・映画・写真展「生研25年の歩み」等開催

8.28 生産工学国際会議来日教授団 9名来所見学

9. 25 本所運動会（主催，弥生会）検見川運動場で開催

11. 14 鈴木弘所長は任期満了となり，後任に武藤義ー教授が選出され新所長に就任

12. 2 フランス国立科学研究センターフィリッピ氏来所見学

12.11 ソビエト科学アカデミーシャフタフチンスキー氏来所見学

50 1975 3.26 退官記念特別購演会が開催された．第4部野崎弘教授 題目「工業物理化学と

ともに35年」
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V. 昭和49年度の研究成果発表の状況

出 版 物

本所発行の研究発表，紹介の出版物としては次の 3種がある。そのほかには年次要覧（年

刊），生研案内和文および英文（いずれも隔年）がある。

東京大学生産技術研究所報告（略称：生研報告）

所員のまとまった研究成果を発表する．本文は和文または欧文とし，不定期発行で年間

平均 8冊前後を刊行している．

生産研究

研究の解説的紹介と速報的紹介とをかね，月刊で発行している．

以上は，本所の発行の分で，その他随時に学会誌，協会誌，その他の雑誌に研究を発表

している．

生研リーフレット

生研の研究成果で，実用化への手引とするため，写真中心に簡略に編集したもので，現

在まで 112種を発行している．

A. 東京大学生産技術研究所報告（不定期刊。研究発表誌）

昭和 49 年度 (49 年 4 月 ~50 年 3 月）に発表したものを次の表に示す．

巻号 題 目 著 者 発行年月

23• 5 高炉の送風限界に関する研究 中根千富•館 充 1974. 6 
桑野芳ー，外

23• 6 矯正加工の力学的諸特性 荒木甚一郎• 鈴木 弘 1974. 9 
に関する綜合的研究（英文） 山本直道，外

24• 1 サイリスタインバータによって 原島文雄 1974. 10 

駆動される誘導電動機の動作特性
に関する研究（英文）

24• 2 3成分系ガラス化範囲(4)a一族テルライト系 今岡 稔•山崎敏子 1975. 1 

24• 3 Turks Headによる引抜の研究（英文） 荒木甚一郎・鈴木 弘 1975. 3 

24• 4 Cu---Cr合金の時効および復元現象に 長田和雄・西川精一 1975. 3 
ついて（英文）

24• 5 沈埋トンネルの地震時の挙動（英文） 田村重四郎•岡本舜三 1975. 3 
浜田政則
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B. 生産研究

巻号通し
（発行年月） ページ

題 目

131アコーステイック・エミッションの計測技術

（研究解説）

138格子変調法による等濃度線画像の作成

（研究解説）

145亜鉛製錬所排煙による重金属汚染（調査報告）

148計算制御のための流賊予測シミュレーション

（研究速報）

152円筒液体貯槽の液面動揺の応答 第 2報

一正弦波過渡応答解ー（研究速報）

155 On the Critical Size of Drop Detachment 
During the Process of Dropwise Con由n-

sat ion (II) (研究速報）

158液体クロマトグラフィによる PTHアミノ酸の

分離

162原研究室（研究室紹介）

26巻5号 163生体膜と化学反応制御（研究解説）

(49年 5月） 171テンションリールの力学特性の考察 第 2報

ーコイル内にスリップのある場合ー（研究

速報）

174 LiF単結晶の低温における降伏強度

ーパイエルス機構ー（研究速報）

178塩化ビニルの熱分解による炭素吸着剤の製造

とそれを用いた液体クロマトグラフィーの

研究（研究速報）

181閉鎖的空間内の気流性状（研究速報）

26巻4号

(49年 4月）

188 Nematic Liquid Crystal as an Anisotropic 
Solvent in Spectroscopic Measrements 

（研究速報）

191高木研究室（研究室紹介）

25巻 6号 193退官記念講演 X線応力測定と X線透過試験

(49年 6月） （研究解説）

202梁理論の精密化に関する二，三の試み（その 5)

一梁の剪断変形理論（続）ー（研究解説）

217有限要素法における最近の固有値問題解法

（研究解説）

226温風暖房時の室内温度分布に対するアルキメ

デス数の影響（研究速報）

231 Dropwise Condensation—the Effect of the 
Critical Size of Drop Detachment (II) 

（研究速報）

233ビニルエステル系ポーラスポリマーを用いる

安息香酸ェステルのクロマトグラフィー

（研究速報）

著

山口楠雄

者

立田 光広•久保田敏弘
小瀕輝次

原善四郎

山口楠雄・蛸田淑男

曾我部潔•柴田 碧

落合淳ー・柵沢一郎

山辺武郎・中村亘志

高井信治

原 広司

豊島喜則•野崎 弘

阿高松男• 鈴木 弘

金 絃奎•中村和夫
鈴木敬愛

山辺武郎・高井信治

勝田高司・村上周三

小林信行・戸河里敏

渡辺 正・鋤柄光則

本多健一

高木幹雄

一色貞文

川井忠彦• 藤谷義信

山田嘉昭•佐藤俊雄

勝田高司・村上周三

小 林 信 行 ・ 戸 河 里 敏

棚 沢 一 郎 ・ 落 合 淳 一

塩 冶 震 太 郎 ・ 宇 高 義 郎

高井 信治・高木亮一郎

山辺武郎
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237 Effect of Forging Conditions on the Surface 中川威雄・高野豊睛

Pores of Powder Forged Products シー・ニス・シャルマ・

（研究速報） 天野富男

243高梨研究室（研究室紹介） 高梨晃一

26巻7号 247 ERTS-1デークを用いた首都圏の人口密度 村井俊治•恒松 浩

(49年 7月） の推定（研究解説）

254計装プロジェクトにおけるマネジメント手法 芥川 伸• 山口楠雄

およびその適要の研究（研究解説）

259海外産業施設地裳被害調査報告 柴田 碧

一球形タンクおよび円筒タンクー（調査報告）

265発振源移動による地盤内の波動伝播状況に関 森地重暉• 田村重四郎

する実験的研究（研究速報）

271軸対称液体貯槽の液面動揺の固有周期計算法 曾我部潔

に対する一提案

275 Concentration Decay in a Batch Adsorption 鈴木基之•河添邦太郎
TankーFreundlichIsotherm with Surface 
Diffusion Kineticsー（研究速報）

278スチレン系ポーラスポリマーに関する基礎的 高井信治・山辺武郎

研究とそれを用いたクロマトグラフィー

（研究速報）

282大野研究室（研究室紹介） 大野進一

26巻8号 283東京大学生産技術研究所における計算機運用 古谷千恵•柴再 碧

(49年 8月） システムの開発について（その 1)(研究解説）

287地球資源衛星ディシタルデークの多次元画像 村井俊治・辻内延行

解析（研究解説）

296 Concentration Decay in a Batch Adsorption 鈴木基之•河添邦太朗
Tank-Freundlich Isotherm with Pore 

Diffusion Kineticsー（研究速報）

300抵抗焼結法による繊維無化金属の製造の望み 原善四郎• 明智清明

（第 1報）（研究速報） 板橋正雄

304 レーザ光による実時間表面あらさ測定装置の 三井公之•佐藤寿芳

試作について（研究速報）

309円箇液体貯槽の液面動揺の応答第 3報 曾我部潔• 柴田 碧

一正弦波過渡応答の簡易計算法ー（研究速報）

313 LiFの低温における変形の活性化体積 金 絃奎•中村和夫
（研究速報） 鈴木敬愛

315 高分子複合材料の熱伝導に関する研究第 2 報荻野圭三•橋本信男
-Schroder法による PVCー黒鉛系の 高橋 浩

測定ー（研究速報）

318金属における粒界拡散のもう一つの解（研究 梅津 清•西川精一

速報）

323 Reevaluation of Rayleigh-Ritz's 川井忠彦

Method in Structural Mechanics(研究速報）

326原島研究室（研究室紹介） 原島文雄

26巻9号 327東京大学生産技術研究所における計算機運用 古谷千恵•柴田 碧

(49年 9月） システムの開発について（その 2)(研究解説）

332滴状凝縮のメカニズムについてわれわれは何 柵沢一郎

を知らないか（研究解説）
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340抵抗焼結法による繊維強化金属の製造の試み 原善四郎• 明智清明

（第 2報）（研究速報） 板橋正雄

343ボーラスボリマーを用いる小形カラムの液体 高井信治・山辺武郎

クロマトグラフィー（研究速報）

346高周波プラズマの数値解析（研究速報） 六戸部豊信•明石和夫

351写真撮影による簡単な高周波プラズマの診断 六戸部豊信• 明石和夫

（研究速報）

355球形タンク内部の液体の液面動揺の固有周期 曾我部潔

の半実験式及び計算図表（研究速報）

359片山研究室（研究室紹介） 片山恒雄

26巻 10号 361 レーザーミラーの品質（研究解説） 小倉磐夫

(49年 10月） 368高周波プラズマトーチを利用した球状化粒子 六戸部豊信•明石和夫
及ぴ超微粉体の作成（研究速報）

373混合 Pelletの還元に与える SiO,の影響 李 海洗• 館 充

（研究速報）

376 Optimization of Cycle Time for Com- 越 正毅

puterized Traffic Signal Systems 

（研究速報）

380 Post-Bifurcation Analysis of Shallow 遠藤 彰・川股重也

Spherical Shells under Uniform Pressure 半谷裕彦

（研究速報）

386真空X線二結晶スペクトロメータの製作と回 菊田恨志•高橋敏男
折過程における励起電子の測定（研究速報） 辻 泰•福留理一

391粒界拡散方程式〔 1〕（研究速報） 梅津 清•西川精一
395泡模形によるディスクリネーションの観察 石田洋一•井山俊司

（研究速報）

399中川研究室（研究室紹介） 中川威雄

26巻 11号 401「都市における災害と公害防除」の大型研究 所長鈴木 弘

(49年 11月） の 3ケ年を終えるに際して（巻頭言）

都市におけ 402都市における災害公害の防除に関する第 1次 川井忠彦

る災害• 公 臨時事業の終結に当たって一委員会幹事の

害の防除に 立場から一（特集 1)
関する研究 403都市構造物の耐震強度の調査研究概要（特集 久保慶三郎

特集 2) 

408 水道管の霞害特性（特集 2• 1) 久保慶三郎・片山恒雄

413電算機一試験機オンラインシステムによる構 高梨 晃ー・宇田川邦明

造物の地農時崩壊の解析（特集 2• 2) 関松太郎・田中 尚

426インパルス応答のバワースペクトルによる減 三井公之•佐藤寿芳
衰定数推定の一方法（特集 2• 3) 

431 振動減衰機構の開発研究（特集 2•4) 川股重也• 米田 護

半 谷 裕 彦

437都市交通公害対策の調査研究概要（特集 3) 越 正毅

439自動車駿音の実態について（第 2報）（特集 亘理 厚•大野進一
3•1) 立石泰三•西山正一

高橋伸晃•岩元貞雄
442 公害振動について（特集 3• 2) 大野進一

446道路交通騒音とその周辺建物への伝播（特集 石井聖光・橘 秀樹

3• 3) 山 口 道 征
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455雷に対する電力供給システムの絶縁信頼度 河村達雄・北条準一

（特集 3•4) 石井 勝

460交通制御方策検討のための自動車交通流のシ 高羽禎雄•浜田 喬

ミュレーション（特集 3• 5) 田代文之助•谷口 忠勝

兼子 隆•藤田一彦

上村 務

467交通信号制御手法に関する実験的研究（特集 越 正毅

3• 6) 
476都市廃棄物対策の開発研究概要（特集4) 武藤義ー・妹尾 呂子

480プラステックの光分解に関する研究（特集4 本多建ー・鋤柄光則

• 1) 中村賢市郎・阿部隆夫

485 光崩壊性高分子の開発研究（特集 4• 2) 妹尾 学・ 白石振作

石井正雄

490プラスチックー無機充填剤系複合組成物に関 高橋 浩

する研究（特集 4• 3) 

495プラスチックの熱分解による炭素系吸着剤の 山辺武郎

製造に関する研究（特集 4•4)

499プラスチック廃棄物の熱分解による油の回収 鈴木基之

（特集 4• 5) 

503 廃棄物とプラスチック（特集 4• 6) 中村亦夫

509中桐研究室（研究室紹介） 中桐 滋

26巻 12号

(49年 12月） 511 コンクリートと複合 小林一輔

一複合系としてのコンクリートー （研究解説）

518"南伊豆における危険物・火災を中心とした地 柴田 碧•藤田隆史
震被害ー1974年 5月 9日ー（調査報号） 原 文雄

523アルミニウム粉末の焼結現象におよぼす 明智清明•原善四郎
Mixing処理の影響（研究速報）

527気相成長した鉄双結晶境界の電子チャンネリ 石田洋ー・山本敏行

ングパターンによる解析（研究速報）

531鋼繊維補強コソクリートの諸性状と繊維の形 小林一輔•伊藤利治
状特性（研究速報） 星野富夫

534菊田研究室（研究室紹介） 菊田愧志

535生産研究 1974年（生研報告 1974年発行リス

ト付）（総索引）

27巻 1号 1年頭にあたって（巻頭言） 武藤義一

(50年 1月） 2染色加工工業における廃水処理（研究解説） 浅原照三•早野茂夫
鈴木基之

9光起電体一絶縁体複合層を用いる電子写真の 野崎 弘

諸法とそれぞれの写真過程における複合層

の意義（研究解説）

19東京都23区内自動車走行台キロの推定 越 正毅・大蔵 泉

（研究速報） 茨木康男

23 Nークロルアルキルアミンとアルキルアミン 大谷規隆・妹尾 呂子

との反応（研究速報） 浅原照三

27 A Note on the Finite Element Analysis 中桐 滋

of Transient Heat Conduction with 
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Special Reference to the Time Increment 

（研究速報）

30ナイロン 6を用いる逆浸透膜の研究（その 1) 吉田章一郎・山辺武郎

一逆浸透膜の調整とその性能について一（研究速報）

35白石研究室（研究室紹介） 白石振作

27巻 2号 37精製糖工場排水の処理について（研究解説） 鈴木基之•多田敬幸

(50年 2月） 河添邦太朗

44 1974年伊豆半島沖地震の被害調査報告（調査 田村重四郎

報告）

65 Numerical Experiments of Higher-Order 田端正久

Approximate Solutions of Neumann 

Problems (研究速報）

72電顕格子像による金蒸着膜粒界の観察（研究 石田洋一• 田中 昭

速報） 渡辺栄一

76 Al中の119Snのメスパウワー 梅山伸二• 佐々紘一

スペクトル（研究速報） 石田洋一•加藤正夫
80電子線照射した Al中の119Snのメスパウワ 梅山伸二•佐々紘一

スペクトル（研究速報） 石田洋一•加藤正夫

84応答曲線を用いた機械構造物の各次振動特性 高 橋 伸 晃

の分離法ー第 3報掃引速度の影響ー（研

究速報）

88レジンコンクリートの強度に影響を及ぽす 小林一輔・伊藤利治

2, 3の要因（研究速報） 西村次男

91極低温における MOS電界効界トランジスタ 宮川尚憲•安達芳夫
の特性（研究速報） 生駒俊明

98岡田研究室（研究室紹介） 岡田恒男

27巻 3号 99「都市の災害公害防除」の第 2次大型研究の 武藤義一

(50年 3月） 成果に期待する（巻頭言）

都市におけ 100小特集（その 4)の発刊に当たって（特集 1) 川井 忠 彦

る災害• 公 101都市環境の汚染計測・防除に関する研究概要 河添邦太朗

害の防除に （特集 2)

関する研究 102 大気中の窒素酸化物の測定（特集 2• 1) 早 野 茂 夫

小特集 104廃水中の活性炭による有機物の除去の研究 河添邦太朗•鈴木康夫

（特集 2• 2) 杉山衣世子

108河川における汚染物質の拡散の研究ー多摩川 鈴木基之• 山田敏雅

底質中のカドミウムの菩稼を主に一（特集 宮崎敏郎・河添邦太朗

2• 3) 
113都市情報の綜合的収集・処理に関する研究一 尾 上 守 夫

総論（特集 3)

114非常災害対策用広域多点情報収集システムに 安 田 靖 彦

関する研究（特集 3•1)

ll8多次元画像情報処理による都市情報の処理に

関する研究（特集 3• 2) 

多次元画像情報処理による都市情報の処 尾 上 守 夫 ・ 高 木 幹 雄

理 (3•2•1)

122 光ヘテロダイン方式による汚染物質分布 藤 井 陽 一

の測定（特集 3• 2• 2) 
124巨大構造物の破壊予知情報の収集と標定に関

162 



する研究（特集 3•3)

多チャンネルAE標定装置の開発（特集

3•3• l) 
127 材料のAE特性（特集 3• 3• 2) 
128 都市災害•公害の最適防護システムに関する

研究計画概要（特集 4)

130大農火災時における住民避難の最適化（特集

4•l) 
136 大気汚染制御の一方法（特集 4• 2) 
139建物周辺に発生する強風に関する研究（特集

4• 3) 
148 災害•公害に対する電力系統の信頼度向上

（特集 4•4)

152木内研究室（研究室紹介）

c. 生研リーフレット

49年度は都合により発行しなかった．

D. 著書および学術雑誌などに発表したもの

ー表題は原文表題

山口楠雄

鳥飼安生

川井忠彦

藤田隆史

大島康次郎•長倉 輝

勝田高司・村上周三

池田耕一•上原 清

河村達雄•原島文雄

木内 え子9 

ー各項目末尾の数字，文字は，順に巻（太字），号，ベージ，発行所名，年，

月（西暦）を示す．巻のないものは，文字でその呼称を示す

第 1部

教 授大井光四郎 (OI Koshiro) 

新しいパタソのはくゲージについて（小倉公達• 平野八州男と共著）日機誌， 77,668, 

703~708, 日本機械学会， 1974,7. 

On Foil Strain Gage of New Pattern (coauthers : K. Ogura, Y. Hirano) Preprint of 

JSME-ASME Joint Conference on Applied Mechanics, 24~26 March 1975, 8. 

教授鳥飼安生 (TORIKAI Y asuo) 

収束音源によるパルス超音波音場の計算：日本音響学会講演論文集，459-460, 1974. 6. 

引張試験片における AcousticEmission の計測（李孝雄• 松崎均と共著）：日本音響学

会講演論文集， 4ll~412, 1974. 10. 

バルス超音波音場の計算：電気関係学会関西支部連合大会講演論文集， S82, 197 4. 11. 

パルス超音波音場の計算：超音波研究会資料， US74-30, 1974. 11. 

教授山田嘉昭 (YAMADA Y oshiaki) 

Effect of Time-Dependent Material Properties on Dynamic Response (coaut-
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hors : H. takabatake, T. Sato) : International Journal for Numerical Methods in 

Engineering, 8, 403~414, 1974. 

Large Deformation and Critical Loads Analysis of Framed Structures (coaut-

hors : K. Iwata, T. Kakimi, T. Hosomura) : Computational Methods in 

Nonlinear Mechanics (editor J. T. Oden, et al.), The Texas Institute for 

Computational Mechanics, 819~828, 1974. 

有限要素法による最近の固有値問題解法（佐藤俊雄と共著）：生産研究， 26,6, 217~225, 

1974 

定ひずみ速度試験による複合材料の静的粘弾性係数の評価（山本昌孝・輪竹千三郎と共

著）：第 7 回複合材料シンポジウム発表報文集．日本科学技術連盟， 25~29, 1974, 10. 

粘弾性体の周波数応答解析(1)~(6J (小林雅隆と共著）：機械の研究， 26,4, 5, 6, 7, 9, 

10, 561~566, 707~711, 817~821. 953~958, 1191~1195, 1299~1302, 1974, 4, 

5, 6, 7, 9, 10. 

粘弾性体の周波数応答解析(7), (8) (佐藤俊雄，高畑秀行と共著）：機械の研究， 21,11, 

12, 1444~1448, 1575~1579, 1974, 11, 12. 

非線形問題解析の増分形定式化：有限要素法の応用に関する講習会テキスト， 日本鋼構

造協会， 1~40, 1974, 3. 

In-Plane Strain Measurement by Multiplied Fringe Shift Moire Technique 

(coauthors : K. Matsumoto, T. Okuno, M. Takashima, S. Watake) : Supplement 

of Japanese Journal of Applied Physics, 195~199, 1975, 3. 

高モアレひずみ測定器の試作と測定例（松本和也，輸竹千三郎ほかと共著）：第 7回応

カ・ひずみ測定シンポジューム論文集， 日本非破壊検査協会， 89~93, 1975, 2. 

教授北川英夫 (KITAGAWA Hideo) 

Some Recent Japanese Results in the Fracture Mechanics Approaches to Fatigue 

Crack Problems Related to Welded Structures : Significance of Defects in 

Welded Structures, Maruzen Co Ltd, 248, 1974 

Refinements of the Crack Moldels for Subcritical Crack Growth, (coauthors : I. 

Susuki, R. Yuuki, 0. Sakazume: US-Japan Seminar on the Strength and 

Structure of Solid Materials, Syracuse, USA, 148, 1974, 10. 

Crack-Morphological Aspects in Fracture Mechanics (coauthors : R. Yuuki, I, 

Susuki) : Japai:i-U. S Seminar on Combined Nonlinear (Micro and Macro) 

Fracture Mechanics Application to Modern Engineering Structures, Sendai, 

2ー 2ー L 1974, 8 

Some Reliability Approaches in Fracture Mechanics ; (coauthor I. Susuki) 

: Japan-US Joint Seminar on Reliability Approach in Structural Engineering, 
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Tokyo, No. 6, 1974-5 

金属材料疲れ強さの設計資料， III' 環境効果，第 2章材質と環境効果（高島弘義，田中

英司と共著）第7章き裂進展速度と環境効果（永井欣ー・山内英和と共著）：日本機械

学会， 1974-3

環境強度への破壊力学的アプローチの一側面 環境を考慮した強度的欠陥評価の試

み：第 19回材料強度と破壊，国内総合シンポジウム論文集， 73, 1974. 4 

疲労破壊と破壊力学：第 686回工経連講座， 4-1,工業経済連盟， 1974.8 

環境破壊工学：第 685回工経連講座，工業経済連盟 4-1, 1974-7 

き裂の干渉と疲れによる成長（分布き裂の研究，第 1報）（薄一平と共著）：機械学会講

演論文集 No.740-10, 227, 1974. 9 

フラフトグラフィによる疲労破断事故解析の有効性についての統計的検討（ストライ

エーション間隔と巨視的き裂伝播速度の関係を主として）（池田健•谷安正•井村泰

三•豊平重孝と共著）：日本機械学会講演論文集 No. 740-10, 257, 1974. 9 

腐食疲労の破壊力学と問題点：第 21回腐食防食討論会講演要旨集（特別講演）， 78,1974-， 
複合材料の疲労破壊の基礎的研究（その 2)-—舟合合界面に直角な疲労き裂＿（山崎淳

渡辺勝彦 Y. S. Choyと共著）：第7回複合材料シンポジウム発表報文集， 175,

1974. 10 

二次元応力状態における分岐き裂の応力拡大係数（結城良治と共著）：日本機械学会講演

論文集， 740-11, 171, 1974• 11 

圧縮破壊強度に関する破壊力学的研究（第 1報， プラスチックき裂板の基本的圧縮破壊

特性）（金相哲と共著）：日本機械学会講演論文集， 740-11,235, 1974. 11 

ステンレス鋼の応力腐食われへの破壊力学の適用可能性（大平寿昭と共著）：日本機械学

会講演論文集， 740-11,263, 1974. 11 

腐食疲れき裂の分布特性と成長特性（分布き裂の研究，第 2 報）（宮沢邦幸•薄一平と共

著）：日本機械学会東北支部講演論文集， 74-2, 17, 1974. 11 

不規則分布き裂の干渉，合体の破壊過程のシミュレーションによる解析（分布き裂の研

究，第3報）（薄一平と共著）：日本機械学会東北支部講演論文集， 74-2,21, 1974. 11 

環境強度問題への破壊力学の適要：日本材料学会腐食防食部門委員会資料， 12,68, 5, 

23, 1974. 11 

遅水破壊その他の環境破壊：航空宇宙工学便覧 日本航空宇宙学会，丸善， 495,1974-12 

疲れき裂成長についてのX線的研究 ("X線フラクトグラフィ＂による破面研究の一方法

について）（松本年男と共著）：日本機械学会論文集 41,341, 22, 1975. 1 

腐食疲労の破壊力学と問題点 (I): 防食技術 24-1, 1975. 1 

腐食疲労の破壊力学と問題点 (II): 防食技術 24-2 1975, 2 

破壊力学によるコソクリート構造物の強度解析（第 1報）ー―ーモルタルの破壊靱性――-
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（陶山正憲と共著）：土木学会第 2回関東支部年次研究発表会講演概要集， 373,1975 

-1 

疲れき裂成長についてのX線的研究 ("X線フラクトグラフィ”による破面研究の一方法

について）：機械学会論文集， 41-341,22, 1975-1 

圧縮強度試験に関する破壊力学的研究（金相哲・陶山正憲と共著）：第 9回岩盤力学に関

するシンポジウム講演概要， 16,1975-2 

き裂材としての岩盤強度の破壊力学的考察（陶山正憲・結城良治と共著）：第 9回岩盤カ

学に関するシンポジウム講演概要， 76, 1975-2 

教授小瀬輝次 COSE Teruji) 

Effect of truncation of noisy line spread function in the computed optical trausfer 

function (coauthor : M.Takeda): Optica Acta, Vol,21 No.6, 477~487, 1974 

多重スリット走査式 MTF 測定機の試作（武田光夫• 朝枝剛・山口意颯男と共著）：光

学， Vol,3No.6, 347~355, 1974 

よる簡便な OTF 計算法（武田光夫•川淵正己と共著）：光学， Vol,3 No.6, 

373~382, 1974 

Standard of OTF in Japan (coauthor : K.Murata) : Proceeding of Image Assess-

ment and specification, p.73 (1974) Oct. (Society of Photo-optical Iustrumentation 

Engineers) 

教授成瀬文雄 (NARUSE Humio) 

壁があるときの任意物体のおそい運動：日本物理学会分科会予稿集， 4, 44, 1974• 4. 

3次元任意物体のまわりのおそい流れ：京都大学数理解析研究所講究録， 214,26~41, 

1974 3. 

2次元任意物体を過ぎるおそい流れ：京都大学数理解析研究所講究録， 234,4-39, 1975. 

3. 

教授辻 泰 (TUZIYutaka) 

Simultaneous Adsorption of Nitrogen and Mercury on a Pyrex Glass Sur-

face(coauthors: M. Kobayashi, K. Asao): Proc . 6th Internl Vacuum Congr. 1974, 

Japan ].-Appl Phys. Suppl 2, Pt. 1, 331,.., 334, 1974. 

Initial Oxidation of Molybdenum (llO) Surface Observed by AES and LEED 

(coauthor: T. Miura): Proc 2nd Internl Conf. on Solid Surfa::es, 197 4. Japan, 

J. appl. Phys. Suppl. 2, Pt. 2, 85-88, 1974. 
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教 授 根 岸勝雄 (NEGISHI Katsuo) 

プラグ反射法による液体中の UHF超音波の吸収測定（高木堅志郎と共著）：日本音響

学会講演論文集， 177~178, 1974• 6, 

高分解能プラグ反射法による液体中の UHF超音波の音速測定（高木堅志郎と共著）：

日本音響学会講演論文集， 409~410, 1974.10. 

高分解能プラグ反射法（高木堅志郎と共著）：第 19回音波の物性と化学討論会講演論文

集 5~6, 1974.10. 

Measurement of UHF Ultrasonic Attenuation in Liquids by Optical Heterodyne 

Method (coauthor : K.Takagi) : Japan.J.Appl.Phys.14, 1, 29~34, 1975.1. 

Fundamental Study of Ultrasonic Hydrogen Bubble Chamber by Measurement of 

Cavitation Threshold (coauthors : N.Ishihara, T.Doke et al) : Japan.J.Appl.-

Phys.14, 1, 101~112, 1975.1. 

High-Resolution Bragg Reflection Method for Measuring UHF Ultrasonic Velocity 

in Liquids (coauthor : K.Takagi) : Japan.J.Appl.Phys.14, 1, 149~150, 1975.1. 

液体中のUHF超音波の音速と吸収の測定法（高木堅志郎と共著）：応用の物理 44,2, 

163~169, 1975.2. 

助教授 田村重四郎 (TAMURA Choshiro) 

ロックフィルダムの地震時の安定について（岡本舜三，大町達夫と共著）：土木学会第 13

回地震工学研究発表会， 1974.7. 

沈埋トンネルの地震時応力に対する地盤条件の影響について（岡本舜三，浜田政則と共

著）：土木学会第 13回地震工学研究発表会， 1974.7. 

発振原移動による地盤内の波動伝播状況に関する実験的研究（森地重暉と共著）：生産研

究 26巻 7号．

1974年伊豆半島沖地震の被害調査報告：生産研究 27巻 2号

ロックフィルダム模型の振動破壊実験について：貯水池保全上の最近の調問題および

ロックフィルダムの耐震設計に関する諸問題（第 6回ダム技術講演討論会テキスト）：（

社）日本大ダム会議 1974.3. 

助教授小倉磐夫 (OGURA Iwao) 

Determination of Transition Probabilities through Stimulated Emisson in Rare 

Gas Ions (coauther : 0. Karatsu) : J. Appl. Phys. 41, 317~322. 1974 1. 

Lifetime Measurement of Cd II by Lamdip Method (coauthers : S. Watanabe, K. 

Kuroda, M. Chihara) : J. J. Appl. Phys. Suppl. 14ー 1.99~103. 1975. 1. 
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The Determination Transition Probabilities through Stimulated Emission in Rare 

Gas Ions (coauther : 0. Karatsu) : J. J. Appl. Phys. Suppl. 14ー 1.111-116. 1975. 

1. 

単ーモード He-Cdレーザにおける Lambdipの測定 (II) (渡部俊太郎・黒田和男・千

原正男と共著）：第 22回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， I: 361, 1974. 4. 

単ーモード He-Cdレーザにおける Lambdipの測定 (Ill) (黒田和男• 渡部俊太郎・千

原正男と共著）： I : 第22回応用物理学関係連合講演会講演予稿集， 362, 1974, 4. 

Cross-Modulationによる逆転分布の測定（唐津 修・占部伸二と共著）：第 22回応用物

更学関係連合講演会講演予稿集， I. 367, 1974. 4. 

収差のベクトル場表示(II): 第35回応用物理学会学術講演会講演予稿集， I, 35, 1974. 

10. 

球面収差のあるスリット状開口 OTFの解析的取扱い：第 35回応用物理学会学術講演

会講演予稿集， I , 36, 1974, 10. 

edge scan法による lasersprofile の精密測定（飯島俊幸•唐津 修と共著）：第 35回応

用物理学会学術講演会講演予稿集．（唐津 修と共著）： I, 153, 1974, 10. 

Ne 6328 A 線の周波数シフト（黒田和男• 渡部俊太郎・千原正男と共著）：第 35回応用

物理学会学術調演会講演予稿集， I, 261, 1974, 10. 

金属蒸気レーザにおける Lamdipの測定（渡部俊太郎，黒田和男．千原正男と共著）：第

35回応用物理学会学術講演会講演予稿集， I, 262, 1974, 10. 

He-Neレーザープラズマ中の NeISs population density の測定（占部伸二• 渡部俊太

郎・唐津 修と共著）：第 35回応用物理学会学術講演会講演予稿集， I , 264, 1974, 

10. 

Cross-Modulationによる逆転分布の測定 (II)(唐津 修• 飯島俊幸と共著）：第 35回

応用物理学会学術講演会講演予稿集， I, 266, 1974, 10. 

カメラテストにおける諸問題：写真工業 33,88-90, 1975, 2. 

ピソトについて：写真工業， 33,88-91, 1975, 2. 

助教授本間禎ー (HOMMA Teiichi) 

Nucleation and Growth Behavior of Oxide on Copper Single Crystals -Their Roles 

in Kinetics (coauthors: T. Yoneoka, S. Matsunaga) : Japan J. Appl. Phys, 

Supplement 2, Part 2, 101, 1974. 

助教授岡田恒男 (OKADA Tsuneo) 

スタッドのせん断ずれを考慮した合成梁の弾塑性解析（李利衡と共著）：日本建築学会大

会学術講演梗概集， 1287--1288, 1974. 10 

電算機一試験機オソラインシステムによる構造物の非線形地震応答解析（高梨晃―他と
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共著）：日本建築学会論文報告集， 1975.3 

Strength and Ductility Evaluation of Existing Reinforced Buildings (coauther : 

Boris Bresler): EERC Report, University of California, Berkeley 1975. 3. (to 

be published) 

助教授中桐 滋 (NAKAGIRI Shigeru) 

有限要素法によるはりの衝撃曲げ解析：日本機械学会関西支部第 232回講演会講演論文

集， 20~2 , 1974, 6 

2次元波動伝ばの有限要素解析に関する一考察（福嶋博と共著）：日本機械学会講演論文

集， No.740-10, 93~96, 1974.11 

衝専をうける板の曲げ変形：第 24 回応用力学連合講演会，講演論文抄録集， 147~148,

1974. 11. 

衝撃をうける平板の曲げ変形解析：第 25 回塑性加工連合講演会，講演論文集， 467~470,

1974. 11. 

A Note on the Finite Element Analysis of Transient Heat Conduction with 

Special Reference to the Time Increment : 生産研究， 27, 1, 27~29, 1975. 1. 

助教授 鈴 木 敬 愛 (SUZUKI Takayoshi) 

LiFの低温の降状応力（金絃奎と共著）：日本物理学会 1974年分科会講演予稿集

2, p.180 

2価の不純物によるイオ‘ノ結晶の硬化：日本物理学会 1974年年会講演予稿集 2,p.36 

助教授菊 田 t星志 (KIKUT A Seishi) 

X線顕微法と X線ホログラフィ (I):画像技術， 5, 2, 54~61, 1974. 2. 

X線顕微法と X線ホログラフィ (II): 画像技術， 5, 3, 37~47, 1974. 3. 

中性子の Si単結晶における動力学的回折現象（石川育夫，星埜禎男，高良和武と共著）

：日本物理学会 1974年春季分科会講演予稿集 2,58, 1974. 4. 

X-Ray Holographic Microscopy (coauthor: S. AoKi) : Japan. J. Appl. Phys. 13, 9, 

1385~1392, 1974. 9. 

X線の動力学的回折過程で放出される電子の強度変化（高橋敏男，辻泰と共著）：日本物

理学会第29回年会講演予稿集2,11, 1974. 10. 

真空X線二結晶スペクトロメータの製作と回折過程における励起電子の測定（高橋敏男，

辻泰，福留理ーと共著）：生産研究， 26,10, 386~390, 1974. 10. 

Variation of the Yield of Electron Emission from a Silicon Single Crystal with the 

Diffraction Condition of Exciting X-Rays (coauthors : T. TaKahashi, Y. 

Tuji) : Phys. Letters 50A, 6, 453~454, 1975. 1. 
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X線二結晶法と励起光電子による結晶の評価：結晶成長の研究，シンポジウム予稿集

3, 8 -11, 1975. 2. 

講 師渡辺勝彦 (WAT AN ABE Katsuhiko) 

Some Crack Problems in Stuectural Reliability Analysis (coauthors : H. Okamura, 

Y. Naito) : Proc. the Japan-U. S. Joint-Seminar on Reliability Approach in 

Structural Engineering, 1974. 5. 

Deformation and Strength of Cracked Member under Bending Moment and Axial 

Force (coa thors : H. Okamura, T. Takano) : Proc. Japan-U. S. Seminar on 

Combined Noulinear and Linear (Micro and Macro) Fracture Mechanics Appli-

cations to Modern Structures, 1974. 8. 

クラックを有する部材の変形と強度（第 6報，外側き裂材の曲げ変形に及ぼす軸力の影

響）（岡村弘之•高野太刀雄と共著）：日本機械学会講演論文集 No. 744-1, 44, 1974. 

複合材科の疲労破壊の基礎的研究（その 2)―結合界面に直角な疲労き裂の成長ー（山

崎淳一• Y. S. Choy, 北川英夫と共著）：第 7回複合材料シンポジウム報文集， 日本科

学技術連盟， 175, 1974. 10. 

異材結合界面を横ぎる疲れき裂の成長（北川英夫・山崎淳一•Y. S. Choyと共著）：日本

機械学会講演論文集 No.750-1, 9, 1975. 

片側き裂を有する試験片におけるチャック部の拘束条件の影響について（北川英夫・久

田俊明と共著）：日本機械学会講演論文集 No.750-1, 255. 1975. 

助手森地重暉 (MORICHI Shigeaki) 

発振源移動による地盤内の波動伝播状況に関する実験的研究（田村重四郎と共著）：生産

研究， 26巻7号．

発振源移動による地盤内の波動伝播に関する実験的研究（田村重四郎と共著）：第 29回

土木学会年次学術講演会概要集， 1974. 11月

地下鉄道の描築の振動測定：（田村重四郎・中村豊と共著）：第 29回土木学会年次学術

講演会概要集， 1974. 11. 

助手加藤勝行 (KA TO Katsuyuki) 

軟弱地盤表面の線上における地震動の特性について：（田村重四郎•前田弘と共著）：第

29回土木学会年次学術講演会概要集， 1974. 11. 

助手関松太郎 (SEKI Matsutaro) 

スタッドのせん断ずれを考慮した合成梁の弾塑性解析（季利衡他と共著）：日本建築学会

大会学術講演梗概集， 1287-1288, 1974. 10. 
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電算材一試験材オンラインシステムによる構造物の非線形地震応答解析（高梨晃―他と

共著）：日本建築学会論文報告集， 1975.3. 

電算材一試験材オンラインシステムによる構造物の地震時崩壊の解析（高梨晃―他と共

著）：生産研究， 26巻， 11号， 1974.11. 

助手小林正典 (KOBAYASHI Masanori) 

Adsorption Studies of Oil Molecules on Borosilicate Glass Surface Using 

Molecular Beam Technigues (coauthors : K. Shimada, G. Tominaga) : Proc. 6th 

Internl. Vacuum Congr. 1974, Japan. J. Appl. Phys. Suppl. 2, Pt. 1, 327~330, 

1974. 

助 手片岡邦郎 (KATAOKA Kunio) 

一方向凝固アルミニウムー銅合金の共晶相方位への母相の影響（本間禎ー・石川美子と

共著）：日本金属学会秋期講演概要集， 341, 1974. 

助手久保田敏弘 (KUBOTA Toshihiro) 

格子度調法による等濃度線画像の形成（立田光広，小瀕輝次と共著）：生産研究.26, 4, 

138-144 

ボリュームホログラムの結像特性(I)(小瀬輝次と共著）：第 35回応用物理学会学術講

演会予稿集 1,68, 1974. 10. 

色素増感したDCGのホログラフィック・グレーティング（佐々木政子，酒井二郎，本

多建ー，小瀬輝次と共著）：第 35回応用物理学会学術講演会予稿集 1,75, 1974. 10. 

助手（特別研究員） 芳野俊彦 (YOSHINO Toshihiko) 

傾いたエタロンに対するガウスビーム透過率：第 35回応用物理学会学術講演会予稿集

I, p.116 

研究生金 絃奎

LiF単結晶の低温における降状強度（中村和夫，鈴木敬愛と共著）生産研究 26,171,1974,

5. 

LiFの低温における変形の活性比体積（中村和夫，鈴木敬愛と共著）生産研究 26,3131, 

1974, 8. 
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第 2部

教授鈴木 弘 (SUZUKIHiromu) 

日本塑性加工学会の新しい発展を望む：塑性加工， 13, 156, 197 4, 1. 

研究に先見性を：生産研究， 26, 1, 1974, 1. 

棒の 2方向矯正における変形機構に関する （荒木甚一郎・山本直道と共著）：塑性

と加工， 15, 156, 1974, 1. 

テンションレベラの変形機構に関する一解折法（山本直道・荒木甚一郎と共著）：昭和

49年度塑性加工春季講演会論文集， 1974,5. 

引張り曲げ矯正における矯正条件が矯正材の残留応カ・残留曲率に及ぼす影響について

（山本直道・荒木甚一郎と共著）：昭和 49年度塑性加工春季講演会論文集， 1974,5. 

コールドタンデムミルの制御系の検討手法（小西正射と共著）：塑性と加工， 15, 160, 

1974, 5. 

テンションリールの力学特性の考察 第2報（コイル内にスリップのある場合）（阿高松

男と共著）：生産研究， 26,5, 1974, 5. 

広幅断面のロール形成に関する実験的研究II (台形並びに台形と直線の連なった形状に

関する実験(1)): (木内 学• 新谷 腎と共著）：朔性と加工， 15, 1974. 7. 

ロールフォーミングに関する実験的研究XI(V形断面を有する製品の形状に関する検

討）：木内 学・中島恥.,f;jfil/iJ「二と共著）：朔性と ]JII工， 15, 163, 197 4. 8. 

ロールフォーミングに関する実験的研究XII (内弧形断面を有する製品の形状に関する検

討）（木内 学・高田賢二と共著）：塑性と加工， 15, 165, 1974, 10. 

圧延における質撮力の影響について（阿高松男•吉田勝也と共著）：第 25 回塑性加 連

合講演会論文集， 1974, 11. 

「都市における災害と公害防除」の大型研究の 3ヶ年を終えるに際して：生産研究， 26,

11, 1974, 11. 

圧着圧延の力学的特性に関する解析的研究（荒木甚一郎・饗場 誠と共著）：塑性と加工，

15, 166, 1974, 11. 

密度変化材の 2層圧延機構に関する解析的研究（荒木甚一郎・袈場 誠・古堅宗勝と

共著）．．塑性と加工， 15, 167, 197 4, 12. 

圧延工学の学問体系の完成を望む：塑性と加工， 16, 168, 1975, 1. 

広幅断面のロール成形に関する実験的研究III (台形並びに台形と直線の連なった形状に

関する実験(2))(木内 学• 新谷 賢と共著）：朔性と加工， 16, 169, 1975. 2. 

172 



教授平尾 収 (HIRAOOsamu) 

人間のかかわる機械系のミーケンス制御：日本機械学会誌， 77,671, 29~34, 1974, 10. 

自動車事故解析の問題点：自動車技術会，自動車事故に関する講演会前刷集， 1~3, 1974, 

12. 

自動車用原動機の展望ーエネルギ問題，環境問題によせて：燃料協会誌， 53,571, 907 

~914, 1974, 11. 

教授亘理 厚 (WATARI Atsushi) 

On the Cross Wind Sensitivity of the Automobile (coauthors: S.Tsuchiya and 

H.Iwase), Proc. of the 15th Congress of FISITA, No. C-1-15, 1974, 5. 

Application of Sensitivity Analysis to Vehicle Dynamics (Coauthor: S.Iwamoto): 

Vehicle System Dynamics, 3, 1, 1-16, Swets & Zeitlinger B.V. Amsterdam, 1974, 

6. 

教授水町長生 (MIZUMACHI Nagao) 

旋回流れのある円錐ディフューザについて（第 1報）（竹内 徹，遠藤敏彦と共著）：日本

機械学会講演論文集， No.740-13, 1974, 11. 

周期的変動流れにおかれた翼の翼面変動圧力分布の研究（小池典夫•吉識晴夫•江国裕

と共著）：日本機械学会講演論文集， No.740-13,1974, 11. 

翼まわりの非定常境界層について（佐々木祥ニ・筒井康賢・遠藤敏彦と共著）：日本ガス

タービン会議会報，第 1巻第4号， 1974.

教授松永正久 (MATSUNAGA Masahisa) 

A Review on the Studies of Physical Properties on Damaged Surface Layer in 

Japan. Proc. International Conf. on Production Engineering, (Part II), 120 -125, 

1974, 8. 

平面応力下における電着銅単結晶の疲れき裂発生の観察（続報，萩生田善明と共著），日

本機械学会講演論文集， No.740-10, p.157-160, 1974, 11. 

二硫化モリブデンの摩擦における雰囲気の影響（第 2, 3報，第 2報は中川多津夫，第

3報は中川多津夫・米村俊雄と共著）：日本潤滑学会昭和 49年度研究発表会予稿，第

2報に春期， p.9-12,1974. 5, 第 3報は秋期， p.93-76, 1974. 10. 

教 授 大島康次郎 (OSHIMA Yasujiro) 

水噴流の側壁付着現象一付着噴流の速度分布ー（木下修と共著）：計測自動制御学会論文

集， 10,5, 611-616, 1974, 10. 
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水噴流の側壁付着現象ー曲線側壁をもつ素子ー（木下修と共著）：第 9回フルイディクス

シンボジウム講演論文集， 37~42, 1974, 10. 

Electro-Hydraul(c Components; Trends in Control Components (IFAC Mono・

graph), p. 243~280, North-Holland, 1974. 

マイクロサーボ：計測と制御， 14,2, 196~208, 1975, 2. 

大気汚染制御の一方法（長倉輝と共著）：生産研究， 27,3, 1975, 3. 

教 授石原智男 (ISHIHARA Tomo-o) 

アキシアルピストンポンプのしゅう動面における軸受スラスト 第 2報 同心円輪軸

受に関する数値解析と実験 （上原一男・赤坂利幸と共著）：日本機械学会論文集，

40, 332, 1211~1221, 1974. 4. 

アキシアルビストンボンプのしゅう動面における軸受スラストー一第 3報 加圧給油ロ

をもつ軸受に関する数値解析と実験ーー（上原一男・赤坂利幸と共著）：日本機械学会

論文集 40, 332, 1222~1230, 1974. 4. 

A New Concept of Power Train for Electric Vehicle (coauthor : M. Hashimoto): 

XV FISITA Congress, Paper B-3-8, 1974. 5. 

主哨流が脈動する場合の側壁付着形素子の特性（鬼頭幸三・皆藤 登と共著）：計測自動

制御学会第 9 回フルイデイクスシンポジュウム講演論文集， 43~47, 1974. 10. 

油空圧制御要素における問題点：日本機械学会誌， 77, 162, 54~59, 1974. 11. 

圧力制御弁の動特性に関する研究（田中裕久• 小嶋英ーと共著）：日本機械学会論文集，

40, 340, 3410~3417, 1974. 12. 

教 授高橋幸伯 (TAKAHAHI Yukinori) 

大型鉱石連搬船の船首部波浪荷重および鉱石圧に関する実船試験（安藤文隆ほかと共

著）：造船研究協会，研究資料， 210, 1975. 3. 

実船塔裁用波浪計に関する研究（山向 真はかと共著）：造船研究協会，研究資料， 214,

1975. 3. 

操船援助装置の開発事業報告（岩井聡ほかと共著）：船甲機器開発協会， 1975. 3. 

教授柴田 碧 (SHIBATAHeki) 

海外の地霰による被害：大震火災時における危険物施設等の延焼性状に関する調査研究

（東京消防庁）， 31, 1974. 3. 

大型地震シミュレータの基本設計（分担執筆）：日本産業機械工業会， 1974. 3. 

自己回帰形モデルによる非定常過程の解析， Moとパワスペクトルの決定：不規則デー

タの自動計算処理に関する研究成果報告書（機械学会）， 23,1974. 3. 

地震波形の非定常性について（利光 聡・持尾隆士と共著）：機械学会講演論文集， No.
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740-3, 77, 1974. 4. 

液体貯槽の耐震設計法に対する一提案（曾我部 潔•岡田 曼と共著）：機械学会講演論

文集， No.740-3, 109, 1974. 4. 

On the Reliability of Anti-earthquake Design of Structurse Depending on Fluctu-

ation of their Responses (清水信行・山室 誠と共著）： Proc. of Japan-US 

Seminar on Reliability in Stuructual Eng'g, 10-1, 1974. 5. 

集中質贔の付加された軸対称殻体の地震時高次振動応答の研究（梶村元彦・白木万博と

共著）：機械学会講演論文集，関西ー232,92, 1974. 6. 

On Estimated Modes of Failure of Nuclear Power Plants by Potential Eart-

hquakes (秋野金次• 加藤宗明と共著）： Nuclear Design and Science, 28 2, 257, 

1974. 9. 

化学プラントモデルによる地震と応答の観測――ニヒ下動•長周期波（重田達也・曾我部

潔と共著）：災害科学シンポジウム講演論文集， 10, 104, 1974. 10. 

コンビナート保安，防災技術指針（耐震設計編，重要度分類編分担）：高圧カス保安協会，

1974. 10. 

配管耐震設計に際しての弾塑性応答（第 1報）（重田達也・喜山宣志明・大槻 茂と共

著）：機械学会講演論文集， 740-12,39, 1974. 11. 

非定常不規則入力による多質点系の地裳応答解析（持尾隆士と共著）：機械学会講演論文

集， 740-12,31, 1974. 11. 

配管系のダンバによる吸振設計法に関する一提案（佐藤正隆と共著）：機械学会講演論文

集， 740-12, 43, 1974. 11. 

教授川 井忠彦 (KAW AI Tadahiko) 

有限要素法の学び方：日本材料学会講習会資料， 1974.5. 

梁理論の精密化に関する二，三の試み（その 5)—梁の剪断変形理論（続）一（藤谷義信と

共著）：生産研究， 26,6, 202~216, 1974. 6. 

Reevaluation of Rayleigh-Ritz's Method in Structural Mechanics-Some 

Improvement of Conventional Rayleigh-Ritz Procedure and Finite Element 

Methodー：生産研究， 26,8, 323~325, 1974. 8. 

有限要素法と構造物の振動解析：日本舶用機械学会誌， 9,8, 662~674, 1974. 8. 

座屈問題解析：コンビュータによる構造工学講座II-6-B, 培風館， 1974.10. 

これからの有限要素法：日本鋼構造協会主催有限要素法に関する講習会テキスト， 101

~120, 1974. 11. 

構造数値解析の現状と将来：日本機械学会関西支部第 23回座談会資料， 1974. 11. 

重みつき残差法と変分原理 (B.A.Finlayson著の訳）（所外 2名と共訳）：培風館， 1974.

12. 
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On The Structural Idealization in Solid Mechanics・ 

Abstracts of The 16 th Polish Solid Mechanics Conference, Krynica, 8. 26-9, 

3, 11974 

教授（併）田宮 真 CTAMIY A Shin) 

A Treatment of Equilibrium of Oil Layer on Water Flow 

71, 1974, 6. 

助教授佐藤壽芳 (SA TO Hisayoshi) 

136, 

板による工作機械構造の振動特性計算法に関する研究（第 2報）（相良 誠•駒崎正洋と

共著）：日本機械学会講演論文集， 740-4, 185~188, 1974 .4. 

微動による工作機械の振動特性の測定(2)()下 孝と共著）：機械の研究， 26-4,517~520, 

1974-4. 

レーザー光を用いた実時間表面あらさ測定装置の試作（三井公之と共著）：日本機械学

会，群制御工作機械システムの自動保守に関する研究成果報告書， 115~128, 1974.6. 

工具被削材間の動的相対変位の測定（三井公之と共著）：同上成果報告困， 164~172, 1974. 

6. 

Machine Tool (H. Sato ed.) Bull. JSPE, 8-2, 79~86, 1974-6. 

昭和49年機械工学年鑑 12切削工作機械の中， 12-2. 研究状況： 131~132, 1974-8. 

A Study on Methods Estimating Damping Ratio due to Impulse Response 

(N.Takenaka他 4名と共著） Proc. ICPE, 163~168, 197 4. 8. 

レーザー光による表面あらさ実時間測定装置の試作について（三井公之と共著）：日本機

械学会講演論文集， 740-15, 193~196, 1974.11. 

構造物応答の基本的特性，コンビナート保安防災技術指針・資料編，高圧カス保安協会，

169~187, 1974. 9. 

インパルス応答のバワー・スペクトルによる減衰定数推定の一方法（三井公之と共著）：

生産研究， 26-11, 426~430, 1974-11. 

助教授棚澤一郎 (TAN ASA WA  Ichiro) 

Oh the Critical Size of Drop Detachment during the Process of Dropwise 

Condensation (II) (coauthor: J. Ochiai) : 生産研究， 26,4, 155~157, 1974. 4. 

滴状凝縮過程の実験的研究 液滴の離脱径の影響（落合淳ー・宇高義郎・塩冶震太郎

と共著）：第 11 回日本伝熱シンポジウム講演論文集， 229~232, 1974. 5. 

Dropwise Condensation— The Effect of the Critical Size of Drop Detachment 

(II) (coauthors: J. Ochiai, S. En-ya, Y. lJtaka) : 生産研究， 21,6, 231~233, 197 4. 

6. 
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滴状凝縮のメカニズムについてわれわれは何を知らないか：生産研究， 26,9 , 332~339, 

1974. 9. 

滴状凝縮熱伝達率測定における誤差について（落合淳一• 宇高義郎・桑原啓ーと共

著）：日本機械学会講演論文集， No.740-17, 169~172, 1974. 11. 

重みつき残差法と変分原理 CA.B.フィンレイソン著，川井忠彦ほかと共著）：培風館，

1974. 12. 

What We Don't Know about the Mechanism of Dropwise Condensation 

(coauthor: J.W. Westwater): Heat Transfer 1974 Proc. 5th Int. Heat 

Transfer Conference, Vol. Vil, 186~191, 1975. 2. 

伝熱工学資料（改訂第 3版）（一部執筆）：日本機械学会， 1975.2. 

助教授大野進一 (OHNO Shinichi) 

自動車騒音の実態について（第 2報）（亘理 厚他と共著）：生産研究， 26,11, 39~41, 

1974. 11. 

公害振動について：生産研究， 26, 11, 42~45, 1974. 11. 

助教授木内 学 (KIUCHI Manabu) 

異形管のロール成形に関する実験的研究• 第 1報一平ロール・ 45"ロールによる成形

(1圧：（新谷賢•三浦史明・岩崎利弘と共著）：第 25 回塑性加工連合講演会講演論文

集， 133, 1974-10. 

A Study on Plastic Working of Alloys in Their Massy State : (coauthor: S. 

Fukuoka) : The 15th International Machine Tool Design and Research 

Conference, Paper no. 58, 197 4-9. 

開発すすむ半溶融加工法一固液共存状態における材料特性を利用した加工法一：（福岡

新五郎と共著）：金属， 44,8, 1974-8, 47. 

半溶融加工法の開発と可能性：（福岡新五郎と共著）：金属材料， 14,9, 1974-9, 84. 

ロールフォーミングに関する実験的研究XI一V形断面を有する製品の形状に関する検

討ー：（鈴木 弘• 中島聡•高田研二と共著）：塑性と加工， 15, 163, 1974-8, 635. 

ロールフォーミングに関する実験研究Xl1―円弧形断面を有する選品の形状に関する検

討—: （鈴木 弘•高田研二と共著）：塑性と加工， 15, 165, 197 4-10, 820. 

広幅断面のロール成形に関する実験的研究II一台形並びに台形と直線の連なった形状に

関する実験(1)--: (鈴木 弘•新谷賢と共著）：塑性と加工， 15, 162, 1974-7, 547. 

広幅断面のロール成形に関する実験的研究Ill一台形並びに台形と直線の連なった形状に

関する実験(2)―:（鈴木 弘• 新谷賢と共著）：塑性と加工， 16,169, 1975-2, 155. 

ロールフォーミング加工の問題と最適化：塑性と加工， 15, 165, 1974-10, 811. 
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助教授前田久明 (MAEDA Hisaaki) 

Hydrodynamical Forces on a Cross Section of a Stationary Structures : Proceed 

International Symposium on the Dynamics of Marine Vehicles and Structures in 

Waves, 87~97, 1974 

On the Heaving Motion of a Circular Disk in shallow Water (coauthor : H. 

Isshiki, J. H. Hwang) : J. Soc. Naval Architects, Japan, 136, ll5~128, 1974. 12 

波浪外力に関する水槽試験（元良誠三他と共著）：日本造船研究協会，研究資料， 213,

1975. 3 

実船搭載用波浪計に関する研究（田宮 真他の共著）：日本造船研究協会，研究資料， 214,

1975. 3 

助教授中川威雄 (NAKAGAWA Takeo) 

切削切粉の焼結鍛造（坂井 操と共著）：昭和 49年度精機学会春季大会学術講演会前刷．

173~174, 1974. 4. 

せん断加工と製品設計：第 47 回塑性加工シンポジウム， 31~36, 1974. 5. 

粉末鍛造の研究（高野骰貼• 天野富男• C. S. Sharmaと共著）：昭和 49年度鮒性加工

春季講浪会講演論文集， 21~24, 1974. 5. 

Chip Eorgingの研究（長瀬正雄・ C.S. Sharmaと共著）：昭和 49年度塑性加工春季講

演会講演論文集， 25~28, 1974. 5. 

浮動心金法による管の精密せん断機：昭和49年度塑性加工春季講演会講演論文集， 149

~152, 1974. 5. 

局部焼入れ軟鋼板の深絞り（町田輝史と共著）：昭和 49年度塑性加工春季講演会講演論

文集， 261~266, 1974. 5. 

局部加熱を利用した深絞り（町田輝史• 塩崎仁士と共著）：昭和 49年度塑性加工春季講

演会講演論文集， 271~274, 1974. 5. 

せん断緑の伸び変形に及ほす焼鈍効果（町田輝史• 秋山秀明と共著）：昭和 49

加工春季講演会講演論文集， 275~278, 1974. 5. 

Counter Pressure法による匝鋼板の精密曲げ（鈴木 消• V. Cupka ・大槻定•ーと共著）

：昭和 49 年度塑性加工春季講演会論文集， 279~282, 1974. 5. 

プラスチック板の精密曲げ（局部加熱逆圧付加V曲げ法）（鈴木 清• 町田輝史と共著）

：昭和 49 年度塑性加工春季講演会論文集， 395~398, 1974. 5. 

鉄系焼結体の機械的異方性（第 2報）（天野富男と共著）：昭和 49

春季大会講演概要集， 82~83, 1974. 5. 

サイジ~ ングによる焼結体の原さ制御（天野富男・村上義明と共著）：昭和 49年度粉体粉

末冶金協会春季大会講演概要集， 86~87, 1974. 5. 
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2軸応力下における焼結体の破壊条件（天野富男と共著）：昭和 49年度春季大会講演概

要集、 90~91, 1974. 5. 

Effect of Forging Conditions on the Surface Pores of Powder Products (coaut・

hors: T. Takano, C. S. Sharma, T. Amano) : 生産研究 26,6, 45~50, 1974. 6. 

粉末鍛造の現状と将来：プレス技術 12,7, 26~31, 1974. 7. 

ベトナイト鋼帯の精密打抜き性（鈴木 清と共著）：ベーナイト鋼帯の加工性と精密機器

への適用シンポジウム資料， 101~107, 1974. 7. 

Counter Pressure法によるベイナイト鋼帯のV曲げ (V.Cupka• 鈴木 清と共著）：

ベーナイト鋼帯の加工性と精密機器への適用シソボシウム資料， 159~170, 1974. 7. 

表面脱炭ベイナイト鋼の曲げ加工性（川瀬尚男•吉田清と共著）：ベーナイト鋼帯の加工

性と精密機器への適用•ンンポジウム資料， 171~175, 1974. 7. 

Analysis of Counter Pressure Bending by FEM (coauthors : V. Cupka, H. 

Miyamoto, T. Miyoshi, K. Suzuki) : Proceeding of the Int'! Conference on 

Production Engineering, Tokyo 1974 (part 1), 257~261, 1974.8. 

Production of Crankshafts by Clamp Shearing (coauthor : K. Shiomori) : 15th Int'! 

M. TDR, Conference, 1974. 9. Forming Limits of Locally Quenched Low Carbon 

Steel Sheets (coauthor : T. Machida) : 8th Biennial Congress of IDDRG, 

Gothenburg Sweden, 1974. 9. 

On the Mechanical Anisotropy of Ferous P/M Products (coauthor : T. Amano): 

4th Int'I Conference on Powder Metallurgy, Czechoslovakia, 1974.10. 

Al切削切粉の押出し (C.S. Sharmaと共著）：昭和49年度精機学会秋季大会学術講演

会前刷， 147~148, 1974. 10. 

鉄系切削粉のプリフォーム成形性（村上義明・ C.S. Sharmaと共著）：昭和49年度精

機学会秋季大会学術講演会前刷， 149~150, 1974. 10. 

Chip Forging材の性質 (C.S. Sharma• 長瀬正雄・村上義明と共著）：昭和49年度精

機学会秋季大会学術講演会前刷， 151~152, 197 4. 10. 

Chip Forging材の表層空孔について (C.S. Sharma• 長瀬正雄・三浦真一と共著）：昭

和 49 年度精機学会秋季大会学術講演会前刷， 153~154, 1974. 10. 

超塑性板材成形における板厚の一様化と高速化（町田輝史と共著）：第 25回塑性加工連

合講演会講演論文集， 257~260, 197 4. 11. 

板の幅方向曲げ（鈴木清と共著）：第 25 回塑性加工連合講演会講演論文集， 357~360,

1974. 11. 

鋳鉄のせん断加工（町田輝史•鈴木清•須山曜示と共著）：第 25 回塑性加工連合講演会

講演論文集， 377~380, 1974. 11. 

有限要素法による逆圧曲げの解析 (V.Cupka• 宮本博• 三好俊郎・鈴木清と共著）：第

25 回塑性加工連合講演会講演論文集， 463~466, 1974. 11. 
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切削切粉を原料とする粉末鍛造 (C.S. Sharmaと共著）：昭和49年度粉体粉末冶金協

会秋季大会講演概要集， 24~25, 1974. 11. 

鋳鉄切削粉の焼結品（天野富男•浅野升夫と共著）：昭和 49 年度粉体粉末冶金協会秋季

大会講演概要集， 60~61, 1974. 11. 

スウェーシソクによる粉末成形（続報）（天野富男・大園弘美と共著）：昭和 49年度粉体

粉末冶金協会秋季大会講演概要集， 68~69, 1974. 11. 

表面脱炭ベイナイト鋼の曲げ加工性（川瀬尚男• 吉田 泊と共苫）：日新製鋼技報 31, 15 

~22, 1974. 11. 

ベーナイト鋼帯の曲げ加工（町田輝史と共著）：プレス技術 12,11, 50~53, 1974. 11. 

局部焼入れ軟鋼板の深絞り（町田輝史と共著）：塑性と加工 16,169, 148~154, 1975. 

2. 

助教授小林敏雄 (KOBAYASHI Toshio) 

自動車に対する風速変動の測定方法の確立と実測値の統計的処理（大橋秀雄・醍醐秀博

と共著）：日本自動車研究所研究報告 10, 1974. 7. 

走行試験による横風の測定とその解析（醍醐秀博他と共著）：自動車技術会秋期大会講演

論文集， 1974. 10. 

助教授吉識晴夫 (YOSHIKI Haruo) 

周期的変動流れにおかれた翼の翼面変動圧力分布の研究（小池典夫• 水町長生• 江国裕

と共著）：日本機械学会講演論文集， 740-1, 121~124, 1974. 11. 

助教授増沢隆久 (MASUZA WA  Takahisa) 

放電加工における放電繰返しの制御（第 2 報）（田中勝也• 藤野正俊と共著）：昭和 49年

度精機学会秋季大会前刷， 183~184, 1974, 10 

助教授藤田隆史 (FUJITA Takafumi) 

大震火災時における住民避難の最適化（第 1報）：第 13回 SICE学術講演会論文集， 373

~374, 1974. 8 

大震火災時における住民避難の最適化（第 2報）：第 13回 SICE学術講演会論文集， 375

~376, 1974. 8 

大震火災時における住民避難の安全性の評価について：計測自動制御学会東北支部講演

論文集， 49~50, 1974. 10 

火災と避難のシミュレーション：第 13回生研講習会テキスト， 1974. 10 

南伊豆における危険物・火災を中心とした地震被害（柴田碧，原文雄と共著）：生産研究，

26, 12, 518~522, 1974. 12 
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大震火災時における住民避難の最適化：生産研究， 27,3, 130~135, 1975. 3 

Simulation of Spreading Fires Caused by a Strong Earthquake and of Behavior of 

People Taking Refuge from them : JSME Papersー 1975Joint JSME・ASME

Applied Mechanics Western Conference, 201~208, 1975. 3 

講師阿高松男 (AT AKA Matsuo) 

テンションリールの力学特性の考察（第 2報 コイル内にスリップのある場合）（鈴木弘

と共著）：生産研究 26,5, 1975. 5. 

冷間タンテム圧延の総合特性：圧延理論部会20周年シンポシウム講演論文集（日本鉄鋼

協会）， 1974.6. 

熱間タンデム圧延のルーパ ASR系について（タンデム圧延の総合特性の解析 第 8

報）：塑性と加工， 15, 163, 197 4. 8. 

圧延における質脇力の影特について（鈴木弘• 吉田勝也と共著）：第 25回塑性加工連合

講演会論文集， 1974.11. 

助手高橋伸晃 (TAKAHASHI N obuaki) 

自動車騒音の実態について一第 2報（亘理厚，大野進一，立石泰三，西山正一，岩元貞

雄と共著）：生産研究 26, 11, 39, 1974, 11 

応答典線を用いた機械構造物の各次振動特性の分離法ー第 3報 掃引速度の影翌：生産

研究， 27,2, 48, 1975, 2 

助手藤 谷義信 (FUJIT ANI Yoshinobu) 

梁理論の精密化に関するニ・三の試み（その 5)―梁の剪断変形理論（続）ー（川井忠

彦と共著）・．生産研究， 26,6, 202~216, 1974. 6. 

はり理論の精密化に関する研究（その 2, しまりのせん断変形解析• 続）（所外 2名と共

著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 711~712, 1974, 10. 

はり理論の精密化に関する研究（その 3, はりのねじり解析）（所外 1名と共著）：日本

建築学会大会学術講演梗概集， 713~714, 1974, 10. 

せん断変形を考慮したはり解析に関する一・ニの試み（所外 2名と共著）：第24回応用

力学連合講演会論文抄録集， 181~182, 197 4. 12 

助手（特別研究員） 福岡新五郎 (FUKUOKA Shingoro) 

固液共存状態における金属の変形抵抗 第2報（新井博男と共著）第 25回塑性加工連合

講演会論文集， 1974, 11. 

A Study on Plastic Working of Alloys in Their Mashy State (coauthor : M. 

Kiuchi) : 15th Int'! M. T. D. R. conference, Birmingham, 1974. 9. 
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助手天野富男 (AMANO Tomio) 

粉末鍛造の研究（中川威雄・高野豊晴• C. S. Sharmaと共著）：昭和 49年度塑性加工

春季講演会講演論文集， 21~24, 1974. 5. 

鉄系焼結体の機械的異方性（第 2報）（中川威雄と共著）：昭和 49年度粉体粉末冶金協会

春季大会講演概要集， 82~83, 1974. 5. 

サイジングによる焼結体の原さと制御（中川威雄・村上義明と共著）：昭和 49年度粉体

粉末冶金協会春季大会講演概要集， 86~87, 1974. 5. 

2軸応力下における焼結体の破壊条件（中川威雄と共著）：昭和 49年度春季大会講演概

要集， 90~91. 1974. 5. 

Effect of Forging Conditions on the Surface Pores of Powder Forged Products 

(coauthors : T. Nakagawa, T. Takano, C. S. Sharma) : 生産研究 26,6, 45~50, 

1974. 6. 

On the Mechanical Anisotropy of Ferous PIM Products (coauthor : T. 

Nakagawa) : 4th Int'! Conference on Powder Metallurgy, Czechoslovakia, 1974. 

10. 

鋳鉄切削粉の焼結品（中川威雄・浅野升夫と共著）：昭和 49年度粉体粉末冶金協会秋季

大会講邸概要集， 60~61, 1974. 11. 

スウェージングによる粉末成形（続報）（中川威雄・大歯弘美と共著）：昭和 49年度粉体

粉末冶金協会秋季大会講演概要集， 68~69, 1974. 11. 

助手小池典夫 (KOIKE Norio) 

周期的変動流れにおかれた翼の翼面変動圧力分布の研究（吉識睛夫• 水町長生• 江国裕

と共著）：日本機械学会講演論文集， 740-13, 121~124, 1974. 11. 

第 3部

教授斎藤成文 (SAITO Shigebumi) 

二重反射ホログラフィーホログラムの情報械削誡（浜綺 二• 永111洋一）と共抒）：出f通

伯学会論文誌(C)56-C, 1973, 12, p. 637 

オプトエレクトロニクスの将来：エレクトロニクスダイジェスト， 1974 , 4. 1 

同翡可能色ぷレーザ屯磁lnl路アナライザ(IiぷJI:陽ー・流本英之・大林周逸と共著）：屯 f通

信学会ll{l和49年度全IE!大会予稿， 1974, 7. 

オプティカルファイパ）j向性結合堺（浜綺 ニ・桑l泉秀夫と共抒） ：這(通伯学会昭和49
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年度全国大会予稿， 1974, 7. 

スピン衛凩の最適姿勢制御と線形計画法による解（二宮敬虔・ 川戸信明と共著）： tじf-通信

学会昭和49年度全国大会予稿， 1974, 7. 

オプティカルファイバ）j向性結合器の研究（浜崎 ニ・桑腺秀夫と共著）：屯f-通信学会光

械 fエレクトロニクス研究会負料， 1974, 8, 

科学衛星光学トラッキング装i晋 I(古在由秀• 富田弘一郎• 長谷部 悧と共著）：宇宙航空

研究報告， 10, 3(A) 1974, 7. 400 

科学衛吊光学トラッキング装附 II(古在由秀• 富田弘一郎• 長谷部 唄・翡須芳雄と共袈〉

：宇宙航空研究所報告， 10, 3(Al, 1974, 7, p. 406,_, 

パワーオプトロニクスヘの期待：： OHM創刊60周年叫念特大号，61,11, 1(-)74, 11, P 89 

宇宙科学と宇宙利用， I , 総論（斎藤成文）：電気学会雑誌， 94, 11, 1974, 11. 953~ 

Power Transfer of a Parallel Optical Fiber Directional Coupler (Coauthors: J. 

Hamasaki, H. kuwahara) : IEEE Transactions on Micro-wave Jkeory and 

Techniques MTT-23, 1, 178~1975, 1. 

A Semiー Transparent Mirror-Type Directional Coupler for Optical Fiber 

Applications (Coauthors : J. Hamasaki, H. Kuwahara) : IEEE Transactions on 

Microwave Theory and Techniques MTT-23, 1, 179~1975, 1. 

M-4 S 搭載伝送機器（野村民也•他と共著）：東大宇宙航空研究所報告： 11, 1 (B), 1975 , 

3, p.139~ 

新しい画像： 画像屯子学会誌 3 , 3 , 1975 

教授渡辺 勝 (WATAN ABE Masaru) 

To Save Memory Field 1 : Decuscope, 13, No. 3, 1974 

教授尾 上守夫 (ONOE Morio) 

Computer Processing of Ultrasonic Images (ed : G, W, Stroke, W. E, Koke, Y. Kikuchi 

and J. Tsujiuchi) : Ultrasonic Imaging and Holography Medical, Sonar and Optical 

Applicatians, 455 502 , Plenum Press , N. Y. 1974. 

Acoustic Emission Research in Japan for Flaw Detection in Weld (ed: T-Kanazawa , S , 

Kobayashi) : Significance of Defects in Welded Structures, 22 -47, 東大出版会，1974-

Simplified Equivalent-circuit For a Piezoelectric Resonator with High Electromechanical Co-

upling (coauthor; F. Araki): Proc. IEE 62, 10, 1392"-'1393, 1974, [O. 

A Method For Computing Large-Scale Two -dimensional Tranform without Transposing 

Data Matrix: Proc. I EEE 63, 1, 196 ,_, 197, 1975- 1 
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Computer Analysis of Traffic Flow Observed by Subtractive Television (coaut-

hors: N. Hamano, K, Ohba): Computer Graphics. and Image Processing ,2,377 392, 1973 

377~392, 1973. 

Chromosome Analysis by Minicomputer (coauthor : M. Takagi, K. Yukimatsu)-

: Computer Graphics and Image Processing, 2, 402~416, 1973. 

Multichannel AE Source Location System and Its Application to Fatigue Test of 

Model Reactor Vessel (coauthors : K. Yamaguchi, H. Ichikawa, Y. Shimada, Y. 

Shimoma): Proc. 2nd Acoustic Emission Symposium Session2, 82~101. 1974. 9. 

Acoustic Emission During Fatigue of Aluminum Alloy (coauthors : K. Iida, T. 

Takahashi, H. Yamada, S. Ri) : Proc. 2nd Acoustic Emission Symposium, 

Session, 6, 15~30, 1974. 9. 

An Experiment of Two-dimensional Monolithic Crystal Filters (coauthor : L. 

Spassov): Comptes rendus du I'Academic bulgare des sciences, 27, 4, 465~468, 

1974. 

高結合圧電振動子の簡易等価回路（荒木文男と共著）：日本音響学会誌， 30,9, 492~497, 

1974. 9. 

原子炉模形圧力容器の内圧繰返し疲労試験における AE標定につ察て（山口楠雄・市川

初男・嶋田淑男• 下間芳樹と共著）：非破壊検査， 23, ll2~113, 1974. 3., および昭和

49 1137, 197 4. 3. 

第 2回 アコースティック・エミッション シンボジウム報告：非破壊検査， 2,12, 663 

~664, 1974. 

ミニコンを用いた画像の順次処理（岩下正雄と共著）：電子通信学会画像工学研究会資

料， IE74-36, 1974. 7. 

System 64 -(64 x 64)画像処理用対話型システム（柴田義文と共著）：電子通信学会歯‘

像工学研究会資料， IE74-60, 1974. 11. 

多チャンネル・アコースティソク・ニミッション標定システム 第 2報（山口楠雄・市

川初男・嶋田淑男・下間芳樹と共著）：昭和 49年電気学会全国大会， 1136,1974. 3. 

1148. 1974. 3. 

紙テープを利用した文字およひ画像の表示（柴田義文と共著）：昭和 49年電気学会全国

大会， 1149,1974. ふ

ITVを用いたオンライン顕微鏡システム（高木幹雄・高橋利定と共著）：昭和 49年電気

学会全国大会， 1150,1974. 3. 

ミニコンを用いた気象衛星画像の虞移動の追跡（岩下正雄と共著）：昭和 49年画像電子

学会全国大会， 11, 1974, 5. 
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大規模 2次元 FFTの高速演算法：テレヒジョン学会全国大会， 11-1, 1974. 6. 

残差検定法による気象衛星画像の雲追跡（前田紀彦と共著）：テレビション学会全国大

会， 11-7, 1974, 6. 

高速疲労われ試験における AcousticEmissionの観測（山田博章と共著）：昭和 49年電

子通信学会全国大会， 2381, 197 4. 7. 

ITV信号のデジタル処理による交通流計測（大場一彦と共著）：昭和 49年度電子通信学

会全国大会， 1301, 1974. 7. 

ベベル加工した板のI厚みねじれ振動（山岸一郎と共著）：昭和 49年度電信学会全国大会，

85, 1974. 7. 

コンベックス型輪郭すべり振動子の解析（荒木文男と共著）：日本音響学会講演論文集，

2-5-3, 1974. 6. 

System 64-(64 x 64)画像処理用対話型システム（柴田義文と共著）：昭和 49年度電気

関係学会関西支部連合大会， S 6-9, 1974. 11. 

白血球のパターン認識（高木幹雄・高橋利定と共著）：第 13回IVIE学会大会予稿集， 1-C

-63, 1974. 4. 

交通流計測への画像処理の応用：映像情報， 8-11, 1974. 6. 

Acoustic Emissionとその応用：第 7回応カ・ひずみ測定シンポジウム特別講演， 1975.

2. 

AE計測による空気圧試験導入の可能性：日本高圧力技術協会主催パネルディスカッ

ション：高圧設備の安全性について，基調講演， 1975. 2. 25. 

Acoustic Emissionの計測＿最近における音響計測法：日本音響学会第 10回技術講

演会テキスト， 33~50, 1974. 11. 

プルガリアを訪ねて：東大新聞， 1974.4. 

長波長ホログラムの計算機再生（石川俊行と共著）：第 4回画像工学コンファレンス， 3

-1, 1973. 11. 21. 

教授安達芳夫 (ADACHI Y oshio) 

Velocity/ Field Characteristic of Gaxln1-.5b Calculated by the Monte Carlo 

Method (coauthors : K. Sakai, T. Ikoma and H. Yanai) : Electronics Letters, 10, 

19, 402-403, 1974. 9. 

キャパシタンス法による GaAs中の電子及び正孔トラップ準位の測定（堺和夫，生駒俊

明と共著）：第 21回応用物理学関係連合講演会， 1a-K-4, 1974. 4. 

MNOSメモリーデバイスのトラップ準位，書きこみ特性及び保持特性（勝部昭明，生駒

俊明と共著）：第 21回応用物理学連合講演会， 1P-N-1, 1974. 4. 

モンテカルロ法によるGaxIn1-x Sbのガン効果特性の計算（堺和夫，生駒俊明と共著）：

昭和49年度電子通信学会全国大会， 443, 1974. 7. 
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ショットキ・ゲート電界効果トランジスタ （長島厚生駒

俊明と共著）：昭和 49年度電子通信学会全国大会， 470, 1974. 7. 

Gax In,-x Sbのカン効果特性におけるイオン化不純物及び湿度の効果（堺和夫，生駒俊

明と共著）：第 35回応用物理学会学術講演会， 8p-S-7, 1974. 10. 

Ga(ASP)中の深い不純物準位の測定（宮川尚憲堺和夫，生駒俊明と共著）：第 35回応

用物理学会学術講演会， 9a-S-ll, 1974. 10. 

熱刺激電流による MNOSメモリーデハイスの特性解析（勝部昭明，生駒俊明と共著）：

・トランシスタ研究会， SSD74-18, 1974. 7. 

Gax In,-<、,Sbにおける高電界特性 モンテカルロ法による計算（堺和夫，生駒俊明，

柳井久義と共著）：電子通信学会半尊体・トランジスタ研究会， SSD74-78,1975. 2. 

極低温における MOS電界効果トランシスタの特性（宮川尚憲，生駒俊明と共著）：生産

研究， 27,2, 91~97, 1975. 2. 

教授浜崎 (HAMASAKI Joji) 

超伝尊の電子機器への応用（榊裕之と共著）：電気学会雑誌 94, 76~81, 1974. 5. 

ロケットのノズルに装着した 0.9GHz帯アンテナ（市川満，谷岡憲隆，松井正安と共著）

：昭和 49年度電子通信学会全国大会， S 6 -2, 1974. 7. 

立体像の実時間伝送に用いる照明光空間変調波の位相安定化（桶口博，岡田三男と共著）

：昭和 49年度電子通信学会全国大会， S 19-1, 1974. 7. 

大気中における電波の屈折補正の簡略計算法（松井正安と共著）：昭和 49

学会全国大会。 711,197 4. 7. 

レンズ様媒体の収差のホログラフィによる補正（前田惟裕と共著）：昭和 49年度電子通

信学会全国大会， 1182, 1974. 7. 

オプティカルファイバ一方向性結合器（桑原秀夫，斎藤成文と共著），昭和 49年度電子

通信学会全国大会， 1169, 1974. 7. 

金属クラッドを一部に用いた光尊波路（野須潔と共著），昭和 49年度電子通信学会全国

大会， 1138,1974. 7. オプティカルファイバ一方向性結合器の研究（桑原秀夫，斎藤

成文と共著）．電子通信学会研究専門委員会， 0Q E 74-32, 1974. 8. 

三次元テレビジョン，昭和 49年度電気四学会連合大会， 105, 1974, 1974. 10. 

短波長の波動の取扱い（前田惟裕と共著），電気学会電磁界理論研究会， EMT-74-30,

1974. 10. 

短波長の波動の取扱い一II(前田惟裕と共著），電子通信学会マイクロ波研究会， MW-75

-89, 1974. 11. 

部分的に金属クラソディングを用いた光 IC用線路（野須潔と共著），電子通信学会マイ

クロ波研究会， MW74-72, 1974. 10. 

屈折率ゆらぎを有するレンズ様媒体の縮退モード間のモード変換（前田惟裕と共著）：電
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子通信学会光贔子エレクトロニクス研究会， 0Q E 74-74, 1975. 1. 

A Partially Metal-Clad-Dielectric-Slab Waveguide for Integrated Optics (coaut-

hor: K. Nosu) : IEEE Journal of Quantum Electronics, QE-10, 10, 822-825, 197 

4. 10. 

光集積回路：電気工学年報， 6.4. 2. 昭和 48• 49年度版

教授河村達雄 (KAWAMURA Tatsuo) 

Breakdown of Air Gaps Irradiated by a Giant Pulse Laser (coauthors : J. Hojyo, 

K. Morita, Y. Maruyama) : Proceedings of the U. S.-Japan Seminar on Gas 

Breakdown and its Fundamental Processes 163-172, Japan Society for the 

Promotion of Science, 1973. 

統計的手法による絶縁設計（石井勝と共著）：放電研究 55, 69-78, 1974. 3. 

ギャップ放電におけるレーザ光照射の効果（丸山義雄と共著）：大気電気研究 10, 163 

ー 166, 197 4. 6. 

オプトエレクトロニクスによる電力の計測と制御（藤井陽一，原田達哉，岸敬二と共著）

：電気学会東京支部講演会予稿， 1974. 7. 

Statistical Approach to the Insulation Co-ordination of Substations against Lightn-

ing Overvoltage (coauthors : T. Kouno, S. Kojima, F. Numajiri, H. Mitani, K. 

Harasawa, H. Ishihara) : Group 33 (Overvoltages and Insulation Co-ordination) 

of the 1974 Session of CIGRE, 33-06, 1974. 8. 

Performance of Surge Diverters (Lightning Arresters) in Japan: CIGRE Study 

Committee 33, Overvoltages and Insulation Co-ordination, Working Group 

01 : Lightning 14/1, 1974. 8. 

オプトエレクトロニクスの電力機器への応用：電気学会雑誌 94, 9, 805-808, 1974. 

9. 

オプトエレクトロニクス式電気最測定手法による汚損がい子連の分担電圧の測定（その

2) (青島好英，原田達哉，相原良典，岸敬二と共著）：電力中央研究所技術第一研究所

報告 74037, 1974. 10. 

フラッシオーバ統計（石井勝と共著）：昭和49年電気四学会連合大会講演論文集 38, 

1974. 10. 

フラッシオーバ統計と絶縁設計（石井勝と共著）：電気学会放電研究会資料 ED-74 

-41, 1974. 10. がいし汚損面の吸湿現象に影響を及ぼす要因の解析（伊坂勝生と共

著）：電気学会論文誌 94-B, 11, 575-582, 1974. 11. 

雷に対する電力供給システムの絶縁信頼度（北条準ー，石井勝と共著）：生産研究 26, 

11, 455-459, 1974. 11. 
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放電制御への光の応用，特集パワーオプトロニクスの現状と将来： 0 HM  61, 11, 111 

-115, 1974. 11. 

放射冷却によるがいし表面温度低下の解析（石井勝と共著）：昭和 49年度電気関係学会

関西支部連合大会講演論文集 G 4-1, 1974. 11. 

オプトエレクトロニクス技術による直流汚損がいし連の分担電圧の測定（青島好英，原

田達哉岸敬二と共著）：電気学会電力技術研究会資料ET-74-29, 1974. 11. 

変電技術—変電技術に関する座談会：電気協同研究 30, 4, 1974. 12. 

雷：電気工学年報， 3• 4, 電気学会， 1975. 1. 

災害• 公害に対する電力系統の信頼度向上（原島文雄と共著）：生産研究 27, 3, 148 

~151 1975. 3. 

光の計測への応用 2)電気計測ーーオプトエレクトロニクス，電気技術者のための最近

の計測技術電気三学会関西支部専門講習会予稿， 1975.3. 

教授山口楠雄 (YAMAGUCHI Kusuo) 

アコースティッコ・エミッションの計測技術：生産研究， 26,4, 131~137, 1974. 4. 

計算制御のための流鼠予測シミュレーション Ci翡田淑男と共著）：生産研究， 26,4, 148 

~151, 1974. 4. 

示装プロシェクトにおけるマネジメント手法及びその適用の研究（芥JII伸と共著）：生産

研究， 26, 7, 254~258, 1974. 7. 

Multichannel Acoustic Emisson Source Location System and its Application to 

Fatigue Test of Model Reactor Vessel (coauthors, M. Onoe, H. Ichikawa, T. 

Shimada, Y. Shimozuma) The Second Acoustic Emission Symposium, Session 2, 

s2~102, 1974. 9. 

精糖（シンボジウム 44• 工場の総括制御）：昭和 49年電気四学会連合大会講演論文集，

7, 37~40, 1974. 10. 

アコースティック・エミッションの基礎と応用ー計測・解析技術ー：日本高圧力技術協

会講習会テキスト， 25~55, 1974. 10.) 

多チャンネルAE標定装置の開発：生産研究， 27,3, 26~28, 1975. 3. 

AE標定システムの定蜀的評価の方法について（下間芳樹と共著）：昭和 50年電子通信

学会全国大会予稿集， 1889, 1975. 3. 

助教授安田靖彦 (YASUDA Yasuhiko) 

最適ドットパターンを用いた中間調のある画像の表示記録（長谷川晴朗と共著）：昭和

49年度電子通信学会全国大会 NO. 1379 

非同期サンプル受信方式に対する最適波形の検討（田坂修二と共著）：昭和 49年度電子
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通信学会全国大会 NO. 2310 

情報収集用非同期多重通信の検討（田坂修二と共著）：昭和 49年度電子通信学会全国大

会 NO.2311 

非同期標本化受信方式に対する最適波形（田坂修二と共著）：電子通信学会通信方式研究

会 CS-74-70 1974. 8. 28 

フアクシミリディジタル伝送の動向：画像電子学会第 16回研究会講演予稿 NO. 1 

適応形線形変換符号化を用いたフアソクス高能率帯域圧縮方式（新井康平，加藤真ーと

共著）：電子通信学会通信方式研究会資料 CS 74-117 1974. 11. 

画像のティシタル伝送：第 5回画像工学コンファレンス論文集 NO. 2-2. 

ファクシミリ帯域圧縮各種符号化方式の圧縮率評価（新井康平，加藤真一と共著）：昭和

50年度電子通信学会全国大会 S 12-3. 

適応形変換符号化によるファクシミリ高能率帯域圧縮方式（新井康平，加藤真一と共著）

：昭和 50年度電子通信学会全国大会 S 12-4. 

待ち行列による伝送容屈可変データ通信の一方式（中村元行と共著）：昭和 50

通信学会全国大会 NO. 1451. 

情報収集用非同期多屯通信:)j式におけるパケットの1且失確率（田坂修二共著）：昭和50年

度電子通信学会全国大会 NO. 1821. 

情報収集用非同期多重通信方式における誤り制御方式（田坂修二，他所外ー名と共著）：

昭和 50年度電子通信学会全国大会 NO. 1822. 

ストロー法による漠字データ圧縮の一改良（新井康平，加藤真一共著）：昭和 50年度電

子通信学会全国大会 NO. 971. 

助 教授高羽禎雄 (TAKABA Sadao) 

情報の優先度に基ついてチャネル選択を行う自動車群と地上との間の通信方式（今村誠

と共著）：昭和 49年度電子通信学会全国大会講演論文集， 2350, 197 4. 7. 

TRN *SIM Iによる野外実験・ンステムのシミュレーション（谷口忠勝・兼子隆と共著）

：昭和49年度電子通信学会全国大会講演論文集， 2395, 1974. 7. 

画像情報の抽出にもとづく交通流の計測•ンステム（谷口忠勝・田付文之助と共著）：昭和

49年度電子通信学会全国大会講演論文集， 2396, 1974. 7. 

交通制御方策検討のための自動車交通流のシミュレーション（浜田喬• 田代文之助• 谷

ロ忠勝・兼子隆他 2名と共著）：生産研究， 26, 11, 460~466, 1974. 11. 

パルス回路：電気工学年報昭和 48• 49 年度版， 233~235, 1975. 1. 

街路網を対象とした交通流シミュレータ TRN*SIM II (浜田喬• 谷口忠勝他 2名と共

著）：シミュレーション技術研究会資料， lll-2, 1975. 3. 
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助教授藤井陽一 (FUJII Yoichi) 

同調可能色素レーザを用いたレーザ電磁回路アナライザ（斎藤成文・滝本英之・大林周

逸と共著）： S. 49電子通信学会全国大会， 1118

多重横モード発振半樽体レーザの高速時間応答特性： s. 49 

1204 

An Optical Heterod>TJ1e Radar System for Position and Velocity Detection (滝本英

之と共著）： 1974 Laser Radar Conf. Sept. 3 II-7 

PbM⑫ 結晶を用いた音響光学フィルタ（林秀樹と共著）：応物学会， S. 49-10 9aF6 

光ヘテロダイソ検波を用いた結像特性の解析（滝本英之と共著）：電子通信学会 光蜀子

エレクトロニクス研究会資料， OQE.74ー 20,1974. 6. 

Optical Frequency Translator of the Minimun Residual Carrier (滝本英之と共著）

: Vlll IQEC. June 10-13, 1974. X-15 

発光ダイオードによる電力用光変成器の実験的研究（横山幸嗣•斎藤質文•三浦 智・

吉田和芳•大野豊と共著）： s. 50 電気学会全大会， 1300

LiNb03結晶を用いた音響光学フィルター（林秀樹と共著）： S. 50 電気学会全国大会，

504 

可変周波数炭酸ガスレーザを用いた光ヘテロダイン検波器の特性（斎藤成文• 四方進と

共著）： s. 50 電気学会全国大会， 502

大電力用電子ピーム管の雑音と電極構造の効果（大林周逸と共著）： s. 50 電気学会全

国大会， 473

レンズ・ビームガイドによる画像伝送（大林周逸• 清水賢治と共著）： s. 50 電気学会

全国大会， 494

同調可能色素レーザによる吸光分析とその測定誤差（滝本英之•正村達郎と共著）： s. 
50電気学会全国大会

球面波光ヘテロダイソ法による速度分布の測定（滝本英之と共著）： s. 50電気学会全国

大会， 497

光ファィバ方向性結合器によるループ状光ファイバとの結合（斎藤成文• 横山幸嗣と共

著）： s. 50電気学会全国大会， 501

光ヘテロダイソとショット雑音の巌子論 S・50. 電子通信学会全国大会

光ヘテロダイソ検波を用いた画像検出（実験）（滝本英之と共著）： S. 50電子通信学会

全国大会， 857

光ヘテロダインの最子論的取扱い：電子通信学会 光最子エレクトロニクス研究会資

料. OQE. 7 4-63. 197 4ー 12

PbM。。4 結晶を用し フィルター (II)(林秀樹と共著）：応物学会 7 5春
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光ヘテロダイソ・レーザ・レーダ (II)(滝本英之と共著）： s. 49文部省総合研究「レ

ザ・レーダの基礎および応用」第 2回研究会資料， 1975-2-6

光ヘテロダインによるレーザ顕微鏡（滝本英之と共著）：電子通信学会 光籠子エレクト

ロニクス研究会資料 OQE-74-84 (1975-03) 

レーザ変流器の動向： OHM, 1974. 11. 

教授高木幹雄 (TAKAGI Mikio) 

Chromosome Analysis by Minicomputer (coauthers : M.1 Onoe, K. Yukimatsu)-

: Computer Graphics and Image Processing, 2, No. 3/4, 402~416, 1973. 12. 

医寮システム化調査報告書（第II[報）（医療システムにおける技術・需要予測調査） 8' 

画像入出力装置， 10.漠字入出力装置（中田和男と共著）， 48.漠字情報処理， 49.画

像情報の蓄積処理， 日本電子工業振興協会， 1974. 3. 

白血球のパターン認識（尾上守夫，高橋利定と共著）：第 13回日本ME学会大会予稿集，

l -C-63, 1974. 4. 

資源衛星のコンピュータ画像処理：特集画像とコンピュータ， 2-7, テレビジョン学

会雑誌， 28, 4, 279~284. 1974. 4. 

信号変換の 2ライン符号化方式への拡張（津田俊隆と共著）：昭和 49年度画像電子学会

第 2回全国大会予稿集， 19, 1974. 5. 

アダプティプ・ランレングス符号の一形式（津田俊隆と共著）： 1974年度画像電子学会

第 2回全国大会予稿集， 20, 1974, 5. 

2次元予測における予測点数と予測誤りの検討（津田俊隆，農沢雄治と共著）： 1974年

テレビジョン学会全国大会予稿集， 11-2, 1974. 6. 

X線透過写真を用いた溶接欠陥の画像処理（横井行雄共著）： 1974年テレビジョン学会

全国大会予稿集， 11-3, 1974. 6. 

濃淡画像簡易表示方式（富田強，横井行雄と共著）： 1974年テレビジョン学会全国大会

予稿集 11-5, 1974. 6. 

信号変換の 2ライン符号化方式への拡張（津田俊隆と共著）： 1974年テレビジョン学会

全国大会予稿集， 11-6, 1974. 6. 

大規模実数値行列に対する 2次元フーリニ変換のデータ構造（横井行雄と共著）：電子通

信学会電子計算機研究会資料， EC74-13, 1974. 6. 

2ライン符号化信号変換を適用したファクシミリの帯域圧縮（津田俊隆と共著）：電子通

信学会通信方式研究会資料， CS74-55及び画像工学研究会資料， IE 7 4-31, 197 4. 

6. 

最近のディスプレイ装置：第 8 章ディスプレイの応用， 8ー1 概説， 217~229 テレビジョ

ン学会編日本放送出版協会， 1974.6. 

191 



画像情報処理用簡易表示装置（富田強と共著）： 1974 

文集， 1300, 1974. 7. 

大規模実数値行列に対する二次元フーリニ変換のデータ構造 空間フィルター処理の

高能率化—-(横井行雄と共著）： 1974年度電子通信学会全国大会講演論文集， 1299,

1974. 7. 

信号変換パターンの拡張による画質の向上（津田俊隆と共著）： 1974年度電子通信学会

全国大会講演論文集， 1334, 1974. 7. 

濃淡画像の簡易出力方式（富田強，横井行雄と共著）：電子通信学会画像工学研究会資料，

I E 74-41, テレビジョン学会画像表示研究会資料， 8-6, 1974. 7. 

Status of Planning of Future Earth Resources Survey Satellite (coauthers : E. 

Kilpela, L. Laidet, H. Sax, S. Shapiro) : 25th International A-;rouautical 

Congress 74-142, Application Satellite II, Satellte applications working group 

reports 197 4. 10. 

リモートセンシングにおけるデイジタル画像処理：日米合同セミナーリモート・センシ

ングの原理と応用， 1974. 10. 

ミニコンのための二次元フーリニ変換の算法（横井行雄と共著）： 1974年度電気関係学

会関西支部連合大会予稿集， S6-6及び電子通信学会パターン認識と学習研究会資

料， PRL 74-31, 1974. 11. 

白血球の自動分類に関する基礎的研究（高橋利定と共著）： 1974年度電気関係学会関西

支部連合大会予稿集， S 6-15及び電子通信学会画像工学研究会資料， I E 74-66, 

1974. 11. 

デイジタル画像処理：第 5回画像工学コンファレンス論文集， 17-20, 1974. 11. 

医用画像伝送（宇都宮敏男開原成允と共著）：電子通信学会誌， 57,11, 1364~1370, 

1974. 11. 

溶接部X線像の画像処理（横井行雄と共著）：テレビジョン学会テレビション技術応用研

究会資料， 17-3, 1974. 11. 

画像科学と画像エレクトロニクス（長谷川伸，竹下弧ー，和久井孝太郎と共著）：テレビ

ジョン学会雑誌 28, 12, 1017~1026, 1974. 12. 

ファクシミミリ伝送用ランレングス符号の高能率化（津田俊隆と共著）：電子通信学会論

文誌A,58-A, 第 2 号， 113~120, 1975. 2. 

リモートセソシング画像のデイジタル処理（その 1),(ハードウェア）：テレビジョン学

会雑誌， 29,3, 178~183, 1975. 3. 

画像処理技術と設備診断料：計測自動制御学会「設備診断と計測シンポジウム」資料，

19-27, 1975, 3 . 

画像技術年報，研究開発， 1, 5, 画像処理， 3, 3, 124~128, 1975, 

3. 
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リモートセンシング画像のデイジタル処理用ハードウェア：画像電子学会第 19回研究

会予稿集， 74-06-5, 1975. 3. 

小規模•ンステムによる大規模画像行列の空間周波数フィルタリング（横井行雄と共著）：

1975年度電子通信学会全国大会講演論文集， 1975.3. 

3ライン信号変換を用いたファクシミリの帯域圧縮方式（津田俊隆と共著）： 1975年度

電子通信学会全国大会講演論文集， 1007, 1975. 3. 

気象衛星画像簡易入力装置（田村清と共著）： 1975年度電子通信学会全国大会講演論文

集， 1050, 1975. 3. 

助教授原島文雄 (HARASHIMAFumio) 

無整流子電動機における直流リアクトルの影響（小山孝男•江原実と共著）：電気学会制

御変換装置研究委員会資料 pcc-74-1, 1974, 5 

自然制約と日本の将来（単行本）（茅陽一他と共著）世界政党研究会 1974, 5 

充電•ンステムの研究（電気自動車の研究開発特集号）工業技術， 1974, 5 

自動操縦装置について（稲葉博他と共著）：自動車技術， 28-5, 1974, 5 

電気自動車の利用システムおよび充電方式の研究（一部執筆）：自動車技術会， 1974, 6 

充電システムについて：自動車技術会電気自動車利用•ンステム講演会テキスト， 1974,

6 

電気自動車と新交通システム（伊藤俊彦氏と共著）：自動車技術会電気自動車利用システ

ム講演会テキスト， 1974, 6 

カルマン・フィルタを用いた自動車の自動操舵系の最適設計（坪井邦夫，稲葉博，宮田

豊雄と共著）：第 13回計測自動制御学会学術講演会予稿集， 1213, 197 4, 8 

サイリスタ負荷の力率制御に関する研究（稲葉博• 小山孝男と共著）：第 13回計測自動

制御学会学術講演会予稿集， 2707, 197 4, 8 

On Operating Characteristics of Induction Motors Fed by Thyristor Inveters : 生

産技術研究報告， 24-1,1974, 10 

State Space Analysis of AC Motors Fed by Thyristor Inverters : T. Yanase) 

: IFAC Symposium on Power Electonics and Electrical Drives (Duessedorf) 

1974. 10 

追従制御方式によるサイリスタ負荷の力率改善（稲葉博• 小山孝男と共著）：第 17回自

動制御連合講演会前刷， 3088, 1974. 11. 

直流リアクトルを考慮した無整流子電動機の特性解析（江原実・小山孝男と共著）：電気

学会論文誌， 94-B,No. 11, 1974. 11. 

カルマン・フィルタを用いた自動車の自動操舵系の最適設計（坪井邦夫・稲葉博•宮田

豊雄と共著）：電気学会自動制御研究会資料， AC-74-32, 1974. 12. 

電気自動車の研究開発ー大形プロジェクトによる研究成果を中心として一（一部執筆）：
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日本産業技術振興会編， 1974. 12. 

磁気ダイオード (SMD)を用いたトランジスタ式サーボモータの研究（鈴木英雄と共

著）：システムと制御， 19-1 , 1975. 1 . 

新交通システムにおけるエネルギーシステムおよび駆動システム：システムと制御， 19

-:-3 , 1975. 3 . 

災害•公害に対する電力系統の信頼度向上（河村達雄と共著）：生産研究， 27-3, 1975. 

3. 

助教授生駒俊明 (IKOMAToshiaki) 

Temperature Dependence of Hole Saturation Velocity (coauthor : K. Hara) : Appl. Phys., 

3, 5, 431-432, May 1974. 

Characteristics and Applications of a Schottky・Barrier-GateGunn-Effect Digital Devies 

(SBG• GEDD) (coauthors : T. Sugeta, M. Tanimoto and H. Yanai) : IEEE Trans. ED, 

ED-21, 8, 504-515, Aug. 1974. 

Velocity /Field Characteristic of Gaxlnし ,SbCalculated by the Monte Carlo Method 

(coauthors: K. Sakai, Y. Adachi and H. Yanai) : Electronics Letters, 10, 19, 402-403, 

Sept. 1974. 

Deep Levels in GaAs by Capacitance Method (coauthor : K. Sakai) : Applied Phys., 5, 2, 

165-171, Nov, 1974. 

New Method to Determine the Photoionization Threshold Energy of a Deep Level from 

Photocapacitance (coauthor : T. Okumura) : Appl. Phys. Letts. 25, 10, 572-574, Nov. 

1974. 

GaAs プレーナ型デバイスに対するトラップと基板の影響（長島厚• 栗原由紀子と共著）：電子

通信学会論文誌， 57-C,12, 469-470, Dec. 1974 

第 5回ひ化ガリウムと関連化合物に関する国際会議報告：電子通信学会誌， 58, 3, 295 

-296, March, 1975. 

Efficiency Degradation and Deep Levels in GaP LED (coauthor : T. Okumura) : 4 th 

European Solid-State Device Conference at Nottingham, England, Sept. 17, 1974. 

化合物半導体中の深い不純物準位の測定：第 12回半導体専門講習会（電気学会トランジスタ専

門委員呑員会・電子通信学会半専体トランジスタ研究専門委員会・応用物理学会・半璃体研究振

興会共催）： Aug.19-22, 1974. 

キャパ・ンタンス法による GaAs 中の電子及び正孔トラップ準位の測定（堺和夫•安達芳夫と共

著）：第21回応用物理学会関係連合講演会， 1 a-K-4, Apr., 1974. 

キャパシクンス法による GaPLED中の深い不純物準位の測定（奥村次徳・堺和夫と共著）：第

21回応用物理学会関係連合講演会， 1 a -M-9, Apr., 1974. 

MNOSメモリーデバイスのトラップ準位，書きこみ特性及び保持特性（勝部昭明・安達芳夫と
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共著）：第 21回応用物理学会関係連合講演会， 1 P-N-1, Apr., 1974. 

GaP, GaAsの表面酸化と MOSダイオードの特性（横溝氾と共著）：第 21回応用物理学会関

係連合講演会， 2 a-N-10, Apr. 1974. 

Si中のホールの飽和速度の温度依存性（原和裕と共著）：第 21回応用物理学会関係連合講演会，

3 P-K-10, Apr., 1974. 

Si バリットダイオードの試作（原和裕•宮崎勝・右高正俊と共著）：昭和 49 年度電子通信学会

全国大会， 431,July., 197 4. 

バリッドダイオードの発振特性（原和裕•宮崎勝・右高正俊と共著）：昭和 49 年度電子通信学

会全国大会， 432,July., 1974. 

バリットダイオードの小信号解析（原和裕• 栗原由紀子と共著）：昭和49年度電子通信学会全

国大会， 433,July., 1974. 

モンテカルロ法による Gaxin,_,:Sb のガン効果特性の計算（堺和夫•安達芳夫と共著）：昭和 49

年度電子通信学会全国大会， 443,July., 1974. 

ショットキ・ゲート電界効果トラソジスタの特性に及ぼす基板の影響（長島厚•安達芳夫と共

著）：昭和 49年度電子通信学会全国大会， 470,July, 1974. 

PHCAPスペクトルの掃引速度依存性（奥村次徳・堺和夫と共著）：昭和 49年度電子通信学会

全国大会， 415,July, 1974. 

Gaxin戸Sb のガン効果特性におけるイオ‘ノ化不純物及び湿度の効果（堺和夫•安達芳夫と共

著）：第 35回応用物理学会学術講演会， 8 P-S-7, Oct., 1974彎

Ga (AsP) 中の深い不純物準位の測定（宮川尚憲•堺和夫•安達芳夫と共著）：第 35 回応用物理

学会学術講演会， 9 a-S-11, Oct., 1974. 

PHCAP法によるPhotoionizationThreshold Energyの測定:GaAs, GaP中のトラップ（奥

村次徳と共著）：第 35回応用物理学会学術講演会， 9 a-K-9, Oct., 1974. 

GaAs のマイクロ波応用（堺和夫•原和裕と共著）：昭和 49 年度電気四学会連合大会， 4, 4-45 

~4-48, Oct., 1974. 

Quasi-static 法によるMNOS 素子の V-I 特性（徳田博邦•安達芳夫• 田中一成と共著）：昭

和 50年度電子通信学会全国大会， 261, March, 1975. 

熱刺激電流による MNOSメモリーデバイスの特性解析（勝部昭明・安達芳夫と共著）：電子通

信学会半導体・トランジスタ研究会， SSD74-18, July., 1974. 

フオトキヤパシタンス法による GaP発光ダイオード中の深い不純物準位の測定（奥村次徳・堺

和夫と共著）：電子通信学会半導体・トランジスタ研究会， SSD74-26, Aug., 1974. 

Gaxin, __ ,:Sb における高電界特性一ーモンテカルロ法による計算（堺和夫•安達芳夫•柳井久義

と共著）：電子通信学会半導体・トランジスタ研究会， SSD74-78, Feb., 1975. 

極低温における MOS 電界効果トランジスタの特性（宮川尚憲•安達芳夫と共著）：生産研究，

27, 2, 91~97, Feb., 1975. 

半導体デバイスの物理(1)(S. M. Sze著柳井久義・小田川嘉一郎と共訳）：コロナ社， 1974.
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助教授浜田 喬 (HAMADATakashi) 

自動運行車両の能率のシミュレーションによる評価（藤田一彦• 佐藤和雄と共著）：昭和

49年電気学会全国大会， No.1103, 1974. 4. 

交通流シュミレータ TRN*SIM II制御のためのソフトウェア（藤田一彦と共著）：昭和

49年電気学会全国大会， No.1106, 197 4. 4. 

交通制御方策検討のための自動車交通流のシュミレーション（高羽禎雄他 5名と共著）：

生産研究， 26, 11, 60~66, 1974. 11. 

助教授榊 裕之 (SAKAKIHiroyuki) 

“超伝導の電子機器への応用”（浜崎襄二と共著）：電気学会雑誌， 94, 5 (1974) 76-81. 

“半導体表面の電子的性質”：応用物理学会，薄膜・表面物理セミナ（第 5回）テキスト，

1974 年 7 月， 4• 1~4• 40. 

半禅体表面現象ー電子的性質を中心として一：応用物理， 43,9 (1974) 950-951. 

Negative Differential Resistance and Thermal Effect in Silicon MOP Field Effect 

Transistors (carthor: T. Sugano) J. Japan Soc. Appl. phys. Suppl, 43, 1974. 

講師長谷部望 (HASEBEN ozomu) 

円板近傍のダイポールからの放射界（座間と共著）：信学会，アンテナ伝播研資， AP.74 

-6~10 (1974-50). 

円板を用いた結合共振器描造のアンテナ（座間と共著）：昭 49.信学会全国大会， 756.

科学衛星光学トラッキング装置 I(斉藤，古在，富田と共著）：東大宇宙研報告， 10, 3 

A, 1974. 7. P. 400. 

科学衛星光学トラッキング装置II(斉藤，古在，富田，高須と共著）：東大宇宙研報告，

10, 3 A, 1974. 7. P. 406. 

科学衛星光学トラッキング装置による科学衛星の観測（座間，瀬尾，前田，栄楽と共著）

：東大宇宙研報告， 10, 3 A, 1974. 7. P. 438. 

円板を用いた結合共振器構造の禅波アンテナの近似理論（座間と共著）：昭 50信学会全

国大会， 571.

助手田代文之助 (TASHIROBunnosuke) 

画像情報の抽出にもとづく交通流の計測システム（高羽禎雄・谷口忠勝と共著）：昭和

49年度電子通信学会全国大会講演論文集， 2396, 1974. 7. 

交通制御方策検討のための自動車交通流のシミュレーション（高羽禎雄• 浜田喬• 谷口

忠勝・兼子隆他 2名と共著）：生産研究， 26, 11, 460~466, 1974. 11. 
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助手市川初男 (ICHIKAWAHatsuo) 

Multichannel Acoustic Emisson Source Location System and its Application to 

Fatigue Test of Model Reactor Vessel (coauthors: M. Onoe, K. Yamaguchi, T. 

Shimada, Y. Shimozuma) : The Second Acoustic Emission Symposium, Session 

2, s2~102, 1974. 9. 

助手山田博章 (YAMADAHiroaki) 

高速疲労ワレ試験における AcousticEmissionの観測（尾上守夫と共著）：昭和 49年電

子通信学会全国大会， 2381,1974. 7. 

Acoustic Emission During Fatigue of Aluminum Alloy (coauthors : K. Iida, M. 

Onoe, T. Takahashi, S. Ri) ; proc. 2nd Acoustic Emission Symposium, Session 

6, 15~30, 1974. 9. 

助手栗原由紀子 (KURIHARAYukiko) 

GaAs ブレーナ型デバイスに対するトラップと基板の影響（長島厚• 生駒俊明と共著）：

電子通信学会論文誌， 57-C,12, 469~470, 1974. 12. 

バリットダイオードの小信号解析（原和裕• 生駒俊明と共著）：昭和 49年度電子通信学

会全国大会， 433,1974. 7. 

助手谷口忠勝 CTANIGUCHI Tadakatsu) 

TRN *SIM Iによる野外実験システムのシミュレーション（高羽禎雄・兼子隆と共著）

：昭和 49年度電子通信学会全国大会講演論文集， 2395,1974. 7. 

画像情報の抽出にもとづく交通流の計測システム（高羽禎雄・田代文之助と共著）：昭和

49年度電子通信学会全国大会講演論文集， 2396,1974. 7. 

交通制御方策検討のための自動車交通流のシミュレーション（高羽禎雄• 浜田喬• 田代

文之助・兼子隆他 2名と共著）：生産研究， 26, 11, 460~466, 1974. 11. 

街路網を対象とした交通流シミュレータ TRN*SIM II (高羽禎雄• 浜田喬他 2名と共

著）：シミュレーション技術研究会資料， III,2 , 1975. 3. 

助手滝本英之 (TAKI MOT  OH  i d e Yu k i) 

Optical Frequency Translator of the Minimum Residual Carrier (藤井陽ーと共著）

：珊 IQEC,June 10-13, 1974. X-15. 

光ヘテロダイン検波を用いた結像特性の解析（藤井陽ーと共著）：電子通信学会，光簸ェ

レクトロニクス研究会資料， OQE-71ー20,1974. 6. 
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同調可能色素レーザを用いたレーザ電磁回路アナライザ（斉藤成文•藤井陽ー・大林周

逸と共著）： s. 49, 電子通信学会全国大会， 1115, 1974. 7. 

An optical Heterodyne Radar System for Position and Velocity Detection (藤井陽

と共著） : 1974, Laser Radar Conf, Sept. 3, II-7. 

光ヘテロダイン検波を用いた画像検出（実験）（藤井陽一と共著）： S. 50, 電子通信学

会全国大会．

光ヘテロダイン・レーザ・レーダ (II)(藤井陽ーと共著）： S. 49, 文部省総合研究「レー

ザ・レーダの基礎および応用」，第 2回研究会， 1975.2. 6. 

光ヘテロダインによるレーザ顕微鏡（藤井陽ーと共著）：電子通信学会，光最子エレクト

ロニクス研究会資料， OQE-74-84(1975-03). 

球面波光ヘテロダイソ法による速度分布の測定（藤井陽ーと共著）： S. 50, 電気学会全

国大会

同調可能色素レーザによる吸光分析とその測定誤差（藤井陽ー・正村逹郎と共著）： s. 
50, 

第 4部

教授野崎 弘 (NOZAKIHiroshi) 

物質情報論とその応用：総合科学出版， 1974.4. 

物理化学からみた電気接点の適通：電気通信学会，継電器研究部会，新 220,2, 1974. 

9. 

溶液中での棒状高分子の配向性とその電場依存性（鋤柄光則•豊島喜則と共著）：日本生

物物理学会第 13回講演予稿， 29-F-3, 1974. 9. 

酸化チタンを用いる ReducedSilver法（飯田武揚と共著）：電子写真学会，第 34回講演

要旨， 22, 1974. 11. 

酸化チタンによる光泳動画像表示法の研究（豊島喜則•飯田武揚と共著）：

会，第 34回講演要旨， 18, 1974. 11. 

光起電体一絶縁体複合層を用いる電子写真の諸法とそれぞれの写真過程における複合層

の意義：生産研究，切， 1 , 9, 1975. 

物質移動における化学力：生産研究， 27, 1975. 3. 26. 

教授加藤正夫 (KATOMasao) 

核分裂生成物の利用：スチールデザイン， 130,34-37, 1974. 3. 

スプラノト冷却したアルミニウムー鉄合金の組織とメスバワー効果（三島良治• 石田洋

ーと共袈）：軽金属 24, 5, 204~210, 1974. 5. 

スプラ、，｝冷却したアルミニウムー鉄合金の時効とメスパワー効果（三島良治・石田洋
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と共著）：軽金属， 24,5, 211~215, 1974. 5. 

ISO活動への参加に想うこと：標準化ジャーナル， 1, 1974. 6. 

珈 ssbauerSepectrum of 57Fe and "9"'Sn Associated with Lattice Defects in 

Aluminium (coauthers: Y. Ishida, K. Sassa, S. Umeyama and M. Mori) : Inst. 

Conf. on Applications of the Mossbauer Effect, Bendor France, 1974. 9. 

電子線照射した Al中の ll9msnのメスパワースペクトル（梅山・佐々，石田らと共著）：

生産研究， 27,2, 44~47, 1975. 2. 

Al 中の ll9msn のメスパワースペクトル（梅山・佐々• 石田らと共著）：生産研究， 27,

2, 40~43, 1975. 2. 

教授山辺武郎 (YAMABE Takeo) 

Separation of Metal Ions by Mixed Column Ion-Exchange Chromatography 

(coauthor : T. Hayashi) : Proceedings of the 3rd Symposium on Ion-Exchange, 

C06, 229, 1974. 5. 

電気透析による下水処理水の脱塩（浦野紘平• 江原 亮• 武石正雄と共著）：工業用水，

197 4. 3. 50, 197 4. 3. 

Piezodialysis : Styrene-Butadiene Copolymer Membranes (coauthors : K. 

Umezawa, S. Yoshida, N. Takai): Desalination, 15, 1, 127, 1974. 8. 

アセチルセルロースの水和に関する研究（関山繁利• 高井信治・梅沢香代子と共著）：日

本海水学会誌， 28,3, 175, 197 4. 10. 

プラスチックの熱分解による炭素系吸着剤の製造に関する研究：生産研究， 26,11, 495, 

1974. 11. 

Separation of Metal Ions by Mixed Column Ion-Exchange Chromatography 

(coauthor : T. Hayashi) : J. Chromatogr., 102, 273, 1974. 12. 

Analysis of Dns-Amino Acids by Liquid Chromatography, I, Selection of Optimum 

Mobile Phase Composition for Separation of Dns-Amino Acids on Polyvinyl 

Acetate Gel (coauthors : N. Takai, H. Nakamura) : J. Chromatogr. 104, 359, 

1975. 2. 

液体クロマトグラフィーによる PTH アミノ酸の分離（速報）（中村亘志•高井信治と共

著）：生産研究， 26,4, 158, 1974. 4. 

塩化ビニルの熱分解による炭素吸着剤の製造とそれを用いた液体クロマトグラフィーの

研究（速報）（高井信治と共著）：生産研究， 26,5, 178, 197 4. 5. 

Elution Behaviour of Typical Transition Metals on Single and Mixed Ion-Ex-

change Columns (coauthors : T. Hayashi, Y. Miwa) : J. Chromatogr., 94, 271, 

1974. 7. 

磁気共鳴によるアパタイトの定性， I'吸着水のNMR(梅沢香代子・平松幹夫・高井信
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治• 梅沢喜夫・西沢 倍• 千葉盛人と共著）：分析化学， 24, 2, 79. 1975. 2. 

ビニルニステル系ポーラスボリマーを用いる安息香酸エステルのクロマトグラフィー

（速報）（高井信治・高木亮一郎と共著）：生産研究， 21,6, 233, 1974. 6. 

スチレン系ポーラスボリマーに関する基礎的研究とそれを用いたクロマトグラフィー

（速報）（高井信治と共著）：生産研究， 26,7, 278, 1974. 7. 

ボーラスポリマーを用いる小型カラムの液体クロマトグラフィー（速報）（高井信治と共

著）：生産研究， 26,9, 343, 1974. 9. 

12. クロマトグラフ分析， 12.1装置および理論 12.2無機クロマトグラフ分析， 12.2.

1, 無機カラム・高速液体クロマトグラフィー（分析化学進歩綜説）：分析化学， 23,

13, 112 R, 114 R, 1974. 12. 

高速液体クロマトグラフィーの天然有機化合物への応用(4)(総説）（平松幹夫・高井信治

と共著）： Fragrance Journal, 2, 1, 44, 1974. 2. 

ナイロソ 6を用いる逆浸透膜の研究一逆浸透膜の調整とその性能について（速報）（吉田

章一郎と共著）：生産研究， 27,1, 30, 1975. 1. 

高速液体クロマトグラフィの充填剤（総説）（高井信治と共著）：分析機器， 1974, 臨時

増刊， 11,1974. 7. 

ポーラスポリマーによるアミノ酸誘導体の分離（総説）（中村亘志•高井信治と共著）：

分析機器， 1974, 臨時増刊， 92, 1974. 7. 

教授中村亦夫 (NAKAMURAMatao) 

Viscoelastic Properties of Dilute Aqueous Solution of Methyl Celluose, J. Soc. 

Rheology, Japan 2, Noふ37,1974. 

Viscoelastic Properties of Dilute Aqueous Solution of Methyl Cellulose at 

Ultrasonic Frequencies, J. Appl. Polym. Sci., 18, 3329, 1974. 

アミロース水溶液の超音波領域における動的粘弾性， 日化誌， 3 , 538, 1975. 

教授武藤義一 (MUTOGiichi) 

Separation of the Homologous Series of Alkylbenzyldimethylammonium Halides 

and Alkylpyridinium Halides by High Performance Liquid Chromatography 

(coauthor: A. Nakae) : Chemistry Letters 74, No.6, 1974. 6. 

最近の公害分析計の進歩：第 18回関東支部機器分析講習会テキスト， 1974. 5. 

環境汚染物質の分析の自動化：第 16 回九州支部分析化学講習会テキスト， 61~85, 1974. 

7. 

高速液体クロマトグラフィー：同上 87~111. 

水質計測の立場から：第 9 回霞が関環境講座テキスト， 62~72, 1974. 12. 
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教授 今岡 稔 (IMAOKAMinoru) 

The Low Temperature Strength of Na20-Si02-B心ふlassFibers (coauthors : H. 

Hasegawa others) : Yogyokyokaishi 82, 7, 387, 1974. 

Analysis of Indentations on Glass by Finite Element Method (coauthor : I. Yasui) 

Tenth International Congress on Glass 11-53, 197 4. 7. 

The Internal Friction of Chaleogenide Glasses (coauther : H. Sakamura) Glass 

Techn. 15, 4, 1974. 

教授館 充 CTA TE Mitsuru) 

低温域における酸化鉄の還元過程の高温X線装置による研究（李海沫と共著）：鉄と鋼，

60, 480, 1974. 

焼結鉱の固定層における coガス還元（天辰正義ほかと共著）：鉄と鋼， 60,1425, 1974. 

石油コークスの性状と試験高炉における使用試験（鈴木吉哉•張東植ほかと共著）

教授河 添邦太朗 (KAWAZOE Kunitaro) 

Chromatographic Study of Diffusion in Molecular Sieving Carbon, (coauthors : 

Chihara, Suzuki):]. Chem. Eng. Japan, 7, 3, 151~157, 1974. 6. 

Correlation of Adsorption Equilibrium Data of various Gases and Vapors of 

Molecular Sieving Carbon, (coauthors: Kawai, Eguchi, Itoga) : J. Chem. Eng. 

Japan, 7, 3, 158-162, 197 4. 6. 

Batch Measurement of Adsorption Rate in a Agitated Tank (coauthors : M. 

Suzuki): J. Chem. Eng. Japan, 7, No.5, 346-350, 1974. 10. 

Mass Transfer in Adsorption on Bidisperse Porous Materials. (coauthor : Y. 

Takeuchi) : J. Chem. Eng. Japan, 7, No.6, 431-437, 1974. 12. 

化学工学辞典（新版）丸善， 1974.6. 

教授西川精ー (NISHIKAWASeiichi) 

粒界拡散における数値計算，（梅津と共著）：日本軽金属学会秋期講演会概要， 37-38,

1974. 

Al-Zr合金の機械的性質に関する研究，（小林と共著）：軽金属学会誌， 24,12, 537-543, 

1974. 

The Solid solubility of silver in lead, (coauthors : Tsumuraya and Ohno) : -

Materials Science and Engineering, 17, 1, 169, 1974. 
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教授熊野総従 (KUMANOTANIJu) 

A Dielectric, Electro令conductiveand NMR (broad line) Study of Antiplasticization 

in Epoxy Resins, 14th IUP AC Microsymposium on Macromolecules, Crosslink-

ing and Network, Prague, Dug (coauthors: N. Hata and T. Koshiol 26-29, 

1974, G9 

Heterogenity in Charge Complex Polymers, 4th IUP AC Discussion Conference on 

Macromolecules, Heterogenities in Polymers, Marienbad, Sept (coauthors : R. 

Miyatake and S. Saito) 2-5, 1974, C 4 

UV.EBなどによる三次元化（予報）（越田・後藤田と共著）：第 24回熱硬化性樹脂討論

会要旨集， 44

工ボキシ樹脂における逆可塑化 IV電気的性質（越尾・端と共著）：同上， 91

FATIPEC会議に出席して：塗装の技術， 9,9, 3 

教授早野茂夫 (HAYANO Shigeo) 

Polarographic Studies of Dispersed Dyes Solubilised in Surfactant Solutions. I. 

Kinetics of Orange OT Solubilized in Sufactant Solutions (coauthors : H. 

Suzuki, N. Shimozuka) Bull. Chem. Soc. Japan, 47, 1093~6, 1974. 

Internal Reflection Spectroscopic Studies of Adsorbed Layers at Interfaces (coaut-

hors : M. Fujihira, T. Ujiie) : Japan-USSR Seminar on Electrochemistry, 

Tokyo, 1974. 10. 

染色加工工業における排水処理（浅原照三•鈴木基之と共著）：生産研究， 27, 2~8 

1975. 

教授 （ 併 ） 浅 原照三 (ASAHARATeruzo) 

Preparation of Polymers with Sulfilimine Stracture (coauthors : H. Kise, H. 

Serita, M. Seno) : Chem. Letters, 1974, 283, 1974. 

気相防錆剤に関する研究（第 1報）各種化合物の防錆効果について（妹尾 学・李範性と

共著）：防食技術， 23,231, 1974. 

気相防錆剤に関する研究（第 2報）鉄に対する各種副材料の共存下におけるヘキサメチ

レンテメラミンの防錆効果について（妹尾 学・ 李範性と共著）：防食技術， 23,287, 

1974. 

X-ray Photoelectron Spectra of Phosphorus YLides. Probing the Phosphorus-

-Carbon Ylide Bond (coauthors : M. Seno, S. Tsuchiya) : Chem. Letters, 1974, 

405, 1974. 
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スチレンとカルボン酸塩化物からアルキルスチリルケトンの合成（佐藤 琉• 木瀬秀夫・

妹尾学と共著）：日化， 1974,1245, 1974. 

鉄に対する各種副材料および還元剤存在下のヘキサメチレンテトラミンの防錆効果（李

範性・妹尾 学と共芽）：金属表面技術， 25,392, 1974. 

アルミニウムに対する各種副材料の共存下におけるヘキサメチレソテトラミンの防錆効

果（李範性・妹尾学と共著）：金属表面技術， 25,398, 1974. 

界面活性剤存在下の各種メタクリル酸エステルおよびスチレンの重合（有田喜ー・白石

振作・妹尾学と共著）：日化， 1975,374, 1975. 

界面活性剤存在下のビニルモノマーの重合における微最過酸化物の影響（有田喜ー・白

石振作・妹尾学と共著）：日化， 1975,379, 1975. 

亜リン酸トリエチルー塩化鉄を触媒とする 1, 1, 1, 3ーテトラクロロプロパンと a

ーオレフィンの反応（佐藤 滝•栗田有康•木瀬秀夫・妹尾学と共著）：日化， 1975, 398, 

1975. 

教授（研究担当）明石和夫 (AKASHI Kazuo) 

擬厚アルカリ溶液中に微籠に溶存するガリウムの電解析出について（広橋満知子と共著）

：昭和 49 年日本鉱業会研究・業績発表会講演要旨集， 253~254, 1974. 3. 

Reduction of Metal Oxides in a Direct Current Plasma arc (Coauthors : R. 

Ishizuka, T. Mutobe) : proeeedings 4th Intern. Conference on Vacuum Metal-

lurgy, 165~169, 1974. 

高周波プラズマの数値解析（六戸部豊信と共著）：生産研究， 26,9, 346~350, 1974. 

9. 

写真撮影による簡単な高周波プラズマの診断（六戸部豊信と共著）：生産研究 26, 9, 

351~354, 197 4. 9. 

高周波プラズマトーチを利用した球状化粒子及び超微粉体の作成（六戸部豊信と共著）：

生産研究， 26, 10, 368~372, 1974. 10. 

On the anodic Behaviors of Graphite in Molten potassium Fluoroborate-Boron 

Trioxide Mixture (Coauther : Jen-Chi Huang) : DENKI KAGAKU, 42, 10, 

501~507, 1974. 10. 

プラズマの製錬への応用（石塚隆一，六戸部豊信と共著）：昭和 49年度日本鉱業会合同

秋季大会分科研究会資料， Hl一10, 1~6, 1974. 10. 

助教授原善四郎 CHARA Zenshiro) 

低抗焼結法による繊維強化材料の製造の試み（明智清明，板橋正雄と共著）：粉体粉末冶

金協会昭和 49 年度春季大会諧演概要集， 46~47, 1974 

スウェージングの繊維整列効果一鋼繊維強化銅の作成（藤森直治と共著）：粉体粉末冶金
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協会昭和 49年度春季大会講演概要集， 44-45, 1974. 

アルミニウム粉末の低抗焼結（坂井徹郎と共著）：粉体粉末冶金協会昭和 49年度春季大

会講演概要集， 48-49,1974 

チタン粉末の抵抗焼結（明智清明，藤森直治，吉沢徹夫と共著）：粉体粉末冶金協会昭和

49年度秋季大会講演概要集， 40-41, 1974. 

抵抗焼結法による繊維強化金属の製造の試み（第 1報）（明智清明，板橋正雄と共著）：

生産研究， 26,8, 300-303, 1974. 

抵抗焼結法による繊維強化金属の製造の試み（第 2報）（明智清明，板橋正雄と共著）：

生産研究， 26,9, 340-342, 1974 

アルミニウム粉末の焼結現象におよぽす mixing処理の影響（明智清明と共著）：生産研

究， 26, 12, 523-526, 1974 

亜鉛製造製錬所排煙による重金属汚染：生産研究， 26,4, 145~147, 1974. 

Resistanse Sintering of Aluminium Powder (Coauthor : T. Sakai) : Proceedings of 

the 4th International Powder Metallurgy Conference in CSSR, vol. II, 175-187, 

1974. 

武州金属について：科学者運動， 1, 72-75, 1974. 

助教 授本多健一 (HONDA Kenichi) 

Nematic Liquid Crystal as an Anisotropic Solvent in Spectroscopic Measure-

ments(coauthors : T. Watanabe, M. Sukigara) : 生産研究， 26,5, 188, 1974. 

光分解性ボリスチレンの研究（中村賢市郎と共著）：高分子論文集， 31,6, 373, 1974. 

Potential Variation at the Semiconductor-Electrolyts Interface though a Change in 

PH of the Solution. (coauthors :1 T. Watanabe, A. Fujishima) : Chemistry 

Letters, 897, 1974. 

Spectral Sensitization of photo-Electrochemical Reactions of Cadmium Sulfide 

Single Crystal Electrode. (coauthors : A. Fujishima, T. Watanabe, 0. Tatuoki)-

: Chemistry Letters, 13, 1, 1975. 

回転リング・ディスク電極の基礎と応用（藤島 昭と共著）j: 電気化学， 42,5, 213, 1974. 

光化学反応と電気化学反応を用いるクリーンエネルギーの変換（藤島昭と共著）：化学，

29, 10, 746, 1974. 

光をとりこむ電気化学プロセス（藤島昭と共著）：化学と工業， 27,11, 814, 1974. 

プラスチックの光分解に関する研究（鋤柄光則，中村賢市郎，阿部隆夫と共著）：生産研

究， 26,11, 480, 1974. 

光電極反応と電気化学的分光増減（藤島昭と共著）：日本写真学会誌， 37,6, 303, 1974. 
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助教授妹尾 学 (SENO Manabu) 

Preparation of Polymers with Sulfilimine Stracture (coauthors : H. Kise, H. 

Serita, T. Asahara) : Chem-Letters, 1974, 283, 1974. 

気相防錆剤に関する研究（第 l報）各種化合物の防錆効果について（浅原照三，李範性

と共著）：防食技術， 2ゞ 231, 1974. 

気相防錆剤に関する研究（第 2報）鉄に対する各種副材料の共存下におけるヘキサメチ

レンテメラミンの防錆効果について（浅原照三，李範性と共著）：防食技術， 23,287, 

1974. 

X-ray Photoelectron Spectra of Phosphorus Ylides. Probing the Phosphorus-

-Carbon Ylide Bond (coauthors : T. Asahara, S. Tsuchiya) : Chem. Letters, 1974, 

405, 1974. 

スチレンとカルボン酸塩化物からアルキルスチリルケトンの合成（佐藤掩• 木瀕秀夫・

浅原照三と共著）：日化， 1974, 1245, 1974. 

鉄に対する各種副材料および還元剤存在下のヘキサメチレンテトラミソの防錆効果（李

範性，浅原照三と共著）：金属表面技術， 25,392, 1974. 

アルミニウムに対する各種副材料の共存下におけるヘキサメチレンテトラミンの防錆効

果（李範性•浅原照三と共著）：金属表面技術， 25, 398, 1974. 

界面活性剤存在下の各種メククリル酸エステルおよびスチレンの重合（有田喜一，白石

振作，浅原照三と共著）：日化， 1975,374, 1975. 

界面活性剤存在下のビニ Iレモノマーの重合における微醤過酸化物の影響（有田喜一，白

石振作，浅原照三と共著）：日化， 1975,379, 1975. 

亜リン酸トリエチルー塩化鉄を触媒とする 1,l, 1, 3ーテトラクロロプロパンと er-オレ

フィンの反応（佐藤蠅，栗田有康，木瀬秀夫，浅原照三と共著）：日化， 1975,398, 

1975. 

Thermochemical Studies on Platinum-Olefin Complexes I. (coauthors : K. 

Iwamoto, T. Asahara) : Bull. Soc. Japan, 47, 2189, 1974. 

Telomerization of Ethylene with Chloroform Initited by N-Chloroalkylamines. 

(coauthors, T.Asahara, N. Ohtani), Bull. Chem. Soc. Japan, 47, 2007, 1974. 

Reactions of Ethylene with chloroform Initiated by Amine-Ferrous chloride 

System, (Coauthors, T. Asahara, N. Ohtani), Bull. chem. Soc. Japan, 47, , 142, 

1974. 

巨視的にみた非平衡状態：化学総説. 5, 1, 1974. 

水をつくる一海水の淡水化（吉田章一郎と共著）：共立出版， 1974.

プラスチック廃棄物のリサイクルシステム，工業材料， 22,5, 41, 1974. 
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助教授石田洋一 (ISHIDAY oichi) 

Field-Ion Microscopy Observation of Ordered Grain Boundary Structures in 

Tungsten (coauthor : D.A. Smith) : Scripta Met., 8, 293, 1974. 

In Situ Observation of Whisker Growth in Eutectoid Zn-Al Strained at Elevated 

Temperatures (coauthors : K. Suzuki, M. Ichihara) : Proc. Int. Congr. on 

Electron Microscopy, Canberra, 1, 564. 1974. 

Electron Channeling Pattern Analysis of [10町 TiltBoundaries in Vapor Grown 

Iron Bicrystals (coauthors : M. Yamamoto, S. Kimura) : Proc. Int. Congr. on 

Electron Microscopy, Canberra, 1, 596, 1974. 

On the Burgers Vector of Grain Boundary Dislocation (coauthor : M. McLean)-

: Phil. Mag., 30, 453, 1974. 

スプラット冷却したアルミニウムー鉄合金の組織とメスパウアー効果（三島良治• 加藤

正夫と共著）：軽金属， 24, 204, 1974. 

スプラソト冷却したアルミニウムー鉄合金の時効とメスバウアー効果（三島良治• 加藤

正夫と共著）：軽金属， 24, 211, 197 4. 

亜鉛アルミニウム共析合金高温変形の動的電顕観察（鈴木邦夫・市原正樹と共著）：日本

36, 1974. 

くさび型回位とその配列の泡模型解析（井上俊司と共著）：日本物理学会春期分科会予稿

集， 200, 1974. 

Zn-Al 共析合金の電顕内高温引張り変形（鈴木邦夫• 市原正樹と共著）：日

153, 1974. 

1, 

1974. 

よる金蒸着膜粒界の解析（田中昭• 渡辺栄ーと共著）：日本金属学会秋期講

演会概要集， 215, 1974. 

アルミニウムに打ち込まれた s1Fe のメスバウアースペクトル（佐々紘•--·. 加藤正夫と

共著）．・同上， 228, 1974. 

アルミニウム錫合金中の 119sn のメスバウアー効果（梅山伸二• 佐々紘ー。加藤正夫と

共著）：同」こ， 228, 1974. 

電＋線照射した Al-Sn 合金中の 119Sn メスバウアースペクトル（梅山伸二• 佐々紘

ー・加藤正夫と共著）：日本物理学界第 29回年会予稿集， 2, 62 (1974) 

結晶粒界構造解析の諸手法：日本金属学会関東支部シンボジウム「新しい金属研究の手

法とその応用」予稿集 1974.

結晶粒界の構造と粒界移動の機構：日本鉄鋼協会鉄鋼基礎研究会再結晶部会報告集， 15,

1974. 
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デイスクリネーション：日本金属学会報， 13,286, 197 4. 

亜鉛アルミニウム共析合金の高温引張りにおけるひげ結晶の成長（鈴木・市原と共著）：

日本金属学会誌， 38,920, 1974. 

金属結晶粒界の構造と諸性質：表面， 12,645, 1974. 

アルミニウム結晶粒界の構造と諸性質：軽金属， 25, 1975. 

助教授 高橋 浩 (TAKAHASHIHiroshi) 

Characteristic Studies on Dealumination of Faujasite-type Zeolite (coauthors : K. 

Tsutsumi, H. Kajiwara) : Bull. Chem. Soc. Japan, 4, 801~805, 1974. 4. 

The Effects of the Composition of Raw Cadmium Sulfide on the Characteristics of 

Cadmium Pigments (coauthor: M. Tsunashima) : Bull. Chem. Soc. Japan, 4, 962 

~964, 1974. 4. 

高分子複合材料の熱伝導に関する研究（第 2報）ーSchrりder法による PVCー黒鉛系の

測定ー（荻野圭三•橋本信男と共著）：生産研究， 26. 8, 315~317, 1974. 8. 

無機充損剤ープラスチック系複合材料の特性ーメカノケミカル反応を用いる表面改質と

充填剤としての効果（浅原照三・由井浩と共著）：第 7回複合材料シンポジウム発表論

文集， 31~34, 1974. 10. 

プラスチックー無機充填剤系複合組成物に関する研究：生産研究， 26, 11, 490~494, 

1974. 11. 

FCC廃触媒による汚水中の重金属イオ‘ノの除去（三箇清治・倉田陽•西村陽ーと共著）

：水処理技術， 16, 1, 63~66, 1975. 1. 

固体における化学構造と分類：固体の化学（高橋浩編） ： 1~10, 技報堂， 1974.4. 

ゼオライトの構造ゼオライトの一般的性質（堤和男と共著）： Pーキシレンの分離概要，

アロマックス法：ゼオライトー基礎と応用（原伸宜• 高橋浩編） 1~24, 58~88, 260 

~261, 263, 講談社， 1975.2. 

助教授白石振作 (SHIRAISHIShinsaku) 

ニトリルオキシドの反応：有合化誌， 32,5, 362, 1974. 

いろいろなオリゴマー（浅原照三と共著）：化学と工業， 27, 10, 735, 1974. 

オリゴ（エチレンピペラジン）の合成とそれを用いたポリアミドの合成（中村亦夫• 藤

井幸喜と共著）：旭硝子工業技術奨励会研究報告， 23,297, 1973. 

界面活性剤存在下の各種メタクリル酸エステルおよびスチレンの重合（有田喜ー・妹尾

学・浅原照三と共著）：日化， 1975,2, 37 4. 

界面活性剤存在下のビニルモノマーの重合における微量過酸化物の影響（有田喜ー・妹

尾学・浅原照三と共著）：日化， 1975,2, 379. 

207 



助教授鈴木基 之 (SUZUKI Motoyuki) 

Chromatographic study of diffusion in molecular-sieving carbon (co-author: K. 

Kawazoe and K. Chihara) : J. Chem. Eng. Japan, 7, 3, 1974. 

Zone Spreadind in gel chromatography : J. Chem. Eng. Japan, 7, 4, 1974. 

Batch measurement of adsorption rate in an agitated tank-pore diffusion kinetics 

with rectangular isotherm (coauthor: K. Kawazoe) : J. Chem. Eng. Japan, 7, 5, 

1974. 

Panticle-to-liquid mass transfer in a stirred tank with basket impeller (co-author 

K. Kawazoe) : J. Chem. Eng. Japan, 8, 1, 1975. 

Transport and rate parameters by gas chromatographic technique (co-author J.M. 

: Smith) : Advances in Chromatography, 13, 1974. 

都市下水三次処理に用いた粒状活性炭，過熱水蒸気流動による再生（河添と共著）：化学

工学協会第 39年会， II, E, 105, 263ー 265, 1974. 

非線型 (Freundlich)平衡系における回分吸着（河添と共著）：化学工学協会第 8回秋季

大会B301, 194~195, 1974. 

有機物水溶液における活性炭吸着速度（河添と共著）：化学工学協会第 8回秋季大会B

302, 196-197, 197 4. 

回分液相吸着におけるモーメント法の応用（古沢と共著）：化学工学協会第 8回秋季大会

C 219, 294-295, 1974. 

Concentration decay in a batch adsorption tank-surface diffusion kinetics with 

Freundlich isotherms一 (coauthor:K. Kawazoe) : 生産研究， 26,7, 275~277, 1974. 

Concentration decay in a batch adsorption tank-pore diffusion kinetics with 

Freundlich isotherms一(coauthor: K. Kawazoe) : 生産研究， 26,8, 296-299, 1974. 

染色加工工場廃水処理のシステム化（浅原・早野・代田と共著）：日本学術振興会第 120

委員会報告， 1974.8. 

プラスチックス廃棄物の熱分解による油の回収：生産研究， 26, 11, 499~502, 1974. 

染色加工工業における排水処理（浅原・早野と共著）：生産研究， 27, 1, 2~8, 1975. 

精製糖工場排水の処理について（多田• 河添と共著）：生産研究， 27,2, 37~43, 1975. 

河川における汚染物質の拡散の研究（山田•宮崎•河添と共著）：生産研究， 27, 3, 1975. 

助教授井野博満 (INO Hiromitsu) 

A Study of Spinodal Decomposition in Fe-Ni-Al Alloys by Mossbauer Effect 

(coauthors: M. Saito, Y. Sumitomo): Trans. Japan Inst. Metals, 15, 306~313, 

1974. 
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高炭素マルテンサイト鋼の格子間炭素位置（藤田英一・志賀千晃・守屋健と共著）：日本

金属学会誌 38, 1030~1037, 197 4. 

助教授鋤柄光則 (SUKIGARAMitsunori) 

Nematic Liquid Crystal as an Anisotropic Solvent in Spectroscopic measurements, 

(coauthors: T. Watanabe, K. Honda) : 生産研究， 26, 188~190, 1974. 

Photoconduction and Intermolecular Interaction in Auramine Crystal, (coau-

thors: Y. Aikawa, K. Honda): ICPS, Section 5, 88~91, Dresden, Sept. 1974. 

プラスチノクの光分解に関する研究（本多健一・中村賢市郎・阿部隆夫と共著）：生産研

9"E, 26, 480~484, 1974. 

ICPS報告（非銀塩感材）：日写誌， 37, 351~352, 1974. 

ネマティノク液晶を溶媒としたアソ色素の偏光スペクトル（戸田清他と共著）：日化誌，

459~462, 1975. 

助 教授増子 昇 (MASUKO Noboru) 

熱化学プロセスのエネルキー効率（高橋正雄と共著）：溶融塩， 17,285, 1974. 11. 

局部腐食の定諮的評価法：日本金属学会シンボシウム＼＼孔食の研究における最近の進歩

と問題点＂予稿集， 1974, 12. 

講師 大蔵明光 (OKURA Akimitsu) 

鉄ウイスカーの中性子照射による機械的性質変化：鉄と鋼， 60, 1974. 4. 

混合ガスによる非等温還元：鉄と鋼， 60, 1974. 11. 

助手佐藤乙丸 (SA TO Otomaru) 

FP (核分裂生成物）の利用開発現況：原子力工業， 20, 11, 29-32, 1974. 11. 

RI技術による表面水の流れ： Isotope News. No.247, 2~5, 1975. 2. 

電気工学年報（昭和 48• 49 年度版）原子力：放射線および放射性同位元素， 465~466,

1975. 1. 

助手長谷川洋 (HASEGAWA Hiroshi) 

The Low Temperature Strength of 饂 0-S;02-B203 Glass Fibers (coaut-

hors: M. Imaoka, others): Yogyakyokaishi, 82, 7, 387, 1974. 

助手（特別研究員） 豊島喜則 (TOYOSHIMA Y oshinory) 

生体膜と化学反応制御（野崎弘と共著）：生産研究， 26, 163, 1974. 

Electrical Phenomena Motivated by External works between two Electrodes 
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Separated by Organic Materials, (coauthor: Hiroshi Nozaki):7th International 

conference on Electrical Contact Phenomena, Jun. 1974. 

逆浸透法の開発状況と透過機構，化学工業， 25, 1239, 1974, 

イオンの挙動：化学工業 26,312, 1975. 

Chloride Flux in Bilayer Membranes : The Electrically Silent Chloride Flux in 

Snmi-spherical Bilayers, (coauthor : T. E. Thompson) Biochemistry, 44, 3, 1975. 

Chloride Flux in Bilayer Membranes: Chloride permeability in Aqueous Disper-

sions of Single-walled Bilayers, (coauthor : T. E. Thomson): Biochemisty, 14, 3. 

1975. 

助手（特別研究員） 木瀬 秀夫 (KISE Hideo) 

Preparation of Polymers with Sulfilimine Structure (coauthors: H. Serita, M. 

Seno, T. Asahara): Chem. Letters, 1974, 283, 1974. 

スチレンとカルポン酸塩化物からアルキルスチリルケントの合成

原照三と共著）：日化， 1974, 1245, 1974. 

• 妹尾学・浅

芳香族アミンと a--メチルスチレンおよびスチレンとのアニオンテロメリゼーション（妹

尾学•和智進ー・浅原照三と共著）：日本化学会第 30 春季年会要旨集， 2 Q 14, 1974. 

ラバンジュリルメチルエーテルおよびイソゲラニルメチルエーテルの合成（佐藤縄・妹

尾学・浅原照三と共著）：日本化学会第31秋季年会， 3C 07, 1974. 

亜リン酸トリエチルー塩化鉄を触媒とする 1, 1, 1, 3ーテトラクロロプロバンとオレ

フィンの反応（佐藤掩，妹尾学，浅原照三と共著）：日化， 1975, 398, 1975. 

助手（特別研究員） 飯田 武揚 (I IDA Takeaki) 

酸化チタンを用いる ReducedSilver法の研究（野崎らと共著）：

研究討論会予稿， 1974. 11. 

酸化チタンによる光泳動画像表示法の研究（野崎• 豊島・小貝川らと共著）：

会第 34. 11. 

13C-NMRで何がわかるか（解説）：化学と工業 27, 1974. 

34回

13C-NMRの酵素反応への応用（総説）：生体関連物質の追跡における分光学的方法（有

機合成化学協会篇）， 21~30, 197 4. 12. 

助手（特別研究員） 小川昭二郎 (OGAWA Shojiro) 

Preparation of a Conjugated Tautomer of 1,14: 7,8・Diethenotetrapyrido-

〔2,1,6-de:2',l',6'-gh: 2",l",6"-kl: 2"',l"',6'"-n叫〔1,3,5,8,10,1幻hexaazacyclotetrade

cine and its Metal Derevatives (coauthors: T. Yamaguchi, N. Gotoh): J. Chem. 

Soc. Perkin I, 976, 1974. 
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助手高井信治 (TAKAI N obuharu) 

液体クロマトグラフィーによる PTHアミノ酸の分離（速報）（山辺武郎，中村亘志と共

著） ：生産研究， 26, 4, 158, 197 4. 4. 

塩化ビニルの熱分解による炭素吸着剤の製造とそれを用いた液体クロマトグラフィーの

研究（速報）（山辺武郎と共著）：生産研究， 26, 5, 178, 1974, 5. 

高速液体クロマトグラフィーの充填剤（総説）（山辺武郎と共著）分析機器増刊， 11,1974, 

7. 

ポーラスポリマーによるアミノ酸誘導体の分離（総説）（山辺武郎・中村亘志と共著）分

析材器増刊， 92, 1974. 7. 

Piezodialysis: Styrene-Butadien Copolymer membrans. (coauthors: T. Yamabe, K. 

Umezawa, Sh, Yoshida,): Desalination. 15, 1, 127, 1974, 8. 

ビニルエステル系ポーラスポリマーを用いる安息香酸エステルのクロマトグラフィー

（速報）（山辺武郎・高木亮一郎と共著）：生産研究， 26, 9, 233, 1974, 9. 

アセチルセルロースの水和に関する研究（山辺武郎• 関山繁利• 梅沢香代子と共著） ： 

面水誌 28, 3, 179, 1974, 9. 

スチレン系ポーラ入ボリマーに関する基礎的研究とそれを用いたクロマトグラフィー

（速報）（山辺武郎と共著）：生産研究， 26, 7, 278, 1974, 7. 

ポーラスポリマーを用いる小形カラムの液体クロマトグラフィー（速報）：（山辺武郎と共

著）：生産研究， 26, 9, 343, 1974, 9. 

磯気共鳴によるアパタイトの定性， I' 吸着水の NMR(梅沢香代子，平松幹夫，山辺

武郎，梅沢喜夫，西沢偕，千葉盛人と共著）：分析化学， 24, 2 , 79, 1975. 2 . 

Analysis of Dns-Amino Acids by Lipuid Chromatograply I. Selection of Optirum 

Mobile Phase Couposition for Separation of Dns-Amino Acids on Polyvinyl 

Acetate Gel (coauthors : T. Tanabe. H. Nakamura) : J. Chromatogr., 104, 359, 

1975. 2. 

助 手明智清明 (AKECHI Kiyoaki) 

抵抗焼結法による繊維強化材料の製造の試み（原善四郎，板橋正雄と共著）：粉体粉末冶

金協会昭和 49 年度春季大会講演概要集， 46~47, 1974. 

銀圧粉体の焼結における収縮現象（原善四郎と共著）：日本金属学会講演概要，昭格 49年

度秋季大会， 258~259, 1974. 

チタン粉末の抵抗焼結（原善四郎，藤森直治，吉沢徹夫と共著）：粉体粉末冶金協会昭和

49 年度秋季大会講演概要集， 40~41, 1974. 

疎外（感）と人間（生研技術論研究会で共著）：工学セミナ， 2, 2, 133~145, 1974. 
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70 年代の科学技術の動向（生研技術論研究会で共著）：科学者運動，創刊号， 13~44,

1974. 

溶接技術と技最検定および職業訓練・教育：工学セミナ， 3, 1, 24-28, 1974. 

抵抗焼結法による繊維強化金属の製造の試み（第 l報）（原善四郎・板橋正雄と共著）：

生産研究， 26, 8, 300~303, 1974. 

抵抗焼結法による繊維強化金属の製造の試み（第 2報）（原善四郎・板橋正雄と共著）：

生産研究， 26, 9, 340~342, 1974. 

アルミニウム粉末の焼結現象におよぼす mixing処理の影響（原善四郎と共著）：生産研

究， 26, 12, 523~526, 1974. 

助手安井 至 (YASUIItaru) 

Analysis of Indentations on Glass by Finite Element Method (coauthor : M. 

lmaoka) : Tenth International Congress on Glass 11-53, 1974. 7 

助手七尾 進 (NANAOSusumu) 

Studies of Voids in Heavily Neutron Damaged Nickel by Positron Annihilation 

(coauthers : K. kuribayashi, S. Tanigawa, M. Doyama) : Materials Science & 

Engineering, 18, 285-287, 1974. 

The Effect of the Eutectoid Decomposition in /3-CuAl on positron Annihilation 

(coauthers : K. kuribayashi, S. Tanigawa, M. Doyama) : Scripta Metallurgica. 

助手（特別研究員） 藤平正道 (FUJIHIRA Masamichi) 

Internal Reflection spectroscopic studies of Adsorbed Layers at Interfaces 

(coauthors: S. Hayano, T. Ujiie) : Japan-USSR seminar on Electrochemistry, 

Tokyo, 1974. 10. 

技官梅津 清 (UMEZUkiyoshi) 

粒界拡散における数値計算，（西川と共著）：日本軽金属学会秋期講演会概要， 37-38,

1974. 

技官季 章鏑 (LIJan-ho) 

3, 6'ーおよび 3, 8'ージベンゾアントロニルの合成とそれらのアルカリ縮合（故後藤

信行と共著）：有機合成化学協会誌， 32,718, 1974. 

技官梅沢香代子 (UMEZAWA kayoko) 

Piezodialysis: Styrene-Butadiene Copolymer Membranes (coauthors: T. Yamabe, 
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S. Yoshida, N. Takai) : Desalination, 15, 1, 127, 1974, 8. 

アセチルセルロースの水和に関する研究（山辺武郎• 関山繁利・高井信治と共著）：日本

i毎水学会誌 28, 3, 175, 1974, 10. 

磯気共鳴によるアパタイトの定性， I, 吸着水の NMR(山辺武郎 平松幹夫・高井信

治• 梅沢喜夫• 西沢倍• 千葉盛人と共著）：分析化学， 24, 2, 79, 1975, 2. 

技 官 坂村 博康 (SAKAMURA Hiroyasu) 

The Internal Friction of Chalcogenide Glass (coauthor : M. lmaoka) Glass Techn., 

15, 4, 1974. 

技 官 吉田章一郎 (YOSHIDA shoichiro) 

Piezodialysis : Styrene-Butadiene Copolymer membranes (coauthors : T. yamabe, 

K. Umezawa, N. Takai) Desalination, 15, 1, 127, 1974. 8. 

ナイロン 6を用いる逆浸透膜の研究（その 1)逆浸透膜の調節とその性能について（速

報）（山辺武郎と共著）：生産研究 27, 1, 30, 1975. 7. 

第 5部

教授勝田高司 (SHODA Takashi) 

閉鎖的空間内の気流性状（村上周三・小林信行・戸河里敏と共著）：生産研究， 26,5, 

1974. 

温風暖房時の室内温度分布に対するアルキメテス数の影響（村上周三・小林信行・戸河

里敏と共著）：生産研究， 26, 6, 1974. 

建物間の空間の換気回数に関する実験的研究（野外実験と風洞模型実験の比較）（村上周

• 池田耕一• 上原清と共著）：気象研究ノート，第 119号， 1974. 6. 

建物周辺気流に関する風洞実験と実測（村上周三。上原清• 池田耕ーと共著）：気象研究

ノート，第 119号， 1974.6. 

温風暖房時の室内気流の可視化（村上周三・小林信行・戸河里敏と共著）：流れの可視化

シンボジウム（第 2回）， 1974.7. 

空気調和の騒音に関する研究ースリットの気流音について一（寺尾道仁と共著）：日本建

築学会大会学術講演梗概集， 1974. 10. 

建物近傍の拡散に関する相似則の検討ー屋外模型実験と風洞模型実験の比較ー（村上周

三• 池田耕ーと共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 1974. 10. 

閉鎖的空間の気流性状に関する研究ー室内空間・中庭空間の乱れの性状ー（村上周三・

小林信行・戸河里敏と共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 1974. 10. 

閉鎖空間の温度分布に関する研究ーAr数が等しい場合の室内温度分布の相似性につい

て一（村上周三・小林信行・戸河里敏と共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集，

1974. 10. 
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半閉鎖空間の

林信行・岸幸雄と共著）：日 1974. 10. 

る模型の Blocking-Effectに関する研究（続）

、について一（村上周三• 上原清と共著）：日

集， 1974, 10. 

基礎的配置モデル周辺の風速と乱れの分布に関する風洞実験（村L:周三魯 i也田耕一• 上

原清と共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 1974. 10. 

建物近傍にフェンスを配置した時の風速分布に関する風洞実験一防風フェンスの最適な

設箇位置及び形状についてー（村」灌＇：周三• 池田耕一• 上原清• 杉山栄次と共著）：日

1974. 10. 

都市集合住宅における暖冷房給湯換気設備の使用実態及ひ要求度に関する研究（特に外

との関連について）（村上周三• 吉野博• 美安敏範と共著）：日

1974. 10. 

集合住宅における冷房設備琳入のアセスメントに関する研究（村上周三• 吉野博と共著）

：日本建築学会大会学術講演梗概集， 1974. 10. 

空気調和の気流音に関する基礎的モデル実験（寺尾道仁と共著）：日

集， 1974, 10. 

外壁面近傍気流の実測 その 1 平均流の 3次元的な解析（村上周三・小林信行と共著）

：日本建築学会関東支部研究報告集， 1974. 12. 

外壁面近傍気流の実測 その 2 変動成分の 3次元的な解析（村上周三・小林信行・岸

幸雄と共著）：日本建築学会関東支部研究報告集， 1974. 12. 

外壁面近傍気流の実測 その 3 洗櫂干し物の揺れ方及び壁面内外差圧と気流の関係

（村上周三・小林信行・上原清と共著）：日本建築学会関東支部研究報告集， 1974.12. 

閉鎖的空間の気流性状 その 1 逆Y型中庭空間の乱れの性状（村上周三・小林信行・

大場正昭と共著）：日本建築学会関東支部研究報告集， 1974. 12. 

閉鎖的空間の気流性状 その 2 逆Y型中庭空間における煙の拡散と換気回数（村上周

三・小林信行・大場正昭と共著）：日本建築学会関東支部研究報告集， 1974. 12. 

暖房実態の追跡調査と用途別年間ニネルギ消費蜀（村上周三• 吉野博と共著）：日

学会関東支部研究報告集， 1974. 12. 

空気調和の騒音に関する基礎的研究ースリットの気流音についてー（寺尾道仁と共著）：

日本建築学会関東支部研究報告集， 1974. 12. 

建物周辺に発生する強風に関する研究（村上周三•池田耕ー・上原清と共著）：生産研

究， 27, 1975. 3. 

教授久保慶三郎 (KUBO Keizaburo) 

日本の土木地理・新潟地震と対策 土木学会編：森北出版， 1974.

コンビナート保安防災技術指針，高圧ガス保安協会編： 1974. 

水道管の震害特性（外 1名）：生産研究 21, 11, 8-12, 197 4. 

都市構造物の耐震強度の調査研究概要：生産研究 26, 11, 3~7, 1974. 

Aseismic Protection Policies in Japan, Preprint of ON-ECE Seminar (Bucharest) 
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1974. 

相関示を用いた振動示測について（外2名）：土木学会第29画年次学術世演概要集， 1

9 7 4 . 

地下埋左等の地震被害について（外2名）：土木学会第29画年次学術世浪概要集， 19 

7 4 . 

教授池辺 陽 (IKEBEKiyoshi) 

設計プロセス／道具の提案（共著）：彰国社， 1974. 10. 

ヒューマソアセスメント： JIDPO, 日本産業デザイン振興会， 4,3, だ 974.7. 

建築技術の今日的視点：施工， No.101, 1975. 1. 

教授田中 尚 (TANAKA Hisashi) 

ランダム振動における降伏レベル繰返し数と初通過平均時間について（洪起と共著）：日

本建築学会大会学術講演梗概集， 1974. 10. 

繰返し軸力を受ける鋼部材の復元力特性に関する研究（重信恒雄と共著）：日本建築学会

大会学術講演梗概集， 1974. 10. 

繰返し載荷を受ける鋼製柱の曲げ捩れ崩壊（宇田川邦明・高梨晃ーと共著）：日本建築学

会大会学術講演梗概集， 1974.10. 

H型鋼梁の横補剛に関する研究（その 1)(その 2)(最相元雄と共著）：日本建築学会論

文報告集， 223,224, 1974. 9. 10. 

薄肉開断面旗線部材の増分つりあい式について（宇田川邦明と共著）：日本建築学会論文

報告集， 224, 1974. 10. 

電算機一試験機オンラインシステムによる構造物の地震時崩壊の解析（高梨晃ー・宇田

川邦明• 関松太郎と共著）：生産研究， 26, 11, 1974. 11. 

電算機一試験機オンラインシステムによる構造物の非線形地捉応答解析（高梨晃ー・宇

田川邦明• 関松太郎• 岡田恒男と共著）：日本建築学会論文報告集， 229, 1975. 3. 

教授石井聖光 (ISHIIKiyoteru) 

遮音に関する模型実験（橘秀樹と共著）：音響技術， 3, 1, 95~103, 1974. 4. 

道路交通騒音の分析に関する検討（山口道征•岩瀬昭雄と共著）：日本音親学会講演論文

集， 29~30, 1974. 6. 

コイソ、ンデ‘ノス効果の角度特性一模型実験による検討ー（折笠輝雄・橘秀樹と共著）：日

本音響学会講演論文集， 105~106, 197 4. 6. 

模型実験による空調機械棟からの騒音伝搬の検討（霜田彰・橘秀樹と共著）：日本音響学

会講演論文集， 111~112, 1974. 6. 

法政大学学生会館ホールの音響について（河原一郎・綿谷重規•折笠輝雄・橘秀樹と共
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著）：日本音響学会講演論文集， 129~130, 1974. 6. 

模型実験と計算機のハイプリッドシミュレーションによる交通緊音の検討（岩瀬昭雄と

共著）：日本音響学会講演論文集， 321~322, 1974. 6. 

信号交差点およびその附近における騒音伝搬性状（有田陽ー・山口道征と共著）：日本音

333~334, 1974. 6. 

相関法による室内音轡の測定（橘秀樹と共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 9

~10, 1974. 10. 

固体伝搬音に関する模型実験ーその 1'相似則に関する考察と基礎的実験ー（松田由利・

国弘仁•橘秀樹と共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 21~22, 197 4. 10 

模型実験による空調設備棟からの騒音伝搬の検討（橘秀樹と共著）：日本建築学会大会学

術講演梗概集， 47~48, 1974. 10. 

高架道路附近の騒音性状一模型実験と計算機のハイプリッドシミュレーションによる検

討ー（岩瀬昭雄・山口道征•橘秀樹と共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 57

~58, 1974. 10. 

信号交差点附近における騒音伝搬性状（有田陽一・山口道征と共著）：日本建築学会大会

学術講演梗概集， 59~60, 1974. 10. 

信号交差点における騒音性状（山口道征•有田陽ーと共著）：日本建築学会大会学術講演

梗概集， 61~62, 1974. 10. 

固体音に関する模型実験の基礎的検討（松田由利• 国弘仁•橘秀樹と共著）：日本音脚学

会講演論文集， 67~68, 1974. 10. 

相関法による室内パルス，レスボンスの測定（橘秀樹と共著）：日

81~82, 197 4. 10. 

M系列変調相関法による残響時間の測定一実験的検討ー（橘秀樹と共著）：日本音響学会

講演論文集， 85~86, 1974. 10. 

道路交通駿音における中央値とエネルギー平均値（山口道征•岩瀬昭雄と共著）：日本音

響学会講演論文集， 427~428, 1974. 10. 

高架道路附近における騒音性状の検討（岩瀬昭雄・山口道征•橘秀樹と共著）：日本音翌

学会講演論文集， 431~432, 1974. 10. 

道路交通掻音とその周辺建物への伝搬（橘秀樹・山口道征と共著）：生産研究， 26,11, 

446~454, 1974. 10. 

教授三木五三郎 (MIKIGosaburo) 

ピサの斜塔について：土と基礎，土質工学会， 22,5, 81~88, 197 4. 5. 

新しい水溶性加水反応型薬液の構造，性状およびその固結特性（佐藤剛司•所外 1 名と

共著）：第 9 回土質工学研究発表会，土質工学会， 849~852, 1974. 6. 

5. 土質工学（所外 2名と共著）：， 9.構造物基礎および地下埋設物：土木設計便覧改訂，
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3 版，丸善， 283~357, 617~632, 1974. 6. 

日本式ピサの斜塔修復計画：中央公論， 1052, 221~228, 1974. 11. 

S I単位採用に際しての問題点：土と基礎，土質工学会， 22, 12, 78~80, 1974. 12. 

Chemical Stabilization ofSandy Soils by Grouting in Japan : Proc. 8th Inter-

national Conference on Soil Mechanics and Foundation Engineering, Moscow, 4, 

3, 395, 1973. 8. 

教授村松貞次郎 (MURAMATSUTeijiro) 

神子畑鋳鉄橋調査報告：日本鋼構造協会機関誌， 10,99, 33~40, 1974. 3. 

日本の近代建築とその技術：建築雑誌， 89, 1078, 307~308, 1974. 4. 

近代の建築：月刊文化財， 135, 18~29, 1974. 12. 

伝統的技術の意口するもの：施工， 101, 44~52, 1975. 1. 

助教授小林一輔 (KOBAYASHIKazusuke) 

Micro-Structure of Boundary Plane of Construction Joint of Cement Paste bonded 

with Epoxy Resin Adhesive (coauthors : S. Takagi, S. Ohama) : Proceedings of 

the 17th Japan Congress on Material Research, 196~199, 1974. 

膨張セメ‘ノトの膨張圧に影響を及ぼす諸要因（伊藤利治と共著）：土木学会論文報告集，

226, 67~72, 1974. 6. 

土木工学ハンドプック（第 16 編土木材料， 4• 2合成高分子材料）：土木学会綱， 816

~826, 技報堂， 1974. 11. 

土木設計便覧 (6. コンクリート）： 359~388, 丸善， 1974.6. 

コンクリートの弾性係数における複合特性（趙力釆と共著）：コンクリートジャーナル，

12, 7, 1974. 7. 

レジンコンクリートの強度に影響を及ぽす 2, 3の要因（伊藤利治・西村次男と共著）：

生産研究， 27,2, 1975. 2. 

レジンコンクリートの補強に関する 2,3の考察（小林保と共著）：土木学会，第 29回年

次学術講演会概要集第 5部， 1974. 10. 

抵抗線ひずみゲージによるコンクリートのひずみ測定に関する 2, 3の実験的検討（榎

本歳勝•森弥広と共著）：土木学会第 29 回年次学術講演会概要集第 5 部， 1974. 10. 

鋼繊維によるコンクリートの補強効果と繊維の形状特性（伊藤利治と共著）：土木学会第

29回年次学術講演会概要集第 5部， 1974. 10. 

コンクリートと複合 (I):生産研究， 26, 12, 197 4. 12. 
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助教授川股重也 (KAWAMA TA  Shigeya) 

Development of a Vibration Control System for structures by means of "Mass 

Pumps" (coauthors : M. Yoneda. Y. Hangai) : Bulletin of Earthquake Resistant 

structure Research center, Institute of Industrial Science, 7, 1973. 

混合法によるケープルネットの解析• その 1' 不安定架構の性質およびリンク機構の解

析（真柄栄毅•国田二郎と共著）：日本建築学会論文報告集， 218. 1974. 4. 

Analysis of Podded Boiler Type PCRV with Reference to the Analysis of Solid of 

Revolution : IABSE Seminar on Concrete Structures Subjected to Triaxial 

Stresses, 1974. 5. 

混合法によるケープルネットの解析• その 2'

国田二郎と共著）：日本建築学会論文報告集， 220, 1974. 6. 

有限要素法を用いた原子炉容器のクリ、--プ解析一線形粘弾性理論による回転対称体

PCPV の解析ー（塩屋繁松• 高山誠• 秋山宏• 金井頼利と共著）：コンクリート・

ジャーナル， 12, 6, 1974. 6. 

Post-Bifurcation Analysis of Shallow Spherical Shells under Uniform Pressure 

(coauthors : A. Endoh and Y. Hangai) : 生産研究, 26, 1974. 10. 

開発研究（米田護・半谷裕彦と共著）：生産研究， 26, 197 4. 11. 

コンクリート構造物の有限要素解析：第 24回応力連合講演論文抄録集， 1974. 11. 

有限要素法による球形シェルの分岐屈解析（遠藤彰と共著）：第 24回応力連合講油論文

抄録集， 1974. 11. 

制振機構の研究一質屈ポンプを用いた新しい防振装置の提案ー， 日

1975. 1. 

助教授越 正毅 (KOSHIMasaki) 

547, 

自動車排出ガスと走行条件との相関に関する研究：臨時事業委員会研究報告， 1974.5. 

新交通システム・ CVSのカイドウエイについて：土木学会関東支部講演会（石川二郎と

共著）： 283~286, 1974. 5. 

交通条件と自動車排出カスの相関性に関する基礎的研究（茨木康男と共著）：第 29回年

次学術講演会講演概要集， 268~269, 1974. 10. 

Optimzation of Cycle Time for Computerrized Traffic Signal Systems : 生産研究，

26, 10, 16~19, 1974. 10. 

都市交通公害対策の調査研究概要：生産研究， 26, 11, 37~38, 1974. 11. 

交通信号制御手法に関する実験的研究：生産研究， 26, 11, 67~75, 1974. 11. 

道路交通の制御手法：交通運輸計画シンポジウム発表論文集， 80-86, 1974. 6. 
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東京都 23区内自動車走行台キロの推定（大蔵泉・茨木康男と共著）：生産研究， 27,1, 

19-22, 1975. 1. 

自動車排出ガスの推定法（大蔵泉と共著）：文部省特定研究シンポシウム発表研究報告

書 373~380, 1975. 2. 

助教授 高梨晃ー CTAKAN ASHI Koichi) 

繰返し載荷を受ける鋼製柱の曲げ捩れ崩壊（宇田川邦明・田中尚と共著）：日本建築学会

大会学術講演梗概集， 1974. 10. 

電算機一試験機オンラインシステムによる構造物の地震時崩壊の解析（宇田川邦明• 関

松太郎・田中尚と共著）：生産研究， 26, 11. 1974. 11. 

電算機一試験機オンラインシステムによる構造物の非線形地震応答解析（宇田川邦明・

関松太郎• 岡田恒男• 田中 尚と共著）：日本建築学会論文報告集， 229, 1975. 3. 

助教授原 広司 (HARAHiroshi) 

活動等高線 (AC)についての基礎研究 (Ill)(芦川智•藤井明と共著）：建築学会大会論

文報告， 1974. 10. 

活動等高線 (AC)についての基礎研究 (N)(芦川智•藤井明と共著）：建築学会大会論

文報告， 1974. 10. 

住居集合論ー中南米地域の領域論的考察， SD別冊No.6, 1974. 12. 

中南米の旅での考察 (3名）：「月刊百科」連載論文， 1974. 9~'75. 2. 

助教授村井俊治 (MURAI Shunji) 

アメリカ写真測星学会主催リモートセンシングシンボジウムに参加して：写真測最， 13,

1. 

ディジタルテレインモデルとディジクルフォトマップの手法に関する研究（白• 篠田と

共著）：写真測最， 13, 1. 

Estimation of Population Density in Tokyo Districts from ERTS-1 Data 

: Proceedings of IX International Symposium, Michigan Apr., 1974. 

地球資源衛星データを用いた首都圏の人口密度の推定（恒松と共著）：生産研究， 26,7. 

地球資源衛星ディジタルデータの多次元画像解析（辻内と共著）：生産研究， 26,8. 

A study on Formation of Digital Terrain Model and Digital Photo Map(coauthor, 

E. Back) : ISP, Commission IV, Paris 

Computer Generated Dot Map for Digital Terrain Model(coauthor, S. Ohbayashi) 

: ISP, Commission IV, Paris. 

リモートセンシソグデータのディジタル処理とその応用：日米合同セミナー， リモート

センシングの原理と応用．
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地球資源衛星データのディシタル解析とその応用：画像工学コンファレンス

リモート七ンシングデータの解析：電気学会誌， 94, lL 

地球資源衛星ティジタルデータの地球的補正（前田・奥田と共著）：写真測絨， 13, 4_ 

国際写真測最学会コミッショ 1/Nの分科会N-1に参加して：写真測鯖， 13,4. 

助教授 片山恒雄 (KAT A Y AMA Tsuneo) 

強震計記録による地霰動最大加速度値の統計的解析：第 13回地霙工学研究発表会講演

概要， 1974.7. 

単純ラーメン模型の非線形動的挙動に関する実験的研究（久保慶三郎・久岡勉と共著）：

第 13回地窟工学研究発表会講演概要， 1974.7. 

地下埋設管の地震被害について（久保慶三郎•佐藤暢彦と共著）：土木学会第 29 回年次

学術講演会講演概要集，第 1部， 1974. 10. 

相関計を用いた振動計測について（久保慶三郎・佐藤暢彦と共著）：土木学会第 29回年

次学術購演会講演概要集，第 1部， 1974. 10. 

水道管の震害特性（久保慶三郎と共著）：生産研究， 26, 11, 1974. 11. 

Expected Damage upon a Structure Caused by Medium Magnitude Earthquakes 

Occu汀 ingnear the Structure (coauthors : M. Hakuno, K. Toki), The Japan-U・

S. Joint Seminar on Reliability Approach in Structural Engineering, 1974. 5. 

Earthquake Observations at a 35000kl LNG Tank (coauthors : N. Sato, K. 

Kubo) : Bulletin of Earthquake Resistant Structure Research Center, NO. 7, 

1974. 4. 

マトリックス有限要素法 (Desai/Abel共著，山本善之ほかと共訳）：科学技術出版社，

1974. 8. 

構造力学公式集，基礎編第 5章振動5.1~5.4 : 土木学会， 93~109, 1974. 12. 

土木描造物の耐震性について（久保慶三郎と共著）：川崎市の農災予防に関する調査報告

書，川崎市防災会議地震専門部会， 1974.3. 

震災対策基礎調査報告書（地形・地質・地盤編）（鈴木隆介と共著）：東京都国分寺市，

1975. 1. 

助教授 村上周三 (MURAKAMI Shuzo) 

閉鎖的空間内の気流性状（勝田高司・小林信行・戸河里敏と共著）：生産研究， 26,5, 

1974. 

温風暖房時の室内温度分布に対するアルキメデス数の影響（勝田高司• 小林信行・戸河

里敏と共著）：生産研究， 26,6, 1974. 

建物間の空間の換気回数に関する実験的研究（野外実験と風洞模型実験の比較）（勝田高
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司• 池田耕ー・上/J箕 7f'jと共著）：気俊研究ノート， 119, 1974. 6. 

建物周辺気流に関する風詞実験と実測（勝田高司• 上原清• 池田耕一と共著）：気象研究

ノート， 119, 1974. 6. 

温風暖房時の室肉気流の可視化（勝田高司。小林信行・戸河里敏と共著）：流れの可視化

シンボジウム（第 2回）， 1974.7. 

建物近傍の拡散に関する相似則の検討ー屋外模型実験と風洞模型実験の比較ー（勝田高

司• 池田耕ーと共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 1974. 10. 

閉鎖的空間の気流性状に関する研究ー室内空間・中庭空間の乱れの性状ー（勝田高司・

小林信行・戸河里敏と共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 1974. 10. 

閉鎖空間の温度分布に関する研究ーAr数が等しい場合の室内温度分布の相似性につい

て一（勝田高司・小林信行・戸河里敏と共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集，

1974. 10. 

半閉鎖空間の空気分布に関する研究一片廊下における排気ガスの拡散ー（勝田高司・小

林信行・岸幸雄と共著）：日本建築学会大会学術講浪梗概集， 1974. 10. 

風洞気流に対する模型の Blocking-Effectに関する研究（続）一模型寸法による周辺風

速分布の違いについてー（勝田高司•上原清と共著）：日本建築学会大会学術講演梗概

集， 1974. 10. 

基礎的配置モデル周辺の風速と乱れの分布に関する風洞実験（勝田高司• 池田耕一• 上

原清と共著）：日本建築学会大会学術講演棟！概集， 1974. 10. 

建物近傍にフェンスを配置した時の風速分布に関する風洞実験一防風フェンスの最適な

設置位置，及び形状について一（勝田高司• 池田耕一• 上原消• 杉山栄次と共著）：日

本建築学会大会学術講演梗概集， 1974, 10. 

都市集合住宅における暖冷房給湯換気設備の使用実態及び要求度に関する研究（特に外

部環境との関連について）（勝田高司•吉野t尊• 美安敏範と共著）：日本建築学会大会

学術講演梗概集， 1974. 10. 

集合住宅における冷房設備導入のアセスメソトに関する研究（勝田高司• 吉野博と共著）

：日本建築学会大会学術講演梗概集， 1974. 10. 

外壁面近傍気流の実測 その 1 平均流の 3次元的な解析（勝田高司・小林信行と共著）

：日本建築学会関東支部研究報告集， 1974. 12. 

外壁面近傍気流の実測 その 2 変動成分の 3次元的な解析（勝田高司・小林信行・岸

幸雄と共著）：日本建築学会関東支部研究報告集， 1974. 12. 外壁面近傍気流の実測

その 3 洗濯干し物の揺れ方及び壁面内外差圧と気流の関係（勝田高司・小林信行・

上原清と共著）：日本建築学会関東支部研究報告集， 1974. 12. 

閉鎖的空間の気流性状 その 1 逆Y型中庭空間の乱れの性状（勝田高司・小林信行・

大場正昭と共著）：日本建築学会関東支部研究報告集， 1974.12. 

閉鎖的夜間の気流性状 その 2 逆Y型中庭窄間における煙の拡散と換気回数（勝田糾j,!j
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• 小林信行・大場正昭と共著） : 日本建築学会関東支部研究報告ii¥, 1974. 12. 

暖房実態の追跡調査と用途別年間ニネルキー消費蜀（勝田高司• 吉野博と共著）：日本建

築学会関東支部研究報告集， 1974. 12. 

建物周辺に発生する強風に関する研究（勝田高司•池田耕一• 上原泊と共著）：生産研

究， 27, 3, 1975. 

講 師 橘 秀樹 (TACHIBANAHideki) 

遮音に関する模型実験（石井聖光と共著）：音響技術， 3, l, 95~103, 1974. 4. 

コインヘンデンス効果の角度特性一模型実験による検討ー（折笠輝雄・•仁井聖光と共苫） ．． 

105~106, 1974. 6. 

よる空調機械棟からの駿音伝搬の検討（霜田彰・石井聖光と共著）：日本音膀

111~112. 1974. 6. 

法政大学学生会館ホールの音苦について（河原一郎・綿谷重規• 折笠輝雄・い井聖光と

共著）：日本音響学会講演論文集， 129~130, 1974. 6. 

相関法による室内音脚の測定（石井聖光と共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 9

~10. 1974. 10. 

固体伝搬音に関する模型実験ーその 1, 相似則に関する考察と基礎的実験ー（松田由利・

国弘仁• 石井聖光と共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 21~22. 1974. 10. 

模型実験による空調設備棟からの騒音伝搬の検討（石井聖光と共呼）：日本建築学会大会

学術講演梗概集， 47~48, 1974. 10. 

高架道路附近の騎音性状一模型実験と計算機のハイプリットシミュレーションによる検

討ー（岩瀬昭雄・山口道征• 石井聖光と共著）：日本建築学会大会学術講演梗概集， 57

~58, 1974. 10. 

固体音に関する模型実験の基礎的検討（松田由利• 国弘仁• 石井聖光と共著）：日本音粋

学会講演論文紺， 67~68, 197 4. 10. 

相関法による室内パルス，レスポンスの測定（石井聖光と共著）：日

集, 81~82, 1974. 10. 

M系列変調相関法による残愕時間の測定一実験的検討ー（石井聖光と共咽）：日本音粋学

会講演論文集， 85~86, 1974. 10. 

高架道路附近における騒音性状の検討（岩瀬昭雄・山口道征• 石井聖光と共箸）：日本音

磐学会講演論文集， 431~432, 1974. 10. 

道路交通騒音とその周辺建物への伝搬（山口道征•石井聖光と共著）：生産研究， 26, 11, 

446~454, 1974. 110 
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助手本多昭ー (HONDAShoichi) 

プレハプリケーション史の研究（その 2)-Pre=fab.概念の変遷について一一—：日本

建築学会大会学術講演梗概集. 8030, 1974. 10. 

建築技術と労働（労働条件改善のための技術論の試み）：施工， 101, 147~158, 1975. 

1. 

プレハプリケーションとその可能性(60年代から 70年代への変化）： GA, 3~10, 1972. 

5. 

助手伊藤利治 CITOToshiji) 

レジンコンクリートにおける強度の温度依存性と荷重速度依存性（小林一輔と共著）：土

木学会第 29回年次学術講演会概要集第 5部， 1974. 10. 

膨張セメントの膨張圧に影響を及ぼす諸要因（小林一輔と共著）：土木学会論文報告集，

226, 67~72, 1974. 6. 

助手 佐藤暢彦 (SATONobuhiko) 

地下埋設管の地震被害について（久保慶三郎・片山恒雄と共著）：土木学会第 29回年次

学術講演会講演概要集， 1, 1974. 10. 

相関計を用いた振動計測について（久保慶三郎・片山恒雄と共著）：土木学会第29回年

次学術講演会講演概要集， 1, 1974. 10. 

Earthquake Observations at a 35,000kl LNG Tank (coauthors : T. Katayama, K. 

Kubo) : Bulletin of Earthquake Resistant Structure Research Center, No. 7 , 

1974. 4. 

助手 宇田川邦明 (UDAGA WA  Kuniaki) 

繰返し載荷を受ける鋼製柱の曲げ捩れ崩壊（高梨晃ー・田中尚と共著）：日本建築学会大

会学術講演梗概集， 1974.10. 

電算機一試験機オンラインシステムによる構造物の地需時崩壊の解析（高梨晃ー• 関松

太郎・田中 尚と共著）：生産研究， 26, 11, 1974. 11. 

電算機一試験機オンラインシステムによる描造物の非線形地震応答解析（高梨晃ー• 関

松太郎• 岡田恒男• 田中尚と共著）：日本建築学会論文報告集， 229,1975. 3. 

助手重信恒雄 (SHIGENOBUTsuneo) 

繰返し軸力を受ける銅部材の復元力特性に関する研究（田中 尚と共著）：日本建築学会大

会学術講演梗概集， 1974. 10. 
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助手（特別研究員 ）外山 知徳 (TOY AMA Tomonori) 

設計プロセス／道具の提案（共著）：彰国社， 1974. 10. 

ディテール用語のエコロジー（共著）：ディテール， 40~43, 彰国社， 1974. 4. ~1975. 1. 

建築技術とは／計画者の立場から（共著）：日本建築学会， 1974. 10. 

助手斎藤孝夫 (SAITOTakao) 

鉛直上昇流による砂の浸透破壊と と共著）：第 9回土質工

学研究発表会，土質工学会， 89~92, 1974. 6. 

ピサの斜塔の基礎地盤の調査と土質工学的特徴（三木五三郎と共著）：施工技術， 8,2, 

20~30, 1975. 2. 

Swelling and Residual Strength Characteristics of Soils Based on a Newly 

Propossed "Plastic Ratio Chart" (coauthor : G. Miki) : Soils and Foundations, 

TSSMFE, 15, l, 59~66, 1975. 3. 

E. 受賞

部名 官職 氏 名 又負機名関 （員団体を名出し
た，）

受賞対象の研究題目 年月日

第 4部 助教授 井野博満 ジェフリ ス賞（日 メスバウア効果を用い 1974.4.2 
本金属学会） た Fe-Ni-Al合

金におけるスピノーダ
ル分解の研究

第 3部 ” 榊 裕之 電子通信学会業績賞 MOSデバイスに関す 1974.5. 
る基礎研究

第 4部 助手 長谷川洋 進歩賞（窯業協会） ガラスの強度の研究 1974.5.27 

第 1部 教授 山田嘉昭 日本鋼構造協会 マトリ究ックス構と造普解析活 1974.6.4 
法動の 研 開 発 及

第 2部 ” 川井忠彦 ” " I " 

” ” 鈴木 弘 浅本鉄田賞鋼協（社会）団法人日 タンデム圧延作業に技関 1974.11.3 

術すのる研近究代化開発の推と進圧延
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付 録

1. 国立学校設置法抜粋

国立学校設樅法昭和24年 5月31日公布 法律第 150号

第2章 国 立 大 学

第4条 国立大学に，次の表（下）に掲げるとおり，研究所を付置する．

大学の名称 I 研究所の名称 1位 置 1 目 的

東京大学 I生産技術研究所 I東京都 I生産に関する技術的問題の科学的総合研究並びに研
究成果の実用化試験

（注） 国立学校設樅法一部改正により昭和37年3月29日付の官報に 4月 1日をもって位樅の項が

千葉県より東京都に変更か公布された．

2. 生産技術研究所内の諸規程

目 次

A)東京大学生産技術研究所規則..................................................................226 
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D) 生産技術研究所運営関係委員会設置規程••…・ ………••…………... …・ ・・・・・・………22R 
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: :~:::::::: ・:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~~:
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10)放射性同位元素委員会規程..................................................................232 
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12)電子計算機委員会規程 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・233

13)輪講会要項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・233
E)生産技術研究所研究報告発行内規............................................................234 

F)生産技術研究所研究担当ならびに研究員取扱内規…・……………………………・・234
G)生産技術研究所研究生規程．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・235

H)生産技術研究所勤務発明暫定規程............................................................235 

I)東京大学受託研究員規程........................................................................237 

J)東京大学生産技術研究所受託処理規程．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・238

K) 東京大学生産技術研究所津波高潮実験施設に関する規程………………•………..23s 

3. 学術雑誌目録（自然科学欧文篇）

225 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・240



A) 東京大学生産技術研究所規則

（目的）

（昭和37.6. 19 
制定）

改正昭和39.5.19, 昭和39.6.23 

昭和40.6.22, 昭和41.6.28 

昭和42.9.19, 昭和43.12.17

昭和48.5.15, 昭和50 4. 1 

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下「研究所」という）は，国立学校設置法（昭和 24年法律

第 150号）第 4条第 1項の規定に基づき，生産に関する技術的問題の科学的総合研究並びに研究

成果の実用化試験を行なうことを目的とする．

（所長）

第2条研究所に，所長を置く．

2. 所長は，研究所を代表し，その所務をつかさどる．

（研究部門）

第3条研究所に，次に掲げる研究部門を置く．

応用数学 マイクロ波工学

応用光学 電子演算工学

音響工学 情報処理工学

放射線工学 無機工業化学

材料強度機構学 有機工業化学

動的材料強弱学 鉄鋼製錬工学

流体物理学 環境計測化学

伝熱工学 工業電気化学・工業光化学

機械力学 複合金属素材工学

流体機械学 環境化学工学

熱原動機学 金属材料学

変形加工学 放射性同位元素工学

船体運動学 交通制御工学

切削工作学 建築生産学

精密工作学 水工学

化学機械学 建築構造学

耐農機械構造学 土木構造学

電子工学 地形情報処理工学

電力工学 生産技術史

通信機器学 環境制御物理学

電力機器学 生産施設防災工学

応用電子工学

（附属研究施設）

第4条研究所に，次に掲げる附属の研究施設を置く．

千葉実験所

計測技術開発センター

複合材料技術センクー

226 



（教授会）

第 5条研究所に，重要な事項を審談するため，教授会を置く．

2. 教授会の組織及び運営に関する事項は，別に定める．

（事務部）

第 6条研究所の事務を処理するため，事務部を置く．

2. 事務部に関する事項は，別に定める．

（細則への委任）

第 7条 この規則に規定するもののほか，この規則の実施について必要な事項は，細則で定める．

附 則

この規則は，昭和 48年 5月15日から施行し，昭和 48年 4月 12日から適用する．

B) 東京大学生産技術研究所千葉実験所規程

（設置）

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に国立学校設置法施行規則第 20条によ

り附属研究施設として，千葉実験所（以下「実験所」という）を置く．

（目的）

第 2条 実験所は，本所勤務の教授，助教授及び講師が主体となって，生産に関する技術的諸問題

の研究成果を実用化するための大規模な実験研究を行なうとともに本所麻布庁舎ではできない

研究を行なうことを目的とする．

（実験所の長）

第3条実験所に，長を置く．

2. 実験所の長は，本所の所長をもってあてる．

3. 実験所の長は，実験所を代表し，その所務をつかさどる．

（管理運営委員会）

第4条 実験所の管理運営のため，所長の諮問機関として千葉実験所管理運営委員会（以下「委員

会」という）を置く．

2. 委員会に関する事項は別に定める．

（事務室）

第 5条 実験所に，実験所の事務を処理するため，事務室を置く．

2. 事務室に関する事項は，別に定める．

附則

この規程は，昭和 42年 7月19日より施行し，昭和 42年 6月 1日より適用する．

C) 東京大学生産技術研究所計測技術開発センター規程

（設置）

第 1条東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に附属研究施設として，計測技術開発セ

ンター（以下「センター」という）を置く．

（目的）

第 2条 センターは，本所における環境工学に関する物理的及び化学的計測法等の基礎的研究を

行ない，計測技術の開発を行なう．

（機楷）

第 3条 センターに長を置く．

2. センターの長は，本所の教授又は助教授をもつてあてる．その任期は 2年とする．ただし，
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重任を妨げない．

3. センターの長は，セソターを代表し，その管理運営をつかさどる．

4. センターに職員若干名を置く．

附則

1. この規程は，昭和48年 8月23日から施行し，昭和 48年 4月 12日から適用する．

2. センターの事務は，当分の間事務部総務課で行なう．

D) 生産技術研究所運営関係委員会設置規程

第 1条 生産技術研究所長は，所内の運営上の諸問題について必要ある場合は，その目的別に委員

会を設けることができる．

第 2条 前条の委員会は，所長の諮問に答え，所内の運営の向上，合理化，処理方針等の審誤を行

なうものとする．

第 3条所長が必要と認めたときは，委員会の長に運営事務の一部を分掌させることができる．

第4条 各委員会の目的，構成，任務等については別に定める規程による．

1) 常務委員会規程

第 1条 東京大学生産技術研究所に常務委員会（以下「委員会」という．）を置く．

第2条 委員会は所長の諮問に応じ所の運営に関する重要事項を審談企画し，かつ常務の打合せ

をなす外，次の事項を行なう．

1. 教授総会から委託された事項を処理すること

2. 生研報告発行に関する審議をすること

3. 委託研究の受諾の可否に関する審誤をすること

4. その他所長が必要と認めた事項

第 3条常務委員は各研究部 2名をもって組織し，その部の教授，助教授及び講師の互選による．

第4条常務委員の任期は 1年とし，補欠委員の任期は前任者の残任期間とする．引き続き 2期在

任した常務委員は任期満了後2年間は常務委員に選ばれることができない．ただし補欠委員と

して 1年に満たない期間は在任期間と見なさない．

第 5条所長は委員会を招集し，その誤長となる．

第6条 所長は委員会の議事を円滑にするため必要ある場合は常務委員を指名して事前調査また

は事前審議等を行なわせることができる．

第7条 第 3条により選出された常務委員の中 1名を部主任としその部を代表する．

第 8条 委員会における各部 2名の常務委員は全く同等の立場に立つものとする．

第 9条 委員会には代理者の出席を認めない，ただしその部所属の常務委員が 2名ともに出席で

きない場合は，その部の教授または助教授の中から 1名を出席させなければならない．

第 10条常務委員が病気その他海外出張等で長期にわたり出席できないときは臨時代理を置く

ものとする．

第 11条 所長が必要と認めたときは，常務委員以外のものを委員会に列席させ意見をきくことが

できる．

附則

この規程は昭和 33年 6月18日から実施する．
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2) 特別研究審議委員会規程抜粋

第 1条 東京大学生産技術研究所に特別研究審議委員会（以下「委員会」という）を置く．

第 2条 委員会は所長の諮問に答え次の事項を審議する・

1. 特別に育成すべき研究の将来計画に関すること

2. 研究施設の近代に関すること

3. 特別研究の課題選定に関すること

4. その他特別研究に関し，所長が必要と認めた事項

第 3条 前条にいう特別研究とは，各部に経常的に配当される研究費以外で，研究所の使命達成の

ため特別に配付された研究費または，生研内で特別に考慮された研究費を使用して行なう研究

をいう．科学研究費，受託研究費および常務委員会において特に除外した経費による研究は含ま

なし、．

ただし，科学研究費の内一般研究A, およびBは本委員会において取扱うものでする．

第 4条 委員会は，委員長 1名，委員 10名により組織する．

第 5条 委員長は本所の教授の中から教授総会で選出する・

第 6条 委員は次の各号に掲げるものとする・

1. 各研究部の教授，助教授及び講師の互選によるもの各 l名．

2. 各研究部の教授，助教授及び講師中から所長が委嘱したもの各 1名．

（以下略す）

3) 工作委員会規程抜粋

第 2条 委員会は，試作工場の業務運営を円滑にするため，次の事項について審議する．

1. 試作工場の運営に関する重要事項の企画ならびに立案

2. 業務実施に関する連絡調整

3. その他必要な事項

第 3条 委員会は，委員長の他に委員若干名をもって組織する．

第 4条 委員長は，本所教授の中から教授総会で選出する．委員は次の通りとする．

1. 研究部の各部ごとに，その部の教授，助教授及び講師の互選によるもの各 1名．

2. 所長が必要と認め，教授総会の承認を得たもの若干名・

（以下略す）

4) 図書委員会規程抜粋

第 2条 委員会は所内図書室の運営について，下記の事項を行なう．

1. 図書室運営に関する事務監督

2. 図書運営に関する企画ならびに立案

3. 図書運営に関する連絡調整

4. 購入図書の選択

5. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は，委員長の他委員 10名，専門委員若干名をもって組織する．

第 4条 委員長は，本所教授中より教授総会において選出せられたもの，また委員は研究部毎に 2

名とし，その部の教授，助教授及び講師の互選によりたるものがこれに当たる．専門委員は委員

会の推せんにより所長が委嘱する．

（以下略す）
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5) 写真委員会規程

第 1条 東京大学生産技術研究所に写真委員会（以下「委員会」という）を置く．

第2条 委員会は，写真室の業務運営を円滑にし，写真技術向上を図るため下記の事項を行なう．

1. 写真室運営に関する企画ならびに立案

2. 写真業務の予定計画ならぴに実施，報告に対する検討

3. 写真業務に関する連絡調整

4. 材料の入手，使用ならびに業務技術に関する助言

5. 一般写真および高速度写真用設備・機械・器材の整備充実に関する企画

6. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は委員長 1名，委員 5名および専門委員若干名で組織する．

第 4条委員長は所長が委嘱する．

第 5条 委員は各部 l名とし，その部の教授，助教授及び講師の互選による．

条 6条 専門委員は委員長が委嘱する．

条 7条 委員長および委員の任期は 1年とする．ただし重任をさまたげない．

第 8条 委員長は委員会を招集し，その議長となる．

第 9条 委員長が必要と認めたときは，委員会に委員以外のものの出席を求め，意見をきくことが

できる．

6) 出版委員会規程

第 1条 東京大学生産技術研究所に出版委員会（以下「委員会」という）を置く．

第 2条 委員会は，下記出版物の出版に関して必要な事項を処理する．

1. 生産研究

2. 東京大学生産技術研究所報告

3. 東大生研案内

4. 東京大学生産技術研究所年次要覧

5. 生研リーフレット

6. その他必要な出版物

第 3条 委員会は，委員長 1名，委員 10名，専門委員若干名で組織す．

第 4条 委員長は，本所教授中から教授総会で選出する．任期は 1年とし毎年 4月 1日に改める．

重任をさまたげない．

委員は教授，助教授，講師の中から，名研究部 2名をそれぞれの部で選出する．任期は 1年と

し，毎年 4月1日と 10月1日にその半数を改める．重任をさまたげない，

専門委員は委員長が委嘱する．

第 5条 委員長は，委員会を招集してその誤長となる．

第 6条 委員長が必要と認めたときは，特定の事項につき小委員会を設けること，また委員以外の

者を委員会に列席させて意見を聞くことができる．

附則

この規定は昭和33年 10月 1日から実施する．

昭和39年 10月 21日より一部改訂実施する．

昭和 42年 4月 1日より一部再改訂実施する．

昭和 43年 4月 1日より一部再改訂実施する．
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7) 営繕委員会規程

第 1条東京大学生産技術研究所に営繕委員会（以下「委員会」という）を置く．

第 2条 委員会は本所の施設の整備改善，合理的運用および将来計画に関し次の事項を行う．

1. 土地，建物，工作物等の新営，ならびに維持管理に関する企画および立案

2. 電気通信，ガス，水道，暖房等の合理的使用方法の検討ならびに助言

3. 構内警備に関する企画ならびに助言

4. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は委員長 1名，幹事 l名，委員 5名および専門委員若干名で組織する．

第 4条 委員長は本所教授中から教授総会で選出する．

幹事は委員長の要請に応じて教授•助教授中より所長が委嘱する．

委員は各研究部ごとに 1名とし，その部の教授，助教授及び講師の互選による．

専門委員は委員長の要請に応じて所長が委嘱する．

第 5条 委員長および委員の任期は 2年とし重任はさまたげない．

第 6条 委員長は委員会を招集しその議長となる．

第 7条 幹事は委員長を補佐し委員会の業務に必要な企画，連絡，調整に当たる．

第 8条 委員長は必要と認めたときは特定の事項につき小委員を設けることができる．

第 9条委員長が必要と認めたときは委員以外の者を委員会に列席させて意見をきくことができ

る．

附則

この規程は昭和33年 6月 18日から実施する．

8) 厚生委員会規程抜粋

第 2条 委員会は本所の厚生福祉に関する施設ならびに事業の円滑な運営を図るため，下記事項

を行なう．

1. 職員およびこれに準ずる者（以下「職員」とよぶ）の保健，衛生，福祉からびにレクリニー

ション等に関する企画，運営に関する事項

2. 厚生事業部の企画，運営に対する助言

3. その他必要と認めた事項

第 3条委員会は委員長および委員で組織する．委員製は所長が委嘱する．

第4条委員は下記に従い所長が委嘱する．

1. 各研究部よりその部に属する教授，助教授及び講師より選出された者 1名，ならびに教

授，助教授及び講師を除く職員より選出された者 1名

2. 事務部は事務部長および事務部職員より選出された者 l名

3. 試作工場および千葉実験所については，それぞれの所属職員より選出された者各 1名

4. 所長が必要と認めたもの 4名以内

第 5条 委員会は委員長の発談または委員総数の 1/3以上の要請によって招集される．

（以下略す）

9) 講習会委員会規程

第 1条 本所に東京大学生産技術研究所講習会委員会を置く．

第 2条 この委員会は，財団法人生産技術研究奨励会から委託された講習会の企画並びにその実

施をつかさどる．
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第 3条 この委員会は委員長 1名，委員 5名とし，各研究部から選出された教授，助教授及び講師

で描成し，委員長は本所教授の中から所長が委嘱する．

委員長は，必要と認めた場合専門委員を委嘱することができる．

第 4条 委員長および委員の任期は 1年とし毎年 10月 1日に更新する．

第 5条 この委員会の事務は庶務掛が担当し，財団法人生産技術研究奨励会事務局が協力するも

のとする．

附 則

この睦程は昭和 39年 1月1日から施行する．

この改正規程は昭和44年 10月 1日から実施する．

10) 放射性同位元素委員会規程

第 1条 東京大学生産技術研究所に放射性同位元素委員会（以下「委員会」という）をおく．

第 2条 委員会は，本所における放射性同位元素の管理および障害防止に関する事項を審議し，ま

た所内の連絡調整にあたる．

第 3条 委員会は委員長およぴ委員若干名で組織する．

2. 委員長は，本所教授の中から所長が委嘱する．

3. 委員は，次のものに所長が委嘱する．

(1) 名研究部ごとに，その部の教授，助教授及び講師の互選によるもの名 1名

(2) 所長が必要と認めたもの

第 4条 委員長および委員の任期は 2年とする．ただし，重任をさまたげない．

第 5条 委員長は委員会を招集し，その議長となる．

2. 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を代行する．

第 6条 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列席させて意見をきくことが

できる．

第 7条 委員会の庶務は，庶務掛が担当する．

附則

この規程は，昭和 36年 6月7日より実施する．

11) 試験溶鉱炉委員会規程

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に試験溶鉱炉委員会（以下「委員会」と

いう）をおく，

第 2条 委員会は，本所の試験溶鉱炉の研究と運営に関するつぎの事項を審談決定する．

(1) 試験溶鉱炉による研究の企画・立案に関する事項

(2) 試験溶鉱炉の経費に関する事項

(3) 試験溶鉱炉設備に関する事項

(4) その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は，委員長および委員若干名で組織する．

1. 委員長は，本所教授の中から，所長が委嘱する．

2. 委員は，次のものに所長が委嘱する．

(1) 本所勤務の教授，助教授及び講師

(2) 所長が必要と認めたもの

第 4条委員長および委員の任期は 2年とする．ただし，重任をさまたげない．
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第 5条委員長は，委員会を招集し，その議長となる．

2. 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を代行する．

第 6条 委員会が必要と認めた事項を審誤するために，専門委員会を設けることができる．

2. 専門委員会の委員長および委員は，委員会の議を経て委員長が委嘱する．

第 7条 委員会に幹事をおくことができる．

2. 幹事は，委員の中から委員長が委嘱する．

第 8条 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列席させて，意見をきくことが

できる．

附則

1. この規程は，昭和37年 3月31日より実施する．

2. 初期の委員長および委員の任期は，昭和 39年 3月 31日までとする．

12) 電子計算機委員会規程

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に電子計算機委員会（以下「委員会」と

いう）をおく．

第 2条 委員会は，本所における共通使用の電子計算機およびこれに準ずるものの管理運営を円

滑にするため，次の事項を審誤する．

1. 運営に関する重要事項の企画ならびに立案

2. 将来計画ならびに設備の充実

3. 運営に関する連絡調整

4. その他必要な事項

第 3条 委員会は，委員長 1名，委員 5名，およぴ専門委員若干名で組織する．

2. 委員長は，本所教授の中から所長が委嘱する．

3. 委員は，つぎのものに所長が委嘱する．

(1) 研究部ごとに，その部の教授，助教授，またはこれに準ずるものの互選によるもの各 1名．

(2) 専門委員として，委員長より要請のあったもの若干名．

第 4条 委員長および委員の任期は 2年とする．ただし重任をさまたげない．

第 5条委員長は，委員会を招集し，その議長となる．

2. 委員長に事故あるときは，あらかじめ，委員長が指名する委員がその職務を代行する．

第 6条 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを，委員会に列席させて意見をきくことが

できる．

第 7条 委員会の庶務は研究協力掛が担当する．

附 則

この規程は，昭和 44年 4月 16日から実施する．

13) 輪講会要項

1. 本会は生産技術研究所輪講会と称する．

2. 本会は生産技術研究所内における知識の交換を目的とする．

3. 本会の事務を運営するため世話人を置く．世話人は各研究部より 1名ずつ選出し内 1名を

世話人代表に互選する．

4. 本会は毎月第 3水曜日午後 1時 30分から 2時 20分まで開催するのを原則とする．ただし

教授総会その他の都合により日時を変更することがある．

5. 講演者は 1回 1名とし講演時間は 1名 45分（外に質疑討論 5分）以内を原則とする．
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6. 講演の順序は原則として順次各部より適当な講演者を選出し，講演の 2週間以前までに庶

務掛に申出講演要旨を 1週間までに送付するものとする．

7. 庶務掛は当番部に講演の日から 1カ月以前に通知するものとする．

8. 世話人会は講演者の決定その他本会に関する事項を処理するものとする．

9. 臨時聴講希望者は世話人に申し出て了解を得ることを要する．

10. 輪講会を司会するため当番幹事を担当部より選出する．

E) 生産技術研究所研究報告発行内規

第 1条 東京大学生産技術研究所報告（以下「生研報告」と称する）の発行はこの内規によって行

なう．

第 2条 生研報告は生研技術研究所（以下「生研」と称する）の研究業績を学外に発表することを

目的とする．

第 3条 生研報告の発行に関する審議は，この内規に従って出版委員会が行ない，発行の可否につ

いては常務委員会の承認を得るものとする．

第 4条 生研報告に掲載する論文は生研職員の研究成果または生研職員が中心となって行なった

共同研究成果でその部の推薦を経たものとする．

第 5条 生研報告に掲載する論文は学会誌などにその主要な点が発表された研究報告を詳細にま

とめたものまたは分割掲載した論文をまとめたものとする．ただし新しく発表する論文につい

ても出版委員会が承認したものはこの限りでない．

第 6条 生研報告に掲載する論文は 1篇，または 2篇以上を 1冊として発行する．

第 7条 前条については著者の希望を勘案してこれを決定する．

第 8条 生研報告に用いる文は，欧文または和文とし，和文の場合は本文の 10%以内で 2ページを

越えない範囲の欧文梗概を付することを原則とする．

第 9条 生研報告は不定期に発行し，およそ 300ページを単位として巻を改める．発行部数はその

都度定める．

附 則

1. 生研報告発行委員会の廃止によるこの改正は，昭和 33年 6月 18日から実施する．

2. 昭和 43年 3月6日より第 3条改正実施する．

3. この改正は昭和 44年 4月 16日から施行し昭和 44年 4月 1日より適用する．

備考

1) 第 4条により論文を推薦する場合は原則としてその内容につき部を中心とする関

係者の間で十分の討誤を経ることを要する．

2) 大学院学生および研究生の研究論文を第 4条に準じて取り扱うことができる．

3) 規定ページを超過した場合の出版費の著者負担制が昭和 47年より暫定的に実施

された．

F) 生産技術研究所研究担当ならびに研究員取扱内規

昭和37.7.4常務委員会

昭和 37.7.18教授総会

第 1条 生産技術研究所において一定期間特殊な事項の研究に対し，所外の者に研究の協力を委

嘱する必要がある場合，研究担当または研究員を置くことができる．

2. 前項による研究担当とは，本務が本学専任教官（教授•助教授・講師）であるものをいう．
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第2条 研究員は，大学卒業または同程度以上の学力を有し，研究事項については十分の経験を有

するものでなければならない．

第 3条研究担当，研究員には予算の範囲内で手当を支給することがでぎる．

第4条研究担当，研究員は本所職員に準じて取扱う．

ただし，別に定められている事項についてはこの限りでない．

第 5条 研究担当，研究員は，本所において研究した成果を発表するとき，または特許権等を申請

する場合は予め所長に協議するものとする．

第 6条 各部において研究担当，研究員を委嘱する必要が生じた場合，その部の主任は別紙様式の

内申書を所長に提出しなければならない．

第 7条 所長は，内申書が提出されたときは，常務委員会に諮り総長に上申する．

第 8条所長は研究委嘱の必要性が消激した場合，またはその他の事由による委嘱の取消しを総

長に上申することができる．

附則

この内規は昭和 26年 10月1日より実施する．

この内規は昭和 37年 4月1日より適用する．

G) 生産技術研究所研究生規程

昭和29.2.16

制定

改正昭和31.4.24 昭和32.4.23

昭和38.7.13 昭和41.6. 6 

昭和47.6.27

第 1条 生産技術に関する事項につき研究を希望する者があるときは，本所において支障がない

場合に限り，研究生として入所を許可することがある．

第 2条 研究生として入所を許可する者は，大学学部を卒業した者もしくはこれと同等以上の学

力を有する者，または相当の経験を有する者で本所において適当と認めた者とする．

第 3条 研究生を希望する者は，所定の願書に履歴書を添えて所長に差し出さなければならない．

第4条 研究生は，所長の指揮監督を受け，本所が指定した教官の指導の下に研究に従事しなけれ

ばならない．

第 5条 研究生がその研究業績を発表しようとするときは，必ず指導教官の承認を受けなければ

ならなし‘・

第 6条 研究生として入所を許可された者は，所定の期日までに入学科を納付しなければならな

し‘・

第 7条 研究生は，その研究期間に応じて，月額の 3月分又は 6月分の研究料を前納しなければな

らないただし，特に多額の費用を要する場合は，別に自弁させることがある．

2. 既納の研究料は，還付しない．

第 8条 第 6条の入学料及び前条の研究料の額は，国立の学校における授業料その他の費用に関

する省令（昭和36年文部省令第 9号）第 10条の規定に基づき定められた額とする．

第 9条研究生の研究期間は， 1年以内とする．

2. 当初決定された研究期間を経てさらに研究を継続しようとするときはその理由を具して所長

に願い出で，許可を受けなければならない．

第 10条 研究生は研究期間の終わりに，その研究状況および成果を記載した報告書を指導教官を

経て所長に提出しなければならない．

235 



2. 研究生の研究期間が 1年以上にわたるときは， 1年の終わりにおいてその研究状況の中問報

告書を前項に準じ提出しなければならない．

第 11条所長は，疾病その他の事由により，研究を継続することが不適当と認めるときは，その

研究生に対し，退所を命ずることがある．

第 12条 研究生が期間満了前に退所しようとするときは，理由を具してその旨を所長に願い出な

ければならない．

附 則

この規程は，昭和 47年 6月27日から施行し，昭和47年 4月 1日から適用する．
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H) 生産技術研究所勤務発明暫定規程

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に勤務する者（以下「職員」という）が，

その勤務に関してなした発明（以下「勤務発明」という）の取り扱いについては，当分の間，こ

の規程の定めるところによる．

第 2条 勤務発明のうち，その内容が本所の業務範囲に属し，またはその発明をなすにいたった行

為が，その職員の任務に属するもの（以下「任務発明」という）については，その発明者が特許

を受けたとき，東京大学はその実施権を受けるものとする．

第 3条 職員は，自己の勤務発明の特許を受ける権利を受ける権利，または特許権，もしくは任務

発明以外の勤務発明の実施権を，東京大学に移譲することを願い出ることができる．

第4条 本所所長は，東京大学学長の監督のもとに，前 2条に規程した特許を受ける権利，特許権

または実施権に関する事務をつかさどる．

第 5条 本所受託規程に基づく受託事項について，本所職員が発明したときには，この規程に従

ぅ．本所受託規程第 10条に規定する補助者が，受託事項について発明した場合には，その補助

者を指導する本所職員と共同して発明したものとみなして，この規程を適用する．

第 6条 この規程は，実用新案および意匠登録にもこれを準用する．

附則

本規程は昭和24年 9月 22日から施行する．
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I) 東京大学受託研究員規程

（昭和33.10.21)
制定

改正昭和34.4.21

第 1条 この規程は，文部省受託研究員実施要項に基づき，民間会社等（以下「委託者」という）

よりの委託に応じ，その現職技術者を受託研究員（以下「研究員」という）として本学に受け入

れる場合における必要な事項について定める．

第 2条 研究員として許可するものは、大学を卒業した者はまたは本学がこれと同等以上の学力

を有すると認めた者とする．

第 3条 委託者の代表者または長は，所定の申込書に推薦書およぴ本人の履歴書を添えて当該学

部または研究所の長に願い出なければならない．

第4条 学部または研究所の長は，当該部局において適当と認め，かつ，支障のない場合に限り，

総長の認可を得て研究員の受入れを許可する．

第 5条 研究員は，指群教官の指導のもとに研究に従事しなければならない．

第6条研究員の研究期間は， 1年以内とし，第 4条の規程による許可があった日の属する年度の

末日をもって終了するものとする．

第7条 前条の期間満了後，研究を継続する必要があるとぎは，委託者は，理由を付して，当該学

部または研究所の長に願い出なければならない．

第8条学部または研究所の長は，前条による願出があったときは，総長の許可を得て， 1年以内

に限り研究期間の更新を許可することができる．

第9条 第4条または第 8条の規程による許可があったときは，委託者は，研究料として金 12万

円をただちに納付しなければならない．

2. 既納の研究料は，還付しない．
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第 10条 研究料は研究期間が 1年未満の場合にも研究員 1人につき金 12万円とする．

第 11条 委託者が，第4条または第 8条の規定による許可があった後，ただちに研究料を納付し

ないときは，許可を取り消す．

附則

この規程は，昭和 34年 4月21日から施行し，同年 4月 1日から適用する．

J) 東京大学生産技術研究所受託処理規程

第 1条 東京大学受託研究取扱規則にもとづき生産技術研究所（以下「本所」という）に対し，生

産技術に関係がある学理的問題または，物品等の研究・試作・試験・調査等を委託しようとす

る者があるときは，この規程により処理する．ただし定型的試験・調査については別に定める．

第2条 受諾の諾否および受託すべきものについての担当官，その他必要な事項は，所長が常務委

員会の談を経て，これを決定し，教授総会に報告する．

第 3条 常務委員会は，必要に応じて常務委員以外の教授，助教授，その他の職員の出席を求め，

その受託研究に関して意見を徴することができる．

第 4条 主任担当官は研究を担当することの意義についての所見及ぴ受託費用算定明細書を所長

に提出するものとする．

第 5条 主任担当官は，受託事項が終了したときは，受託研究完了報告書を作成し，所長に提出し

なければならない．

第 6条 受託事項に関する成果の公表は，担当官がこれを行なうものとする．

第 7条 主任担当官となるものの資格は次のとおりとする．

1) 教授 2) 助教授 3) 講師 4) 併任教授 5) 併任助教授

第8条 受託事項に関し，工業所有権が発生した場合には，本所，発明者，委託者の三者が協謡す

るものとする．

第 9条 受託研究実施に際し，研究補助者を受入れる場合は，臨時傭人人事取扱要領に準じて取扱

うものとし，所長が適当と認めた場合には，当該受託研究期間中についてのみこれを許可するも

のとする．

附則

この規程は昭和 46年 4月21日より施行する．

K) 東京大学生産技術研究所津波高潮実験施設に関すう規程

第 1条 生産技術研究所千葉実験所所在の津波高潮実験施設（以下「施設」という）は生産技術研

究所，地震研究所，工学部および理学部に所属する研究者の共同利用に供する．

第 2条 施設の範囲は生産技術研究所長（以下「所長」という）が別に定める．

第 3条 施設は津波，高潮，潮汐，波浪等に関する水理学的研究以外の目的には使用しない．

第4条 施設を利用しようとする者および利用者は所長が別に定める施設の管理運営要項を遵守

しなければならない．

第 5条 施設の運営を円滑に行なうため，生産技術研究所に，津波高潮実験施設運営委員会（以下

「委員会」という）をおく．

第 6条委員会は所長の諮問に応じ，つぎの事項を審誤する．

(1) 施設の共同利用計画に関すること．

(2) 施設の管理運営要項に関すること．
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(3) 施設の整備拡充に関すること．

(4) その他，施設に関し所長が必要と認めた事項．

第 7条 委員会は委員長 1人，委員若干人をもって組織する．

2. 委員はつぎの者に所長が委嘱する．

(1) 生産技術研究所の教授，助教授及び講師．

(2) 地震研究所・工学部および理学部の教授•助教授またはこれに準ずる者の中から，それぞ

れの部局長が推せんした者．

(3) 所長が必要と認めた者．

3. 委員長は委員の互選により決定する．

第 8条委員長および委員の任期は 2年とする．ただし重任をさまたげない．

2. 補欠委員の任期は前任者の残任期間とする．

第 9条委員長は，委員会を招集し，その議長となる．

2. 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した者が職務を代行する．

第 10条 委員会は，委員の過半数が出席しなければ，会談を開き談決することはできない．

2. 誤事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，委員長の決するところによる．

第 11条 必要に応じ，委員会に幹事を置くことがで彦る．

2. 幹事は委員長が委嘱する．

3. 幹事は委員長の指揮を受けて会務に従事する．

第 12条 この規程に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は委員会の定めるところ

による．

附則

1. この規程は昭和 40年6月16日から施行する．

2. この規程の施行後，最初に委嘱する委員の任期は昭和 42年 3月末日をもって終了する．
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学術雑誌目録（自然科学欧文篇）

I 

JI 

][ 

IV 

略

第 1部保管雑誌

第 2部 /I “’ 
第 3部

” ” 
第 4部

” ” 

語 表

V 第 5部 保管雑誌

E 電子計冥機室 ,, 
” 

C 図書室 ” ” 

備考 本目録は原則として 1974年までのものを登載する．

＊印は 1974年以降ひきつづき購読のものを，〔 〕は欠巻・号（イクリッ

ク）・年を示す．

A 

1 Abitare 
(V) 92(1971)-131(1973) 

2 Abrasive Engineering 
(formerly: Grinding and Finishing) 

(II) 4(1959)-20(1973) 〔8,8-12(1962)〕

3 Academy Architecture and 
Architectural Review 

(C) 31(1907), 33-34, 37-47, 49(1916) 

4 Acta Crystallographica 
Sect. A 
(C) 20(1966)-26(1970) 

*(I) 29(1973)-30(1974) 

Sect. B 
(C) 20(1966)-26(1970) 

5 Acta Informatica 
*(C) 1(1971)-4(1974) 

6 Acta Metallurgica 
*(C) 1(1953)-22(1974) 〔4,7-12(1956)〕

7 Acu就ica: International Journal of 
Acoustics 

*(I) 7(1957)-31(1974) 
*(C) 3(1953)-6, 8-9, 〔6,3-6(1956)〕

12-31(1974) 

8 Advances in Physics 
*(C) 1(1952)-23(1974) 

A E G-Mitteilungen 
(see: Technische Mitteilungen AEG-
Telefunken) 

9 A E G Progress 
(C) 1(1925)-14(1938) 

10 Aeronautical Quarterly 
*(II) 

11 L'Aerotechnique 

cc) 128(1930)-163(1932) 

12 A F I P S Conference Proceeding 
-1960 : Proceedings of the (Eastern or 
Western) Joint Computer Conference 

20(1961)-: Title Name 
*(C) 12(1957)-21, 23-43(1974) 

13 A I A A Journal 
(formerly: AR S Journal) 

*(C) 1(1963)-12(1974) 

14 A.I.Ch.E. Journal 
(II) 4(1958)-5, 8-19(1973) 

〔4,2-3(1958), 
5, 2(1959), 
10, 2-6(1964)〕

*(C) 1(1955)-20(1974) 

15 AIP Conference Proceedings 
*(II) 

Air Conditioning, Heating and 
Ventilating 
(see: Building Systems Designs) 

16 Aircraft Engineering 
(C) 11(1939)-13, 31-40(1968) 

〔12,131 (1940)〕

17 Allgerneine V errnessungs 
Nachrichten 

*(C) 1950-1970, 〔12(1954),12(1961), 
1972-1974 9(1968)〕

18 Allgerneine Warrnetechnik. 
(II) 2(1951)-14(1968) 〔6,1, 3, 6(1955), 

8, 11-12(1957), 
11, 1-2(1962)〕

19 Aluminium 
*(C) 43(1967)-50(1974) 

20 American Ceramic Society Bulletin 
1(1922)-24(1945): Bulletin of the 
American Ceramic Society 

25(1946)-: Title Name 
(C) 12-(1933)-20, 33-51(1972) 

〔12,1-7(1933), 
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21 American City 
(C) 40(1929)-52(1937) 

14, 11 (1935), 
15, 2-3(1936), 
16, 1, 10-12 
(1937), 17, 1-2, 12 
(1938), 18, 8 
(1939), 20, 9-12 
(1941)〕

22 American Dyestuff Reporter 
(C) 42(1953)-56(1967) 〔42,1-13(1953), 

56, 1 (1967)〕

23 American Gas Journal 
(C) 119(1923)-120, 

123-125, 132-133(1930) 

24 American Journal of Science 
(C) 41(1916)-47(1919) 

25 American Machinist 
(II) 105(1961)-106(1962) 
*(C) 56(1922), 89-104, 

107-118(1974) 〔114,2(1970)) 

26 Analyst 
*(C) 52(1927)-99(1974) 〔54,636(1929), 

62, 740-741 
(1937)) 

27 Analytica Chirnica Acta 
*(C) 11(1954), 13-24, 

26-73(1974) 

28 Analytical Abstracts 
*(C) 1(1954)-27(1974) 

29 Analytical Chemistry 
1(1929)-19(1947): IEC Analytical Edition 
20(1948)-: Title Name 

*(C) 1(1929)-8, 10-46(1974) 

30 Angewandte Chemie 
1 (1887)-44(1940) : Zeitschrift fiir 
Angewandte Chemie 

45(1941)-: Title Name 
*(C) 1(1888)-54,62-86(1974) 

Angewandte Chemie Technische 
W irtschaftlicher 
(see: Chemie Ingenieur Technik.) 

Annalen der Chemie 
(see: Liebig's Annalen der Chemie.) 

31 Annalen of CIR P 
(II) 13(1965)-18(1970) 
*(C) 19(1971)-23(1974) 〔20,3(1972)〕

32 Annalen der Physik. Folge 5. 
(C) 28(1937)-33(1938) 〔28,1-2(1937), 

31, 1-2(1938)〕

33 Annals of Nuclear Science and 
Engineering 
(Formerly: Journal of Nuclear Energy) 

*(C) 1(1974)-
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34 Annual Reports on the Progress 
of Chemistry 

(C) 1(1904), 11-19,21,23, 
25-27, 30, 34, 48(1951) 

35 Annual Review of Physical 
Chemistry 

(C) 3(1952)-8(1957) 

36 Annual Survey of American 
Chemistry 

(C) 3(1927)-5, 10(1935) 

37 Apotheker Zeitung 
(C) 1(1886)-8, 10-13, 

15-31, 45-50(1935) 

Application and Industry 
(see : I E E E Transactions.) 

38 Applied Acoustics 
*(C) 2(1969)-7(1974) 

39 Applied Chemistry Reports 
(C) 1(1916)-4, 23-24(1939) 

40 Applied Materials Research 
(C) 3(1964)-5(1966) 

41 Applied Mechanics Reviews 
*(I) 20(1967)-27(1974) 〔20,Aug.-Nov. 

(1967), 25, 5 
(1972)〕

*(C) 5(1952)-27(1974) 〔5,Jan.-June
(1952)〕

42 Applied Optics 
*(C) 4(1965)-13(1974) 
(llI) 13(1974)-

43 Applied Physics 
(formerly: Zeitschrift fur Angewandte 
Physik) 

*(C) 1(1973)-5(1974) 

44 Applied Physics Letters 
*CC) 1(1962)-25(1974) 

45 Applied Polymer Symposia 
*(C) 1(1965)-25(1974) 

46 Applied Scientific Research 
Sect. A 
Mechanics, Heat, Chemical Engineering 
Mathematical Method 

(C) 4(1954)-14(1965) 
Sect. B 
Electrophysics, Acoustics, Optics, 
Mathematical Methods 

(C) 4(1955)-12(1965) 

47 Architects Journal 
*CV) 137(1963)-160(1974) 

48 Architectural Design 
*(C) 38(1968)-44(1974) 〔41,May, Nov.-

Dec.(1971)〕

49 Architectural Forum: Magazine of 



Building 
(C) 50(1929)-51, 76-91, 

96-97, 99-100, 102-111, 
114-120(1964) 

50 Architectural Record 
*(C) 106(1949)-126, 

139-144, 147-156 
(1974) 

〔(1949),107, June 
108, July-Nov. 
(1950), 109, Jan. — 
Feb. (1951), 113, 
Jan, 114, Oct. 
(1953), 115, Feb.-
June, 116, Oct. 
(1954), 119, Jan. 
(1956), 123, 
Apr.-June(1958), 
139, Jan. (1966), 
147, 1-3(1969)〕

51 Architectual Review (London) 
*(C) 59(1926)-60, 63-66, 106-107, 

111-126, 129-156(1974) 

52 Architecture d'Aujourd'hui 
(V) 93(1960)-94, 96-98(1960) 
*(C) 29(1950)-69, 75-89, 99, 

101-102, 104, 106-176(1974) 

53 Archiv fiir Eisenhiittenwesen 
*(C) 19(1948)-45(197 4) 

54 Archiv der Elektrischen 
Ubertragung 

*(C) 1(1947)-2,4ー28(1974)

55 Archiv fiir Elektrotechnik 
(C) 2(1914)-9, 11-27(1933) 

56 Archiv fiir Experimentalle 
Pathologie und Pharmakologie 

(C) 1(1873)-34(1894) 

57 Archive for Rational Mechanics 
and Analysis 

*(I) 24(1967)-56(1974) 

58 Archiv fiir Technisches Messen 
(ATM) 

(C) 151(1947)-359(1965) 

59 Archives of Environmental Health 
*(C) 16(1968)-29(1974) 

60 Archives Internationales d'Histoire 
des Sciences 

(V) 1(1947)-9, 11-14(1961) 
(C) 15(1962)-23, Jan-June(l970) 

61 Arms and Explosives 
(C) 2(1893)-26(1918) 

62 AR  S Journal 
-28(1958) : Jet Propulsion 
29(1959)-32(1962) : Title Name 
1 (1963)-: A I A A Journal, with Journal 
of Aero-Space Sciences 

(II) 31 (1961)-32(1962) 

(C) 28(1958)-32(1962) 

63 Artilleristische Monatshefte 
(C) 1911-1913 

64 Artilleristische Rundschau 
(C) 8(1936)-11(1939) 

65 Arts and Architecture 
(C) 69(1952)-76, 〔81,7(1964), 

79-84(1967) 84, 1, 9-12(1967)〕

66 ASE A Journal 
(C) 6(1929)-16(1939) 

67 A S H R A E Journal 
(American Soi;iety of Heating, 
Refrigerating and Air, Conditioning 
Engineers) 

*(C) 1(1959)-16(1974) 〔4,1(1962)〕

68 A S L E Transactions 
(American Society of Lubrication 
Engineers) 

*(II) 2(1960)-17(1974) 〔2,1(1960) 
3, 2(1960)〕

ATM  
(see: Archiv flir Technisches Messen) 

69 Atomic Energy Newsletter 
(I) 1956-1958 

70 Atomic World 
-6(1955) : Atomics and Atomic 
Technology 

7(1956): Atomics; Engineering and 
Technology 

8(1957)-9, 10(1958) : Atomics and 
Nuclear Energy 

9,11(1958)-10(1959): Title Name 
(1960)-: Merged with Chemical & 
Process Engineering 

(C) 6(1955)-10(1959) June 
(7, 11-12(1956)〕

71 Atomospheric Environment 
*(II) 7(1973)-8(1974) 
ATZ 
(see: Automobiltechnische Zeitschrift) 

72 Audio 
-38(1947) : Audio Engineering 
39(1948)-: Title Name 

*(C) 35(1951)-58(1974) 

Audio Engineering 
(see: Audio) 

73 Automatica 
*(II) 5(1969)-10(1974) (6, 3-6(1970)〕

74 Automation and Remote Control 
Avtomatika i Telemekhanika-USSR 
English Translation 

(II) 25(1964)-31(1970) 〔28,12(1967)〕
*(C) 32(1971)-35(1974) 

75 Automobile Engineer 

242 



(see: Engineering Materials & Design) 
(C) 17(1927)-30,42-62, 1-3(1972) 

76 Automobiltechnische Zeitschrift 
(ATZ) 

*(JI) 57(1955)-75(1973) 
(C) .44(1941)-50(1948) 

77 Automotive Engineering 
-78(1970): SAE Journal 
79(1971)-80(1972): SAE Journal of 
Automotive Engineering 

81(1973)-: Title Name 
(JI) 67(1959)-73(1965) 〔67,2(1959), 

68, 6, 10(1960), 
69, 1-3, 5-6, 8 
(1961), 
72, 1(1963), 
73, 1(1964)〕

*(C) 24(1929)-49, 〔77,4(1969)〕
60-82(1974) 

78 Automotive Industries 
(C) 50(1924)-53, 82-85(1941) 

79 Aviation Week and Space 
Technology 
-71(1959): Aviation Week 
72(1960)-: Title Name 

*(C) 68(1958)ー101(1974) 〔75,July-Sep. 
(1961), 

B 

80 Bauen und W ohnen 
(MUnchen) 

*(C) 15(1061)-29(1974) 

81 Baugilde 
(C) 10(1928)-11, 13(1931) 

94, 26(1971)〕

82 Bauingenieur: Zeitschrift filr des 
Gesamte Bauwesen 

*(C) 11(1930)-19, 24-32, 〔11,43(1930), 
34-49(1974) 13, 49-50(1932), 

14, 15-16(1933)〕

83 Baumeister 
(C) 26(1928)-30(1932) 

84 Bauplannung und Bautechnik 
*(C) 8(1954)-28(1974) 

85 Bautechnik 
*(C) 1(1923)-9, 25-51(1974) 

86 Bautechnik-Archiv 
(C) 1947-1953 

87 Bauwelt 
*(C) 53(1962)-65(1974) 

88 Bell Laboratories Record 
*(C) 19(1940), 22, 24-25, 〔28,7-12(1950), 

28-35, 37-52(1974) 33, 8(1955)〕

89 Bell System Technical Journal 
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*(C) 10(1931)-20, 22-40, 〔26,3(1947), 33, 
43-53(1974) 2(1954), 59, 2 

(1960)〕

90 Berg-und Hiittenmiinnische Zeitung 
(C) 39(1880), 42-54, 

56, 58-60(1901) 

91 Berichte der Bunsengesellschaft fiir 
Physikalische Chemie 
1(1894): Z. Elektrotechnik und 
Electrochemie 

2(1895)-9(1903) : Z. Elektrotechnik. 
10(1895)-57(1953): Z. Elektrochemie und 
Angewandte Physikalische Chemie 

57(1953)-65(1961): Z. fiir Electrochemie 
66(1962)-: Title Name 

*(C) 1(1894/5)-47, 〔73,11-12(1969)〕
56-78(1974) 

Berichte der Deutschen Chemischen 
Gesellschaft 
(see: Chemische Berichte) 

92 Berliner Architekturwelt 
(C) 1(1899)-5, 7-15, 17-20(1918) 

93 Beton 
*(C) 17(1967)-24(1974) 

94 Beton und Eisen 
(C) 21(1922)-33,35-41(1942) 

95 Beton-und Stahlbetonbau 
*(C) 46(1951)-55, 57-69(1974) 

96 Betonstein Zeitung 
(V) 30(1964)-31(1965) 
*(C) 32(1966)-40(1974) 

97 Bildmessung und Luftbildwesen 
*(C) 1957-1958, 1963, 1965, 〔Manylacks〕

36(1968)-42(1974) 〔38,1 (1970)〕

98 Biochemische Z~itschrift 
(C) 130(1922), 132-141, 144-149, 

152-156, 158-165, 168, 170-184, 
186-201, 203-238, 240-256, 
267-275(1935) 

99 B I T (Nordisk Tidskrift for Informations 
Be handling) 

*(C) 10(1970)-14(1974) 

100 Blast Furnace and Steel Plant 
(C) 7(1919)-13, 21-24, 〔21,1-4(1933), 

38-59, 1-4(1969) 23, 1(1935), 
24, 6-12(1936), 
38, 1-6(1950)〕

101 Brassey's Naval Annual 
-1935: Brassey's Naval and Shipping 
Annual 

1936-: Title Name 
(C) 1886-1902, 1904, 1906, 

. 1909-1916, 1919, 1923, 
1926-1938 



102 Brennstoff Chemie 
(C) 6(1925)-10, 12, 23-24, 〔24,Apr.-Dec. 

30-35, 37-47(1966) (1943)〕

103 Brennstoff Wiirme Kraft 
(BWK) 

(C) 1(1949), 3-17(1965) 〔1,10-12(1949), 
17, 6(1965)〕

104 Brenstoff und Wiirmewirtschaft 
(C) 19(1937)-22(1940) 

105 British Chemical Abstracts 
Sect. A 
Pure Chemistry 

(C) 1928 
Sect. B 
Applied Chemistry 

(C) 19況 1929
Index 

(C) 1930-1938 
British Chemical Engineering 
(see: Process Technology International) 

106 British Corrosion Journal 
*(I) 6(1971)-9(1974) 

107 British Journal of Applied Physics 
(see: Journal of Physics, Pt. D) 

(C) 1(1950)-7, 9-18(1967) 

108 British Journal of Photographic 
Almanac 

(C) 1915-1922, 1924-1937 

109 British Journal of Photography 
(C) 73(1926)-75, 〔73-75,78, 79, 82, 

78-84(1937) 84 Many lacks〕

110 British Welding Journal 
(C) 1(1954)-15(1968) , 

111 Brown Boveri Review 
＼ 

*(C) 12(1925)-14, 16-20, 
22-24, 35-61(1974) 

112 Building Services Engineer 
(formerly: Journal. of Institution of 
Heating and Ventilating Engineer) 

*(C) 21(1953)-42(1974) 〔22,Aug.(1954), 
29, Feb. (1962)〕

113 Building Systems Designs 
-26(1929): Heating and Ventilating 
Magazine 

叙 1929)-51(1954):Heating and 
Ventilating 

52(1955)-54(1957) : Airconditioning, 
Heating and Ventilating 

55(1958)-: Title Name 
*(C) 22(1925)-27, 〔46,Jan.-June

46-71(1974) (1949)〕
114 Buildings and Building Management 

(C) 29(1929)-38(1938) 〔29,Jan.June-
Dec. (1929), 38, 
Aug.-Dec. 

(1938)〕

115 Built Environment 
(formerly: Official Architecture & 
Planning) 

*CV) 1(1972)-3(1974) 

Bulletin of the American Ceramic 
Society 
(see: American Ceramic Society 
Bulletin) 

116 Bulletin of the American Institute 
of Mining and Metallurgical 
Engineers 
147(1919): Bulletin of the American 
Institute of Mining Engineers 
148(1919)-: Title Name 

(C) 85(1914)-120, 
145-156(1919) 

117 Bulletin of the American Railway 
Engineering Association 

(V) 13(1912)-33(1932) 

118 Bulletin de l'Association 
Internationale d'Hydrologie 
Scientifique 

(C) 7(1962)-16(1971) 〔16,4(1971)〕

119 Bulletin de l'Association Suisse 
des Electriciens 
-27(1936): Bulletin des Schweizerischen 
Electrotechnischen Vereins 

45(1954)-: Title Name 
*(C) 16(1925)-27, 45-65(1974) 

120 Bulletin de l'Association Technique 
Maritime et Aeronautique 
-27(1923): Bulletin de I'Association 
Technique Maritime 

28(192-l)ー： Title Name 
(C) 3(1892)-12, 14辺9,31-32, 

35-37, 39, 41-42, 64-67, 
69-72(1972) 

121 Bulletin of A S T M 
(see: Materials Research and Standards) 

(C) 159(1949)-166, 171,179, 
187-195, 203-235, 243-250(1960) 

122 Bulletin of the Atomic Scientists 
(C) 10(1954)-11, (13, 2(1957), 

13-28(1972) 18, 1(1962), 
19, 2(1963), 
24, 3(1968), 
町，7-8(1971)〕

123 Bulletin of the Chemical Society 
of Japan 
(exch. pub.) 

*CC) 1(1926)-47(1974) 

124 Bulletin of the C I B 
(C) 1962-1965 
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125 Bulletin of Department of the 
Interior U.S. Geological Survey 

(C) 238(1904)-859, 
880-889(1938) 

126 Bulletin of the International 
Institute of Refrigeration 

(C) 1934ー1936

127 Bulletin of the Seismological 
Society of America 

*(I) 46(1956)-64(1974) 
(II) 55(1965)-62(1972) 

*(C) 31 (1941)-40, 52-64(1974) 

128 Bulletin de la Societe Chimique 
de Belgique 

(C) 44(1935)-48(1939) 〔44,7(1935)〕

129 Bulletin de la Societe Chimique 
de France 
Ser. 4 

(C) 45(1929)-54(1933) 
Ser. 5 

(C) 1 (1934)-6(1939) 

130 Bulletin de la Societe de Chimie 
Industrielle 

(C) 1927-1928, 1931-1932 

131 Bunbutu 
(C) 1962ー1966

BWK 
(see: Brennstoff W且meKraft) 

C 

132 Canadian Journal of Chemical 
Engineering 

*(IV) 42(1964)-52(1974) 〔42,5(1964)〕

133 Canadian Journal of Physics 
*(C) 44(1966), 

48(1970)-52(1974) 

134 Canadian Journal of Research 
Sect. A 
(C) 15(1937)-18(1940) 

Sect. B 
(C) 17(1939)-18(1940) 

1.15 Carnalls Berg-, Hiitten-und 
Salinenwesen 

(C) 1(1854)-12(1864) 

136 Casabella 
*(C) 247(1961)-257, 259-396(1974) 

Cement and Cement Manufacture 
(see: Cement and Lime Manufacture) 

137 Cement and Concret Research 
*(V) 1(1971)-4(1974) 

138 Cement and Lime Manufacture 
-9(1936) : Cement and Cement 
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Manufacture 
10(1937)-: Title Name 

(C) 5(1932)-11(1938) 

139 Cement, Mill and Quarry 
(C) 24(1924)-28(1926) 

140 Cereal Chemistry 
(C) 29(1952)-41(1964) 

141 Chartered Mechanical Enginders 
(formerly: Proc. of the IME, Part. B) 

*(C) 1(1954)-9, 13-21(1974) 

142 Chemical Abstracts 
*(C) 1(1907)-9, 12-81(1974) 

Chemical Engineer 
(see: Trans. Institution of Chemical 
Engineers) 

143 Chemical Engineering 
-1918: Metallurgical and Chemical 
Engineering 

1918-1946: Chemical and Metallurgical 
Engineering 

1947-: Title Name 
(C) 9(1911)-11, 13-35, 〔34,2, 5-8(1927), 

37-39, 56-76(1969) 58, 7(1951)) 

Chemical and Engineering Data 
(see: Journal of Chemical and 
Engineering Data) 

144 Chemical Engineering Journal 
*(IV) 7(1974)-

145 Chemical Engineering News 
(C) 29(1951)-50(1972) 〔48,13(1970)〕

146 Chemical Engineering Progress 
1(1908)-42(1946): Trans. of the 
American Institute of Chemical 
Engineer 

43(1947)-: Title Name 
(II) 47(1951),49-51, 

53-70(1974) 
(63, 1 (1967), 
64, 3(1968), 
66, 1-3(1970)〕

(C) 1 (1908)-14, 33-35, 〔42,4(1946), 
37-46, 48-65(1969) 63, 1 (1967)〕

147 Chemical Engineering Science 
*CC) 1(1951)-29(1974) 〔20,10(1965), 

21, 1(1966)〕
148 Chemical Geology 

(C) 1 (1966)-10(1972) 

149 Chemical Markets 
(C) 24(1929)-30(1932) 

Chemical and Metallurgical 
Engineering 
(see: Chemical Engineering) 

150 Chemical News and Journal of 
Physical Science 

(C) 1(1860)-5, 7-64, 76-79, 



85-89 (1904) 

151 Chemical and Process Engineering 
(C) 36(1955)-53(1972) 〔36,8-12(1955), 

46, 12(1965)〕

152 Chemical Processing 
(Formerly: Process Technology Inter-
national〉

•cc) 20(1974)-

153 Chemical Reviews 
*(C) 1 (1924)-3, 28-45, 

47-74(1974) 

154 Chemical Technology 
*(C) 1971-1974 

155 Chemical Titles 
*(C) 1960-1974 〔妖1960)〕

156 Chemical Trade Journal and 
Chemical Engineer 

(C) 76(1925)-87, 
98-106(1940) 

157 Chemie et Industrie 

〔76-78,80-83, 
85-87, 99(1936) 
Many lacks〕

(C) 12(1924)-14, 17-18, 〔12-14,23, 25, 27, 
20-43(1940) 30-31, 33, 36 

Many lacks) 

158 Chemie Ingenieur Technik 
-18(1945) : Chemische Technik 
19(1946)-20(1947): Angewandte Chemie 
Technische Wirt,chaftlicher, Tei! B. 

21 (1948)-: Title Name 
(C) 14(1941)-16, 19-44(1972) 

159 Cherniker-Zeitung 
(C) 2(1878)-65(1941) 

160 Chernische Berichte 
-79(1946) : Berichte der Deutschen 
Chemischen Gese!lschaft. 

(1949)-: Title Name 
*(C) 8(1875)-43, 45-48, 

50, 54-64, 66-73, 
83-107(1974) 

161 Chemische Industrie 

〔29,1-2, 5-6 
(1896), 56, 4, 10, 
12(1922), 
56, 12(1923)〕

(C) 1(1878), 3-5, 44-48, 62(1939) 

Chemische Technik 
(see: Chemie Ingenieur Technik) 

162 Chemische Technisches Repertorium 
(C) 35(1911)-38(1914) 

163 Chemischer Informationdienst 
*(IV) 5(1974)-

164 Chemisches Zentralblatt 
1(1830)-20(1949): Pharmaceutisches 
Centralblatt 

21 (1850)-26(1855) : Chemisches 
Pharmaceutisches Centralblatt 

27(1856)-: Title Name 

(C) 1(1830)-112, 〔112,24-26(1941), 
123-136(1965) 133, 1, 18(1962), 

134, 50(1963), 
136,16,Dec. (1965)〕

165 Chemistry in Britain 
*(C) 1(1965)-10(1974) 

166 Chemistry and Industry 
*(C) 1950-1974 (16-18, 29(1950)〕

167 Circulation Manager-Micron 
*(II) 1(1969)-4(1974) 

168 Civil Engineering 
(V) 5(1935), 7(1937) 

*(C) 1(1931)-4, 6, 8-29, 31-44(1974) 

169 Civil Engineering and Public 
Works Reviews 

*(C) 44(1949)-54, 56-69(1974) 

170 Coal Age 
(C) 1(1911/12), 5-11, 〔40,10-12(1935), 

17-18, 20-22, 38-41, 41, 1, 11-12 ('36)〕
43(1938) 

171 Coal Merchant and Shipper 
(C) 46(1923), 48-56, 58-62, 

64-77 (1938) 

172 Collection Czechoslovak Chemical 
Communication 

(C) 32(1967)-37(1972) 

173 Colliery Guardian 
(C) 115(1918)-118, 

140-163(1941) 

174 Colloid and Polymer Science 
(Formerly: Kolloid Zeitschrift & Zeit-
schrift fiir Polymer) 

*(C) 252(1974)-

175 Combustion and Flame 
(C) 6(1962)-10(1966) 

176 Commercial Art and Industry 
(C) 2(1927)-3, 6, 8, 13(1932) 

177 Communication of the Association 
for Computing Machinery 

*(1) 8(1965)-17(1974) 〔12,1-2(1969), 
13, 1-2(1970)〕

*(C) 1(1958)-17(l974) 

Communication and Electronics 
(see: IEEE Transactions) 

Communication News 
(see: Philips Telecommunication 
Review) 

178 Comptes Rendus Hebdomadaires des 
Seances de I'Academie des 
Sciences 
262(1966)-Ser. A-D 
Ser. A & B: Sciences Mathematiques & 

Sciences Physiques 

2,16 



C : Sciences Chimiques 
D : Sciences Naturelles 

(C) 186(1928)-187, 190- 〔251,18(1960)〕
193, 234-275(1972) 

179 Computational Mathematics and 
Mathematical Physics 

(E) 11-12(1973) 

180 Computer 
*(C) 1(1967)-8(1974) 

181 Computer Bulletin 
(see: Computing) 

(C) 14(1970)-16(1972) 

182 Computer Design 
*(C) 4(1965)-12(1973) 〔4,1(1965)〕

183 Computer Journal 
(llI) 4(1962)-11(1968) 
*(C) 1(1958)-3(1961) 

12(1969)-17(1974) 

184 Computer Physics Communications 
(E) 1(1969)-4(1972) 

185 Computers and Automation 
(see: Computers and People) 

(C) 3(1954)-22(1973) 

186 Computers and People 
(formerly: Computers and Automation) 

*(C) 23(1974)-

187 Computers and Structures 
•cv) 2(1972)-4(1974) 

188 Computing 
(formerly: Computer Bulletin) 

*(C) 1973-1974 

189 Computing Surveys 
*(E) 1(1969)-6(1974) 

190 Concrete (A) 
(C) 18(1922)-23, 〔18-19,Many

38-46(1933) Jacks〕

191 Concrete (E) 
(I) 1(1967)-3(1969) 
*CV) 1(1967)-8(1974) 〔2,l, 5-7, 10 

(1968)〕

192 Concrete and Constructional 
Engineering 

(C) 13(1918), 19-20, 
26-33, 35(1940) 

193 Construction Methods and 
Equipment 

*(C) 13(1931), 43-56(1974) 〔43,l (1961)〕

194 Contractor & Plant Manager 
-1963(Feb.): Contractors Record and 
Municipal Engineering 

1963(March-Apr.): Contractors Record 
and Supply & Demand 

1963(May-Dec.): Contractors, Supply 
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& Demand 
1964-1969 : Contractor 
1970-: Title Name 

*(C) 1962-1974 

195 Control Engineering 
*(JI) 1(1954)-21(1974) 
*(C) 4(1957)-21(1974) 

196 Corrosion 

(C) 10(1954)-28(1972) 

197 Corrosion Science 
*(I) 11(1971)-14(1974) 

198 Cybernetica (A) 
*(C) 11(1968)-16(1973) 

D 

199 Datamation 

〔June6, Dec. 26 
(1963), Mar.12, 
19, 26(1964), 
Dec. 29(1965), 
Jan.-Feb. April 
(1969)〕

〔8,8(1961)〕

〔26,6(1970)〕

*(C) 3(1957)-20(1974) 〔3,1-6(1957), 
4, 2(1958), 12, 
5, 8(1966), 16, 
2-3, 5-7(1970)〕

200 Department of Scientific and 
Industrial Research 
Fuel Research Board 

(C) 1(1923)-4(1935) 
Technical Paper 

(C) 1(1921)-3(1933) 

201 Desalination 
*(C) 1(1966)-15(1974) 

202 Design Quarterly 
*(C) 71(1968)-72, 76-77, 

80-96(1974) 

203 Deutsche Bauzeitschrift 
*(C) 10(1962)-22(1974) 〔12,4(1964)〕

204 Diffusion Data 
*(IV) 7(1973)-9(1974) 

205 Dingler's Politechnisches Journal 
(C) 143(1857)-234, 247-268, 

270-279, 281,283,285, 
287,289, 291, 294(1894) 

206 Direct Current 
(C) 1(1952/54)-12, 1 (1, 1(1952/54), 

(1967) 2, 3(1954/56), 
6, 8(1961), 8, 
11-12(1963)〕

207 Direct Current, New Ser. 
(C) 1(1969)-2(1972) 

208 Discussions of the Faraday Society 
(C) 9(1950)-52(1972) 



209 District Heating 
*(C) 54(1968)-60(1974) 

210 Dock and Harbour Authority 
*(C) 4(1924)-13, 15-21, 〔48,565 (1967), 

30-55(1974) 49, 579(1968), 
50, 586(1969)〕

211 Domus 
*(C) 458(1968)-541(1974) 

212 Dyer 
(C) 67(1932)-71(1934) 〔May-Aug.,

Dec. (1933), Jan.-
May(1934)〕

E
 

213 Earth Science Reviews 
*(C) 1(1966)-10(1974) 

214 Electric Journal 
(C) 3(1906)-35(1938) 

215 Electric Light and Power 
*(C) 22(1955)-34,36-52 (33,1-6(1955), 

(1974) 41, 7-12(1963), 
47, 1-2, 5(1969), 
48, 4(1970), 
49, 1, 6-7, 10, 13, 
14, 16, 19(1971)〕

216 Electrical Communication 
*(C) 4(1925/26)-11, 20-33, 

36, 38-49(1974) 

217 Electrical Engineering 
-49(1930) : Journal of American 
Institute of Electrical Engineers 

50(1931)-82(1963): Electrical 
Engineering 

(TII) 50(1931)-52, 59-69(1963) 
(C) 39(1920)-82(1963) 〔63,Dec. (19糾）〕

Electrical Engineering Abstracts 
(see: Science Abstracts; Sect. B) 

218 Electrical World 
*(C) 51(1908),59-69, 71-84, 〔76,4, 6(1920)〕

86-101, 132-182(1974) 

219 Electrician (London) 
(C) 67(1911)-74, 76-99 (90,Jan.(1923)) 

(1927) 

220 Electrochemical Society Prepring 
(C) 62(1932)-76(1939) 

221 Electrochemical Technology 
(Merged into Journal of the 
Electrochemical Society) 

(C) 5(1967)-6(1968) 

222 Electrochimica Acta 
*(C) 12(1967)-19(1974) 

223 Electrodeposition and surface 
Treatment 

*(II) 1(1972)-2(1974) 

224 Electronic Design 
(ill) 14(1966)-22(1974) 

225 Electronic Engineering 
*(C) 磁(1951)-46(1974)

Electronic and Radio Engineer 
(see: Electronic Technology) 

226 Electronic Technology 
-33(1956) : Wireless Engineer 
34(1957)-36(1959) : Electronic and Radio 
Engineer 

37(1960)-39(1962): Title Name 
(see: Industrial Electronics) 

(C) 16(1939)-17, 28-39(1962) 

227 Electronics 
*(ill) 40(1967)-46(1974) 
(C) 1(1930)-9, 12岱〔23,July-Sept. 

(1970) (1950)〕

228 Electronics Letters 
*(C) 6(1970)-10(1974) 

229 Electronics & Power, New Ser. 
1(1955)-9(1963): Journal of Institution 
of Electrical Engineers 

10(1964)-: Title Name 
(C) 1(1955)-14(1968) 〔9,12(1963)〕

Electronics Reliability & 
Microminia turiza tion 
(see: Microelectronics and Reliability) 

230 Electroplating and Metal Finishing: 
The Metal Finishing Trade Journal 

*(C) 16(1963)-27(1974) 

231 Electrische Bahnen 
*(C) 34(1963)-45(1974) 

232 Elektrischc Nachrichten-Teclmik 
(C) 14(1937)-16(1939) 

233 Elektro-Techn~sche Zeitschrift 
(C) 34(1913)-35, 42-65, 

69-70(1949) 
ausg. A 

*(C) 71(1950)-76, 78-80, 〔75,1(1954)〕
82-95(1974) 

ausg. B 
*(C) 6(1954)-26(1974) 

234 Engine Design and Application 
(II) 1(1964)-4(1967) 

235 Engineer (London) 
*(C) 56(1883),63,67, 〔215,5586(1963), 

69-72, 76-78, 81-82, 216, 5628(1963), 
84-86, 88-90, 92-102, 218, 5662-63, 
105-118, 121, 123- 5667, 5669-70, 
128, 130-131, 133, 75-76, 5680-81 
137-138, 140-141, (1964), 224, 5817 
143-147, 149-158, (1967), 230, 5960 
161-166, 193, 195- (1970)〕
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215, 217-239(1974) 

236 Engineering (London) 
*(C) 34(1882), 38-42, 

45-56, 48-51, 53-55, 
57-65, 67-69, 72-
lM, 106ー152,
166-214(1974) 

〔196,5082, 5096 
(1963), 197, 5114 
(1964), 199, 5175 
(1965), 200, 5179, 
5202(1965), 205, 
5312, 5317, 5328 
(1968), 208, 5394 
(1969), 209, 5410, 
5432(1970)〕

237 Engineering Fracture Mechanics 
*(C) 3(1971)-6(197 4) 

238 Engineering Geologie 
*(C) 1(1965)-8(1974) 

239 Engineering Index 
(ASME, New York) 

*(C) 1902-1907, 1920-1921, 
1927, 1962-1974 

Engineering Magazine 
(see : Factory Management and 
Maintenance) 

240 Engineering Material & Design 
(formerly: Automobile Engineer) 

(C) 15,5(1972)-18(1974) 

241 Engineering and Mining Journal 
(C) 50(1890)-128, 133-134(1933) 

Engineering News 
(see: Engineering News Record) 

242 Engineering News Record 
-77(1917): Engineering News 
78(1918)-: Title Name 

*(C) 41(1899)-110, 〔158,Mar.-Apr. 
112-127, 133-193 (1957), 159, July-
(1974) , Aug. (1957)〕

243 Engineering Practice 
(C) 1-4 

244 Engineering Progress 

(C) 2(1921)-4, 10-12, 14 ⑫, Jan.-Mar. 
(1933) (1921)〕

245 Engineering Record, Building 
Record and Sanitary Engineer 

(C) 62(1910)-65, 67-69, 
71(1914) 

246 Engineering World 
(C) 13(1918)-18(1921) 

247 Environment 
*(N) 16(1974)-

248 Environmental Science and 
Technology 

(N) 1(1967)-6(1972) 
*(C) 7(1973)-8(1974) 

249 Erdol und Teer 

249 

(see: Oel und Kohle) 
(C) 5(1929)-15(1939) 

250 Ergonomics 
*(C) 11(1968)-17(1974) 

251 Escher-Wyss News 
(C) 3(1930)-5(1932) 〔4,Sept.-Dec. 

(1931)〕

252 Experimental Mechanics 
*(C) 4(1964)-14(1974) 〔5,10(1965)〕

F
 

253 Factory: The Magazine of Management 
(C) 37(1926)-39(1927) 

Factory and Industrial Management 
(see: Factory Management and 
Maintenance) 

254 Factory Management and 
Maintenance 
-52, 1 (1916) : Engineering Magazine 
52, 2(1916)-74(1927): Industrial 
Management 

75(1928)-84, 2(1922) : Factory and 
Industrial Management 

84,3(1922)-: Included Maintenance 
Engineering, Title Name 

(C) 38(1909/10), 40-52, 
58-61, 75-83, 94-97(1939) 

255 Felsmechanik und lngenieurgeologie 
(see: Rock Mechanics) 

(I) 1(1963)-6(1968) 

256 Fette uncl Seifen 
*(C) 48(1941), 54-76(1974) 

257 Fonderie 
(C) 96(1954)-119(1955) 

258 Food Manufacture 
(C) 12(1937)-15(1940) (13, Jan.-Apr. 

(1938)〕

259 Food Technology 
(C) 13(1959)-17(1963) 

Forschung auf dem Gebeite des 
lngenieurwesens, Ausg. A & B 
(see: Forschung in Ingenieurwesen) 

260 Forschung in lngenieurwesen 
-1963: Forschung auf dem Gebeite des 
Ingenieurwesens, Ausg. A & B. 

1964-: Title Name 
*(C) 11(1940)-14, 16-40(1974) 

261 Foundry 
(C) 78(1950)-100(1972) 〔78,Jan.(1850),

79, Jan. (1951)〕

262 Foundry Trade Journal 
(C) 40(1929)-41, 92-120(1966) 



263 Frequenz 
*(C) 1(1947)-28(1974) 

FT  Z (Fernmeldetechnische Zeitschrift) 
(see: NTZ (Nachrichtentechnische 
Zeitschrift) 

264 Fuel 
(C) 4(1925)-5, 35-44(1965) 

G 

265 Gas 
(C) 13(1937)-16(1940) 〔13,11(1937), 

14, 8(1938), 

266 Gas Age 
(C) 81(1938)-85(1940) 

267 Gas Industry 
(IV) 9(19槃）ー13,18(1937) 

268 Gas Journal 

15, 1, 7-8(1939), 
16, 7-12(1940)〕

(C) 165(1924)-219, 221-235(1941) 

269 Gas Salesman 
(C) 13(1934)-18(1939) 

270 Gas-Teknikeren 
(C) 25(1936)-29(1940) 〔25,Jan. -June 

(1936)〕

271 Gas Times 
(C) 14(1938)-15, 17-18(1939) 

272 Gas Turbine 
*(II) 4(1963)-15(1974) 〔11,2-4(1960)〕

273 Gas-und W asserfach 
(C) 67(1924)-71, 74-81, 

83-84, 97-107(1966) 

274 Gas World 
(C) 63(1915), 65-71(1919) 

275 Gaz 
(C) 71(1935)-74(1938) 〔71,7(1935)〕

276 General Electric Review 
(C) 13(1910)-41, 44-49, 

55, 57, 59-60(1957) 
277 Genie Civil 

(C) 1(1880/81)-5, 8-98, 112-114, 
118-121, 124, 126-150(1973) 

278 Geologie und Bauwesen 
(I) 25(1960)-28(1962) 〔25,1(1960)〕

279 Geophysical Magazine 
(C) 1(1926/28)-10, 12(1938/39) 

280 Geotecnnique 
*(I) 11(1966)-24(1974) 
(V) 8(1958)-10, 12-13(1963) 

*(C) 1(1948)-3, 12-24(1974) 

281 Gesundheits-Ingenieur 
*(C) 77(1956)-95(1974) 

282 Get Gas 
(IV) 1937-1939 

283 Giesserei 
(C) 25(1938)-42(1955) 〔29,25(1942)〕

284 Glass Industry 
(C) 9(1928)-13, 18(1937) 〔18,Nov.-Dec. 

(1937)〕

285 Glass Technology 
(formerly: Journal of the Society of 
Glass Technology) 

*(IV) 1(1960)-15(1974) 

286 Glastechnische Berichte 
*(C) 40(1967)-47 (1974) 

287 Gliickauf 
(C) 41(1905)-50, 

60-77(19-11) 
〔48,Oct.-Dec. 
(1912), .50, Aug. -
Dec. (1914)〕

288 Government Reports Announcement 
(formerly: U.S. Government Research 
and Development Reports) 

*(C) 70(1970)-74(1974) 

289 Government Reports Index 
*(C) 7,!(1974)-

Grinding and Finishing 
(see: Abrasive Engineering) 

290 Gummizeitung und Kautschuk 
(C) 19(1904/5)-23, 27(1912/13) 

H 

291 Heating, Piping and Air 
Conditioning 

*(C) 3(1931)-46(1971) 〔7,1-4(1935), 
13, 11-12(1941), 
23,2(1951)〕

Heating and Ventilating 
(see: Building Systems Designs) 

292 Heating, Ventilating, Air 
Conditioning Guide 

(C) 31(1953), 34-35(1956-1957) 

293 Heating and Ventilating Engineer 
and Journal of Air Conditioning 

*(C) 41(1968)-48(1974) 

294 Heizung, Liiftung, Haustechink 
*(C) 1(1950)-25(1974) 

295 Helvetica Chimica Acta 
(C) 11(1928), 15-17, 20-21, 

25-55(1972) 

296 Het Gas 
(C) 57(1937)-59(1939) 

297 Highway Research Abstracts 
(V) 33, 1-8(1963) 

*(C) 33(1963)-44(l974) 〔33,1-8(1963), 
35, 12(1965)〕
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298 Highway Resarch Board: 
Annual Report 

*(C) 1968-1974 (1971〕

299 Highway Research Board: 
Bibliography 

(C) 32(1962)-52(1970) 

300 Highway Research Board: 
Bulletin 

(C) 114(1955), 264, 281-286, 
288-291, 328, 345-350, 
353-362(1962) 

301 Highway Research Board: 
National Coorperation Highway 
Research Program Report 

*(C) 1(1964)-5, 7, 9-76, 
78-121, 124-140(1973) 

302 Highway Research Board: 
Publication Index 

(C) 1960-1969 

303 Highway Research Board: 
Special Report 

*(C) 46(1959), 75-88, 
90-122(1971) 

304 Highway Research Board: 
Year Book 

(C) 1962, 1964-1968 

305 Highway Research Circular 
*CC) 1(1965)-19, 21-151(1973) 

306 Highway Research News 
(V) 1(1963)-7(1963) 

*(C) 8(1963)-53(1973) 

307 Highway Research in Progress 
(C) (1965-1972) 

308 Highway Research Record 
*(C) 1(1963)-76(1973) 

309 Highway Research Special Report 
*(C) 87(1966)-88, 90-143(1973) 

310 Highways & Road Construction 
(formerly: Highways and Bridges and 
Engineering Works; Highways and 
Public Works; Highways and Traffic 
Engineering; Highways Design and 
Construction) 

*(C) 22(1955)-42(1974) 〔27,1275-1299 
(1959), 33, 1616 
(1965), 37, 1711 
(1969), 38, 1724 
(1970), 39, 1738, 
1742(1971)〕

311 Hochfrequenztecknik und 
Elektroakustik (HTEA) 
(see: IET) 

(C) 39(1932)-42, 45-56, 〔39,5(1932), 40, 
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72-81(1971) 4(1932), 42, 4 
(1933), 80, 4-6 

(1971)〕
312 Hoppe-Seyler's Zeitschrift fiir 

Physiologische Chemie 
1(1877)-20(1894): Z. filr Physiologische 
Chemie 

21(1895)-: Title Name 
(C) 1(1877)-5, 7-28,30-106, 

173-177, 264(1940) 

313 Horological Journal 
en) 95C1953)-106C1965) 

314 Houille Blanche 
*(C) 7(1952)-29(1974) 

315 House and Home 
(C) 3(1953)-8(1955) 

HTEA 
(see: Hochfrequenztecknik und 
Elektroakustik) 

316 Human Factors 
*(C) 10(1968)-16(1974) 

317 Hydata 
(C) 3(1967)-8(1972) 

318 Hydraulic Pneumatic Power 
(formerly: Hydraulic Pneumatic 
Power & Control) 

*(Il) 9(1963)-20(1974) 

Hydraulic Research 
(see: Journal of Hydraulic Research) 

319 Hydraulic and Pneumatics 
*(Il) 15(1962)-27(1974) 
(C) 15(1962) 

320 Hydraulics Research 
(V) 1947-1961 

*(C) 1967-1970,1974 

321 Hydrocarbon Processing and 
Petroleum Refiner 
-39, 7(1960): Petroleum Refiner 
39, 8(1960)-40, 4(1961): Petroleum 
Refiner for the Hydrocarbon 
Processing Industry 

40,5(1961)-: Title Name 
(C) 35(1956)-48(1969) (41,5-12(1962), 

43, 1-8(1964)〕
322 Hydrographic Review 

(C) 11(1934)-13, 15-18(1941) 

323 Hydrotechnical Construction 
-Gidrotekhnicheskoe Stroitelstvo-UUUR 
Englich Translation 

*(C) 1968-1974 

I 

324 IBM Journal of Research and 
Development 

*(C) 1(1957)-18(1974) 〔1,1, 4(1957), 2, 1 



325 IBM System Journal 
*(I[) 1(1962)-13(1974) 

(1958), 9, 1-2, 
10-12(1965), 16, 5 
(1972)〕

326 IEEE International Conference 
on Communications 

*(I[) 1970-1974 

327 I EE  E International Convention 
Record Digest 
1953-56: IRE Convention Record 
1957-59: IRE National Convention 
Record 

1960-62 : IRE International Convention 
Record 

1963-67: IEEE International Convention 
Record 

1968-: Title Name 
* (C) 1953, 1955-197 4 〔た9,(1956) 

9(1960)〕

328 I E E E Spectrum 
*(C) 2(1965)-11(1974) 

329 I E E E Transactions 
(formerly: Transactions IRE) 

(II) 14(1955)-22, 35-70(1964) 
*(C) 4(1953)-39, 41-49, 

51-75(1964) 
1965-1974 

—on Aerospace 
— on Aerospace and Electronic Systems 
— on Aerospace and Navigational 

Electronics 
— on Antennas and Propagation 
一 onAudio and Electroacoustics ―on Automatic Control ―on Bio-Medical Engineering 
— on Broadcast and Television Receivers ―on Broadcasting 
— on Circuit Theory —on Communication Technology 
— on Component Parts 
— on Education 
--on Electrical Insulation ―on Electromagnetic Compatibility 
— on Electron Devices ―on Electronic Computers 
— on Engineering Management 
— on Engineering Writing and Speech 
— on Geoscience Electronics ―on Human Factors in Electronics ―on Industrial Electronics and Control 

Instrumentation ―on Industry and General Applications ——on Information Theory 
一 onInstrumentation and Measurement ―on Magnetics ―on Microwave Theory and Techniques 

-on Nuclear Science ―on Parts, Materials and Packaging 
-on Power Apparatus and Systems 
-on Product Engineering and 

Production 
-on Quantum Electronic 
-—on Reliability ―on Solid-State Circuits ―on Sonics and Ultrasonics ―on Systems Science and Cybernetics ―on Vehicular Communications 

IEEE Wescon Convention Record 
(see: Wescon Technical Papers) 

330 IET 
(formerly: Hochfrequenztechnik und 
Elektroakustik) 

*(C) 1(1971)-4(1974) 

331 Illuminating Engineering 
(see: Lighting Design and Application) 

(V) 56(1961) 
(C) 45(1950)-66(1971) 〔63,9(1968), 64, 

1 (1969), 65, 11 
(1970), 66, 4 
(1971)〕

332 Illustrated Official Journal 
(Patents) 

(C) 1798(1923)-1824, 2098-2110, 
2116-2162, 2172-2188(1930) 

333 Index Bibliographique du Vide 
(I) 1(1966)-4(1969) 

334 India-Rubber Journal 
(C) 77(1929)-78, 87-89, 〔89,June (1935), 

91-92(1936) 92, Dec. (1936)〕

335 Indian Rubber World 
(C) 65(1922)-75(1926) 

336 Industrial Arts Index 
(C) 2(1914)-5, 7-28(1940) 

337 Industrial Chemist 
(C) 13(1937)-16(1940) 

338 Industrial Design 
*(C) 15(1968)-21(1974) 

339 Industrial Electronics 
(Incorporating Electronics Technology) 

(C) 1(1962/63)-4(1966) 

340 Industrial and Engineering 
Chemistry 
1(1909)-14(1922): Journal of Industrial 
and Engineering Chemistry 

15(1923)-: Title Name 
(II) 45(1953)-62(1970) 
(C) 1(1909)-62(1970) (48, 9(1956)〕

I E C Analytical Edition 
(see: Analytical Chemistry) 

341 I & E C-Fundamentals 
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(JI) 1(1962)-9(1970) 
*(C) 1(1962)-13(1974) 

:342 I & EC・ProcessDesign and 
Development 

(II) 1(1962)-9(1970) 
*(C) 1(1962)-13(1974) 

343I&EC・ProductResearch and 
Development 

(II) 1(1962)-9(1970) 
*(C) 1(1962)-13(1974) 

344 Industrial Finishing (London) 
*(C) 15(1963)-26(197'1) 〔22,262(1970), 

23, 277-282(1971)〕

345 Industrial Laboratories 
(C) 6(1S5S)-7(l956) 

346 Industrial Lublication and Tribology 
(formerly: Scientific Lublication) 

*(TI) 13(1961)-26(197-l) 

Industrial Management 
(see : Factory Management and 
Maintenance) 

347 Industrie Anzeiger 
(TI) 88(1966)-93, 1-13(1971) 
*(C) 93(1971)-96(1974) 

348 Industrie Chemique (Paris) 
(C) 14(1927)-15(1928) 

349 Industrie Textile 
(C) 48(1931), 51-53(1936) 

350 Industrie Thermiques et 
Aerauliques 
(see: Promoclim) 

(C) 14(1968)-15(1969) 

351 Information and Control 
*(C) 12(1968)-26(1974) (20, 3(1971)〕

352 Information Processing Letter 
*(C) 1(1972)-3(1974) 

353 lngenieur Archiv 
*(TI) 34(1965)-43(1973) 
(V) 18(1950)-19, 27-33(1964) 

*(C) 12(1941)-43(1973) 

354 Innen Dekoration 
(C) 31(1920)-33(1922) 

355 Inorganic Chemistry 
*(IV) 12(1973)-13(1974) 

356 Inorganic Materials 
*(C) 4(1968)-10(1974) 

357 Institution of Engineers and 
Shipbuilders in Scotland 

(C) 64(1920)-66, 69-72, 
75-83(1940) 

358 Instrument Directory and Byters' 

Guide 
(C) 1955-1957 
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359 Instrument Practice 
(see: Process Instrumentation) 

(C) 6(1952)-26(1972) 〔7,3, 13 (1952/3), 
24, 10(1970)) 

360 Instrumentation Technology 
*(I) 14(1967)・・21(1974) 〔15,1, 9(1968)〕

Instruments and Automation 
(see: Instruments and Control Systems) 

361 Instruments and Control Systems 
1(1928)-26(1953): Instruments 
27(1954)-32(1959): Instruments and 
Automation 

32(1959)-: Title >lame 
*(C) 6(1933)-22, 27-47(1974) 〔42,1(1969)〕

:362 Interavia 
(C) 1(1946)-19(1964) 〔17,2-3(1962)) 

363 International Civil Engineering 
*(C) 1(1970)-3(1973) 

364 International Journal of Applied 
Radiation and Isotops 

*(C) 2(1957)-2:,(197,l) 

365 In!ernational Journal of Computer 
and Urban Society 

*(II) 

366 International Journal of Control 
(formerly Journal of Electronics and 
Control) 

(C) 1(1965)-12(1970) 

367 International .Journal of 
Earthquake Engineering and 
Structural Dynamics 

*(C) 1(1972)-~(1974) 
:368 International Journal of Electronics 

(formerly: Journal of Electronics and 
Control) 

*(C) 26(1969)-37(19H) 

:369 International Journal of 
Engineering Science 

*(C) 4(1966)-12(197,l) 

370 International Journal of Fracture 

Mechanics 
*(C) 1(1965)-l0(197,1) 

37l International Journal of Heat & 
Mass Transfer 

*(II) 12(1969)-17(1974) 
*(CJ 1(1960)-17(1974) 

372 International Journal of Machine 
Tool Design and Research 

*(C) 11(1971)-1'1(1974) 

373 International Journal of Mechanical 

Science 
*(C) 1(1960)-16(197・1) 



374 International Journal of Multiphase I (II) 37(1960)-45(1968) 
Flow (C) 41(1964)-50(1973) 

*(II) 1(1974)- 388 Iron Trade Review 

375 International Journal of Non-linear (C) 54(1914)-69(1921) 
Mechanics 389 Ironmaking & Steelmaking 

*(C) 4(1969)-9(1974) (Formerly: Jour:101 of Iron and Steel 

376 International Journal for Institute) 

Numerical Methods in Engineering 
*(C) 1(1974)-

*(I) 1(1969)-8(1974) 〔1,3(1969)〕 I S A ,Journal 
*(II) 1(1969)-8(1974) (see: Instrumentation Technology) 

*(C) 2(1970)-8(1974) 390 ISIS 
377 International Journal of Powder (C) 53(1962)-63(1972) 

Metallurgy 
(N) 1(1965)-2(1966) 〔2,4(1966)〕
*(C) 3(1967)-10(1974) 

378 International Journal of Production 391 Jahr-Berichte der Chemischen 

Research Technologie 

(II) 3(1964)-7(1968) (C) 1878-1910 

379 International Journal of Solids 
392 Jahrbuch fiir den Berg-und 

and Structures 
Hiittenmann 

*(C) 1(1965)-10(1974) 
(C) 1870-1873 

380 International Journal of System 
393 Jahrbuch der Hafenbautechnischen 

Gesellschaft 
Science 

*(C) 2(1971)-5(1974) 
(C) 2(1920)-4, 13(1933) 

International Marine Engineering 
394 Jahrbuch der Schiffbautechnischen 

(see: Marine Engineering and 
Gesellschaft 

Shipping Review) : *(C) 1(1900)-21, 27-35, 37, 
39-42, 44, 46-68(1974) 

381 International Shipbuilding Progress 
*(C) 1(1954), 4-5, 〔4,33(1957), 395 Jahresbericht iiber die Leistungen 

14-21(1974) 5, 41-42, 44(1958)〕 der Chemi3chen Technologie 

382 International Solid State Circuit I CC) 77(1931)-81, 83(1937) 

Conference 396 Japanese Journal of Applied 

*(C) 2(1959)-9, 13-17(1974) J Physics 

IRE Convention Record 
*(C) 3(1964)-13(1974) 

(see: IEEE International Convention 397 Japanese Journal of Geology and 

Record) Geography 

383 I R E Directory (C) 1(1922)-18(1941) 

(C) 1958-1959 398 Japanese Journal of Mathematics 

IRE Wescon Convention Record (C) 1(1924)-17(1940) 
(see: Wescon Technical Papers) 399 japanese Journal of Physics 

384 Iron Age (C) 1(1922)-14(1941) 

(C) 93(1914)-108, 111, 〔199,21(1967), Jet Propulsion 
132,140, 165-206 201, 13(1968), (see: ARS Journal) 
(1970) 202, 1, 12(1968)〕 Joint Computer Conference 

385 Iron and Coal Trade Review (see: AFIPS Conference〕
(C) 84(1912)-103, 122, 400 Journal of the Acoustical Societ 

127-130(1937) 
y 

of America 
386 Iron and Steel *(I) 22(1950)-56(1974) 

12,5(1939): Iron and Steel Industry (II) 37(1965)-52(1972) 
12, 6(1939)-: Title Name (lII) 30(1958)-35(1964) 

(C) 4(1930)-6(1933), 
24(1951)-36(1963) 〔24,1, 2, 7(1951)〕

387 Iron and Steel Engineer 

J
 

〔34,2, 6(1963)〕
〔48,3(1970)〕
〔30,2(1958), 31, 
1(1959), 32, 3-12 
(1960),35,9 
(1964)〕
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(V) 24(1952)-34(1962) 
•cc) 11c1940)-56(1974) 〔11,1-2(1940), 

14, 3-4(1942), 17, 
1-2(1945), 18, 
3-4(1946), 48, 3 
(1970)〕

Journal of Aeronautical Science 
(see: Journal of Aero-Space Sciences) 

401 Journal of Aero-space Sciences 
1(1934)-25,6(1958): Journal of 
Aeronautical Science 

25, 7(1958)-29(1962): Title Name 
(C) 2(1935)-3, 5-29(1962) 

402 Journal of Agricultural and Food 
Chemistry 

(C) 4(1956)-11(1963) 

403 Journal of American Ceramic 
Society 

(C) 16(1933)-24, 37痣〔18,9(1935), 21、
(1972) 11(1938), 24, 1, 

4, 8-12(1941), 
54, 7(1971)〕

404 Journal of American Chemical 
Society 

*(C) 1(1879)-13, 15部〔60,1-6(1938)〕
(1974) 

405 Journal of American Concrete 
Institute 
-25(1929): Proc. of AC.I. 
26(1930)-: Title Name 

*(C) 19(1923), 22-24, 36-45, 〔59,1(1962)〕
49-71(1974) 

Journal of American Institute of 
Chemical Engineers 
(see: A.I.Ch.E. Journal) 

Journal of American Institute of 
Electrical Engineers 
(see: Electrical Engineering) 

406 Journal of American Oil Chemists 
Society 

*(C) 31 (1954)-51 (1974) 

407 Journal of the American Society 
of Na val Engineers 

(C) 26(1914)-32, 34-35, 39, 
42-44, 49-50, 62-67(1955) 

408 Journal of American Water Works 
Association 

*(C) 46(1954)-66(1974) 

Journal of the American Welding 
Society 
(see: Welding Journal) 

409 Journal of Applied Chemistry & 
Biotechnology 
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1(1951)-20(1970): Journal of Applied 
Chemistry 

21(1971)-: Title Name 
*(C) 1(1951)-24(1974) 

410 Journal of Applied Crystallography 
*(C) 1(1968)-7(1974) 

411 Journal of Applied Mathematics 
and Mechanics 

*(C) 22(1958)-25, 27-38(1974) 
*(II) 

Journal of Applied Mechanics 
(see: Transactions of ASME, ser. E) 

412 Journal of Applied Physics 
(I) 21(1950)-33(1962) 
(JI) 25(1954)-26(1955) 
(Ill) 39(1968)-45(1974) 

*(C) 8(1937)-45(1974) 〔34,1(1963) 

413 Journal of Applied Polymer Science 
*(C) 1(1959)-18(1974) 

414 Journal of Association for 
Computing Machinery 

*(I) 12(1965)-21(1974) 〔17,1(1970)〕
*(C) 1(1954)-21 (1974) 

415 Journal of Astronautical Science 
(I) 7(1960)-11(1964) 

416 Journal of the Audio Engineering 
Society 

*(C) 18(1970)-22(1974) 

Journal of Basic Engineering 
(see: Trans. of ASME; ser. D) 

417 Journal of Biological Chemistry 
(C) 35(1918),41-54,85-88, 

95, 218-229(1957) 

418 Journal of Biomechanics 
*(II) 1(1968)-3, 7(1974) 
(C) 4(1971) 

Journal of the British Institution 
of Radio Engineers 
(see: Radio and Electronic Engineer) 

419 Journal of British Nuclear Energy 
Corference 

(II) 3(1958)-6(1961) 

420 Journal of British Nuclear Energy 
Society 

(II) 1(1962) 1-7 
*(C) 2(1963)-13(1974) 

421 Journal of Catalysis 
*(C) 1(1962)-35(1974) 

422 Journal of Chemical Education 
*(C) 7(1930)-15,41-51(1974) 

423 Journal of Chemical and 
Engineering Data 



1(1956)-3(1958): Chemical and 
Engineering Data 

4(1959)-: Title Name 
*(C) 1(1956)-19(1974) 

424 Journal of Chemical Physics 
*(C) 7(1937)-10, 13-61(1974) 

425 Journal of Chemical Society 
(C) 1914, 1922, 1925, 

1932-1935, 1946-1965 
Pt. A : Inorganic Physical Theoretical 
Pt. B : Physical Organic 
Pt. C : Organic 

(C) 1966-1971 
Chemical Communication 

*(C) 1971-1974 
Dalton Transactions 
Faraday Discussions 
Faraday Transactions Pt. I 

Pt. II 
Perkin Transaction Pt. I 

Pt. II 
*(C) 1972-1974 

426 Journal of Chromatography 
*(C) 26(1967)-101 (1974) 

427 Journal of the College of Science 
(Tokyo Imperial Univ.) 

(C) 11(1898)-45(1925) 

428 Journal of Colloid & Interface 
Science 

*(C) 23(1967)-49(1974) 

429 Journal of Composite Materials 
*(C) 7(1973)-8(1974) 

430 Journal of Electroanalytical 
Chemistry 

(IV) 1 (1959)-14(1967) 
*(C) 16(1968)-57(1974) 

431 Journal of Electrochemical Society 
-58(1930) : Trans. of American 
Electrochemical Society 

59(1931)-98(1951) : Trans. of the 
Electrochemical Society 

99(1952)-: Title Name 
*(C) 8(1905)-9, 23-79, 

93-97, 99-121(1974) 

432 Journal of Electron Spectroscopy 
and Related Phenomena 

*(I) 1(1972)-4(1974) 

433 Journal of Electronics and Control 
(see: International Journal of Control; 
International Journal of Electronics) 

(C) 1(1955)-17(1964) 

Journal of Engineering for Industry 
(see: Trans. ASME, ser. B) 

Journal of Engineering for Power 
(see: Trans. ASME, ser. A) 

434 Journal of Fluid Mechanics 
*(I) 21(1965)-66(1974) 
*(C) 1(1956)-66(1974) 

435 Journal de Four Electrique et des 
Industries Electrochimiques 

(C) 1955-1969 

436 Journal of the Franklin Institute 
*(C) 176(1913), 204-206, 〔お2,4-6(1941)〕

208-298(1974) 

437 Journal of General Chemistry of 
the USSR 

(C) 32(1962)-41(1971) 

438 Journal of Geophysical Research 
(V) 65, 7-8(1960) 
*(C) 64(1959)-79(1974) 〔65,7-8(1960)〕

Journal of Heat Transfer 
(see : Trans. of ASME; ser. C) 

439 Journal of Human Environment 
Research and Management 

*(IV) 

440 Journal of Hydraulic Research 
(formerly: Hydraulic Research) 

(V) 3(1965), 6(1968) 
*(C) 8(1970)-12(1974) 

441 Journal of Hydrology 
*(C) 7(1968/69)-23(1974) 

442 Journal of Hydronautics 
*(C) 5(1971)-8(1974) 

443 Journal of Inorganic and Nuclear 
Chemistry 

(C) 13(1960)-34(1972) 

444 Journal of the Institute of Metals 
(see: Metal Technology Journal) 

(C) 14(1915)-55, 62-74, 
76, 78, 80-101(1973) 

445 Journal of the Institute of 
Petroleum 
1(1914)-24(1938): Journal of the 
Institution of Petroleum Technologists 

25(1939)-: Title Name 
(C) 1(1914)-27, 32-48, 

50-56(1969) 

446 Journal of the Institution of 
Ci vii Engineers 
(formerly: Minutes of Proceedings 
of the Institution of Civil Engineers) 

(C) 13(1939)-36(1951) 〔15,3(1940/41) 
18, 5-7(1942), 
19, 1-3(1943), 
20, 5-6, 8(1944), 
23, 2-4(1944/5), 
24, 5(1945), 
25, l, 3-4(1946), 
26, 8(1946), 
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27, 1-2, 4 
(1946/7), 
28, 5-6(1947), 
29, 1-4(1947 /8), 
31, 1, 4(1948/9), 
32, 5-6, 8(1949), 
34, 5-6, 8(1950), 
36, 5-10(1951)〕

447 Journal of the Institution of 
Electrical Engineers 
(see: Electronics and Power) 

(C) 84(1939)-95(1948) 

Journal of the Institution of 
Heating and Ventilating 
Engineers 
(see: Building Services Engineer) 

Journal of the Institution of 
Mechanical Engineers 
(see: Chartered Mechanical Engineer) 

448 Journal of the Iron and Steel 
Institute 
(see: Ironmaking & Steelmaking) 

(1I) 176(1954)-206(1968) 
(C) 21 (1932)-22, 26, 63, 

76, 89-93, 95, 97, 102, 
115-138, 140-211 
(1973) 

449 Journal de la Marine 
(formerly: Le Yacht) 

(C) 20(1897)-34(1911) 

450 Journal of Materials 
(see: Journal of Testing Evaluation) 

(C) 1(1966)-7(1972) 

451 Journal of Materials Science 
(I) 7(1972) 

*(IV) 

Journal of Mathematics and 
Physics 
(see: Studies in Applied Mathematics) 

452 Journal of Mechanical 
Engineering Science 

*(C) 9(1967)-16(1974) 

453 Journal of the Mechanics and 
Physics of Solids 

*(I) 1(1952)-22(1974) 〔15,3(1967), 
16, 3(1968), 
19, 2(1971)〕

(TI) 1(1952)-2, 
11-16(1968) 

*(V) 13(1965)-22(1974) 〔14,4(1966)〕
*(C) 10(1962)-22(1974) 

454 Journal of Metals 
(C) 3(1951)-24(1972) 

455 Journal of Non-Crystalline Solids 
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*(C) 1(1968/69)-16(1974) 

456 Journal of Nuclear Energy 
(see : Annals of Nuclear Science and 
Engineering) 

Pt. A & B. 
(C) 1(1954)-4, 6-27(1973) 

457 Journal of Nuclear Materials 
*(C) 2(1960)-54(1974) 

458 Journal of the Optical Society 
of America 

*(C) 11(1925)-17, 20-64(1974) 

459 Journal of Organic Chemistry 
*(C) 6(1941)-39(1974) 

460 Journal of Organometallic 
Chemistry 

*(C) 1(1963)-83(1974) 

461 Journal of Photographic Science 
*(C) 1(1953)-22(1974) 

462 Journal of Physical Chemistry 
-50(1946) : Journal of Physical 
Chemistry 

51(1947)-54(1950): Journal of Physical 
and Colloid Chemistry 

55(1951)-: Title Name 
*(C) 45(1941)-52, 54-78(1974) 

Journal of Physical and Colloid 
Chemistry 
(see: Journal of Physical Chemistry) 

463 Journal of the Physical Society 
of Japan 

*(C) 19(1964)-36(1974) 

464 Journal of Physics 
(Fiziceskij Zuma!) 

(C) 1(1939)-5(1941) 

465 Journal of Physics, Ser. 2 
Pt. A : General 
Pt. B : Atomic and Molecular Physics 
Pt. C : Solid State Physics 
(formerly: Proc. of the Physical 
Society) 

Pt. D : British Journal of Applied 
Physics 

Pt. E: Journal of Scientific 
Instruments 

*(C) 1(1968)-7(1974) 
Pt. F : Metal Physics 

*(C) 1(1971)-4(1974) 
Pt. G : Nuclear Physics 

*(C) 

466 Journal of Physics and Chemistry 
of Solid 

*(C) 31(1970)-35(1974) 

467 Journal of Physique, Ser. 5 
(C) 1(1911)-2,4(1914) 

[ 468 Journal of Plasma Physics 



*(I) 6(1971)-12(1974) 

469 Journal of Polymer Science 
*(C) 1(1946)-47, 〔1,2(1946) 

49-62(1962) 8, 4(1952)〕
Pt. A : General Papers 

1(1963)-3(1965) 
A-1 : Polymer Chemistry 
4(1966)-12(1974) 
A-2: Polymer Physics 
4(1966)-12(1974) 

Pt. B : Polymer Letter 
1(1963)-12(1974) 

Pt. C : Polymer Symposia 
1(1963)-5(1974) 

Pt. D : Macromolecular Review 
5(1971)-8(1974) 

470 Journal fiir Praktishe Chemie 
(C) 31(1885)-34, 37-96, 

121-123(1929) 

471 Journal of the Prestressed 
Concrete Institute 

*(C) 8(1963)-19(1974) 〔15,2-6 (1970)〕

472 Journal of Quantitative 
Spectroscopy and Radiative 
Transfer 

*(I) 14(1974)-
473 Jornal of Radioanalytical 

Chemistry 
*(C) 4(1970)-22(1974) 

474 Journal of Research of the 
National Bureau of Standards 

*(C) 1(1928)-11, 16-21, 〔21,5-6(1938)〕
23, 25-26, 28-62 
(1958) 

Sect. A : Physics and Chemistry 
B : Mathematics and 

Mathematical Physics 
C : Engineering and 

Instrumentation 
D : Radio Propagation 

(see : Radio Science) 
63(1959)-78(1974) 

475 Journal of the Royal Aeronautical 
Society 

(C) 40(1936)-42, 45-54, 〔41,313-319 
58-69(1965) (1937)〕

Journal of the Royal Institute of 
British Architects 
(see: RIBA Journal) 

476 Journal of the Royal Society 
of Arts 

(C) 74(1925/6)-81(1932) 

477 Journal of Scientific Instruments 
(see: Journal of Physics) 

(C) 13(1936)-44(1967) 

478 Journal of Ship Research 
*(JI) 4(1960)-18(1974) 

479 Journal of the Society of 
Architectural Historians 

*(C) 21(1962)-33(1974) 

480 Journal of the Society of 
Chemical Industry 

(C) 20(1901)-21, 23-25, [28,1,3-6,8,12—
盛 31,33, 37, 42-48 15, 17-23(1909)〕
(1929) 

481 Journal of the Society of Dyers 
and Colourists 

*(C) 39(1923),41-48, 
69-90(1974) 

482 Journal of the Society of Glass 
Technology 
(see: Physics and Chemistry of 
Glasses; Glass Technology) 

(C) 38(1954)-43(1959) 

483 Journal of the Society of Motion 
Picture and Television Engineers 

-53(1949) : Journal of the Society of 
Motion Picture Engineers 

54(1950)-: Title Name 
(JI) 58(1952)-82(1973) 
(C) 37(1941)-44, 46-51, 

54-55 (1950) 

484 Journal of Sound and Vibration 
*(C) 1(1964)-37(1974) 

485 Journal of Strain Analysis 
*(C) 1(1964)-9(1974) 

486 Journal of Testing and Evaluation 
(formerly : Journal of Materials) 

*(C) 1(1973)-2(1974) 

487 Journal of the United States 
Artillery 

(C) 38(1912)-40(1913) 

488 Journal of Vacuum Science and 
Technology 

*(I) 1(1964)-11(1974) 

489 Journal of Water Pollution 
Control Federation 

*(C) 32(1960)-46(1974) 

Justus Liebig's Annalen der 
Chemie und Pharmucie 
(see: Liebiggs Annalen der Chemie) 

K 

490 Kolloid Zeitschrift mit Kolloid 
Chem. Beiheft 
(see: Colloid and Polymer Science) 

(C) 48(1929), 50-53, 70, 
72, 74, 76, 78, 80, 96-
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491 Kunststoffe 
(C) 26(1936)-30(1940) 

L 

492 Laboratory Practice 
(C) 11 (1962)-16(1967) 〔16,11 (1967)〕

493 Letters in Heat and Mass Transfer 
*(II) 1(1974) 

494 Liebigs Annalen der Chemie 
(Justus) 
169(1873)-172(1874): Justus Liebig's 
Annalen der Chemie und Pharmucie 

173(1874)-: Title Name 
*(C) 169(1873)-182, 184-

268, 321-328, 421-429, 
436-446, 451-474, 671-
766(1972) 
1973-1974 

Light Metals 
(see: Light Metals and Metal Industry) 

495 Light Metals and Metal Industry 
-27,9(1964): Light Metals 
27, 10(1964)-: Title Name 

(C) 13(1950)-29(1966) 

496 Lighting Design and Application 
(formerly: Illuminating Engineering) 

*(C) 1(1971)-4(1974) 〔1,1(1971)〕

497 Lubrication Engineering 
*(C) 13(1957)-30(1974) 〔28,6(1972)〕

498 Liiftfahrt-forschung 
(C) 10(1932)-18(1941) 

M 

499 Machinery (A) 
*(C) 25(1919)-26, 34-43, 〔70,5(1964), 

47-48, 56, 65-79 76, 12(1970)〕
(1973) 

500 Machinery and Production 
Engineering (E) 

(C) 80(1952)-97, 
102-121 (1972) 

501 Macromolecules 
*(IV) 6(1973)-7 (1974) 

〔113,2912(1968), 
118,3036-7 
(1971)〕

502 Magazine of Concrete Research 
*(C) 6(1954/5), 9-12, 

14-26(1974) 

503 Makromolekulare Chemie 
*(C) 1(1947)-175(1974) 

504 Management Science 
*(IT) 

505 Manufacturing Engineering & 
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Management 
-45, 2(1960) : Tool Engineer 
45, 3(1960)-63(1969) : Tool and 
Manufacturing Engineer 

64(1970)-: Title Name 
*(C) 8(1940)-73(1974) 

506 Marconi Review 
*(C) 8(1945)-11, 

13-37(1974) 

507 Marine Engineer and Motorship 
Builder 
1(1879)-47(1924): Marine Engineer 
and Naval Architect 

48(1925)-56(1933) : Title Name 
(C) 1914, 1917, 42(1919) 

-50(1927) 

Marine Engineering 
(see: Marine Engineering and 
Shipping Review) 

508 Marine Engineering and Shipping 
Review 
-11(1905): Marine Engineering 
11(1906)-25(1920): International 
Marine Engineering 

26(1920)-40(1935): Marine Engineering 
and Shipping Age 

40(1935)-61(1956): Title Name 
(C) 8(1903)-10, 12-38, 

56-57(1952) 

509 Marine Technology 
*(II) 

510 Materialpriifung 
*CC) 3(1961)-16(1974) 

511 Materials Evalution 
-21(1963): Non-destructive Testing 
22(1964)-: Title Name 

*(I) 15(1957), 
17-32(1974) 

(JI) 10(1952)-21(1963) 
*(C) 23(1965)-32(1974) 

512 Materials Protection 
(C) 1(1962)-11(1972) 

〔15,1-2, 5-6 
(1957), 20, 
1-2(1962), 21 
9-10(1963), 
22, 7-12(1964), 
24, 4(1966), 
29, 12(1971)〕

513 Materials Research and Standard 
(formerly: Bulletin of ASTM) 
(see: Standerdization News) 

(C) 1(1961)-12(1972) 

514 Materials Science & Engineering 
*(IV) 11(1973)-16(1974) 

515 Materiaux et Consturction 
*(V) 



516 Mathematical Tables and other 
Aids to Computation 
(see: Mathematics of Computation) 

517 Mathematics of Computation 
1(1943)-13(1959): Mathematical Tables 
and other Aids to Computation 

14(1959)-: Title Name 
*(C) 1(1943)-28(1974) 

518 Mathematische Zeitschrift 
(C) 35(1932)-41(1936) 

519 Measures et Control Industriel 
(II) 17(1952)-21(1956) 〔19,211(1954)〕

520 Mechanical Engineer 
(C) 30(1912)-37(1916) 

521 Mechanical Engineering 
-40(1918): Journal of ASME 
41(1919)-: Title Name 

*(C) 38(1916),46-47, 〔56,6-12(1934)〕
49-59, 63-66, 7 4-96 
(1974) 

522 Mechanical Handling 
(II) 54(1967)-58(1971) 〔56,12(1969)〕

523 Mechanical World 
(C) 61(1917),63-65,68-79, 

81, 83-84(1928) 

524 Melliand Textileberichte 
(C) 37(1956)-48(1967) 

525 Memoirs of the Institute of 
Scientific and Industrial 
Research (Osaka Univ.) 

*(C) 8(1951)-17(1960) 
19(1962)-31(1974) 

526 Memoirs of the Ryojun College 
of Engineering 

(C) 1(1927)-9(1936), 
11(1938) 

527 Memoires Scientifiques de la 
Revue de Metallurgie 

*(C) 56(1959),58-71 ⑮ 6, 8-12(1959), 
(1974) 64, 11(1967)〕

528 Messtechnik 
(C) 6(1930)-9(1933) 

529 Metal Construction and British 
Welding Journal 

(C) 1(1969)-2(1970) 

530 Metal Finishing 
(C) 49(1951)-70(1972) (70, 8(1972)〕

531 Metal Finishing Abstracts 
*(II) 6(1964)-16(1974) 

532 Metal Finishing Journal 
*(C) 9(1963)-20(1974) 

533 Metal Industry (London) 
(see: Light Metal & Metal Industry) 

(C) 30(1922)-36, 
76-105(1965) 

〔20,18, 19(1922), 
21, 20(1922), 
22, 5 (1923), 
23, 8, 11, 14-26 
(1923), 24, 
21-26(1924), 
25, 1-7(1924), 
30, 18(1927), 
35, 23(1929), 
36, 19, 21 (1930), 
97, 2(1960), 
105,16-19(1965)〕

534 Metal Industry: Handbook & Directory 
(C) 40(1951)-45, 

47-51(1962) 

535 Metal Progress 
(C) 18(1930)-28, 

57-102(1972) 

536 Metal Science Journal 

(C) 1(1967)-7(1973) 

〔18,J-2(1930), 
19, 1(1931), 
20, 6(1931), 
21, l, 5(1932), 
25, 1(1934), 
27,5(1935), 
28, 6(1935), 
94, 6(1968)〕

537 Metal Technology Journal 
(Formerly : Journal of Institute of 
Metals) 

*(C) 

538 Metall 
(C) 10(1956)-27(1972) 

539 Metall und Erz 
(C) 24(1927)-25,27-32, 

34(1937) 

540 Metalloberfliiche 
*(C) 6(1952)-28(1974) 

Metallurgia 
(see: Metallurgica & Metal Forming) 

541 Metallurgica & Metal Forming 
38 July(l971): Metallurgia 
38 Aug. (1971)-: Title Name 

*(JI) 40(1973)-41(1974) 
(C) 34(1951)-83(1972) 

542 Metallurgical Abstracts 
(see: Metals Abstracts; Metals 
Abstracts Index) 

(C) 1(1966)-2(1967) 

Metallurgical and Chemical 
Engineering 
(see: Chemical Engineering) 

543 Metallurgical Transactions 
(Merged into Transactions of the 
Metallurgical Society of AIME, 
Transactions of American Society 
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for Metals) 
*(C) 1(1970)-5(1974) 

544 Metallurgie 
(C) 4(1907)-8(1911) 

545 Metals 
(C) 1 (1966)-2(1967 /8) 

546 Metals Abstracts 
*(C) 1(1968)-7(1974) 

547 Metals Abstracts Indexs 
*(C) 1(1968)-7(1974) 

548 Metals and Materials 
(C) 1(1967)-6(1972) 

549 Metropolitan Vickers Gazette 
(C) 9(1926)-11, 14-17 

(1938) 

550 Microelectronics & Reliability 
(formerly: Electronics Reliability & 
Microminiaturization) 

*(C) 1(1963)-13(1974) 

551 Microtechnic 
(ll) 12(1958)-24(1970) 
(C) 25(1971)-28(1974) 

552 Mining and Metallurgy 
(C) 1(1920)-5, 7-15(1934) 

553 Mining and Scientific Press 
(C) 100(1910)-103, 

105-123(1921) 

554 Minutes of Proceedings of the 
Institution of Civil Engineers 

(C) 47(1876)-48, 50-51, 
53-57, 59-74, 76-117, 
119-124, 127-146, 
148-217, 219-232 
(1932) 

555 Mitteilungen aus dem Kaiser-
Wilhelm Institut fiir 
Eisenforschung zu Diisseldorf 

(C) 1 (1920), 3-5, 18-24 
(1942) 

556 Modern Materials Handling 
(ll) 22(1967)-26(1971) 〔26,5(1971)〕

557 Modern Plastics 
(C) 31 (1954)-45(1967) 

558 Modern Plastics: Encyclopedia 
Issue 

(C) 32(1954)-36, 38-39 
(1961) 

559 Moderne Bauformen: Monatshefte ftir 
Architektur und Baumkunst 

(C) 6(1907)-7, 20, 23-24, 
江 30,35(1936) 

560 Modular Quarterly 
(see: Official Architecture & Planning) 

(C) 1965-1968 
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561 Monatshefte fiir Seide und 
Kunstseide 

(C) 40(1935)-43(1938) 

562 Moter Ship (London) 
(C) 1(1921)-21, 32-33 

(1952) 
〔32,Jan.-Aug.
379(1951), 
33, Sept.-Dec. 
384, 386 (1952)〕

563 M T Z (Motortechnische Zeitschrift) 
*(C) 14(1953)-35(1974) 

N 

564 Nachrichten aus Chemie und 
Technik 

(C) 2(1954)-10(1962) 

565 Nachrichtechnik 
*(C) 14(1964)-24(1974) 

566 NASA Annual Report 
(formerly: NACA Annuel Report) 

(C) 337(1930)-682, 
686, 704-726, 752-773, 
804-1209, 1254-1392 
(1958) 

567 N A S A Reports 
(C) 1059, 1062-1092, 1094-

1100, 1102-1108, 1110, 
1175, 1189, 1191-1192, 
1195, 1197-1241, 1243-
1286, 1288-1295, 1342-
1392(1958) 

568 NASA Technical Report(R) 
(C) 1 (1959)-96, 98-186, 

201,209,221,223, 227-
235(1966) 

NASA's Scientific and Technical 
Aerospace Reports 
(see: Scientific and Technical 
Aerospace Peports) 

569 National Geographic Magazine 
(C) 41(1922)-61, 63-73 

(1938) 

570 Nature (E) 
*(C) 31(1885)-56, 61-75, 〔163(1949)〕

125-150, 155-179, 
181-252(1974) 

Nature Physical Science 
(C) 229(1971)-246(1973) 

Nature New Biology 
(C) 229(1971)-246(1973) 

571 La Nature (F) 
(C) 1922-1929 

572 Naturwissenschaften 
(C) 15(1927), 18-21, 〔57,3(1970)〕

33-59(1972) 



Naval Annual by Lord Brassey's 
(see: Brassey's Naval and Shipping 
Annual) 

573 Naval Architect 
(formerly: Transactions Royal 
Institution of Naval Architects) 

*(C) 1971-1974 
574 Naval and Military Record 

(JI) 16(1901), 36-37, 45ー

59-, 51-52, 54(1936) 

575 Neue Russland 
(C) 1(1924/27)-4(1931/32) 

576 Nippon Siigaku-Buturigakkai Kiji 
(C) 6(1924)-17 (1935) 

577 Noise Control 
(see: Sound-its Uses and Control) 

(V) 1957 July-7(1962) 
(C) 1 (1955)-2(1956), 4-6(1960) 

N皿 DestructiveTesting 
(see: Materials Evaluation) 

578 Nouvelle Revue d'Optique 
Appliquee 
(see: Revue d'Optique) 

*(C) 1(1970)-5(1974) 

579 NT  Z (Nachrichtentechnische 
Zei tschrif t) 
1 (1948)-8, 9(1955) : FTZ 
(Fernmeldetechnische Z.) 

8, 10(1955)-: Title Name 
*(C) 1(1948)-27(1974) 

580 Nuclear Data Sheet 
(I) 1958-1965 

581 Nuclear Engineering International 
*(JI) 4(1959)-19(1974) 
(C) 7 (1962)-14(1969) 

582 Nuclear Engineering & Design 
*(JI) 15(1971)-30(1974) 〔17,4, 18, 4, 19, 2, 

4, 20, 3-4, 21, 4, 
22, 3, 4, 23, 4 
(1972)〕

*(C) 5(1967)-30(1974) 

583 Nuclear Instruments and Methods 
. (C) 4(1959)-76(1969) 

584 Nuclear Physics 
(C) 40(1963)-89(1966) 
Sect. A 

(C) 90(1965)-198(1972) 
Sect. B 

(C) 1(1967)-50(1972) 

585 Nuclear Science Abstracts 
(I) 1(1948)-8, 

12-16(1962) 
*(C) 1(1948)-8, 

12-30(1974) 

586 Nuclear Science and Engineering 
(I) 1(1956)-2(1957) 
(JI) 3(1958)-14(1962) 

*(C) 15(1963)-55(1974) 

587 Nucleonics 
(JI) 17(1959)-25(1967) June. 
(C) 1(1947)-25(1967) June. 

588 Numerische Mathematik 
*(I) 7(1965)-23(1974) 
*(C) 1(1959)-23(1974) 〔4,5(1962)〕

589 Nuovo Cimento 
Sect. A & B 

(C) 1(1955)-70(1970) 
Ser. JI 

(C) 1(1971)-18(1973) 

゜590 Oel und Kohel 
1(1905)-34(1938): Petroleum 
1939: Marged into Erda] und Teer, 
Title Name 

(C) 1(1905)-37(1941) (37, 12(1941)〕

591 Oelhydraulik und Pneumatik 
*(JI) 6(1962)-18(1974) 
(C) 6(1962) 

592 Oesterreichische W asserwirtschaft 
*(C) 11(1959)-26(1974) 

593 Oesterreichische Zeitschrift for 
Berg-und Hiittenwessen 

(C) 4(1856)-8, 27-45, 
53-59, 62(1914) 

594 Oesterreichisches Berg-und 
Hiittenmannisches Jahrbuch 

(C) 16(1867), 18-19, 28-44, 53-54, 
56-59(1911) 

595 Official Architecture & Planning 
(included Modular Quarterly) 
(see: Built Environment) 

(C) 33(1970), 35(1972) 〔33,1-3, 10 
(1970)〕

596 Oil and Colour Trade Journal 
(C) 75(1929)-78, 91-92(1937) 

597 Oil Engine and Gas Turbine 
(JI) 21(1954)-32(1964) 〔26,July (1959), 

31, July(1963), 

598 Oil and Gas Journal 
(C) 32(1934)-40, 
53-65(1967) 

599 Oil Trade Journal 

32, Oct(1964)〕

〔36,7-11(1937), 
37, 8-28(1938), 
53, 1-34(1955)〕

(C) 8(1917), 10-14, 16, 18(1927) 

600 Onde Electrique 
*(C) 34(1954)-54(1974) 
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601 Operations Research 
*(C) 7(1959)-22(1974) 〔9,1-3(1961)〕

602 Optica Acta 
*(I) 1(1954), 3-21(1974) 〔8,3(1961)〕
*(C) 3(1956)-21(1974) 

603 Optics Communications 
*(I) 1(1969)-12(1974) 
*(C) 10(1974)-

694 Optics and Laser Technology 
*(I) 3(1971)-6(1974) 

605 Optics and Spectroscopy 
*(C) 6(1959)-37(1974) 

606 Optik 
* (I) 28(1968), 

32-41(1974) 

607 Opto-Electronics 
*(I) 4(1972)-6(1974) 

608 Oxidation of Metals 
*(I) 3(1971)-8(1974) 

8th Ser. 
*(C) 1(1956)-30(1974) 

619 Photochemistry and Photobiology 
*(C) 11(1970)-20(1974) 

620 Photogrammetria 
*(C) 15(1958/9), 18-30(1974) 

〔18,3(1961/2) 
19, 4(1962/4)〕

621 Photogrammetric Engineering 
*(C) 12(1946), 14-40(1974) 

〔15,1(1949), 
16, 2(1950), 18, 
2, 4(1952), 21, 1 

〔32,1-3, 33 6 
(1955)〕

36, 1-3(1972)〕''622 Photogrammetric Record 
*(C) 1962-1974 

623 Photographic Engineering 
(C) 1(1950)-7(1956) 

624 Photographic Journal 
*(C) 81(1941)-90, 92-114(1974) 

625 Photographic Science and 
Engineering 

609 Paper Trade Jurnal *(C) 1(1957)-18(1974) 
(C) 90(1930)-96, 100-111(1940) 

〔96,Pt. II (1933)〕
626 Phototechnik und Wirtschaft 

(SY ASHIN) 5(1954)-25(1974) 
〔6,10(1955), 
7, 5, 10(1956)〕

p
 

610 Papier-Fabrikant 
(C) 25(1927), 36-38(1940) 

611 P.B. Reports Index 
(C) I (1946)-VI(1951/2) 

612 Pertersens Photographic Magazine 
*(SYASHIN) 

Petroleum 
(see: Oel und Kohle) 

Petroleum Refiner 
(see: Hydrocarbon Processing and 
Petroleum Refiner) 

613 Petroleum Technology 
(C) 1935-1938 

614 Petroleum ¥Vorld: Annual Review 
(C) 1936-1941 

Pharmaceutisches Centralblatt 
(see: Chemisches Zentralblatt) 

615 Philips Research Reports 
*(C) 1(1945)-29(1974) 

616 Philips Technical Review 
*(C) 6(1941), 11, 13-34(1974) 

617 Philips Telecommunication Review 
-16(1955/56): Communication News 
17(1956/57)-: Title Name 
*(C) 13(1953), 15, 17-32(1974) 

618 Philosophical Magazine, 
7th Ser. 

(C) 6(1928), 9-46(1955) 
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627 Physica 
(C) 10(1943)-14, 21-78(1974) 

628 Physica Status Solidi 
(C) 37(1970)-42(1970) 
Ausg. A : Applied Research 

*(C) 1(1970)-26(1974) 
Ausg. B : Basic Research 

*(C) 43(1971)-66(1974) 

629 Physical Review 
(C) 13(1919)-20, 22-79, 81-188(1969) 

630 Physical Review, New Ser. 
Pt. A : General Physics 
Pt. B : Solid State 
Pt. C : Nuclear Physics 
Pt. D : Particles and Fields 

*(C) 1(1970)-10(1974) 

631 Physical Review Letters 
*(C) 1(1958), 3-31(1973) 

Physical Abstracts 
(see: Science Abstracts, Sect. A.) 

632 Physics and Chemistry of Glasses 
(formerly: Journal of the Society 
of Glass Technology) 

*(IV) 1(1960)-15(1974) 

633 Physics of Fluids 
*(I) 1(1958)-17(1974) 



634 Physics Letters 
Pt. A,B: 

*(C) 19(1965/6)-50(1974) 
Pt. C: 

*(C) 1(1971)-15(1974) 

635 Physics of Metals and 
Metallography 

(C) 6(1958)-32(1972) 

636 Physikalische Zeitschrift 
(C) 25(1924)-31, 35-40(1939) 

〔35,1-3. 16 
(1934)〕

637 Physiological Abstracts 
(C) 7(1922)-12(1927) 

638 Planseeberichte fiir 
Pulvermetallurgie 

*(IV) 7(1959)-22(1974) 

639 Plastics Engineering 
(formerly: SPE Journal) 

*(IV) 30(1974)-

640 Plating 
(II) 60(1973) 

641 Pollution Abstracts 
*(C) 3(1972)-5(1974) 

642 Popular Mechanics Magazine 
(C) 27(1917)-27, 31, 

34-64, 66-72(1939) 〔69,4(1938)〕

643 Popular Science Monthly 
(C) (1925)-116, 120,122, 

124, 126, 13?(1938) 

644 Post Office Electrical Engineers' 
Journal 

*(C) 34(1941)-41, 43, 45-48, 
50-53, 55-67(1974) 

645 Post-War Building Studies 
(C) 1 (1944), 4-5, 11-13, 15-20, 

22-24, 27-33(1955) 

646 Powder Metallurgy 
*(IV) 4(1954)-17(1974) 

647 Power 
(C) 51(1920)-85(1941) 

Power Apparatus and Systems 
(see: IEEE Transactions) 

648 Power Engineering 
(C) 72(1968)-76(1972) 

649 Power Plant Engineering 
(C) 38(1934)-45(1941) 

650 Power and Works Engineer 
(C) 32(1937)-33(1938) 

Proceedings of the American 
Concrete Institute 
(see: Journal of Amencan Concrete 
Institute) 

651 Proceedings of the American 
Railway Engineering 
Association 

1(1900)-12(1911): Proc. of the American 
Railway Engineering and Maintenance 
of Way Association 

13(1912)-: Title Name 
(C) 1(1900)-37(1936) 〔12,Pt. JI (1911)〕

652 Proceedings of the American 
Society of Civil Engineers 
Journal of the Aero-Space Transport 
Journal of the Construction 
Journal of the Engineering Mechanics 
Journal of the Highway 
Journal of the Hydraulics 
Journal of the Irrigaition and Drainage 
Journal of the Pipeline 
Journal of the Power 
Journal of the Professional Activities 
Journal of the Sanitary Engineering 
Journal of the Soil Mechanics and 
Foundations 

Journal of the Structural 
Journal of the Surveying and Mapping 
Journal of the Urbanplanning and 
Development 

Journal of the Waterways and Harbors 
*(I) 78(1952)-81(1955), 

87(1961)-100(1974) 
*(C) 36(1910)-100(1974) (60, 1, 5(1934), 

67, 1-6(1941), 
69, 3(1943)〕

653 Proceedings of the American 
Society for Testing Materials 

*(C) 10(1910)-32, 34, 
36-74(1974) 〔15,Pt. I (1915), 

19, Pt. I (1919), 
37, Pt. I (1937)〕

654 Proceedings of the Annual 
Convention of the American 
Railway Bridge and Building 
Association 

(C) 19(1909)-34(1924) 

655 Proceedings of the Association of 
Asphalt Paving Technologists 

•cc) 16(1947)-43(1974) 

Proceedings of Blast Furnace and 
Coke Oven 
(see: Proceedings of Ironmarking) 

656 Proceedings of the Cambridge 
Philosophical Society 

*(C) 48(1952)-76(1974) 

657 Proceedings of the Chemical 
Society 

(C) 1957-19糾〔1957May〕
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658 Proceedings of Electric Furnace 
*(C) 15(1957)-32(1974) 

659 Proceeding of the Highway 
Research Board 
(see: Highway Research Abstracts; 
Highway Research News; Highway 
Reseach Record) 

(C) 22(1942), 24—41(1962) 

Proceedings of the Incorporated 
Institution of Automobile 
Engineers 
(see: Proceedings of the Institution of 
Automobile Engineers) 

660 Proceedings of the Indian 
Academy of Sciences, Sect. A. 

(C) 5(1937)-8, 11(1940) 

661 Proceedings of Institute of 
Electrical and Electronics 
Engineers (IEEE) 
1(1913)-50(1962): Proceedings of the 
Institute of Radio Engineers (IRE) 

51(1963)-: Title Name 
*(C) 16(1928)-23, 26-49, 

51-62(1974) 〔16,I (1928), 
17, I (1629), 
23, I (1933)〕

662 Proceedings of Institute of 
Mechanical Engineers Heat and 
Fluid Flow 

*(TI) 

663 Proceedings of the lnsitution of 
Automobile Engineers 
1(1906/7)-4(1909/10): Proceedings of 
the Incorporated Institution of 
Automobile Engineers 

5(1910/11)-: Title Name 
(C) 1(1906/7)-20(1925/26) 

664 Proceedings of the Institution of 
Civil Engineers 
(formerly: Journal of the ICE) 

*(C) 1(1952)-25, 27-57(1974) 
〔1,Pt. 2, 1(1952), 
Pt. 3, 2(1952)〕

665 Proceedings of the Institution of 
Electrical Engineers (IEE) 

Cm) 98(1951)-109(1962) 
*(C) 96(1949)-121 (1974) 

666 Proceedings of the Institution 
of Mechanical Engineers 

*(C) 129(1936)-179, 〔153,1, 3, 
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181-186(1973) 9-11(1945), 155, 
13, 15-17, 25 
(1946), 157, 31, 
35(1947), 159, 39-

42(1948),161,53 
(1949)〕

667 Proceedings of the Institution 
of Municipal and Country 
Engineers 

(C) 37(1910)-45, 51-52, 54(1927 /8) 

668 Proceedings of the International 
Association for Testing Materials 

(C) 1(1909/10)-3(1913/4) (Many lacks〕
Proceedings of the IRE 
(see: Proceedings of the IEEE) 

669 Proceedings of Ironmarking 
-21(1962): Proceedings of Blast Furnace 
Coke Oven 

22(1963)-: Title Name 
*(C) 13(1954), 16-28, 30-32(1973) 

670 Proceedings of the Japan Congress 
on Materials Research 
(formerly: Proceedings of the Japan 
Congress on Testing Materials) 

*(C) 1(1958)-3,5-8, 12-16(1973) 

Proceedings of the Japan Congress 
on Testing Materials 
(see: Proceedings of the Japan 
Congress on Materials Research) 

671 Proceedings of the Japan 
National Congress for Applied 
Mechanics 

*(C) 1(1951)-16, 18-21(1971) 

672 Proceedings of the National 
District Heating Association 

*(C) 58(1967)-59, 61-65(1974) 

673 Proceedings of Open Hearth 
*(C) 40(1957)-57 (1974) 

674 Proceedings of the Physical 
Society 
(see: Journal of Physics) 

(C) 49(1937)-70(1957) 
Sect:A&B 

(C) 71(1958)-73, 75-92(1967) 

Proceedings of the 
Physico-Mathematical Society 
of Japan 
(see: Nippon SOgaku-Buturigakkai Kiji) 

675 Proceedings of the Royal Society 
of London 
Ser. A. 

*(C) 5(1843)-192, 205-228, 
230-249, 251-341(1974) 

676 Proceedings of the Society for 
Analytical Chemistry 

*(C) 1(1964)-4, 6, 〔2,4(1965), 4, 7 
8-11(1974) (1967)〕



677 Proceedings of the Society for 
Experimental Stress Analysis 

*(C) 1(1943)-31(1974) 〔7,II (1949), 19, II 
(1960), 21, I 
(1964)〕

678 Process Instrumentation 
(formerly: Instruments Practice) 

(C) 1(1972) 

679 Process Technology International 
(see : Chemical Processing) 
-17(1972): British Chemical Engineering 
18(1973)-: Title Name 

(N) 9(1964)-18(1973) (14, 8, 10(1969)〕

680 Product Engineering 
(II) 22(1951)-23(1952) 〔22,1-6(1951), 

23, 7(1952)〕
*(C) 24(1953)-45(1974) (41, 19(1970), 42, 

13(1971)〕

681 Product Finishing (A) 
(II) 28(1964)-35(1970) 〔34,7(1969)〕

682 Product Finishing (E) 
(II) 12(1959)-23(1970) 

683 Progressive Architecture 
*(C) 36(1955)-39, 〔44,Dec. (1963), 

43-55(1974) 45, Jan. (1964), 
46, Jan.-Apr. 
(1965), 47, 12 
(1966), 48, 1 
(1967), 49, 2 
(1968)〕

684 Promoclim 
(formerly: Industries Thermiques et 
Aerauliques) 

(C) 1(1970)-3(1972) 

685 Public Roads 
*(C) 27(1952/4)-30, 32-37(1974) 

686 Public Works 
(C) 80, 7(1949)-81, 83(1952) 

687 Pumps and Other Fluids 
Machinery Abstracts 

*(II) 3(1973)-4(1974) 

Q 

688 QST 
(C) 20(1936)-25, 35(1951) 〔20,1-2(1936), 

22, 8(1938), 
23, 3-5 (1939), 
24, 12(1940), 
25, 4-5, 8-9, 11-
12(1941)〕

689 Quarterly of Applied Mathematics 
*(V) 13(1955)-20, 23-32(1974) 
*(C) 1(1943/4)-32(1974) 

690 Quarterly Journal of Mechanics 

and Applied Mathematics 
*(C) 1(1948)-27(1974) 

R 

691 Radio and Electronic Engineer 
-24(1962) : Journal of the British 
Institution of Radio Engineer 

25(1963)-: Title Name 
*(C) 3(1942)-44(1974) 

692 Radio Export 
(C) 3(1926)-5(1928) 

693 Radio Science, New Ser. 
*(C) 1(1966)-9(1974) 

694 Radio and Televisson News 
(C) 43(1950)-48, 51-56(1956) 

695 Railway Age 
-63(1917): Railway Age Gazette 
64(1918)-: Title Name 

(C) 58(1915)-61, 70-74, 
76-89, 102-104, 131, 
133(1952) 

〔86,14, 16, 19 
(1929), 87, 3, 7, 9 
(1929), 88, 3, 5, 7, 
10(1930), 89, 11 
(1930)102, 
(1937)-104, 131, 

Many Lacks)〕
Railway Engineering and 
Maintenance 
(see: Railway Track and Structures) 

696 Railway Engineering Review 
(C) 43(1903)-45(1905) 

697 Railway Gazette 
(C) 34(1921)-36, 38-46, 

48-54(1931) 
〔51,2-3, 9, 14, 17 
(1929), 52, 4, 7, 9, 
12-13, 15, 24 
(1930), 53, 6, 8 
(1930)〕
(54, 2-4(1931)) 

698 Railway Track and Structures 
-1948: Railway Engineering and 
Maintenance 

1949-: Title Name 
(C) 21(1925)-25, 47, 50(1954) 

699 Rayon and the Rayon Journal 
(C) 8(1929)-10, 14(1933) 

700 Rayon Textile Monthly 
-17(1936): Rayon and Melliand Textile 
Monthly 

18(1937)-29(1948) : Title Name 
(C) 17(1936)-19(1938) 

701 RCA Review 
*(C) 1(1937)-8, 

10-35(1974) 
〔33,4(1972)〕

Reactor Science anc Technology 
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(see: Journal of Nuclear Energy) 

702 Recueil de Travaux Chimiques 
des Pays-Bas 

(C) 52(1933), 〔60,4, 6(1941)〕
58-60(1941) 

703 Refrigerating Engineering 
(II) 61(1953)-66(1958) 
(C) 57(1949)-60(1952) 〔59,4-5(1951)〕

704 Regelungstechnik 
*(C) 1(1953), 10-22(1974) 

705 Regelungstechnische Praxis 
*(C) 4(1962)ー16(1974) 〔13,5(1971)〕

706 Reports of the Aeronational 
Research Institute 
(Tokyo Imperial Univ.) 

(C) 1(1939)-14(1939) 
16(1941)-17(1942) 

707 Review of Scientific Instruments 
*(C) 1(1930)-19, 21-45(1974) 

708 Reviews of Modern Physics 
*(C) 1(1929)-21, 〔12,1, 3-4(1940)〕

23-46(1974) 

709 Revue de l'Aluminium 
*(C) 349(1967)-435(1974) 

710 Revue de l'Artillerie 
(C) 117(1936)-120(1937) 

711 Revue Generale des Chemins 
de Fer 

(C) 74(1955)-78(1959) 

712 Revue Generate de l'Electricite 
*(C) 63(1954)-83(1974) (70, 1(1951)〕

713 Revue Generate de l'Hydraulique 
(V) 73(1956)-78(1957) 

714 Revue Maritime 
(C) 1928, 1933-1936, 1938-1939 

715 Revue de Metallurgie 
*(C) 27(1930)-28, 〔56,6-12(1959), 

49-71(1974) 62, 9(1965)〕

716 Revue d'Optique 
(see: Nouvelle Revue d'Optique 
Appliqee) 

(C) 32(1953)-47(1968 June) 

717 RIB A Journal 
(formerly: Journal of the Royal 
Institute of British Architects) 

*(C) 58(1951)-67, 〔70,1 (1963), 
69-81(1974) 78, 1(1971)〕

718 Road International 
*(V) 56(1965)-86(1973) 

719 Road and Road Construction 
(C) 27(1949), 29-37, 〔27,Jan.-July

39-50(1972) (1949) 
39, Jan. (1961)〕
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720 Road and Streets 
*(C) 93(1950)-117(1974) 〔93,1-6(1950), 

94, 1-6(1951), 
105, 12(1962), 
109, 8(1966), 
112, 6(1969)〕

721 Rock Mechanics 
(formerly: Felsmechanik und 
Ingenieurgeologie) 

*(I) 1(1969)-6(1974) 

722 Rock Products 
(C) 29(1926)-35, 〔56,5-8(1953)〕

55-57 (1954) 

723 Rudder 
(C) 11(1900)-12, 14-17, (57, 7-12(1941)〕

25, 27, 29-32, 52-57 
(1941) 

724 Rural Electrification and 
Electro-Farming 

(C) 3(1928)-6(1930) 

s 
SAE Journal 
(see: Automotive Engineering) 

725 S A E Transactions 
1 (1947)-6(1952) : SAE Quarterly 
Transactions 

61(1953)-: Title Name 
*(C) 1(1947)-6(1952) 〔6,2(1952)〕

61(1953)-82(1974) 

726 Schiff und Hafen 
(C) 2(1950), 4-26(1974) 

727 Schiffbau 
(C) 5(1903/4)-6, 10-11, 16-17, 

23-32(1931) 

728 Schiffstechnik 
*(Il) 2(1955)-21(1974) 

729 Schrifttumkartei Bauwesen 
(C) 4(1957)-19(1972) 

730 Schweizerische Bauzeitung 
*(C) 70(1952)-92(1974) 

731 Schweizerische Zeitschrift fiir 
Vermessung, Kulturtechnik und 
Photogrammetrie 

(C) 61(1963)-72(1974) 

732 Science 
*(C) 111(1950)-186(1974) (145, 3636(1964)〕

733 Science Abstracts 
(C) 1(1898)-5(1902) 
Sect. A : Physics Abstracts 

*(C) 6(1903)-40, 43-77(1974) 
Sect. B : Electrical Engineering 
Abstracts 



*(C) 18(1915), 23, 25-37, 39-40, 
43-62, 64-77(1974) 

Sect. C : Computer and Control 
Abstracts 

*(C) 5(1970)-9(1974) 

734 Science Progress 
(C) 2(1907 /8)ー町(1932)

735 Science Reports of the Research 
Institute 
(Tohoku Univ.) (exch. pub.) 
Ser. A : Physics, Chemistry and 
Metallurgy 

*(C) 1(1949), 3(1951)-6(1954), 
8(1956)-25(1974) 

Ser. B : Technology Reports of the 
Research Institute of Electrical 
Communication 

*(C) 5(1953), 7(1955)-25(1974) 

736 Science of Sintering 
*(N) 

737 Scientific American 
(N) 210(1964)-223(1970) 〔215,1 (1966)〕
*(C) 137(1927)-141, 143- 〔218,1 (1968)〕

146, 156-157, 212, 
218-231(1974) 

Scientific Lubrication 
(see: Industrial Lubrication) 

738 Scientific Papers of the Institute 
of Physical and Chemical 

Research 
(N) 1(1922)-32(1941) 
*(C) 1(1922)-45(1951), 

55(1961)-68(1974) 

739 Scientific and Technical 
Aerospace Reports 
(formerly: NASA's Scientific and 
Technical Aerospace) 

* (C) 1 (1963)-12(1¥174) 

740 Scripta Metallurgica 
*(C) 1(1967)-8(1974) 

Semiconductor Products 
(see: Solid State Technology) 

741 Sheet Metal Industries 
(I) 44(1967)-48(1971) 
*(II) 26(1949)-51(1974) 
(C) 31 (1954)-42(1965) 〔31,Jan--Feb. 

(1954)〕

742 Shipbuilder and Marine 
Engine Builder 
-37(1930): Shipbuilder 
38(1931)-: Title Name 

(II) 1(1905)-47(1940) 
(C) 4(1909)-13, 20-23, 

25-47, 59-62(1955) 

743 Shipbuilding and Shipping 

Record 
(JI) 1 (1913)-63(1944) 
(C) 3(1914)-4.'3, 46-50, 

53-55(1940) 

744 SI AM  Journal on Applied 
Mathematics 

*(JI) 22(1972)-27(1974) 

745 SI AM  Journal on Control 
•c JI) 1oc1912)-12c1974) 

746 SI AM  Journal of Numerical 
Analysis 

*(E) 10(1973)-11(1974) 

747 Siemens Review 
(C) 6(1930)-16(1938) 

748 Siemens Zeitschrift 
*(C) 2(1924), 4-19, 25-48 

(1974) 

749 Soap and Chemical Specialties 
(C) 31(1955)-46(1970) 〔44,9(1968)〕

750 Software, Practice & Experience 
*(E) 1(1971)-4(1974) 

751 Soil Conservation 
*(C) 16(1951)-25, (27, 1-5(1962)〕；

27-40(1974) 

752 Soil Science 
*(C) 69(1950)-74, 76-88, 

91-118(1974) 

753 Solid State Electronics 
（皿） 16(1973) 

*(C) 1(1960)-3,5-17 (7,July.-Dec. 
(1974) (1964)〕

754 Solid Stato Technology 
-10(1967): Semiconductor Products 
11(1968)-: Title Name 

•cc) 2c1959)-11c1914) 〔2,2-4(1959), 
10, 10(1967)〕

755 Sound・ItsUses and Control 
(formerly: Noise Control) 

(C) 1(1962)-2(1963) 

756 Soviet Journal of Optical 
Technology 

*(I) 39(1972)-41(1974) 

757 Soviet Physics-Acoustics 
*(I) 5(1959)-20(1974) 
*(C) 8(1962/3)20-(1974) 

758 Soviet Physics-JETP 
(C) 1(1955)-36(1973) 〔27,5(1968)〕’

759 Soviet Physics-Solid State 
*(C) 

760 Space Science Review 
（皿） 1(1962)-3(1964) 

761 SP E Journal 
(see: Plastics Engineering) 
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(N) 29(1973) 

762 Stiitebauliche Vortriige aus dem 
Seminar filr Stiidtebau an der 
邸 niglichenTechnischen 
Hochschule zu Berlin 

(C) 1(1908)-9(1920) (Many lacks〕
763 Stahl und Eisen: Zeitschrift filr der 

Deutsche Eisenhilttenwesen 
(JI) 70(1950)-72-76, 

78-81(1961) 
*(C) 18(1898)-34,41, 〔34,JI (1914), 

43-55, 59-64, 66-94 47, 2(19町）〕
(1974) 

764 Der Stahlbau 
*(C) 21(1952)-22, 24-29, 〔38,11 (1969)〕

31-43(1974) 

765 Stal in English 
(JI) 1959-1968 
(C) 1962-1970 

766 Standerdization News 
(formerly: Materials Research & 
Standards) 

*(C) 1(1973)-2(1974) 

767 Starke 
(C) 8(1956)-24(1972) 

768 Steam Engineer 
(C) 1(1931/2)-10(1940) (2, 5(1933)〕

769 Steel in USSR 
*(C) 1(1971)-4(1974) 

770 Strassen Verkehrs Technik 
*(V) 9(1965)-18(1974) 

771 Street Railway Journal 
(C) 23(1904)-25(1905) 

772 Structural Engineer 
(JI) 36(1958)-40(1962) 

*(C) 36(1958)-52(1974) 

773 Studies in Applied Mathematics 
(formerly: Journal of Mathematics 
and Physics) 

(C) 38(1959)-51(1972) 

774 Studio 
(C) 72(1917 /8)-80, 82-83, 

87, 89-93, 95-101(1931) 

755 Sulzer Technical Review 
(C) 37(1953)-40(1958) 

776 Surface Science 
*(C) 1(1964)-46(1974) 

777 Surveyor and Municipal and 
County Engineer 

(C) 69(1926)-76(1929) 

T
 778 Talanta: An International Journal of 

Anaytical Chemistry 
*(C) 1(1958)-21(1974) 

779 Technical Bulletin 
(C) 3(1923)-18(1938) 

780 La Technique Moderne 
(C) 2(1910)-8(1914) 

781 Technische Mitteilungen A E G 
Telefunken 
-58, 2(1968) : AEG Mitteilungen 
58, 3(1968)-: Title Name 

*(C) 1930-1938, 〔1930,1-6〕
41(1951)-64(1974) 

Telefunken-Zeitung 
(see: Wissenschaftliche Berichte 
A E G-Telefunken) 

782 Tele-Tech and Electronics 
Industries 
1(1942)-9(1951): Electronic Industries 
10(1951)-12(1953): Tele-Tech 
13(1954)-: -Title Name 

(C) 1(1942)-15(1956) 〔1,2(1942), 
13, July.-Dec. 
(1954)〕

783 Tenside 
*(IV) 1(1964)-11(1974) 

784 Tetrahedron 
*(C) 23(1967)-30(1974) 

785 Textilberichte 
(C) 1921, 1924-1925 

786 Textile Colorist 
(C) 29(1907)-31, 34-36, 

54-56(1934) 

(1921, Jan. Nov. 
Dec. 
1924, Jan. Feb. 
Dec. 
1925, Oct.-Dec.〕

〔55,Nov.-Dec. 
(1933) 
56, Jan.-June. 
Oct.-Dec. 
(1934)〕

787 Textile Manufacture 
(C) 58(1932)-64(1938) 

788 Textile Mercury 
(C) 1937-1940 

789 Textile Research Journal 
(C) 20(1950)-38(1968) 

790 Textile World 
(C) 66(1924)-79, 〔89,2(1939)〕

84-90(1940) 

791 Theoretical Chemical Engineering 
Abstracts 

*(IV) 7(1970)-11(1974) 

269 



792 Thin Solid Films 
*(C) 1(1967)-24(1974) 

793 Tiefbau 
*(C) 3(1961)-16(1974) 

Tool & Manufacturing Engineer 
(See: Manufacturing Engineering 
& Management) 

794 Toshiba Review 
(exch. pub.) 

*(C) 1(1960)-88(1974) 
795 Traffic Engineering 

*(V) 33(1963)-44(1974) 
(C) 21(1951)-27, 29, 〔33,1-3, 37, 2-5, 

34-35, 37(1966/7) 8(1966/7)〕

796 Traffic Engineering & Control 
*(V) 7(1966)-15(1974) 

797 Traffic Quarterly 
*(V) 19(1965)-27(1973) 

798 Traffic Safety 
*(V) 65(1965)-74(1974) 

Transactions of the American 

Electrochemical Society 
(see: Journal of Electrochemical 
Society) 

799 Transactions of the American 
Geophysical Union 

(C) 21(1940)-22, 25-39(1958) 

Transactions of the American 
Institute of Chemical Engineer 
(see: Chemical Engineering Progress) 

800 Transactions of the American 
Institute of Electrical Engineers 

(C) 10(1893)-17, 19-51, 〔39,1(1925), 
54-60, 64, 68, 70-72 40, 2(1926), 
(1953) 41, 1 (19町）〕

801 Transactions of the American 
Institute of Mining and 
Metallurgical Engineers 
1(1871)-59(1918): Transactions of the 
American Institute of Mining 
Engineers 

60(1919)-: Title Name 
(C) 1(1871)-30, 32-76, 97, 99, 

102, 104, 106-107, 110, 121, 
123-125, 129, 134, 136, 138-
139,149, 163-164, 176-178, 
180-185, 188(1950) 

802 Transactions of the American 
Society of Civil Engineers 

*-(C) 51(1903)-118, 120-139(1974) 

803 Transactions of American Society 
of Heating, Refrigerating and 
Air-Conditioning Engineer 

(formerly: Transactions of American 
Society of Heating and Ventilating 
Engineers) 

(V) 39(1933), 44-45, 47, 
61-71(1965) 

*(C) 48(1942)-54, 56-58, 
60, 72-80(1974) 

804 Transactions of the American 
Society of Mechanical Engineers 
Ser. A : Journal of Engineering for 
Power 

Ser. B : Journal of Engineering for 
Industry 

Ser. C : Journal of Heat Transfer 
Ser. D : Journal of Basic Engineering 

*(II) 86(1964)-96(1974) 
*(C) 50(1923)-55(1933) 〔50(1923)-55

62(1940)-96(1974) (1933), Many 
lacks, 70, June-
Sept. (1948), 
71, 1-2(1949) 

Ser. E : Journal of Applied Mechanics 
*(I) 17(1950)-41(1974) 
*(II) 31 (1964)-41(1974) 
(V) 16(1949)-29(1962) 

*(C) 1(1933)-14, 16-41 
(1974) 

Ser. F : Journal of Lubrication 
Technology 

*(II) 92(1970)-96(1974) 
*(C) 90(1968)-96(1974) 

Ser. G : Journal of Dynamic Systems, 
Measurement & Control 

*(C) 93(1971)-96(1974) 
*(II) 

Ser. H: Journal of Materials 
Engineering 

*(C) 96(1974) 
Ser. I : Journal of Fluids Engineering 

*(II) 96(1974) 
*(C) 96(1974) 

Ser. J : Journal of Pressre Vessel 
Technology 

*(C) 96(1974)-

805 Transactions of American 
Society for Metals 
(see: Metallurgical Transactions) 

(C) 32(1944)-62(1969) 

Transactions of the 
Electrochemical Society 
(see: Journal of Electrochemical 
Society) 

806 Transactions of the Faraday 
Society 

(C) 1(1905)-37, 〔33,!(1937)〕
43-67(1971) 

807 Transactions of the Institute 
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of Metal Finishing 
*(C) 40(1963)-52(1974) 

Transactions I R E 
(see: IEEE Transactions) 

808 Transactions of the Institution of 
Chemical Engineers 

(JI) 31(1953)-32(1954) 
*(C) 18(1940)-52(1974) 

809 Transactions of the Institution 
of Mining Engineers 

(C) 1(1889)-39(1910) 

Transactions of the Institution 
of Naval Architects 
(see: Transactions of the Royal 
Institution of Naval Architects) 

810 Transactions of the Japan 
Institute of Metals 

(C) 3(1962)-13(1972) 

8ll Transactions of the Metallurgical 
Society of AIME 
(see: Metallurgical Transactions) 

(C) 212(1958)-245(1969) 

812 Transactions of the North-East 
Coast Institution Engineers 
and Shipbuilders 

(C) 35(1918), 37-39, 42-45, 
48-56, 80-90(1974) 

813 Transactions of the Royal 
Insitution of Naval Architects 
1(1860)-101(1959): Transactions of 
the Institution of Naval Architects 

102(1960)-: Title Name 
(see: Naval Architect) 

(JI) 1(1860)-9, 11-14, 16-
29, 31-97(1955) 

(C) 1(1860)-14, 16-91, 
98-112(1970) 

814 Transactions of the Society of 
Instruments Technology 

(JI) 5(1953)-8(1956) 

815 Transactions of the Society of 
Naval Architects and Marine 
Engineer 

(JI) 26(1918)-29, 31, 34-35, 
58-65(1957) 

*(C) 1(1893)-2, 8-23, 25-42, 
44, 47-77, 79-82(1974) 

816 Transportation 
*(V) 

817 Transportation Research 
*(V) 5(1971)-8(1974) 

818 Transportation Science 
•cm) 7(1973)-8(1974) 
*(V) 5(1971)-8(1974) 
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819 Travaux 
*(C) 45(1961)-477(1974) 

820 Tribology 
*(JI) 3(1970)-7(1974) 

u 
821 Ultrasonic News 

(I) 5, 4(1961)-7(1963) 

822 Ultrasonics 
*(I) 1(1963), 3-12(1974) 
*(DI) 1(1963)-12(1974) 

823 Urbanisme 
*(C) 31(1962)-37, 39-43(1974) 
U.S. Government Research and 
Development Reports 
(see: Government Reports 
Announcement) 

824 U.S. Naval Institute 
(C) 45(1919)-50, 52-60, 

62-67(1941) 

825 U.S. Quarterly Book Review 
(C) 7(1951)-10(1954) 〔7,1-3(1951), 

8, 4(1952), 
9, 2(1953), 
10, 3-4(1954)〕

＞
 

826 Vacuum 
*(I) 3, 3-4(1953), 

14(1964)-24(1974) 

827 Vakuum-Technik 
*(I) 4(1955)-23(1974) 〔20,4(1971)〕

828 V D E Fachberichte 
(C) 31(1926)-34(1929) 

829 V D I Forschungsheft 
*(C) 400(1940)-421, 

425-566(1974) 

VD I-Zeitschrift 
(see: Zeitschrift des Verein 
Deustcher Ingenieur) 

830 Verhandlungen des Deutschen 
Vereins von Gas-und 
W asserfachmiinnern 

(C) 1907-1913 

831 Ver暉 entlichungcnaus dem 
Gebiete der Nachrichtentechnik 

(C) 1(1931)-6(1936) 

832 Vide 
*(I) 15(1961)-29(1974) 



w 

833 Warme 
(C) 58(1935)-61(1938) 〔58,1-20(1935), 

61, 27-52(1938)〕

834 Wasmuths Monatschefte fiir 
Baukunst und Stadtebau 

(C) 4(1919/20)-6, 8-10, 
14-16(1932) 

835 Wasser・undEnergiewirtschaft 
(I) 52, 4(1960)-56(1964) 

836 Die Wasserwirtschaft 
*(C) 40(1949)-50, 〔54,11 (1964)〕

52-64(1974) 

837 Water International 
*(C) 

838 Water International-Newsletter 
*(C) 1(1972/3)-2(1974) 

839 Water Power 
*(C) 8(1956)-26(1974) 〔10,10(1958), 

21, 10(1969)〕

840 Water Research 
*(IV) 8(1974)-

841 Water and Sewage Works 
*(IV) 120(1973)-121 (1974) 

842 Water Resources Research 
*(V) 7(1971)-10(1974) 

843 Water and Water Engineering 
(C) 24(1922)-38(1936) 

844 Water and Wastes Engineering 
*(IV) 7(1974)-

845 Way Ahead with C I B Bulletin 
(V) 7(1957)-9(1961), 

1962-1966 

846 W紐 r
*(II) 1(1957)-30(1974) 

847 Welding Engineer 
*(C) 13(1928)-18, 22-26, 

36-59(1974) 
〔13,1-3, 12 
(1928), 15, 
3-12(1930), 
16, 1(1931), 
18, 2, 12(1933), 
23, 8(1938), 
24, 3(1939), 
25, 4-12(1940), 
26, 3, 9-12(1941), 
36, 1-3(1951) 

848 Welding Journal 
2(1923)-15(1938): Journal of the 
American Welding Society 

16(1939)-: Title Name 
*(C) 3(1924)-11, 〔25,10(1947)〕

13-53(1974) 

849 Welding and Metal Fabrication 
(I) 30(1962)-32(1964) 〔30,1(1962)〕

850 Werk 
*(C) 49(1962)-61(1974) 〔50,6-7(1963)〕

851 W erkstattstechnik 
-48(1958): Werkstattstechnik und 
Maschinenbau 

49(1959)-: Title Name 
*(C) 44(1954)-64(1974) 

852 Werkstoffe und Korrsion 
*(C) 3(1952)-25(1974) 

853 Wescon Technical Papers 
-1962: IRE Wescon Convention 
Record 

1963-: Title Name 
*(C) 3(1959)-18(1974) 

854 Westinghouse Engineer 
(C) 1(1941)-10, 12-19, 

21-34(197 4) 

855 Wire Industry 
*(JI) 22(1955)-41(1974) 〔38、8(1971)〕

856 Wire Journal 
(formerly: Wire and Wire Products) 

*(JI) 6(1973)-7(1974) 

857 Wire Production 
(see: Wire-World International) 

(Il) 5(1956)-7(1959) 

858 Wire and Wire Products 
(see: Wire Journal) 

(lI) 20(1945)-48(1973) 
(C) 23(1948) 〔23,5, 12(1948)〕

859 Wire-World International 
(lI) 1 (1959)-13p971) 〔1,l, 4-6(1959)〕

Wireless Engineer 
(see: Electronic-and Radio Engineer) 

860 Wissenschaftliche Berichte 
A E G-Telefunken 
-40(1967) : Telefunken Zeitung 
41(1968)-: Title Name 

*(C) 24(1951)-41, 
43-47(1974) 

〔38,1(1965)〕

861 Wochenschrift fiir Braverei 
(C) 45(1928)-51(1934) 

862 World Petroleum 
(C) 4(1933)-12(1941) 〔10,1-10, 

12(1940), 
12, 7-12(1941)〕

863 World Petroleum Congress 
(C) 41(1933)-90, 92-109, 

111-127, 131-135, 137-138, 
141-152, 159, 161-165, 
170-174, 176-180, 182-184, 
187-188, 192-201, 206-207, 
209-211, 217, 219-224, 226, 
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229-230, 233(1933) 

864 World Power 
(C) 7(1927), 9-27(1937) 

y 

Le Yacht 
(see: Journal de la Marine) 

z 

865 Zeitschrift fiir Analytische Chemie 
*(C) 19(1880)-29(1890), 〔191,3(1962)〕

130(1949)-272(1974) 

Zeitschrift fiir Angewandte Chemie 
(see: Angewandte Chemie) 

866 Zeitschrift fiir Angewandte 
Mathematik und Mechanik 

*(C) 1(1921)-13, 〔24,3-4(1944)〕
16-54(1974) 

867 Zeitschrift fiir Angewandte 
Mathematik und Physik 

*(C) 1(1950)-6, 8-25(1974) 

868 Zeitschrift fiir Angewandte Physik 
(see: Applied Physics) 

(C) 1(1948/9)-32(1971) 

869 Zeitschrift fiir Anorganische und 
Allgemeine Chemie 

(C) 121(1922)-127, 173-180, 
182, 184-185, 217, 222-225 
(1935) 

870 Zeitschrift fiir das Berg-Hutten 
nnd Salinenwesen im 
Preussischen Staate 

(C) 13(1865)-14, 16-44, 
53-59(1911) 

Zeitschrift fiir Electrochemie 
(see: Berichte der Bunsen Gesellschaft 
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fiir Physikalische Chemie) 
871 Zeitschrift fiir Kristallographie 

(C) 108(1956/7)- 〔118,5-6(1963), 
132(1970) 130, 1-3(1969)〕

872 Zeitschrift fiir Metallkunde 
*(C) 17(1925)-20, 22-34, 〔37,1-3, 7-12 

37-65(1974) (1946), 38, 2-3 
(1947)〕

873 Zeitschrift fiir Naturforschung 
ausg. A 

*(C) 16(1961)-29(1974) 

874 Zeitschrift fiir Physik 
*(C) 47(1928)-115, 124-

130, 132-271(1974) 

875 Zeitschrift fiir Physikalische 
Chemie 

(C) 33(1900)-50, 52-53, 
55-63, 65-66, 109-
136(1928) 

876 Zeitschrift fiir Physikalische 
Chemie Neue Folge 

(C) 31(1962)-82(1972) 

877 Zeitschrift fiir Physiologische 
Chemie 

(C) 1(1877)-5, 7-28, 30-
106, 173-177, 264(1940) 

878 Zeitschrift fiir Technische Physik 
(C) 1(1920)-14, 17-21(1940) 

879 Zeitschrift des Verein Deutscher 
Ingenieur 

*(C) 44(1900),46-48,51-
88, 90-116(1974) 

880 Zement 
(C) 11(1922)-28(1939) (19, II (1930)〕

881 Zodiac 
*(C) 20(1971)-22(1973) 



—U.S.S.R. — 
1 Akusticheskii Zhurnal 
*(I) 7(1961)-20(1974) 〔7,1(1961), 

8, 3(1962)〕

2 Atomnaja Energija 
*(II) 24(1968)-37(1974) 

3 A vtomatika i Telemekhanika 
(exch. pub.) 

*(C) 17(1956)-35(1974) 〔24,3-4(1963), 
25, 9(1964)〕

4 Beton i Zhelezobeton 
(C) 1958-1972 (1962,4,8, 

1963, 3〕

5 Byulleten'Stroitel'noi Tekhniki 
*(C) 1958-1974 〔印62,8〕

6 Defektoskopija 
*(I) 1970-1974 

7 Doklady Akademij nauk SSSR 
*(C) 24(1939}-25, 94-99, 

101-121, 123-142, 
144-219(1974) 

8 Elektronnaja Obrabotka 
Materialov 

*(II) 43(1972)-60(1974) 

9 Izvestija Akademij nauk SSSR 
serija Fizicheskaja 

(C) 18(1954)-36(1972) 〔19,1(1955), 
23, J-6(1959), 
26, 1, 8(1962) 

serija Geologicheskaja 
*(C) 1967-1974 

serija l'ilekhanika Zhidkosti 
i Gaza 

(C) 1968-1970 

serije Metally 
(C) 1968-1970 

serija Tekhnicheskaja Kiber.netik 
(C) 1968-1970 

10 Izvestija Akademii nauk SSSR, 
Otedelenie Tekhnicheskikh nauk 
(exch. pub.) 

(C) 1954-1953 (1958, 1-6〕

11 Izvestija V U Z Chernaja 
Metallurgija 

*(IV) 1969-1974 

12 Khimija Tverdogo Topriva 
(IV) 1969-1972 

13 Magnitnaja Gidrodinamika 
*(I) 1967-1974 

14 Metallovedenie i Termicheskaja 
Ovrabotka Metallov 

*(C) 1961-1974 (1962,9〕

15 Montazhnje Raboty v Stroitel'stve 
-22, 1 (1960) : Novaja Tekhnika 
Montazhnykhi Spetsialynykh Rabot 
v Stroitelystvo 

22, 2(1960)-: Title Name 
(C) 1958-1961, 1964-1968 

16 Nikleonika 
(C) 13(1968)-19(1974) 

Novaja Tekhnika Montazhnykhi 
Spetsialynykh Rabot v 
Stroitelystvo 
(see: Montazhnye i Spetsial'nye 
Raboty v Stroitel'stve) 

17 Porshkovala Metallurgija 
*(IV) 1972-1974 

18 Prikladnaja Matematikai 
Mekhanika (exch. pub.) 

*(I) 30(1966)-38(1974) 
(V) 17(1953)-20(1956) 

*(C) 18(1954)-24, 26-28, 
30, 32-38(1974) 

19 Promyshlennoi Stroitel'stovo 
(C) 1958-1960, 〔1962,8, 

1962-1968 1963, 2〕

20 Radiotekhnika i Elektronika 
*(C) 3(1958)-19(1974) (3, 1-7(1958), 

5, 3(1960), 

21 Stalj 
*(IV) 1969-1974 

22 Steklo i Keramica 
(C) 24(1967)-29(1972) 

7, 7-12(1962), 
8, 1-6(1963)〕

23 Stroitel'naja Mekhanika i Raschet 
Sooruzhenii 

(C) 1959-1961, 1963-1972且963,1-2, 6〕

24 Stroitel'stvo i Architektura 
(C) 1962-1964 (1963, 2〕

274 



東京大学生産技術研究所年次要覧

ー第23号 (1974年度）ー一
(1975年発行）

昭和 50年 3月31日現在編 集

昭和 50年 5月 29 日発 行

発行所

印刷所

東京大学生産技術研究所
郵便番号 106 

東京都港区六本木七丁目22番 1号

電話東京 (402)6 2 3 1 (大代表）

郵便番号 280 

千葉実験所：千葉市弥生町 1番 8号

電話千葉(51)8311(代表）

一美印刷株式会社

東京都荒川区西日暮里 5-9-8




